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歩と は、 人間の イマ ジネ— シ ヨンの 拡大で あり、 そうした 意味で 霊的な 進化と 密接に 関わって いるの だ。 とくに、 電子 を 

情報に 変換して 密接に 繫 がり はじめて いる 現在の 人類が、 遺伝子 レベルの 情報 を 自在に 操れる ようになれば、 個人性の 基 

盤 (私と は 何者かと いう こと) が 大幅に 揺るがされる ことになるだろう。 そのこと が、 人類 を 真の 意味での 惑星 文明に 導いて いく 

のか、 それとも、 多様性 を H サに した 不可視の 全体主義 的 文明の 形成に 導いて いくの か、 今のところ は 分からない。 ただ、 

今後、 個人の 自由が 拡大して いけば いくほど、 ティモシ— が 再三 繰り返して いるよう に、 他者の 自由 を 侵害して はなら な 

いという 倫理の 重要性が 増して くる こと は 確実だろう。 

ティモシ— が 自由に 死ぬ 権利 を 行使しょう としてい る 今、 彼の 主 著の 一 つと みなせる 本書 を 日本の 読者に 提供で きる こ 

と は 望外な 喜びで ある。 二 〇 世紀 後半の 激動の 時代に 挑発的な メ ッ セ —ジを 送りつ づけて くれた 現代の 偉大な シャ— マ ン 

の 精神に、 本書 を 通して、 できるだけ 多くの 人が 触れて くれる こと を 願って いる。 

本書 (ファルコン. プレス 版、 一九 八 七 年) の タイトル は 『情報 心理学』 (INFO-PSYCHOLOGY) となって いたが、 あえて 『大気圏 外 進 

化 論』 という タイトルに したの は、 もともとの 原題で ある 『大気圏 外心 理学』 の 二 ュ アンス を 少しで も 残したい という 配慮 

からで ある。 できるだけ 読みやすい 訳 を 心がけた つもり だが、 ティモシ— 独特の 造語が 多く、 その 訳に 苦慮した。 意見 や 

感想が あれば、 どしどし 寄せて ほしい。 読解 困難な 箇所 は 例によって 同僚の ティム. マ タリ —ンの 助け を 借りた。 彼に は 

感謝の 言葉 もない。 最後に、 本書の 出版 を 快諾し、 さまざまな アドバイス をして くれた リブ ロボ— トの石 原さん にこの 場 

を 借りて 感謝の 気持 を 申し述べたい。 彼の 助けがなければ、 本書 はこの ような 形で 世に出る ことはなかった だろう。 

一 九九 五 年 九月 一 四日 


より- 宇宙 ステ —シ ヨン を 作ろうと いう 計画が 着々 と 進められ ており、 人類が 宇宙空間で 活動し はじめる の は 秒読み 段階 

に 入りつつ ある。 さらに、 このまま 人口の 増加が つづいて いけば、 一世紀 もた たない うちに 地球上が 満員と なり、 深刻な 

食糧 危機 や 環境の 危機が 訪れる こと は 必死と 予測され ており、 人類の 存続に と つ て も 宇宙空間の 利用 は 避けられな いもの 

となる だろう。 

しかし、 いずれ 人類が 宇宙に 進出して いくこと が 避けられない 事実 だとしても、 「宇宙 移民」 が 現実化す ると 考える こと 

は、 まだ やはり 夢の 領域に 属して いると いってよ いだろう。 そこで、 ティモシ— が 注目した のが、 八 〇 年代に 入って 急速 

な 発達 を 遂げ はじめた ュ レクト ロニ タス. メディアであった。 個人の 自由と 人間の 解放と を 一 貫して 追い求め つづけて き 

た ティモ シ— にと つて、 パ —ソ ナル 化と インタラクティブ 性 を 強めて いく ハイテク •  メディア は、 サイケ デリ ック. ドラ ッ 

グに 匹敵す る 再 プログラミング (意識 変容) の 道具で あり、 「生命の 拡張」 と 「知性の 増大」 を 可能に し、 地理、 政治、 言語、 階 

級、 宗教 を 超える グロ.1、 ハ リズ ムを 後押しす る 促進剤と みなされ たので ある。 

本書 はもと もと 一 九 七 〇 年代の 半ばに 『大気圏 外心 理学』 と 題して 出版され たもの だが、 ここに 訳出した の は、 一 九 八 七 

年に ファルコン. プレスから 出版され た その 改定版で ある。 前半 部分に、 今日の デジタル 情報 革命 を 宇宙へ と 拡大して い 

く 人類 進化の 中間 ステ— ジ として 位置づけ、 その 進化論 的 意義 を 明らかにする 文章が 付け加えられ ている。 ある 意味で、 

彼の ラディカルな 意識 進化の 考え をき わめて 分かりやすく、 図式 的に 解説した 「ティモ シ！ リア リ —入門 書」 だとい つて 

もい いと 思う。 

われわれ はと も すれば、 霊性と 科学と を 相反す る ものと みなしが ち だが、 科学 や テクノロジ— の 発達 そのものが、 それ 

まで 人間が 制御で きなかった もの、 たとえば、 電子 や 遺伝子、 さらに は 原子の 制御 を 可能に する こと を 通して、 人間の 存 

在 そのもの を 根本的に 変容させる 霊的な 力 を もっている こと を、 本書 を 通して 感じて いただければ 幸いで ある。 科学の 進 

訳者 あとがき <e  0  ® 


て、 巨大な 棕櫚ゃ 緑色の シダ になる 体験 をして 以来、 サイケデリック 文化の 矢面に立ち、 持ち前の ラディカルな 精神 を武 

器に、 数々 の 挑発的な ヴィジョン を 提示し つづけて きた、 根っからの 自由主義者 である。 彼が 一貫して 主張して きたの は、 

「個人の 自由」 であり、 「個人の 独立」 であり、 「自分自身で 考える」 という ことで ある。 彼に とって サイケデリック 体験と は、 

自分が 所属す る 文化に よる 「洗脳」 プ ログ ラム を 解除し、 自由に 思考す る 「個人の 独立」 を 獲得す るた めの 手段に ほかなら な 

、 0 

本書 は、 その あまりに ラディカルな 行動 ゆえに 体制 側に 目 をつ けられ、 ティモシ I が 入獄 を 繰り返した 一九 七 〇 年代の 

半ばに、 刑務所 内で 執筆され たもので ある。 刑務所 内の 閉じられた 空間が、 逆に、 人類が 宇宙に 向かって 進化して いくと 

いう 壮大な 解放 的ヴ イジ ヨンへ の 憧憬 を搔き 立てる キ ック になつ たと 本文の 中で 述べ ている。 

しかし、 本書で 述べられ ている、 「宇宙 移民」 「知性の 増大」 「生命の 拡張」 という 三本 柱から なる、 スマイル (SMPLET プ 

ロジ H クトと 彼の 命名す る 人類 進化の ヴ イジ ヨン は、 決して 単なる 夢想の 産物で はない。 それ は 自らの サイケ デリ ッ ク物 

質に よる 覚醒 体験 をべ — ス にして、 宇宙科学と 生命科学と 脳 科学の 成果 を 彼 独自の スタイル で繫ぎ あわせた 知的 コ ラ— ジ 

ュ なので ある。 

一九 七 〇 年代の 半ばと いえば、 人類 を 月面に 送り こんだ ァボロ 計画が 一段落して、 新たに スぺ— ス シャトル 計画が 発進 

し、 ォニ— ル 博士が 宇宙 コ ロニ— の 構想 を 打ち出し ていた 時期で ある。 人類が 宇宙に 向かって 進出して いくこと が 単なる 

夢で はなく 現実に なろうと していた の だ。 そんな 時代の 雰囲気が、 ティモシ— の 内的な 体験に 色 濃く 反映され、 宇宙 的規 

摸の 進化論 的 ヴィジョン を もたらし たの は、 ある 意味で、 時代の 必然だった といえる かもしれ ない。 

もっとも、 ソ連の 解体に よる 東西の 冷戦 構造の 終焉と アメリカ 経済の 衰退に より、 その後、 宇宙開発計画が 大幅に 減速 

する ことにな つたこと は 事実 だが、 宇宙へ 進出しょう とする 人類の 夢が 断 たれて しまった わけで はない。 国際 間の 協力に 


L 宇宙論 —— サイ バ I ないし 集団の 用語に よ つ て 定義され る 起源の 理 

論。 

量子 宇宙論 —— 科学的、 量子 的、 数 的 形態で 表現 可能な 起源の 理論。 

1 政治学 II 個人 (サイ バ丄 ないし 集団、 いずれ かによ つて 定義され る 

支配、 制御、 自由、 服従の 理論。 

量子 政治 $f 1 精神 幾何学 的な 座標と デジ タ ル 言語で 表現され る 支配、 

制御、 自由の 理論。 コンビ ュ— タ. ソフト、 「マインド. ミラ—」 参照の こ 

と。 

^ 認識論 —— 真実 (サイ バ —個人の 信念) と 事実 (集合的 • 社会的 信念) を 規定す る 

理論。 

量子 認識論 II デジ タ ル 言語と 量子物理学 的 記述で 表現され る 真実と 

I- U ーフ 

4 倫理学 —— 「善// 悪」 (サイ パ！ 主観的) 「美徳// 悪徳」 (社会的. 集合的) を 決 

定 する 理論。 

量子 倫理学 I 精神 幾何学の 天文 物理学 的 言語で 定義され る 善と 徳。 

% 美学 —— 主観的 美、 社会的 芸術、 個人的 快楽、 集団からの 報酬 を定 


義 する 理論。 

量子 美学 I 数、 デジタル 言語、 幾何学で 定義され る 美、 芸術、 快楽、 

報酬。 

^ 存在論 I サイ バ —(個人的) ないし 集合 社会的 態度に 基づく リア リテ 

ィの 性質に 関する 理論。 

量子 存在論 I 科学的、 技術的、 量子 的な デジタル 単位で 定義され る 

リアリティ の 性質に 関する 理論。 

X 目的論 I サイ バ— 個人的、 ないし 集合 社会的 態度の いずれ かに 基 

づく 進化、 退化、 停滞の 理論。 

量子 目的論 II 測定 可能な 索引、 量的 。ハタ— ン、 幾何学に 基づく 進化、 

停滞の 理論。 

a 終末論 II サイ バ— 個人的、 集合 社会的な 終末の 理論。 自分自身の 

終末に 責任 を もてない 人間 はお そらく 一  般 的な 進化の 終末論 を 構築で き 

ない。 

量子 終末論 II 量子化、 デジタル 化、 幾何学に 基づく 終末の 理論。 
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量子 心理学 

大気圏 外心 理学の 同義語。 人間の思考 や 行動 は、 コンビ ュ— タ、 イコン 

の 言語に よ つ て 説明され る。 

轟きの 二十世紀 

一 一十 世紀の それぞれの 十 年 は、 電子 (デジタル) 情報 への ァク セスを 容易に 

し、 その 制御 能力 を 増大させる 情報 装置 や 新しい コ ミ ュ 二 ケ— シ ョ ンと 

ァ— トの 形態の 出現 を 目撃して きた。 量子 的な 装置に は、 電話、 ラジオ、 

写真、 映画、 テレビ、 ボ— タ ブル . カセット、 CB ラジオ、 家庭 用 シン 

セ サイ ザ—、 CD などが 含まれる。 

サイ バ 1 

サイ バ —という 言葉 はパ イロ ッ ト という 意味の ギリシャ 語 <K;ubernetes〉 

に 由来す る。 ハイゼ ン ベルグの 不確定性原理 は、 観察者が 観測 技術 や 解 

釈に 用いる 地図 \ モデルの 性質に よ つて、 自分が 観察す る リアリティ を 

決定 (定義) する こと を 証明した。 

サイ バ I 人間 

ハイゼ ン ベルグの 不確定性原理 を 理解し、 自らが 定義して、 その 中で 生 

きる リアリティに 責任 を もつ 個人。 この 自己 決定と いう 一般 原則 は、 ヒ 
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ン ドウ— 教、 仏教、 グノ  — シス、 ス— フィの 哲学者た ちに よって 何千 年 

も 前から 述べられ てきた。 作家、 芸術家、 詩人、 劇作家、 発明家、 シャ 

—マン、 賢い 魔術師と いった 創造的な 人々 は、 何 世紀に も わたって この 

原理 を 理解して いた。 かれら は それ を 人間の 文化 や 科学の 栄光 を 築く た 

めに 用いて きたの だ。 けれども、 これまで は リアリティ を 生み出す サイ 

バ— 人間の 能力 は、 象徴、 イコン、 神話、 原稿、 芸術的. 哲学的 表現な 

どに 限定され てきた。 情報 構造 を われわれ はァ —トと 呼ぶ。 最近まで、 

量子 的リ ァリ ティ を 表現す る 人間の 能力 は 量子 的テ ク ノロ ジ— に 無知 だ 

つたた め、 物質的な 次元にまで 広がる ことができなかった。 前 産業 時代、 

哲学者から サルタン、 農奴に いたる まで、 人間 は 技術的な 近視眼の あわ 

れな 犠牲者だった。 産業の 世紀 は、 物質的 リアリティ を 操作す る 人間の 

能力 を 集合的 レべ ルで 大幅に 進歩 させた。 森き の 二十世紀 になって はじ 

めて 人間 は 宇宙が 情報 構造で ある こと を 発見した。 そして デジタル 化さ 

れた 思考の 束で 考える サイ バ I 量子 的 知性に 習熟す る ことによって その 

構造 を 探究し、 使いこなす ことができる こと を 見出した。 

サイ パ I 量子 的 心理学 

個人が 自分自身の 個人的 目的の ために、 電子 的 知識の テク ノ  ロジ —にァ 

クセス し、 それ を 操縦す る。 伝統的な 哲学の 八つの 領域が サイ バ— 量子 

的 心理学に よ つ て 再定義で きる。 


家庭 化された 霊長類 

自分自身で 考えない 人間。 部族、 州、 教会、 厳格な 組織、 国家、 産業 社 

会に 所属す る 人間。 個人主義 的な サイ バ— • ライフに 先行す る 段階。 こ 

れは 自分自身で 考えない 人間 をけ なすもう 一 つ の 典型的な ス— フィ (グル 

ジ H フィァ ン) 用語で ある。 ある 人た ちに 歓迎され ない 「冗談」。 

ポスト 象徴的 

文字 や 声に よる 主張より デジタル 化された 量子の 束 を 用いる 思考の 段階 „ 

集合的 

個人の 独立に 先行す る 人間 進化の すべ ての 段階。 同義語と して 蜂の巣 的 

群れ、 群衆な どが ある。 普通、 風刺 的な 意味で 用いられる。 

地球 的 

宇宙 移民 や サイ バ I 量子 的 思考に 先行す る 段階。 

量子 的 

「量子 的」 という 言葉 は 一 つの ビット、 すなわち 基本単位 を さす。 形容詞 

としての 「量子 的」 は、 主体が デジタル 化された 要素の 数と 束、 情報の 単 

位に よって 定義され る こと を 示す。 


量子物理学 ないし 情報 物理学 

これ は、 質量、 力、 仕事、 ュ ネル ギ— といった 問題に 関心 を 寄せる 二 ュ 

I トン の 機械的 . 物質的な 物理学と 対象 をな す。 

量子物理学 

宇宙 を 一時的な 情報 単位の 束、 言い換えれば オン、 オフされ る デジ タ 

ル. ビ ット でつ くられて いると 定義す る。 

量子 宇宙 

ィコ— ル 情報 宇宙。 

量子物理学 は 情報科学に 帰す る。 

多くの 複雑な 次元での 宇宙の 信号の 解読。 二 ュ— トン 的 宇宙が 明らかな 

固体の 物質から な つ ている のに 対し、 情報 宇宙 はデ I タ 構造から な つ て 

いる。 

量子 的 人間 

デ —タ 宇宙に 住み、 情報 世界の 中に 生きて いる。 
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用語 解説 


大気圏 外心 理学 

ボ スト 地球 的 存在の 心理学。 

情報 心理学 

ボ スト 産業社会の 心理学。 大気圏 外心 理学に 先行し、 それ を 補足す る。 

デジタル 言語 ある い は 量子 言語学 

量的な パタ— ン よって パ ッケ I ジ されて 蓄えられ、 処理. 伝達され る 思 

考。 ェ20は<ミ-552:〉<1ざ11〉公411》<ミ32:〉とぃ つた 文字 化された 思考の 

デジタル 化 (量子化) された 表現で ある。 

宇宙 

普通、 物質 構造と して 定義され る 地球 外の 宇宙、 太陽系、 銀河。 

情報 宇宙 

情報に よって 定義. 測定され る われわれの 世界、 銀河、 宇宙。 電子 的 知 

識の テクノロジ I、 つまり 人間の 脳と その 電子 的 延長に よって 記録. 蓄 


積. 処理され る 信号、 ビット、 デジタル 要素の 宇宙。 

喉頭-手 (L—M) 

口と 手に よる 言語。 手作りの 工芸品 や 道具の 創造。 狩咪 採集 時代の 後で、 

封建時代、 産業 時代、 量子 時代の 前に 訪れた、 道具 を 作って いた 旧 石器、 

新 石器 の (部族 的な) 人間 進化 の 段階。 

幼生 的 

宇宙 移民 や 量子 テ ク ノロ ジ I の 個人的 習熟 の 実現 に 先行す る 人間 進化 の 

初期 原始 段階。 幼生 的 人類 は 本能 的、 自省 的に 集団に 結びつけられ てい 

る。 かれら は サイ バ I 的な (自己 操縦 的な) 自動 思考の 段階に 達して いない。 

私 は 非礼 を 承知で 故意に こうした 挑発的な 言葉 を 用いて いるの だ。 同僚 

を 原始的な 進化の 段階に 所属 するとみ なすこと は、 よく 思われない かも 

しれない。 この 風刺 的な 用語 法 は 著者の ケ ル ト 的な 遊び心が 監獄での 憂 

鬱な 生活で 増長して いる こと を 反映す る ものである。 
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ステ —ジ 二十 二、  二十 三、 二十 四 —— 一 九 七 五 年 版の 原子 意識 や 原子 工学の 領域に ついての 説明 は 思索的な ものに 聞こえた のか もしれ ない 

)、 この 十 年のう ちに、 量子 的 リアリティ を 泳ぎ 回る 知的 サイ、、 ハ —の 概念に 似た ものが 証明され ようとし ている。 


「超 生理学 的 パイ 口 ット」 の 大きな 波 は エリック. ドレ クスラ —の 『創 化 S! の ェ ン ジン』 とともに やって きた。 

現在の 分子生物学の テクノロジ I は、 近い将来、 原子の 操作 を 可能に し、 自己複製 や 細胞の 修復が でき、 分子 サイズの コ 

ンピ ュ— タを 生み出す ことができる 「ナノ. マ シ I ン」 を 創出で きる というの は、 ドレ クスラ —の 理論的 根拠 を もった 信念 

なので ある。 

これ は 原子 消費 主義、 原子 工学 を 可能に し、 新しい レベルの 鍊金術 的 分子 構造の 構築 を 可能に する。 

以上の こと を 念頭に おいて、 ステ— ジニ 十二、  二十 三、 二十 四の 灰色の 線に 言葉 を 書き添えても らいたい。 

ス テ— ジ 一 一十 四の ブ ラック. ホ —ルへ の 言及 は 意図的に 詩的で ある こと を 狙 つ た。 最新の 天文 物理学の 問題 を 考えて い た 

ら、 重々 しい ヒン ドウ— 教の 荘厳な 空 性の 概念が 偉大な 比喩と して 浮かんで きたの だ。 

いずれに しろ、 「反物質の 渦」 は 未来 を 待望させる 本の 終末 を 飾る に ふさわしい ものである。 
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『大気圏 外心 理学』 では 最初、 マリワナ によって 体験され る 身体 快楽 的な 体験が 強調され た。 

今日 版に は、 開放 的な 禅の 状態で、 感覚的 刺激 を 受けと る サイ バ I 身体 的 人間が いる。 

矢印 を 両端で 終わる 形に し、 「快楽主義 的 受容 性」 と 命名して ほしい。 

ステ— ジ 十四 I こ の ス テ— ジは 積極的に 身体に 精通す る 段階で ある。 

灰色の 線 を 延長し、 十三と 十五に つなげて ほしい。 そして 「美の 習熟」 と 命名しても らいたい。 

ステ— ジ 十五 II 抜け目の ない 読者なら、 ここでの 議論に 欠けて いるの が、 「情報」 と 「情報 宇宙」 の 概念で ある ことに 気づく だろう。 

ステ ー ジ 十六、 十七、 十八 II 一九 七 五 年 版 は 変性 意識 状態 や、 リアリティの 神径 電気 的 性質の 内的 自覚 を 強調して いる。 サイケデリック 

な神径 伝達 物質 は 脳の 「ゥ H ッ トウ H ァ」 を 活性化す る 真新しい テク ノ  ロジ —であった。 

当時 欠けて いたの は、 電子 テクノロジ I の 使用と、 コンビ ュ— タ、 シンセサイザ—、 電子 画面 を 用いる 情報 世界の 構築 だ 

つた。 

ステ— ジ 十九、 二十、 二十 I —— 生存の ための 集合的 反射の 刷り こみが 引き離され、 個人が 意の ままに 再 結合す る ことに 注意して もらいた 

ヽ o 

灰色の 線に、 「第二 部の 目次が 適切な 用語 を 提供す る」 と 書き添え て ほしい。 


S.M.1 尸 LE.  S.M.I2.LE.  S.M.1 尸 LE.  S.M.12.LE.  S.M.RLE. 
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灰色の 線に 「国際的な 産業 化」 と 名付けて もら いたい。 

目敏い 読者なら、 ステ I ジ 十二の 説明 を 読んで、 一 九 七 五 年 当時の 概念 を 現行の パ ラダ ィムに 翻訳す る ことができる だろ 

う。 著者 は、 読者に、 これらの 重要な 問題の 「インタラクティブな 共著」 に 参加す る こと を 要請したい。 

進化の 十二の 大気圏 外ステ I ジ 

この 議論 は 興味深い 考古学 的な 遗物 である。 一九 七 五 年に 書かれた それ は、 「進化した」 神経系の ステ —ジの 活性剤と して 

神経 伝達 ドラッグの 役割 を 強調す る。 そのような 考え は、 レ I ガン 政権の 反 ドラッグの 魔女狩り 的な 風潮が 強まって いる 

中で は、 「非現実的」 と 思われる だろう。 

しかし、 これらの 考え は 依然として 妥当性 を もってい るの だ。 

これらの 考えの 今日 版 は 情報 社会 を 強調す る。 量子 的 世界 は、 ボ ス ト 集合的な 未来の リア リテ ィ の 海 を 泳ぎ 回る サイ バ I 

人間から なって いる。 

サイ バ I. < 間 は 家族 や 政府と いった 集団への 刷り こみから 離脱す る。 かれら は 自分の 身体、 脳に 責任 を もち、 RNA\D 

NA の 形成 を 管理し、 最終的に は 超 極微の 原子 的 リアリティに 黄 任 をと るよう になる。 

サイ バ I 人間 は 共に まとま つ て 新しい 遺伝子 プ I ル や 新し い 情報 社会 を 作る。 

ステ I ジ 十三から 二十 四までの 図に おいて は、 古い 世界 や 集団への 刷り こみ 線が 分 断され ている ことに 注意して もらいた 

い。 サイ バ —i < 間 は これらの 十二の 生存 線 を 自らが 選択す る あらゆる 環境に つなぐ ことができ るの だ。 

ステ I ジ 十三 —— この ステ I ジは 受動的な 快楽主義 的 消費者で ある。 
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的 王国の 形成が 広範な 社会的 役割 を 生み出した。 

この ステ— ジの 歴史的 重要性 は、 国民 を まとめる 情報 テクノロジ I の 登場に ある。 むろん、 それら は 中央の 権威の 独占 下 

にあった。 彩色 写本、 筆写 者、 教皇 性 支持者、 天命な ど。 

灰色の 矢印 を 逆転 させ、 封建社会の 役割 や 行動の 刷り こみ を 示す ものにしても らいたい。 そして 「封建 文化」 とそれ を 命名 

したい。 

ス テ-ジ 十一 I 『大気圏 外心 理学』 は 個人の 発達 を 強調した。 思春期の 後、 親と しての 大人の 家庭 化が はじまる。 

トフ ラ I の 最近の 著作に 基づく 『情報 心理学』 は、 封建 文化が 産業 時代に とって 代わられる こと を 論理的に 主張す る。 

ステ I ジ 十一 は、 資本主義、 民主主義、 組み立て 工場が 出現す る 十九 世紀の 産業 化した 「国家の 段階」 に 言及す る。 強調 点 

は 「国」 という 言葉に 置かれる。 古典的な 例 は イギリス、 ドイツ、 アメリカ などで ある。 

「性的な 家庭 化-両親」 を 「産業 文化」 に 置き換えて い ただき た い。 

灰色の 線 を 中心から 下方へ と 移動 させて ほしい。 「第 四の 社会-性的— 家庭的 リアリティ」 は 「産業 文化」 となる。 ここで はェ 

場 文化の 社会的 集合 性が 刷り こまれなければ ならな い。 

その 矢の 名称 は 「産業 的 集合 性の 刷り こみ」 である。 

ステ ー ジ 十二 I 『大気圏 外心 理学." では、 「集合的 社会化」 (社会的 昆虫 化) と 命名され ていた。 ご存知の ように、 二十世紀の 産業 化 は 国際的な 

産業 化、 多国籍企業、 OPEC 集団、 グロ  I パルな 企業連合 を 生み出し てきた。 ステ —ジ 十二の 古典的 例 は 日本で ある。 

日本の 産業機械の パ ヮ— は 精密な 集合的 構造に ある こと を われわれ は 知っている。 


5.M.RLE  S.K4.12.LE.  5.M.P.LE  5.M.P.L£. 
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ステ —ジ八 —— 象徴 を 発明し、 道具 を 制作す る 能力 は 人間の 進化の 重要な ステップ である。 実際、 われわれの 種で ある ホモ. サピエンス 

の 誕生 は、 われわれが 人工 物 を 制作し はじめた 時にまで 遡る ことができる。 

この 行動 は 刷り こみ 可能 だ。 成長した 子供た ち は、 両親 や 部族の 「モデル」 たちから、 新しい 道具 を 作る この 魔術 的な 限り 

ない 技能 を 学ぶ。  ， 

図の 中央に 下に 向かって 一本の 線 を 引いても らいたい。 地面に 接する ところで その 線 は 鋏 状ない し フォ— ク 状になる。 こ 

れは人 さし 指と 向かい合わせ になった 親指、 つまり、 リアリティ を 作る こと を 可能に した 素晴らしい 装置 を 象徴して いる。 

この 線 を 「発明す る 道具 制作 者」 と 名 づけたい。 

ステ —ジ九  ステ I ジ七、 八、 九の 説明 はしばしば L-M (喉頭と 手) の 行動に 言及す る。 

この 解剖学 的 用語 は 混乱 を 誘う かもしれ ない。 「用語 解説」 で 述べた ように、 「L-M」 という 言葉が 出会ったら、 即、 「道具 

制作」 や 「象徴的-人工 物の 制作」 という 言葉に 翻訳して みていた だきたい。 

霊長類の 群れが 孤独な 捕食 動物の あとに 登場した ように、 労働 を 分担す る 種族 集団 は 孤独な 新 石器の 道具 制作 者の 進化し 

た 形態な の だ。 

ステ I ジ 九の 矢の 隣に 「道具 制作 集団」 と い う 言葉 を 付け加え て ほしい。 

ステ. 'ジ十 —— 『大気 a 外心 理学』 の 初版で は、 この 進化の ステ —ジは 思春期に 体験され る 「性的 役割の 形成」 を 強調した。 

今回の 版で は、 ステ— ジ 十が 「封建的な」 種の 進化の ステ —ジを 表して いる こと を 強調して きた。 高度に 組織化 された 封建 
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動きの マ スタ— を 表現しても らいたい。 そうしたら それ を 「哺乳類の 威圧 反射」 と 命名して ほしい。 

ここで 問題が ある。 いくつかの 種が 地上 を 走り回り、 嚙み、 飛びつ き、 吼ぇ、 威圧すべく 神経学 的に 配線され、 解剖学 的 

に 組み立てられ ている こと を われわれ は 知っている。 人間の 遺伝子 プ— ルの 中に ある 一 定 程度の 個人 はこうした 役割 を演 

じる よう 遺伝子 的に 設計され ている のだろう か？ 

ステ I ジ六 —— 強力な 捕食 段階の 次に くる 論理的な 進化の ステップ は 何だろう？ 誰が ジャングルの 獰猛な 主に 太刀打ち できる だろう？ 

集団すな わち 社会的な 動物で ある。 

霊長類の 群れ は、 DNA をより 高い 複雑 性の レべ ル にあげる 遺伝子 戦略と して 木登りと 口頭に よる コミ ュ 二 ケ —シ ョ ンを 

用いた。 

下向きの 矢の 隣に 「グル —プ. コ ミ ュ 二 ケ —シ ョ ン」 という 言葉 を 書き添えても らいたい。 

ステ ー ジ 七  次 の 三つの 進化 の 段階 は 道具 の 使用 を 含 んで いる。 ステ— ジ七 は 旧 石器 (棒と 石 を 用 いる)、 ステ— ジ八は 新 石器 (最初の 道具 制作 

の 段階) である。 ステ— ジ九は 集合 文化 を 導入す る。 心的な 道具 制作 ステ— ジは 労働の 分担 を 要求す る。 道具 を 作る 前に、 

鉱石 を 掘り、 輸送し、 精練し なければ ならない。 

個人の 発達が この ステ —ジの 特徴で ある。 子供 は 道具 作り を 模倣し (七)、 道具 を 使った 遊び を 発明し (八)、 道具 を 使って 遊 

ぶ 集団 に 加わる (丸) こ と を 学ぶ 。 

灰色の 矢 を 逆転 させても らいたい (この ステ— ジ では、 個人が 象徴的 環境 や 人工的 環境 を 「拾い あげる」)。 

矢に 「旧 石器の 道具」 と 書き添えて もら いたい。 


S.M.KLL  5.M.RLE  S.M.RLE.  S.MP.LE. 
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環境から 栄養 を 吸い あげてい るの だから、 どうか ステ —ジ 一の矢 印の 方向 を 逆転 させても らいたい。 そして 「刷り こまれ 

$ うせつ 

た 吸 啜 反射」 と 書き 加 えて ほしい。 

ステ —ジ 二の矢 印 は 有機体の 身体// 脳の 内部に 位置づけられ ている。 これ は 誤りで ある。 図の 中心から 環境に 向かって 下 

降す る 矢印 を 描き、 「刷り こみに かけられた 嚙む 反射」 と 書き添えて いただきたい。 その ほうが ビッ タリく るので はないだ 

ろう 力？ 

ステ —ジ 三の 矢印 は 種と 個人の 両生類 的な 反射 を 表して いる。 それ は 正しく 地上に 向かって いる。 この 矢印に 「刷り こみ 

にか けられた 匍匐 反射」 と 書き添えて いただきたい。 

これらの 段階の 説明 は、 社会的 昆虫が さまざまな 段 級に、 たとえば 働き蜂、 雄蜂、 女王蜂と いったよ うに 分けられ ている 

ように、 人間が さまざまな 行動の 役割 を 演じる よう 遗伝子 的に 配線され ている こと を 示して いる。 

ある 人間 は 牡牛座の 役割 を 演じる よう 厳密に 配線され ている のだろう か？ 

誰が 知ろう。 そうした 考え は ほとんどの 人に とって 妨げになる だけ だ。 それ は 科学 チェックに 値する だろう か。 

ステ， ジ四  ここで 遺伝子の 企みが 厚み を 増す！ 

精通し なければ ならない 新しい 環境が 存在す る。 固い 地面で ある。 地上 的な 哺乳類の 冒険が はじまる。 

個人と 種に 三つの 新しい 反射が 発現し はじめる。 4 逃走、 y 闘争、 & 集合 化で ある。 

ステ— ジ 四の 矢印 は 間違った 方向に 向いて いる。 矢印の 方向 を 下方に 変え、 「逃走 反射」 と 名付けて ほしい。 

ステ， ジ五  灰色の 矢 を 地面に 向けて 下向きに していた だきたい。 何度か それ を なぞり、 この ステ— ジに 関わって いる 威圧と 地上での 
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私 は 十二の 星座 を、 何 世紀に も わたって 偉大な 心理学者 たちに 用いられ、 おそらく 相当の 民衆の 智恵を 救い あげてき たパ 

I ソナリ ティの タイプと みなす。 それらが 順序よ く 並んで いると いう 事実 は 非常に 興味深い。 双子座 は 牡牛座の 次、 蟹座 

の 前にく る。 これ はパ— ソナリ ティ. タイプの ステ— ジ あるいは 順序 を ほのめかして いるよう に 思われる。 

刑務所に 一人で 監禁され ていた あいだ、 その 時間 を 使って 私 は、 統計 分析 を 行い、 古代の 古典的な 序数 システム を 現代の 

発達 論と 結びつけよ うとした。 私が 本書に 星座 を 収めた の は、 これらの システムの 科学的 研究 を 奨励した いがため である _ 

これ は あまり い い アイデア ではな か つ たか もしれ ない。 ォカ ルティ スト は 自分た ちの 信念 を 科学的 用語に 翻訳され るの を 

好まなかった。 そして 科学者た ちはいう まで もな く、 これ を 私の 愚かな 逸脱と みなした。 

人々 が 私の 星座に ついて 尋ねる 時、 私 は 典型的な サイ バ— 人間の 反応 をす る。 その 時々 によって 好きな 星座 を 選ぶ の だ。 

二 時 頃、 ふつう、 私 は 魚座に なり、 夢見が ちに なって ァメ— バ に似てく る。 真夜中 ごろに なると、 蠍座 や 射手座に なるこ 

と を 好む。 

ステ ー ジニ —— 各 ステ— ジが 種の 進化に よって 定義され る ことに 注意して いただきたい。 一 は 無脊椎動物、 二 は 魚の 脊椎動物と いうよう 

に。 各 ステ— ジ はまた 個人的な 発達の ステ —ジ としても 定義され る。 一は 乳 呑み 児で あり、 ニは嚙 むステ —ジ である。 

言及 は 星座 だけで はなく、 タロ ット. 力— ドゃ ギリシャ •  口  — マの 神話に もな されて いる。 これ は 原始的な 心理学 システム 

を 現在の 発達段階の 理論に 結びつける 試みの 延長で ある。 

ステ ー ジ三  注意深い 読者 は、 説明され ている 段階が 灰色に 色づ けられて いる ことにお 気づきだろう。 ステ I ジー の 矢印 は 環境から 上 

方に 向かい、 この ステ —ジの 受動 性 を 表して いる。 実際に は、 矢印の 方向 は 逆転すべき である。 幼児 (ァメ -バ) は 積極的に 
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第二 部 は 進化の ステ— ジを 規定す る 二十 四の 図 を 表して いる。 各 図に は 注釈が つけられ ている。 

最初の 十二の 図 は 進化の 最初の ステ— ジを 扱い、 人間が 各 ステ— ジで どのように 環境 を 刷り こむ か を 示して いる。 完璧に 

社会化 された 人間 (ス テ-ジ 十二) は、 自分 を 子宮 惑星の 集団 (遗 伝子プ I ル) に 結びつける 十二の 刷り こみ を もっている。 

図 十三から 一 一十 四 は、 十二の ボ スト 幼生 期の ポスト 集合的 個人の ステ— ジを 説明す る。 ここで は 個人 は 支配的な 遺伝子 プ 

—ルに ひっかけられて はおらず、 環境の あらゆる 側面に 意の ままに つながったり、 その 繋がり を 外したり する ことができ 

る。 

-遗伝 子 の ステ— ジと 星座 を 結びつける こと は、 古代の 前 科学的な 世界 を 現代 の ステ— ジゃ 局面の 概念に 関連 づ けようと す 

る どちら かとい えば 無謀な 試みだった。 本書 は オカルト 占星術に 深く 関与す る もので はない。 誕生 時の 惑星の 位置が 後の 

行動に 関連す る 証拠 はない (二、 三の 研究者が 重要な ST かり を 報告して きたが、 それ も 十パ- セント 以下の 確率で しかない。 その 相関関係 はいかなる 因 

果 的な 繫 がり を ほのめかす もので もない こと を 心に とめて おく ことが 重要で ある)。 私 は 占星術 を 愚かで、 本気で 受け止め るに 値しない 企み 

だが、 比喩的な 価値 を もっている ものと 考えて いる。 
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ステ ー ジニ 十四 

水瓶座 二 

神経 原子 的 融合 


ステ— ジニ 十四 は、 第 八の 脳が 他の 

神経 原子 的 知性と 繋が る 時に 活性化 

される。 系統 発生 的に、 神経 原子 的 

な、 家庭 化-ブラック. ホ— ル的 融合 

は 水瓶座 二と 呼ばれる。 


れな いと 考えられ ている。 

非 *B に 興味深い ことに、 多くの 物理学者 たち は、 核 内の 素粒子が ブラック. ホ， ル である I 原子核 を まとめて いる 「強い 力」 が 超 重力 

的な もの だ I という 結論に 達しつつ ある。 

もし この 理論が 本当なら、 ブラック. ホ， ルは 最後の 豳合を 提供す る。 最後の^ 卷。 万物の 宇宙 を 万物の 無と 繫ぐ リンケ ー ジ。 
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ステ I ジニ 十四 ： 超 生理的 融合 

これまでの 七つの 回路で 見て きたよう に、 探求 的な 受容 性の 後に、 統合 的な 制御が つづき、 その 次に、 同じ コンテ リジ H ンスの レベル 

で 他の 要素との 共生 的な 融合が 起こる。 

神経 遺伝子 的 融合 (星の 光) は 星 間 規模の 力の場 を 含み、 統 一 された 銀河 意識 を ほのめかす。 

宇宙 を 包含す る 重力、 電磁気 力、 核力の 力の場が 連続した 意識的 ネット ヮ ー クの 一部で あると いう 推測が なされる。 

銀河 的 融合に ついての すべての 終末論 的な 論議 は ブラック. ホ ー ルの 現象 を 含まなければ ならない。 反物質の 涡。 

多くの 天文学者 は、 われわれの 銀河に は 何百 万と いう ブラック. ホ ー ルが存 在す ると 儅 じている I 実際、 銀河の 中心 は ブラック. ホ— 

ル かもしれ ない。 

ブラック. ホ ー ルの 強烈な 引力 は 周囲の 物質 を 吸引す る。 ブラック. ホ ー ルは ポジの 宇宙の 反物質 的、 反 エネ ルギ —的な 確 当 部分 かもし 


ステ ー ジニ 十三 

山羊座 二 


神経 原子 的 知性 II 超 生理的 


i . ひ ^ 


ステ I ジニ 十三 は、 第 八の 脳が 原子 

核 エネ ルギ— の 信号 を 統合し、 操作 

しはじめる 時に 活性化 される。 系統 

発生 的に みると、 この ステ I ジは超 

生理的で、 山羊座 二と して 人格化 さ 

れる。 


ステ —ジ 二十 三 


-ジ H ン ス 


八ノ 
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子が 相互作用した 場合、 それら は ある 意味に おいて、 量子 を 構成す る レベルで、 永遠に 結び 合わされる。 …… 一度、 われ 

われ は 何かと、 あるいは 誰かと 相互作用したら、 それらと 永遠に つなぎ 合わされる のだろう か？ 探 魂 法に ついて、 また 

人格の 解釈 や 「しっこ さ」 について ベ ルの 定理 は 言うべき なに を もっている のだろう？ 切った 髮の毛 や 爪 は 敵の 魔術師に 

よって 悪用され ぬよう 気をつけるべきな のだろう か？ どのよう にしたら この 不思議な 繫 がり を 体験 的に 育む ことができ 

るの だろう？ 手相 占い、 マッサ ー ジ、 性的 融合のう ち ベル. タイプの 相互 的繫 がり を 育む のに 一番 効果的な の は どれな 

のだろう？ ホット. タブで 共に 坐る というの はどうな のだろう？  意識の 隠された 変数の 理論に 対して 展開され た 

反論と 同様な 理由で、 ベルの 驚くべき 定理 は 人間の 出来事で はまった くなんの 役割 も 果たさない のか もしれ ない。 …… ベ 

ルの 定理が 実際に 分離 性に ついて われわれ になに を 教えて くれる か を ひるまず 考える こと は、 個々 の 科学者の 心/世界の 

中に 同様の 非 局所 的な 状態 を 生み出す I 種の 霊的な 修練と して 機能す るの かもしれ ない。 それ を 理解す る 人々 にと つて、 

ベ ルの 定理 は、 物事が かくかくし かじかで あらねば ならない という われわれの 素朴な 考え を やすやすと 乗り 超える 自然の 

能力 を 思い出させて くれる、 強力な ィメ I ジ として 働く 可能性が ある」  (ニック. ハ ー パ I ド) 


「量子 を 構成す る エイリアンの ライフ • スタイル に関する 「大気 圈外 生物学」 への 斬新な 最初の ァ プロ ー チは、 いわゆる 物 

理 現象 を 単なる 物理的な ものと して 扱う ので はなく、 聖書の 中に 類推 や カバ ラ 的な 推論に よる 秘密の オカルト 的な 意味が 

見出され るのと 同じように、 現象 世界 を 「意味」 を もった ものと して 扱う ものである。 われわれ は 物理的 世界 を 広大な 持続 

する 「メッセ 〜ジ」 として 解釈し、 刻々 と 語られつつ ある ものに 対して 敏感であろう とする。 こうした 見解に 立つ と、 量子 

力学的な 平均 值を もった 物質 科学 全体が、 物質の 複雑な 活気に 満ちた シンポジウムの 「言説 的な 統計」 を 表すに すぎない も 

のとなる。 それ は 個別 的な 出来事 そのもの —— 特定の 情景 II であり、 われわれの 周囲の いたるところで 生じて いる 歌へ 

の 参加 を 含んで いる」 

「量子 レベルの 底に 存在す る 本質的な 不可解 さの 観念の いくつか は 最近の 定理で ある J.T. ベルの 定理に よって 提供され 

る。 その 定理 は 言う。 もし 量子力学が 正しい 結果 を 与える とすれば、 量子 を 構成す る 世界 は 本質的に 「非 局所 的」 である 

—— 瞬間 的な 関係の 織物の 中で 密接な 方法で つなぎ 合わされ ている —— に違いない。 この 見解に よると、 一旦、 二つの 粒 

ステ I ジニ 十三： 神柽 原子 的 コンテ リジ エンス  s  ® 參 


進化の 十二の 大気圏 外 ステ— ジ  #  ® 秦 

ォ， 力 ー の 理論 は 二つの 世界 を 想定す る —— P の 物理的 世界 (すなわち ヱ ネル ギ ー、 長さ、 空 s、 時 M などと いった 物質 変数) と C の 意識 

的な 隠された 変数の 世界。 P と C が 一緒にな つて 存在の 全 宇宙 を攩 成す る。 不活性 物質 は P でで きて おり、 われわれ は 意 

識 的な 時、 C の 生命 I スピリットの 生命 II に 満ちて いる。 …… 中枢神経系の ネットの ような 領域で は、 (シナプスの 0- 性 

を 消す それぞれの パルスで) ごく 少量の 神経 伝達 物質し かリリ ー ス されない。 スピリットが 人間の 形態 を 取る の は、 脳の こうし 

た ゆるく 抱き合わされた 領域に おいてで ある」 

「隠された 変数の 世界 (C の 生命) との 存立 可能な 蘩 がり を 通して、 われわれ は 通常の 物理的 法則 を 侵犯す るかに 思われる プ 

口 セスに 参加す る ことができる。 われわれの 共同 参加の ある もの は、 P の 世界の 中で、 超 心理学的な 現象と して 表面化す 

る。 われわれ 以外に どんな 種類の エンティティが C の 生命の 量子 構成要素の 世界 を 占拠して いるの だろう？ それ は伝锐 

に 聞く 飛び去った スピリット たちの サマ， ランドの 世界な のだろう か？ 悪魔 や 天使の | 団を 引き 速れ た 目的 を もった 神 

のよう な 存在の 不可視の 顕現な のだろう か？  P の 物理的 世界から は 完璧に 独立した 複雑な エイリアンの 文化が、 現象 世 

界の 表面 下に はびこって いるの だろう か？」 


学者た ちをひ どく 落胆 させた。 けれども、 かれらの 中で もより 知的で 柔軟性 を もった 何人 かの 学者 は、 この 深く 根差した 

不確実 性 をな にか 有益な ものに 変えられ るので はない かと 考えた。 原子 構成要素の レベルで 新たに 発見され た 自由 は、 め 

いめいの 人間が 内部に 抱えて いる 意志の 自由の 主観的 体験と 同じ ものではないだろう か？ 心/身の 問題に 対する この 適 

切な 回答 は 物理学の 共同体に よって さまざまな理由から ほぼ 満場一致で 拒絶され てきた。 たとえ、 脳の 中の いくつかの 小 

さな 臨界 系が 不可解に も 量子 的な 揺れの 影響 をこう むる ことが 発見され たと しても、 これらの 摇れは 無作為の もの， にす 

ぎないだろう」 

「無作為 性 は、 われわれが 体験して いるよう に 思われる 内的 自由と 対立す る。 無作為 性 は 自由の 反対で ある。 簡単に 言え 

ば、 そのよう にして 意識の 隠された 変数の 理論に 対する 反論が 繰り広げられる。 …… こうした 風潮の 中で、 E.H. ゥォ ー 

力 ー は 基本的な 原子 構成要素の 混乱に よ つ て 提供され る 入口 を 通して、 心 を 物質の 世界に 侵入させる ための 可能な モデル 

を 詳細に 探求す る 決意 をした。 …… ゥォ ー 力 〜は 中心的な 定理と して、 量子力学 的な 摇れ によって 支配され ている すべて 

の システム は 意識的で あると 主張す る。 …… とりわけ 人間 は 量子の 揺れと 物質 を蘩ぎ 合わせる 直接的な 例で ある。 …… ゥ 
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ある。 脳 は 記録 装置で ある。 自然 を L.M の 象徴的 精神が 作り あげる 三次元 モデルに 合わせる ので はなく、 われわれの 神経系が 生の デ ー タ によって 刷 

りこ まれる の を 許し、 DNA、 エレクトロン、 原子 構成 粒子の ように 思考-体験 する こと を われわれ は 学ばなければ ならない。 

「今日の ミクロ 世界の 物理学の すべて は 量子物理学 である。 いかなる 競合 理論 もない。 量子力学 は 世界 を 偶然の 分離した 

出来事 からなる ものと して 思い描き、 基本的に 統計的な 方法で 記述す る …… 集合 性の 理論で ある 量子力学 は 分離した 出来 

事が 組み合わ さって 平均値 を 作る ことに ついては I 切 語らない。 …… 量子力学が これらの 根本的な 出来事の 現れに ついて 

沈黙して いると いうの はまった く 真実で はない。 …… これらの 出来事 は 本当に 法則 を もたない の だ —— 量子 的な 無法者。 

アイ ンシ ュ タイン をして、 神が 宇宙と サイコロ 遊び をす ると は 信じられな いと 言わ しめたの は、 量子の 図の この アナ ー キ 

ックな 側面だった。 

こうした 量子 的 出来事 を 説明し、 量子 物理学者 を 政府 援助の カジノから ひつば り 出して、 再び 「真の」 力学へ と 引き戻す 

ことができる 超 理論 は あるの だろう か？ そのような 理論 は <hidden-variable  theories) (隨 された 変数の a-n) と 呼ばれる- 

…… 量子 レべ ル のラデ ィ カルな 無政府 状態の 発見 は 予測 可能な 時計 じかけ の 宇宙に 希望 を 託して きた ヴ ィ クト リア 的 物理 


子と いった コンテ リジ ェ ンスの 単位の 意味論 的な 意味 を 突き止める ことが、 超 生理的 「脳」 を 理解す る 最初の ステップ である。 

こうした 考察 は 空想的に 思われ、 「頭の 固い」 科学者から さげみ すの 目で 見られる かもしれ ない。 しかし、 それらの 実用 性 を 証明す る 良 

い 例が 出て くる かもしれ ない。 すべての 核物理学 者の 考え は 宇宙論 的な 概念 や 目的論 的な 概念 II それらが どんなに あいまいで 無意識的で あっても 

—— によって 影響 を 受ける。 すべての 科学者 は 子供 時代に 哲学 体系 を 教えられ、 それらの 初期の 宗教 的 考えが、 たとえ 暗黙の うちにで は あれ、 後年の 

自然観に 甚大な 影響を及ぼす。 実際、 子供 時代の 無意識の 宗教 的 前提 は、 核物理学 者が デ， タを 扱う 場合の、 基本的な 指針 や 要因と なる のだろう。 現 

在、 アメリカ 物理学 協会の 会員 を 構成して いる 科学者た ちが、 三十 年 前の 子供 時代、 日曜 学校で 恒星 間 神経 遺伝子 的な 理論に 定期的に さらされ ていた 

と 想像して いただきたい。 もし 実際に そうなら、 * 初の 植民 宇宙船が すでに 太陽系 を 離れ、 われわれの 超 生理的 信号の 理解 は、 はるかに 進んで いただ 

ろ、 つ。 

未来の 進化の 可能性 を 期待で きないの は、 遗伝 的に 愚かな ことで ある。 どのような 変異の 投影で あれ、 現在の 科学的 デ ー タ に基づいて 

いる 限り、 なにもな いより ましで ある。 われわれ は 未来 を 探さない かぎり 未来 を 見る ことができな いの だ。 

同じぐ らい 重要な の は、 科学的 デ， タに 生命 を 吹き込み、 人格化す る 必要性で ある。 われわれが 自然の 法則、 原子 や 原子 構成要素の 出 

来 事に ついて 知っている こと はすべ て、 神経系に よって 仲介され る。 すべての 科学 は 神経 エコロジ， である。 宇宙の 観察 はすべ て 神経学 的な 出来事で 

ステ —ジ 二十 三： 神柽 原子 的 コンテ リジ ヱンス •  ®  • 
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ステ ー ジニ 十三 ： 神経 原子 的 コンテ リジヱ ンス 

先行 ステ ー ジは 高工 ネル ギ I を もった 原子核の 言語に 脳 を さらす。 

超 生理的 コンテ リジ エンス は 核 粒子 を 統合、 処理、 組織し、 原子 を 生み出す。 

この ステ ー ジ では、 宇宙 内の あらゆる 構造 を 含む 基本的 エネ ルギ， が 管理 可能と なる。 超 生理的 コンテ リジ エンスが 原子、 DNA の 

鎖、 分子、 神経細胞 を 構築す る。 そして 核 粒子と 重力 場 を 操作す る ことによって、 あらゆる 形態の 物質 を 彫り、 設計し、 構築す る。 

進化の この 時点で は、 コンテ リジ エンス はも はや 身体、 神経細胞、 DN  A の 設計図 を 必要と しない。 宇宙 は I つの 神経系 —— コンテ 

リジ H ンスの ネット ヮ ー ク I で、 核 を 構成す る 構造 物が 基本的な 神経 信号と して 働く のか もしれ ない。 力の 統一 場の 時空 間 座標 は 恐らく、 生物 神経 

系の それ I 一  秒の 何十 偉 分の | の タイム. スパンと 何十 億 光年が 共存す る I と は 非常に 異なった 秩序 を もっている のだろう。 

咳 物理学者 は 現在、 原子 構成要素の 出来事 を 表すた めの 語棄を 開発しつつ ある。 ミュ— アン、 レプトン、 ボ ソン、 ハ ドロン、 J サイ 粒 
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第 5 回路 は 再 活性化で きる が、 

第 8 の エネルギー レベルで は雜 しなし、 
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ステ —ジ 二十 二 は、 神経 遺伝子 的な 

脳が 原子核 信号 を 受け取り はじめる 

時に 活性化 される。 系統 発生 的に み 

ると、 この ステ— ジは超 生理的で、 

射手座 一 一として 人格化 される。 
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ステ ー ジニ 十二 
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神柽 原子 的 受容 性 


進化の 十二の 大気圏 外 ステ— ジ d  ®  • 

結果 生まれた のか もしれ ない。 

われわれの 身体の 各 細胞 は 原子から なって いる。 それぞれの 原子の 核 構成 粒子の 出来事が 基本的な プロセス を 決定す る。 だから、 われ 

われの 身体 や 神経系 は 核 構成 粒子の 出来事に 依存す ると 言う ことができ るの だ。 

第 八の 進化の 時期 は 核 信号の 神経 遺伝子 的 知性に よる 信号の やりとり を 含んで いる。 その 会話 は 明らかに 存在す る。 ポスト 人間的 コン 

テリ ジ H ンスが 核 構成 粒子の メッセ I ジを 受け取り はじめる と、 ステ ー ジニ 十二が 達成され る。 人類 は 惑星 を 離れた 後に 接触す る 高次の 知性 体に よつ 

て 核 信号 を 受信す る 仕方 を 教えられ るので はな いかと 予想され る。 

神経 原子 的 意識の 受容 段階 三十 二) は 他の 受容 段階 (十三、 十六、 十九) と同じように、 快楽主義 的な 探求 を 含んで いる ことが 予想され る。 必 

然 的に 次の ような 実際的な 提案が なされる。 核物理学 者はノ ー ベ ル赏を 獲得した いという 希望で 光子 を 攻めた てる 操作 的な 科学者と してで はなく、 新 

しい エネ ルギ！ レベルの 力と スリルに 満ちた 啓示 を 体験しょう とする 若者と して、 自らの 研究す る 現象に ァ プロ ー チ すべき だとい うこと だ。 そのよ 

うな 控え目な 姿勢 はより 複雑な 理解 (ス テ-ジ 二士-一) と 融合の 様式に かれら を 備えさせて くれる だろう (ステ 1 ジ 二十 s。 


神経 原子 的 コンテ リジ ヱンス のステ I ジ三 十二、  二十 三、 二十 S は、 ここで は、 人間の 進化の 未来に ついて 考える こと や 研究す る こと を 刺 

激 する ために、 人格化 された 形態で 提示され る。 物理学者 たち は 現在、 エネ ルギ ー 言語 を 作り あげる 高速の 粒子 をつ きとめる ために 核 構成 粒子の 領域 

を 研究して いる。 これらの 科学者に よって 用いられる 道具 は、 実験的な ハ ー ドウ H ァ (直線 的な 加速器な ど) によって 拡大され、 感じ やすく させられた 人 M 

の 神経系で ある。 大気 圈外 心理学 は 核物理学 者が 核 構成 粒子の 出来事 を^ し、 体験で きる ようにす る 概念 を 提供す る 道 を 探る。 

科学者が 自然の プロセスに 体験 的に 感情移入 する ことに 成功す る 時、 自然の 出来事の 理解に 大きな 飛躍が 起こる。 有機化学の 基礎 を 築 

いた ケクレ の 蛇の 夢 を 思いだ しても らいたい。 そして、 原子の 出来事 を 体験す るた めに 物理学者が 用いた ピリヤ ー ドの モデル。 

基本的な エネ ルギ！ プロセスの 直接的な 体験 を 伴う 啓示 を 証明す る もっとも 劇的な 例 を アル パ ー ト. アイ ンシ ユタ インの 人生に 見る こ 

とがで きる。 アイ ンシ ユタ イン は 明らかに 第三 回路の 象徴で 自己 表現す る ことに 悩まされなかった。 すなわち、 七 歳になる まで 話 をし なかった。 

伝説の 語る ところに よれば、 スイスで 亡命生活 をして いた この 脆弱な ユダヤ人 少年 は、 光子になる ことが どんな ことか を 想像す る こと 

に 多くの 時間 を费 やした。 

エネ ルギ， と 物質との 基本的な 等式 を 害く ことので きる アイ ンシ ユタ インの 能力 は、 自分自身の 身体 や 脇の 中で 光速の 旅行 —— これに 

ついては 何 世紀 も 前から 神秘 家ゃョ ー ガ行 者が 報告して きたが、 かれら は 数学的な 形で それら を 象徴 化する こと はでき なかった II の 意味 を 体験した 

ス テ I ジ 二十 二： 超 生理的 受容 性 •  ©  • 


進化の 十二の 大気圏 外ステ I ジ 鬱 © 確 

ジ エンス は 宇宙の 台本 を 害く の だ。 DN A を 含む 分子 は 高次の 知性に よって 伝達され る テキスト であり、 宇宙 的な 神経系の 超 神経細胞 なの だ。 

そのような 推測 は 「並み外れ ている」 が、 信じられる 点で は 正当 派の キリスト教、 イスラム教、 ユダヤ教、 ヒン ドウ， 教、 仏教な どの 宇 

宙 論に ひけ を とらない。 まして や、 物質的 科学者た ちの 盲目の 偶然 性と いう 蓋然性の 理論な どより はるかに 信じられる。 神経 原子核 的 理論 を 自動的に 

拒絶す る 前に、 読者 はより 論理的で 自学自習 的な 宇宙論 を 提唱す るよう 求められる。 

*  神学 的に 洗練され た 読者 は、 大気 園 外心 理学が 自学自習 的な 文脈で 科学的な 言語 用い、 古典的な カソリックの 教義 を 提示して いる ことに 気 

づ くだろう。 魂 (DNA) が 天国 (|» 星 間 移民) に 昇り、 聖人の コミュニティ (先行の DNA コンテ リジヱ ンス) に 加わり、 創造者と 交わり、 

鞭 合する。 

高次の 知性 を、 恒星 間の 空間/時間の 次元 を 横断して つながり、 コミュニケ， シ ヨンし 合う 原子核 内に 位置づける こと は、 きわめて 実 

用 的、 経験的な 決定で あり、 控え目に 見ても、 より 高度な 生物学 的 知性 を 細胞核の ような 小さな 空間に 見出す 分子生物学の 縮小 化 傾向と 一 致す る。 

神経 遺伝子 的 理論 は、 惑星からの 移民の 後、 ポスト 幼生 期の 人間 は DNA-RN  A の 信号 を 受信 (十九)、 統合 三十)、 伝達 三十 I) する こ 

と を 学び、 われわれの ものより はるかに 進化した 遠 伝 子 的 脳と コミュニケ —シ ヨンし、 共生 的に 結びつく だろうと 主張す る。 これらの 古くて 賢い 脳 か 

ら、 人類 ま. & らく 玄 *s 成 粒子の アルファ ペット を 解読し、 そのような 粒子に よって 伝達され る 信号 を 受信し、 体験す る 方法 を 学ぶ だろう。 


この プロセスの 論理的 推測 は DN  A を 含む 分子 を 設計し、 構築す る マスタ！ プラン を 原子核 内に 位置づける ことで ある。 

高次の 知性 を 原子核 内に 位置づける こと は、 目的論 的で 推測 的で ある。 それ は、 他の みんな は 避けて いるが、 哲学者に は 避ける ことが 

できない、 究極の 挑戦 的な 問いに 対する 単純な 自学自習 的 回答で ある。 次の ような 質問に しっこく 直面 させられ るの は、 哲学と いう 職業に つきまとう 

災いで ある。 

「よろしい、 遺伝子 的 知性 は 身体 を 超えて 生き残る、 不死の 目に 見えない 魂 だと あなた は 言う。 では DN  A は どこから やってく るの 

か？」 

「よろしい、 あなたの 言う 通り、 生命 は 進歩した 遺伝子 的 知性の 形態に よって この 惑星 上に 植えつ けられた としょう。 では 誰が DN 

A を こしらえた のか？」 

現在 ある 科学的な 証拠に 基づくなら、 高次の 知性 を も つ た 創造者に 関する 質問に 対する 最良の 回答 は、 核物理学と 量子力学から や つ て 

くる。 基本的な ェ ネル ギ—、 超 生理的な コンテ リジ エンス は 恐らく 原子核の 内部に ある。 

大気 圈外 心理学の マ 二 ュ アルで ある 『エネ ルギ I の 周期律 表』 と 『生命の ゲ ー ム』 の 中で は、 元素の 周期 率 表が 進化の 設計図 を 伝達す 

る 基本 コ ー ド である ことが 主張され ている。 それぞれの 化学 元素 は 基本的な エネ ルギ I の アルファべ ット 文字と みなされる。 それ を 用いて 核 コンテ リ 

ステ. I ジニ 十二： 超 生理的 受容 性 •  © 像 


進化の 十二の 大気圏 外ステ ー ジ  <9  ® 


ステ —ジ 二十 二  ： 超 生理的 受容 性 

読者 は 今や、 大気圏 外心 理学が 銀河 的スケ ー ルで 働く コンテ リジ ェ ンスの 階梯 を 想定す る ことに 気づく だろう。 

地球 へ の 刷り こみ を 撤退 させた 後、 人間の コ ン テリ ジ ェ ンスは 身体に 中心 を 置く (回路 さ。 

進化の 六 番目の 時期 は、 知性が 身体から 引き、 神経系に 電磁気 的な トラ ンシ ー バ ー としての 刷り こみ を 行う 時に はじまる _ 

進化の 七 番目の 時期 は、 コ ン テリ ジ ェ ンスが RNA-DN  A 構造に 中心 を 置く 時に はじまる。 

八 番目 は 神経 遺伝子 的な 意識が 原子 を 構成す る 量子力学 的な コンテ リジ ェ ンス によって 刷り こみ を 行われる 時に はじまる _ 

逆説 は 一貫して いる。 時間 \空 間での エネ ルギ ー の 規模が 広がれば 広がる ほど、 脳の 中心 は 縮小す る。 

身体 は 脳に よって 制御され、 指揮され る。 

脳 は 細胞核の 内部に、 数十 億 年の 進化の 青写真 を 含む 遺伝子 的 知性に よって 設計/構築され、 制御され る。 


第 5 回路 つの ステージ すべてが 活性化） 
第 6 回路 (E つの ステ一 ジ すべてが 活性化） 
第 7 回路 (E つの ステージ すべてが 活性化） 
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-ジ 二十 一 ： 神 柽遗伝 子 的 融合 


V 七 ノ 


ステ— ジニ 十一 は、 第 七の 脳が 他の 

神経 遺伝子 的な ユン ティ ティ と 繋が 

る 時に 活性化 される。 異種 間 共生。 

ァ ミ ノ酸 信号に よ つ て 行われる 神径 

遺伝子 的ェ ン ティ ティ 同士の コ ミ ュ 

二 ケ —ショ ン。 すべての ボ スト 地球 

的 人間 はこ の ス テ— ジを 通過す るよ 

う 設計され ている が、 この 役割 を演 

ずべ く 遗伝子 的に 配線され て い る 人 

物 は 蠍座 二と 呼ばれる。 


ステ —ジ 二十 I 

神 柽遗伝 子 的 融合 (異種 間 共生) 


進化の 十二の 大気圏 外ス テ一ジ 秦㊆ A 


高次の 知性 を 特徴 づける 鍵 は、 種の 間の 直接的な DN  A-RN  A- 神経 的 コミュ ニケ ー シ ヨンで ある。 遠 伝 子 工学者 (ス テ-ジ 二十) が遗伝 

子 を 他の 種と 融合 させ はじめる 時、 意識的な 異種 間 共生が 起こる だろう。 これらの 遺伝子 的 融合で もっとも 意義深 いのは われわれより 進んだ 種 —— す 

なわち 未来の われわれ II との 融合であろう。 


ステ， 'ジ 二十 I  ： 神経 適 伝 子 的 融合 

神経 遺伝子 的 融合： 他の 遺伝子 的 知性との コミュ ニケ ー シ ヨン。 異種 間の 共生。 DNA の エネ ルギ！ レベルに おける 有機体の 速 結。 

異種 間の 生殖 I 意識的 及び 計 固 的。 

種の 恒星 間 集合 化の 形成。 種子の 協調。 種の 知性 間の 創意に 富む 会話。 

ステ I ジ 二十の 神経 遺伝子 的 魔術師が DNA-RNA の 会話に 向上す ると、 すべての 有機的 生命が 統 I された 言語 体系で ある こと を 

理解す るよう になる こと は 明白で ある。 

ァ ラン. ハリントン は 生命の 目的 を 理解した 最初の ポスト. アイ ンシ ュ タイン 的 哲学者の | 人で ある。 「人間と は …… DN  A が 自ら を理 

解す る 方法で ある」。 人類 は、 運命 づ けられた 子宮と しての 惑星から すべての 生命 を 旅立た せる 一時的 だが 重要な 役割 を 果たす。 人間 は 過去と 未来の 

すべての 種の ために 働く  DN  A 工学者で ある。 宇宙 移民の 後、 神経学 的に 進歩した 不死の 種が ホモ. サピエンスから 進化す るだろう。 

ステ I ジニ 十一 ： 神柽遗 伝 子 的 融合 参 ®  • 
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ステ— ジ 二十 は、 第 七の 脳が 神経 遗 

伝 子 的 信号 を 制御、 統合、 組織し、 

染色体 を 操作す る こと を 学ぶ 時に 活 

性 化される。 すべての ボ スト 地球 的 

人間 はこの ステ I ジを 通過す るよう 

設計され ている が、 この 役割 を 演ず 

ベ く 遺伝子 的に 配線され て いる 人 は 

天秤座 二と 呼ばれる。 


ステ ー ジ 二十 

天秤座 二 

神経 遺伝子 的 知性 


不死 性 は D  N  A の 制御 —— ス テ ー ジ  一 I H  を 通して 達成され る。 

遺伝暗号 を 制御す るに は、 DN  A-RN  A 信号 を 受け取り、 体験 的に それらと 共^、 同一 化する 必要が ある (ステ -ジ十 丸)。 

ァ ラン. ハリントンが 神経 遺伝子 的 魔術の 外的な 側面 を 提示した。 

「 …… 救済 は 医学 工学 以外の なにもの にも 属さない。 …… 人間の 運命 は 第一に、 自分の 技術的な 進歩の 適切な 管理に か 

かってい る。 …… われわれの 救済者 は 聖域で はなく 化学 や 生物学の 実験室で 白衣 を 着て いるだろう」 (，不死の 人 さ ランダム 入 

ウス、 I 九 六 九 年)。 

ハリントンの 賢い 分析が 指摘し そこねて いるの は、 ステ ー ジ 二十の 遺伝子 工学者が 神経 遺伝子 的 信号に 開かれ、 それらの 信号 を 意識す る 自らの 脳 を 

基本的な 道具と して 活用す るだろう という ことで ある。 DN  A の 神経細胞の 繋がり だけが、 不死 性 や 他の 種 —— 遺伝子 的な アルファべ ット における 

異な つ た 文字 を 表す I との 象徴的な 連結 を 生み出す ことができる。 


進化の 十二の 大気 围外 ステ —ジ  •  ® 


ステ. I ジ 二十： 神経 遺伝子 的 知性 

遺伝子 信号の 選択、 識別、 組織、 評価。 

神経 遺伝子 回路 は DN  A のように 考え はじめ、 RNA の 語 * を 学ぶ。 そして、 何十 億 年の 生命の ネット ヮ I クを 包含し、 種の 生存 期 

間の 中で それ を 処理す る 遺伝子 的 知性と 同 一 化し はじめる。 

幼生 期の 知性に は、 DN  A の 設計図の 複雑さ や *| 富 さ を 説明す る 言語 はない が、 DNA の アルファベット を 理解し、 グァ ニン、 アデ 

ニン、 シト シン、 チ ミンと いう 語繫で 書かれて いる アミノ酸の スクリプト を 解読し、 害き 換える ことができる 遠 伝 子 的な 魔術師、 DN  A 工学の 出現 

を 予測す る こと はでき る。 

神経 遺伝子 的 知性の 機能 はむ ろん プログラム された 加齢 プログラム を 止める ことで ある。 

生命の 基本的な 目標 は 不死 性で ある。 知性の 增大 (神 緩 制御) と 宇宙 移民 は 寿命 延長 プロセス における 補助の 役割 を 果たす 道具に すぎない。 


第5 回路 (三つの ステージ すべてが 活性化） 

第 6 回路 つの ステージ すべてが 活性化） 
第 7 回路 (一つの ステージが 活性化） 


第 4 回路 

(H つの ステージ すべてが 活性化、 しか し 退 縮) 


第 3 回路 

(Z つの ステ一 ジ すべてが 活性化、 しか し 退 縮) 
第 2 回路 

(E つの ステージ すべてが 活性化、 しか し 退 縮) 


第 1 回路 

(E つの ステージ すべてが 活性化、 しか し 退 縮) 


自由に 再 中編で ぎる 

四つの 的 的 リア リ ティ 


ステ —ジ 十九 ： 神柽遗 伝 子 的 受容 性 


六 


ステ— ジ 十九 は、 神径 遺伝子 的な 信 

号に 変異が 起こる と、 活性化 される。 

神経系 は 分子 レべ ルで DN A 暗号に 

刷り こみ をし、 RNA-DNA 信号 

を 受信す る。 すべての ボ スト 地球 的 

人間 はこの ステ —ジを 通過す るよう 

設計され ている が、 この 役割 を 演ず 

ベく 遺伝子 的に 配線され ている 人々 

は 乙女座 二と 呼ばれる。 


ステ —ジ 十九 

乙女座 二 

神経 遗伝子 的 受容 性 


進化の 十二の 大気圏 外 ステ— ジ 參㊅拿 

史を もつ 遺伝 的パ ノラ マの 広大な 設計図の サンプル を 提供し、 垣間見せ て くれる。 

神経 遺伝子 的 意識 は 過去の パ ー スぺ ク ティブに 限定され てはいない。 未来の DN  A の 青写真 —— 来るべき 変異の (刺激的 かつ 脅威 的な) 

Psi-Phy ヴ イジ ョ ンゃ 試写 —— の 入手 も 可能で ある。 

すべての 新しい コンテ リジ エンスの レベルの 第一 ステ ー ジが 受容 的、 受動的な 観客で ある こと を われわれ は 見て きた。 このように、 神 

経 的な ェンタ ー ティン メント と 探求が 変異 を もたらす ステ ー ジ 十九の 働きな ので ある。 


ステ —ジ 十九 ： 神経 遺伝子 的 受容 性 

第 七 回路。 DN  A からの 信号 を 受け取る 神経系。 

DN  A は 神経系 を 設計. 構築し、 RN  A によって 仲介され る 身体の 細胞 や 神経細胞との 間に、 監督 的、 再構築 的な コミュニケ I ショ 

ンを 維持す る。 

神経系 はたえず D  N  A や R  N  A の 信号 を 受け取 つてい る。 あらゆる 神経細胞の 核の 内部に は、 こ の 惑星 上の 生命の 起源にまで 遡 る 

身体 的な 転生の 鎖の 記録 を 含む DN  A の マスタ！ プランが 「生きて」 いる。 

遺伝学 者た ち は 現在、 DNA と 身体、 DN  A と 神経系の 間の 会話 を 解読す る 方法 を 学びつつ ある。 

神経系の 第 七 回路が 活性化され ると、 DN A からの 信号が 意識 化される。 この 体験 は 準備ので きていない 人間に とって は カオ ティ ッ 

クで、 混沌としている。 何千と いう 遺伝 的な 記憶が 点滅し、 種の 意識と 進化の 分子 的な 家族 写真 アルバムが 展開され るの だ。 この 体験 は 数十 億 年の 歴 

ステ— ジ 十九： 神 g 遺伝子 的 受容 性 <«  ®  <9 


進化の 十二の 大気 圈外 ステ I ジ <9  @ 


ステ I ジ 十八 は、 第 六の 脳が 他の 第 

六の 脳の 存在と 繋がり、 神柽 電気 的 

速度で コミュ ニケ I ショ ン する 時に 

活性化 される。 すべての ポスト 地球 

的 人間 はこの ステ —ジを 通過す るが、 

こ の 役割 を 演ずべ く 遗伝子 的に 配線 

された 人間 は 獅子座 二と 呼ばれる。 

テレパ シ— 的な 繋がり。 


ステ I ジ 十八 

獅子座 二 

神柽 電気 的 融合 


と 速度での 受信 能力 は ポスト 地球 的 存在の ために 設計され ている。 

. 記録され た 歴史の あらゆる 世代に おいて、 早熟に 進化した ある 人々 が 第 六 回路の コンテ リジ エンス を 示す の は 真実で ある。 心霊術 者、 

魔術師、 靈媒、 啓示 的な 予言者、 偉大な 神秘 哲学者な ど だけで はなく、 この 数 世紀、 あまりに 多くの こと を あまりに 素早く 見た ために 精神病院に ひつ 

ばられ ていった 愚かな 学者 や 不思議な エキセントリックな 天才の こと を 言って いるの だ。 あまり 文明 化して いない 種族 は、 不思議な 心の 知 党が 未来の 

資質の 徴候で ある こと を しばしば 理解し、 第 六 回路が 開かれた 早熟な 人々 のために 社会的に 認知され た 役割 を あてて いた。 

尋常で はない 神経の 能力 —— テ レパシ 1、  Esp、 念力、 不思議な 数学的 能力 や 象徴的 能力 —— が ある 人々 に 起こる こと は 疑いない こ 

とだが、 そのような 人々 が 幼生 期の 社会の 中に いかなる 立場 も 見出せな いこと も 真実で ある。 たとえば、 ESP が ポスト 地球 的な 資質で あると いう こ 

と はあり そうな こと だ。 こうした 能力 を 授けられた 人々 は、 声带を もった 魚 や 象徴的な 能力 を もった 哺乳類の 立場に あると 言って いい かもしれ ない。 

四千 マイルの 大気の 沼の 底で テレ パシ， を 試みる こと は、 水中 下で 喉頭の 会話 を 試みる ような もの だ。 I 旦、 水から 出て しまえば、 新しい 象徴的 会話 

の 形態が 可能になる という 事実 を 汚れ や 泡が 隠す のだろう。 一旦、 われわれが 惑星 を 離れて 移民したら、 テレ パシ. I 的 (神 ほ 電気 的) な コミュニケ， ショ 

ンのモ ー ドが ありふれた ものになる かもしれ ない。 


ステ— ジ 十八： 神 S 電気 的 融合  ⑩㊅霾 


進化の 十二の 大気圏 外 ステ— ジ  9  ©  ® 


ステ— ジ 十八 ： 神経 電気 的 融合 

神経 電気 的 融合 —— 二人 以上の コ ン テリ ジ ヱ ンスの 間の シ ナジ H ティ ックな コミュ 二 ケ— シ ョ ンが第 六 回路で 起こる。 テレパ シ I。 

人間の コミュニケ〜 シ ヨンの もっとも 高度な、 速い、 複雑な 形態。 二つ 以上の 神経系が 電磁気 的な 速度で 信号 を 受信し 合う。 

電磁気 信号 を 交換す る 人間の 脳の 能力 はい まだ 開発され ていない。 脳が、 われわれの 作った 電子 機械が 鈍感す ぎて 拾い あげる ことが で 

きない 信号 を 解読す るよう 設計され ている という こと はありうる こと だ。 神経 物理的 コンテ リジ ェ ンスの 発達 は、 生物 的 装置 だけにで きる 複雑な メッ 

セ 〜ジの 受信 を 許容す る 受信装置 を 設計す る こと を 可能に する かもしれ ない。 

人間 は 筋力 を 増幅す る 機械 を 組み立て てきた。 同様な 方法で、 サイ ボ ー グの 神経 電気 的 装置 は コンテ リジェ ントな メッセ I ジを 遠くに 

まで 伝達す る こと を 可能に する かもしれ ない。 そのような 神経 物理的 信号 は L.M 象徴で はなく、 直接的な 神経 エネ ルギ I 単位から なって いる。 

ここで、 脳の 第 六 (神経 S 気 的) 回路が 地球上で 生存す るた めの 器官で ない こと を 再度 述べて おかなければ ならない。 神経 電気 的な 強烈 さ 


.ジ 十七 ： 神 g«- 気 的 知性 


ステ I ジ 十七 

蟹座 二 

神柽 電気 的 知性 


ステ —ジ 十七 は、 第 六の 脳が 神経 電 

気 的な 信号 を 制御、 統合、 組織す る 

こと を 学び、 身体 的な 刷り こみ や 幼 

生 期の 生存の ための 刷り こみが もつ 

もろもろの 限界に 邪魔され ない 脳の 

神柽 電気 を 操作す る こと を 習得す る 

時に 活性化 される。 すべての ポスト 

地球人 間 はこ の ステ— ジを 通過す る 

が、 この 役割 を 演ずべ く 遗伝子 的に 

配線され て い る 人間 は 蟹座 一 一 と 呼ば 

れる。 


進化の 十二の 大気 S 外ステ I ジ 參 ® 參 

それぞれの 新しく 進化した 神経系の 回路が、 それに 先行す る 回路 を 包含し、 それらと 相互に 結びつい ている ことに われわれ は 着目して 

きた。 第 六 回路 は 中心的な 生命 コンビ ュ， タ である。 それ は 他の 五つの 回路からの 信号 (と、 これから 見て いくように、 RNA-DNA からの？) を 受け取る。 こ 

れらの 信号 は 最初の 感覚的な 位置 はばら ばらだが、 脳に 電気化学 的な 「音」 として 届く。 第 六 回路の 脳 はまた、 細胞 内の 分子の 記憶 バンクからの 信号 を 

やはり 「オフ. オン」 の 音の 形で 受け取る。 

幼生 期の 間、 第 六 回路 は 四つの 臍の緒 的な 回路からの 地球上で 生きて いくため に 必要な 信号 を 仲介す る ことに 主として 関わって いる。 

第 六の 脳が 活性化され ると、 意識的な 統合され た 制御 を 確立す るた めに 長期の 複雑な 鍛練が 必要と なる。 

人類 はた つ た 今、 脳が 電子 的な 速度と 周波数で コ ミ ュ 二 ケ ー シ ョ ン する ために 用いる ことので きる 受信-演算 装置で ある こと を 理解し 

はじめた ばかり だ。 第 六の 脳 は 幼生 期の 環境で 作動させる こと はでき ない。 また、 「リアリティの 島」 を 感情-筋肉、 手-精神、 家庭-社会の レベルで 交 

換 する 二 ュ ー トン 的 速度まで その 脳の 速度 を 落とす こと はでき ない。 

第 六 回路の 脳の 能力 は アイ ンシ ュ タイン 的 速度と 相対性で 応答す る 保護 的な 環境の 中で —— あるいは、 少なくとも、 他者が 感覚 受容 器 

に 幼生 期の 信号 を 押しつける こと を 慎む ところで —— も つ ともよく 働く。 


ステ ー ジ 十七 ： 神経 電気 的 知性 

「皿」 でな にかが 受信され るの を 待つ 受容 段階の 受容 性 は 混乱し、 欲求不満 を 生み出す ようになる。 最終的に、 人 は その 現象の メカ 二 

ズムと 法則 的な 意味に ついて 訝り はじめる。 神経 電気 的 知性 は 選択 的、 実験的、 想起 的と なる。 人 は 受動的な 体験から 学び、 闢 与する エネ ルギ —を 制 

御し、 方向 づける 方法 を 学ぶ。 

本 害の この 部分 はとく に、 神経 電気 的 出来事の 大まかな 象徴 化 を 表して いる。 われわれが 脳と 呼ぶ 雷 子 卜 ラン シ I バ I をい かにして 使 

うかと いう ことに 関する マ 二 ュ アルで ある。 

神経 電気 的 エネ ルギ ー について 「考える」 ことので きる (つまり、 L.M 象徴 を 原子 的な 出来事と 結びつける ことができる) われわれの 現在の 能力 は、 最 

近の 二つ の 科学的 進歩に 負 つてい る。 原子物理学の 理論 モデルと 公理、 神経 伝達 物質的な ドラッグ によ つ て 第 六 回路 を 活性化され てきた 人々 の 体験 報 

告 である。 

ステ— ジ 十七： 神柽 電気 的 知性 參 ®  • 


進化の 十二の 大気圏 外ス テ—， 


五 


ステ— ジ 十六 は 神経 電気 的 回路の 最 

初の 探求 的な 局面で ある。 身体と 四 

つの 地球上の 刷り こみから 解き放た 

れた脳 は 神経 コ ンピ ュ— タ として 働 

く。 神経 電気 的な 受動 性。 アイ ンシ 

ユタ イン 的 意識。 自己 は、 エレクト 

口  二 タス を 自己 耽溺 的に 使用す る 生 

物 電気 的コ ンピ ュ— タ として 定義 さ 

れる。 すべての ボ スト. ヒュ I マン 

はこの ス テ —ジを 通過す るよう 設計 

されて いるが、 この 役割 を 演ずべ く 

遺伝子 的に 配線され ている 人間 は 双 

子 座 二と 呼ばれる。 


ステ— ジ 十六 

双子座 二 

神柽 電気 的 受容 & 


ステ ー ジ 十六の 神経 物理的 快楽主義 は 新しく 獲得され た 体験に 対する 自然な 若々 しい 反応で ある。 幼生 期の 間に、 脳 は 防御され て 封印 

され、 電磁気 的な 波動 リアリティから 断絶され る。 第三 回路に よって 生み出される 人工 物 や 機械 は 体験 を 非人間的な ものにし、 粗雑に する。 第五 回路 

の 重々 しい ゆっくりした 身体 機能 はやつ かい 物で ある。 神経 身体 的な 体験 は 細胞 器官の 液体の ゆっくりした やりとり を 通して 濂 過され る。 

けれども、 第 六 回路の 意識 は 水晶の ように 澄んで 輝いて おり、 電気 的で 摩擦 を もたず、 物質的 惯性 によって 邪魔され ない。 生の 直接的 

で 滑らかな 活動的 エネ ルギ I- と 戯れる 自己 耽溺の 時期が 発生す る こと は 理解で きる。 

ステ ー ジ 十六に おいて、 神経 電気 的 子供 は 電磁気 信号と 遊ぶ。 次の ステップ は 新しい エネ ルギ ー 形態の 知的な 統合と 再構築で ある。 


ステ I ジ 十六： 神経 髦気的 受容 性  <9  ® 


進化の 十二の 大気圏 外 ステ— ジ 參 ㊣⑩ 

エイリアンの 知性な の だ。 家庭 化された 同情 的な 旅行者が 滞在して いる 先住民の 村に 興味 を 示さない ように、 脇 は 地上の 出来事に 関心 を 示さない。 

自分自身の 自我の 道具と 素朴に もみな してきた 脳が、 実際に は、 (主人の パ- ソナリ ティ を、 優雅な 貴族が 無知で 下品な、 教育の ない 頑固な、 激し やすい 田 

舎の 居酒屋の 主人に 投げ かける ような 美的な 視線で 見つめる) ェ イリ アンで あると いう 発見 は、 準備ので きていない LSD ュ， ザ ー にと つて はショ ッ キングで あり、 

羞恥と 嫌悪の 狂乱に 導く 可能性が ある。 いわゆる 「バ ッド • トリップ」 はしばしば、 より 高次の 知性の 鮮明な レンズ を 通して 自ら をみ る 「自我」 以外の な 

にもので もない。 

神経 論理に 照らして 理解で きる もう | つの LSD 神話が ある。 神経 物理的な ドラッグが 人々 を 窓から 飛び だした くさせる 場合が あると 

いうの はなん の 根拠 もない 伝説で ある。 もちろん、 窓から 身 を 投げ出す という 神話が 自己 実現す る 予言になる ことがある こと を われわれ は 知っている。 

I 旦、 嗨が 広まる と、 刷り こみ を 撤退され た 状態の 傷つき やす さが、 神話 を 現実の ものにする 可能性が ある。 「私 は 今、 新しい リアリティ を 創造す る 

自由 を もっている。 人 は 二 ルバ ー ナの 状態で なに をす るの だろう？ そうだ、 思いだ した。 飛び出せる 窓 を 探そう。 それが リ I ダ ー ズ. ダ イジ ヱ ス 

H が 勧めて いる こと だ。」 

伝説の 暗示 的な 力の 背後に われわれ は 進化 的な 意味 を 見出す。 LSD は ポスト 地球 的な コンテ リジ ェ ンスを 活性化す る。 人類の 家 は 宇 

宙 にある。 人類の 自然な 環境 は 無重力で ある。 われわれ は 重力の ない 自由の 中で 進化し、 浮かび、 泳ぎ、 飛ぶ ようになるべく 設計され ている。 


は 基本的に 正しい が、 反 知性的で あり、 前 科学的で ある。 

さらに 優雅で、 もっとも 寡黙な 教義で ある 仏教 もまた リアリティの 波動 的 性格 を 受け入れ るが、 今、 ここでの 美的な 受動 性と 無関心 を 

強調す る。 カルロス. カスタネダの I 速の 著作 は 神経 電気 的 体験 I 「分離した リアリティ」 —— のべ ョ ー テ. カル 卜 版 を 提示して いる。 教育 を 受けて い 

ない ャキ. インディアンの ドン. ファン は 原子物理学に 通じて いないので、 間違いな く 神経 電気 的な 体験 を 語る のに、 魔術と 力の 語蘩を 用いる の だ。 

ステ ー ジ 十六 はすべ ての 受容 的な ステ ー ジ 同様、 探求 的で 子供じみた 受動 性に 彩られて いる。 ポップな 目 をした アシッド. へ ッドは I 

過 性の 進化の 形態で ある。 LSD のよう な 神経 電気 的 ドラッグ は 地球上の 生命の ために は 設計され て おらず、 幼生 期の 倫理 家た ちが 危険 視す るの はも 

つと もで ある。 第 六 回路 は 地球 外 生命の ために 設計され ており、 現時点での ドラッグ による その 活性化 は、 移民に 備える ための ものである。 神経 物理 

的 ドラッグ は、 子供 時代の 精神 外傷 的な 刷り こみ を 「癒す」 ために 用いる ことができる。 治癒 や 予備 フライトの トレ ー 二 ング のために 用いられる LS 

D タイプの ドラッグ は、 再 刷り こみの 原理 を 理解し、 自分 自信の 神経系 を 制御す る 方法 を 体験 的に 知 つてい る 知識 ある 専門家に よ つ て 投与され るべ き 

である。 LSD の 快楽主義 的な 「パ. - ティ」 での 使用 は 危険 を 伴う。 直接的な 波動 リアリティの ェク スタシ ー が 幼生 期の 報酬の 喜び や 物質的 快楽 を はる 

かに 凌駕す る ほど 強烈で ある こと、 そして、 存在論 的な 啓示が 基本的な アイ ンシ ユタ イン 的 リアリティ (刷り こみ は それの 静的で、 色褪せた コピ- である) の 体験 

を 可能に する こと は 真実で ある。 けれども、 物理的 リアリティ は 地上 的な 存在に とって は あまりに 爆発的な 体験で ある。 脳 は 大気圏 外 器官で あり、 
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ではなく、 広範囲の 電子 信号 を 含んで いる。 

ステ ー ジ 十六の 人間 を 風刺 的に 描く と、 焦点の 定まらない 目で あたり を 見回しながら、 「ヮ ォ、 すべて は 波動 だ！」 と 叫んで いる 「ァシ 

ッド. ヘッド」 となる。 アシッド. ヘッド を 茶化す 時には、 きまって、 目の前の 机 を 見て、 「ヮ ォ、 ペン シル だ！」 と言う 人物が 描かれて いたの を 思いだ 

す。 そのような 傷つき やすい 不安定な ミュ ー タント を あざけり、 LSD によっても たらされた 混乱 を 薄汚く 嗅ぎ 回る の はたやす い。 実際、 不 j_s なァシ 

ッド. ヘッド は 思いが けずに 強烈な 認識論 的 偉業 を 演じる。 それにつ いて、 幼生 期の 文化 は 愚かに も 同情して くれないの だ。 「ヮ ォ、 ペン シル だ！」 と 

言う 時、 アシッド. へ ッ ドはグ ルグル 回る 電子の 束 を 正しい 英語の 名称と 同 一 視 している の だ。 アイ ンシ ユタ イン 的な 知的 仕事 を やっての けて いるの 

である。 

ニクソン 時代の 驚くべき 霊的な 野蛮 性 や 無知の 卑俗 性 は、 準備 不足で 知識がない ために、 むこうみず にも 漁色 的な 出来事 を 起こして し 

まう LSD のュ I ザ ー を こきおろし、 いじめる ことが 安全で かっこい いこと だとい う 風潮 を 生み出した。 かれら こそ、 脇 を 故意に 霄 波の 卜 ラン シ ー バ 

I として 用い、 脳と 脳が 住む 宇宙の 基本的な 鼋子的 性格 を 体験した はじめての 人間た ちな ので ある。 

洗練され たステ I ジ 十六の サイケデリック 体験 者た ち は、 前 科学的な ヒン ドウ ー 教の 存在論 I 「すべて は マ ー ャ， (幻想) である」 とか 

「すべて はリ， ラ (エネ ルギ I の 遊び) である」 など — に 頼る。 ヒン ドウ ー 教は 受動的-受容 的な 哲学で あり、 その 存在論と 神経 遗伝子 的な 宇宙論に おいて 


ない。 ドラッグ は 神経 電気 的な 活動 を 刺激し ない。 脳 は 生物 電気 的な ネット ヮ ー ク であり、 これらの 信号 を 二十 億 年の 間、 受信して きた。 明らかに ド 

ラッグ は、 瞬間 瞬間の 脳の 交渉で ある 分子の 取引 や 生物 電気 的 信号の やり取り を 幼生 期の 心が 自赏 する こと を 妨げる シナプスの 障壁 を 溶かす の だ。 

神経 身体 的 回路が 開く 時に 意識 化される 無数の 身体 的、 生理的 出来事 は 誕生 以来 つづいて いた。 神経 身体 的な 化学物質 は、 第一 二 回路の 

象徴的な 心が 無意識の 活動 を 自覚す るの を 妨げて いた シナプスの 敷居 を 低く する だけにす ぎない。 

ステ ー ジ 十六に おいて、 ポスト 幼生 期の 人間 は 脳 活動の 生物 電気 的 性質 を 自党す るよう になる。 それ は コンビ ュ ー タを 保護して いる パ 

ネル を 取り去り、 回路の 細かな 働き を さらけだす ような ものである —— この 啓示 は、 コ ンピ ュ ー タ 制御の 飛行機 を 飛ばして いる パイ 口 ットに は 動摇を 

誘う ものい ころう。 ペイ ロット は 単に 方向の 指示 を 欲する だけで ある。 幼生 期の 人間 は、 自分の タ 食が 原子で できて おり、 原子 そのもの は 空間 を 回って 

いる 小さな 粒子 だとい うこと を 知る こと を 欲しない。 彼 は 固い 皿の 上に 乗った 固い 肉 を 欲する の だ。 

けれども、 恒星 間 存在の リアリティ は 非常に 異なって いる。 電磁気 的-重力 的な プロセスが 銀河の 生命の 肉で あり、 ポテトで ある。 幼 

生 期の 人間に は 役に立たない、 脳の 波勳 的な トラ シ， バ ー の 性質 は、 宇宙空間 では 絶対に 必要な ものである。 テ レパシ ー。 脳-コンビ ュ〜 タの速 結。 

脳-電波の 速 結。 サイ ボ ー グの 共生。 

地球 外の 出来事 は 光速に よって 計られる。 地球 外 コミュ ニケ ー シ ヨン は 紙に 害 かれた 喉頭と 手の 象徴 や、 音波に そって 発声され る 言葉 
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移民に 備えて、 第 六 回路 を 意識的な コミュニケ I シ ヨンの ために 用いる ことができる ようにな るの は、 原子 テクノロジ ー が 生まれてから である。 その 

時、 ロボ ッ トは 自らの 回路 を 操作す る 方法 を 学び はじめる の だ。 

ステ 〜ジ 十六 は 神経 電気 的 体験の 受動的な 探求 段階で ある。 自己 耽溺 的な 受容の 局面と 言っても いい。 「サイ キック」 現象の ほとんど 

のケ ー ス では、 いわゆる 「感じ やすい 人」 が 信号 を 受け取る ことに 注意し なければ ならない。 神経 物理的 信号の 送信 者になる 人間 は ほとんど いない。 

こ の こと は、 新しい 回路の 受容 的 局面が もつ 児童 的な 性質 を 説明して いる。 

神経 物理的 受容 性の もう I つの 例 は 電波天文学から 得られる。 大きな 「皿」 が 空 を 走査し、 電磁 信号 を 受け取る。 意識的な コミュニケ ー 

シ ヨン を 意図して、 宇宙に メッセ ー ジを 送る ことに ほとんど エネ ルギ ー が费 やされ ない。 これ は、 人類が コンタクトされ るの を 受動的に 待つ 未成 熟な 

種で あると いう 本能 的 自党 を 反映して いる。 同じ ことが UFO 現象に も あてはまる。 世論調査 は、 アメリカの 大衆の 五十 パ I セント 以上が 地球 外： IS 問 

者の 存在 を 信じて いる こと を 表して いる。 これらの 信者のう ちで、 自分た ちが 個人的に、 人類の 未来に 横たわる 地球 外 探検の 一部 (ス テ-ジ 十八) かもし 

れな いと 考える もの は ほとんど いない。 

回路 六 は 神経 電気 的 ドラッグ によって 活性化 される。 麦角、 カクタス、 マッシュ ル， ム から 抽出した 特定の 有機的な 化学物質 は 神経系 

が 物理的 エネ ルギ ー の トラ ンシ I バ ー としての 役割 を もっている こと を 自覚す る こと を 可能に する。 われわれ は 因果の 鎖に ついて 正確で なければ なら 


罪深い ものと か 悪魔 的な ものと みなして きた。 尊敬され ている 科学者た ち は、 「第六感」 の 存在 を 証明す るデ ー タ についての 議論 を 周到に 避け、 それら 

を 検討しょう としない。 

進； t の 程度が 低い 種が 電磁気 的な 信号 や 重力 信号 を 受信す る ことができる こと はよ く 知られて いる。 鳥の 帰 巣 能力 や 「渡る」 能力 は 電磁 

的-重力 的 ェ ネル ギ ー の 正確な 受容に 依存す る。 あらゆる 種の バ ィォ. リズム は 鷲 磁気 的な メ ッセ —ジ によ つ て 活性化され るよう に 思われる。 すべ ての 

神経系が 電磁気 的な トラ ンシ I バ I として 鋤く こと は 明白 だが、 人間の 心理に とっての その 意味 は 無視され てきた。 

強力な 人間の 能力 を 回避しょう とする こうした 迷信 じみた 傾向 は、 遺伝子 的な 根拠 を もっている。 ほとんどの 人間の タブ ー や 風変わり 

な ^理コ ー ドは 神経 論理的な いし 遺伝 的な 智 恵に 根差して いる。 ちょうど 刷り こみ を 撤回させる 神経 身体 的 (快楽主義 的) な ドラッグが 幼生 期の 社会 を 動 

^させる ように、 神経 物理的な 体験 は 生物学 的な 生存と いう 観点から すると 煩わしく、 混乱 を 誘う ものな ので ある。 四つの 脳 を もつ 社会 ロボット は自 

分の パ ー スぺク ティブ を 直接的な 環境に 限定す るよう 設計され ている の だ。 蟻塚の 道から 離れて さ迷い、 人間と コミュ ニケ ー シ ヨンしょう とする 昆虫 

は 蟻塚に は 危険な ことと 感じられ るので ある。 

神経 物理的 回路の 賢明な 使用 は、 エレクト 口  二 クス. テクノロジ ー や 原子 テクノロジ ー の 発達が そうした 言語 や モデル を 提供して くれ 

るまで 待たなければ ならなかった。 生物学 的 進化の 発端 以来、 神経系 は 電磁 的-重力 的 信号 を 受信す る トラ ンシ ー バ ー として 働いて きた。 だが、 宇宙 
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ステ ー ジ 十六 ： 神経 _H- 気 的 受容 性 

神経系が 生物 電気 的な トラ ンシ ー バ I としての 自らの 機能 を 理解し、 制御し はじめる 時、 第 六 回路が 出現す る。 

これに 対し、 第五 回路が 活性化 される 時には、 神経系が、 地上の 固定した 場所との 繋がりから 解き放 たれて 浮遊す る 身体と いう 乗り物 

を 理解し、 制御し はじめる。 

第 六 回路が 活性化 される 時、 神経系 は 自らが 生物 電気 的な 周波 を 受信す るト ラシ ー パ ー である こと を 悟る。 ここで 語って いるの は、 詩 

的に 「第六感」 と 呼ばれて きた ものに ついて である。 特定の 早熟な 幼生 期の 人間に 現れる、 神経 身体 的 回路の 聴覚 的-視覚 的-触 党 的-化学的 範囲 を 超え 

たメ ッセ ー ジを 拾い あげる 能力。 

テレパ シ I 能力 は 異常な もので はない。 驚く ほど 多くの 幼生 的 人間が、 予知 や 遠隔視 を 体験した ことがあ ると 自信 を も つ て 報告す る。 

これらの 出来事 は 幼生 期の 人間に とって 不可解で あり、 タブ ー によって 覆われて いる。 カソリックの 教会 は 伝統的に このような 「サイ キック」 な 現象 を 


ステ— ジ 十五 は、 第五の 脳が 他の 複 

合 感覚的 タイム. シップ と 繋が り、 

神経 身体 的 融合 を 形成す る 時に 活性 

化される。 系統 発生 的に はこの ステ 

—ジは 人間同士の 最初の 直接的な ェ 

ネル ギ！ コミ ュ 二 ケ —ショ ンを明 

ら かにす る。 すべての ボ スト 幼生 期 

の 人間 はこの ステ I ジを 通過す るよ 

う 設計され ている が、 この 役割 を演 

ずべ く 遺伝子 的に 配線され ている 人 

は 牡牛座 一 一と 呼ばれる (タン トラ 的 融合)。 
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容 である。 


て 個人に 重き を 置く 新しい 態度、 そういった ものが 卜 ー マス. ウルフの ような 社会 評論家 をして、 「ミ ー」 世代 は 一 九 五 〇 年代の アイゼン ハウ ヮ I 的 無 

関心 へ の 回帰で はない のかと 訝らせた。 

本書に 提示され ている 変異の ステ I ジ 理論 は、 自然に は 「回帰」 は 存在せ ず、 より 高い エネ ルギ！ レベルでの 

受容 

統合 

伝達-連結 

の 周期が ある だけで ある こと を ほのめか している。 

ステ， ジ 十三 (快楽主義 的な 消費者) はステ I ジ 十四 (快楽主義 的な 自己 実現 家) に 導く。 そして ステ -I ジ 十四 は ステ. I ジ 十五 —— 神経 身体 的 集団の 

形 „^ ,1 に 導く。 一九 七 〇 年代に 花 開いた 多くの カルト、 宗派、 コンシャス ネス. ム ー ブメン 卜 はステ I ジ 十五の 連結の 例で ある。 

六 〇 年代 以降の 世代に 見られる 「無関心」 は あてに ならない。 今日の 若者 は 内的-身体 的な 実験に 没頭して おり、 旧式の 政治的、 社会的、 

宗教 的 教義に は あまり 熱心に 関わろう としない。 現在 二 九 七 六 年) の 神経 社会学の もっとも 興味深い (予測 可能な) 側面の 一 つ は、 特定 レベルの 「自己 実現と 

感覚の 操縦 術」 を 速成した 人々 や、 次の 進化の ステップ を 可能に する 集団との 連結の 準備が できて いる 人々 による S.M.P.L.  E の 概念の 電気 的な 受 
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ステ ー ジ 十五 ： 神経 身体 的 融合 

受容と 統合の 後に、 社会的 連結 (シ ナジ-) を 形成す るた め、 新しい エネ ルギ. I と 他の エネ ルギ I との 鹏 合が 起こる。 

神経 回路 は 伝達、 コミュニケ I シ ヨン、 連結の ために 設計され ている。 詩的に 融合と か 愛と 呼ばれる 速 結 は 偶然に 発達す る もので はな 

い。 DN A の 設計図の 中に 組み込まれて いるの だ。 融合と 交換 は コンテ リジ エンス を 増大させる ことので きる 構造 を 生み出す。 二つの 頭 は I つの 頭 

よりす ぐれて いる —— もし 同じ 周波数で 受信す ると すれば。 

われわれの 言語 は、 象徴的-物質的 刷り こみから 自由な 神経 身体 的な チャンネルで 機能す る 二人 以上の 人間同士の コミ ュ ニケ ー シ ヨン 

を 表す 科学的 用語 を もっていない。 それ は 象徴 外 知 党 (ESP) と 呼ばれ、 霊的 共同体、 ァガ ぺ—、 タン トラな どに 関連す る。 

| 九 六 〇 年代の 神経学 的な 覚醒 は コ ン シ ヤス ネス. ム I ブメン 卜と 呼ばれる 個人の 成長 や 自己 発達に 対する 広範な 関心 を 引き起こした。 

政治的-職業的 活動への 盲目的な 関与から 撤退す る I 般 的な 傾向、 おしきせの 教義に 対する 懐疑 や 異議 申し立て、 公共 的な 価 值憨に 対立す る ものと し 


ステ— ジ 十四 は、 第五の 脳が 神径身 

体 的 信号 を 制御、 統合、 組織、 想起 

し、 重力から 解放され た 複合 感覚的 

な 身体 を 操縦す る こと を 覚える 時に 

活性化 される。 系統 発生 的に この ス 

テ— ジは 第五の 脳 を 表す。 すべての 

ボ ス ト 地球 的 人間 はこ の ス テ— ジを 

通過す るが、 この 役割 を 演ずべ く 遣 

伝 子 的に 配線され た 人間 は 牡羊座 二 

と 呼ばれる (ョ— ガ行 者、 身体 意識)。 
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ステ ー ジ 十四 

牡羊座 二 

神経 身体 的 知性 
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して 自分の ものと し、 神経 生理学の 無限の 内的 地理 を 地図に 描き、 航行で きる ほどに 洗練され ている の はごく 少数だった。 

漠然とした 神智学 的な きまり 文句 「内部 を 見つめる」 は、 今や、 特殊な 解剖学 的 意味 を蒂 びる。 「内部 を 見つめる」 と は 身体の 内部 を 意味 

する。 つまり、 自律 的な 神経系の 制御、 幼生 期の 人間に は 不随意で 無意識の 身体 的 反応の 制御 を 意味す るの だ。 


ステ— ジ 十四 ： 神経 身体 的 知性 


変異の 受容 ステ ー ジの 次に 統合 ステ ー ジ がくる。 内胚葉 型の 生物学 的 生存の 刷り こみ (ス テ-ジ I ) が 識別 的、 選択 的な 内臓 緊張 型の 条件 

づけに 取って代わられる ように、 ステ ー ジ 十四 は ステ ー ジ 十三の 神経 身体 的 信号 を 組織し、 制御す る。 

ステ ー ジ 十三に おいて、 外部との 臍の緒 的な 神経 腺が 撤回され る。 感覚的-身体 的な 信号が 受信され る。 そして 感覚的な 消费 主義が 現 

れる。 

次に 身体-脳 は 身体 的-感覚的な 機能 を 選択し、 想起し、 関連 づけ、 制御す る。 (ス テ-ジ 十四) 

先行 ステ I ジ (十三) は 受け身 的な 浮遊す る ヒッピ I によって 人格化 される。 ステ ー ジ 十四 は 身体と いう タイム. シップ を 的確に 制御し、 

操縦す る 術 を 習得す る 修行 を 積んだ ョ ー ガ行 者、 健康食品の 専門家、 身体の 魔術師な どに よって 人格化 される。 

最初の ポスト 幼生 期の 世代 は、 「タ ー ニン グ. オン」 こそ 最終 地点 だと 素朴に も 信じた。 気持ちの 良い 消费 主義。 官能 性の 操り 方 を 研究 
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. ^ 第 5 回路 (一つの ステージが 活性化) 
第 6 回路 (^活性） 
第 7 回路 (^活性） 


第 4 回路 

(Z つの ステ一 ジ すべてが 活性化、 しか し 退 縮） 


第 3 回路 

(H つの ステ一 ジ すべてが 活性化、 しか し 退 縮） 
第 2 回路 

つの ステージ すべてが 活性化、 しか し 退 縮） 


第 1 回路 

つの ステ一 ジ すべてが 活性化、 しか し 退 縮） 


自由に 再 中« できる 
四つの 幼生 旳0« 的 リア'」 ティ 


n 
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ステ ー ジ 十三 

魚座 二 

神経 身体 的 受容 性 ( ハイで ある- 


ステ— ジ 十三 は、 幼生 期の 地球 的 神 

径 学から 地球 外 神経学 へ の 変異が 起 

こる 時、 活性化 される。 四つの 幼生 

期の 刷り こみの 繊維が 引っ込められ、 

身体 は 多 感覚的 タイム ，シップと し 

て 働く。 系統 発生 的に、 この ステ— 

ジは 最初の ボ スト 地球 的な ステ —ジ 

を 明らかにする。 すべての ボス ト地 

球 的 人間 はこの ステ— ジを 通過す る 

が、 この 役割 を 演ずべ く 遗伝子 的に 

配線され た 人間 は (第二の) 魚座、 すな 

わち 快楽主義 的な 消費者と 呼ばれる。 


刷り こみの トンネル. リアリティから である。 

最初の ポスト 幼生 期の ステ ー ジ (十三) は幼兕 的な 自己 耽溺で ある。 新しい 自我 同一 性 を 確立す る こと。 ヒ ツビ！ ム —ブメ ント。 受動的 

な 快楽主義。 道徳家 は、 若者 文化が 幼児 的 だと 不平 を こぼす。 まさに その 通りで ある。 かれら は 赤ん坊の ように 目的 を もたず、 非生産的 だ。 * 初の ポ 

スト 幼生 期 世代 二 九 四 五 年から 一九 七 〇 年の 聞に 生まれた 人た ち) は 自然に、 変異の 混乱の 矢面に立 つたの だ。 最初の 両生類の 世代が、 海岸線に 寝そべって、 裸 

の 太陽 を 受動的に 楽しみ、 酸素 を 吸 つ てば かりい る、 気が狂 つ た 怠惰な 混乱した 子供と して 理解され ていただろう こと は 想像が つく。 

後の ポスト 幼生 期の 世代 は 先行 世代の 人々 の 体験と 思いやり によって 助けられ るだろう。 

*  未来 や 過去への 時間の 投影 はつねに 興味深い。 もし 広& での 出来事 を 避けられる こと を われわれが 知っていたら？ もし 本書と 本窨が 提示 

する 神経 遗伝子 的な 原理が 一九 六 〇 年代に 入手で きていたら、 多くの 混乱が 避けられた かもしれ ない。 根拠のない 省察 だ。 新しい エネ ルギ 

I へ の 最初の 反応 は 自己 耽溺 的で 混乱す るだろう こと を DNA は 予期して いる。 


ステ I ジ 十三： 神経 自体 的 受容 性  <9  © 
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ハ ィの 身体 は 自然で ある。 「正常な」 象徴的 リアリティ は 幼生 期の 松葉杖と みなされる。 

賢明な ドラッグ. ュ ー ザ ー に 訪れる 四つの 反物質 主義 的、 神経 身体 的 啓示 I 樯 物的、 感情的、 精神的、 社会的 I が ある。 

L ドラッグが 細胞の 満足 を 引き起こし、 苦痛 を 排除す るのに、 なぜ 植物 的な 幸福感 を 得る ために 物質的な 刺激に 頼る のか？ 

rv! ドラッグが 自由な 神経の 状態 を 活性化で きる のに、 なぜ 感情的な 満足 を もたらす 物質的-筋 肉的 報酬 II キャディ ラック、 房 害、 

丘の 上の 家 —— を 求めて 汗をかき、 努力す るの か？ アイ ンシ ユタ イン 的 可動性が 二 ュ I トン 的 引力に 取って代わる。 

ん ドラッグが 心 を 解放して、 新しい 繋がり や 新鮮な 創造的 解決 を 生み出す ことができ るのに、 なぜ 象徴的な 手順 や 人工的に 作られ 

た プロセス を 繰り返す のか？ ゆるめられ、 弛緩した 浮遊す る 心が 自然の リズム や 順序に 従って 象徴 を 折り曲げ、 湾曲 させ、 ずらす ことができ るのに、 

なぜ 機械の 組み立て 工場の ような 反応 をす るの か？ 宇宙が 楽しい エネ ルギ ー 場で あるのに、 なぜ 働く のか？ 

4 神経 身体 的 ドラッグが 直接的な 裸の 感覚 を 生み出し、 その 中で、 あらゆる 手触り、 味、 匂い、 動き、 視覚、 音が 身体 的敏 喜で 爆 

発する のに、 なぜ 短時間の 性器 的な オルガスムの 快楽 を 求めて、 家庭 化された 奴隸の 人生に 自ら を 委ねる のか？ 

神経 賦活 ドラッグ は、 歴史の 曙 以来、 感覚的-身体 的な 内的 快楽へ と 「逃げ」 る こと を 欲する 人々 によって 用いられ てきた。 

カナ ビスの ュ ー ザ ー が 逃れる の は 何から なのだろう？ 道徳的に 言えば、 社会的 責任から であり、 神経学 的に 言えば、 四つの 人工的な 


ステ— ジ 十三 ： 神経 身体 的 受容 性 

最初の ポスト 幼生 期の ステ ー ジ。 身体 は 臍の緒 的な 神経の 刷り こみから 解き放 たれ、 無重力の 存在に 備える。 これ は、 誕生 直後、 新生 

児が 環境との 神経 的な 繋がり を 持たずに 休息す るステ ー ジ I の 再現で ある。 

ステ —ジ 十三で は、 身体 は 一時的に 外部の 刷り こまれた 繫 がりから 離れ、 無重力の 道具と なる。 これが 「ハイ」 と 呼ばれる。 新しい 神経 

回路に 対する 最初の 反応 は、 探求 的で ある。 摂取。 新しい 信号に 対する 受け身 的な 受容 性。 身体 は 快楽の 源と なる。 快楽主義 的な 消費者と しての 自己 

同一 性。 

その 態度 は 浮遊す る 利己主義 である。 外部の 物質的 報 削 (華) 情 的、 精神的、 社会的) は 感覚的-身体 的-内分泌 的な 体験 を 引き起こす 不細工で 人 

ェ 的な 象徴的 引き金に すぎない。 なのに、 なぜ それら を 求める 必要が あるの だろう？ 外部の 報酬-引き金 は 神経 化学物質 を 摂取す る ことによって 停 

止す る ことができる。 成人が 四つの 幼生 期の 生存の ための ダイアル を 自在に 操れる ようになったら、 物質 界 への ロボット 的 執着 は 「蹴る」 ことができる。 

ステ— ジ 十三： 神柽 自体 的 受容 性  • (一み d 
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うな 何百 万と いう 読者が、 他の 惑星に も 自分の ような 読者が 本当にい るの だろうかと 訝って いるの だ。 そうした 銃 者 は、 進化が 銀河 全体で 

同じように 働く 可能性 や、 「今日」 が 何百 万 回 も 以前に 起こった 可能性に 少し 混乱 させられて いるだろう。 

「人間」 によって 発見され た 新しい エネ ルギ〜 • レベルの すべて —— 化学的、 電子 的、 核 —— は、 刷り こまれた 心に とって は 驚きで あり、 

当惑 を 誘う ものである。 しかし、 DN  A にと つて は、 新しい 化学物質 や 電磁 的な 刺激の 出現 は、 より 進んだ 進化の 局面が 起ころうと している 徴候に 

すぎない。 

神経 陚活 ドラッグの 広範な 使用 は、 新しい 意識 レベルの 出現 を 告げる 合図な のか もしれ ない。 神経 身体 的 ドラッグ は 幼生 期の リア リテ 

ィを 決定す る シナプス 連結 を ゆるめ、 感覚的-身体 的な 自覚 を 著しく 広げ、 強化す る。 カナ ビス は 感情的、 精神的、 社会的 関わり を 弱め、 超然と した 

楽しい 快楽主義、 生の 直接的な 官能 性の 高められた 感受性 を 生み出す。 

カナ ビス は 新しい 神経 回路 を 活性化す る 神経 身体 的 引き金で ある。 カナ ビスが 大衆 テクノロジ ー 社会の 第 | 世代の 文化的 象徴と なる 

の は 偶然で はない。 

身体の 発見、 身体の 探求、 身体の 美化 は 神経系 を 幼生 期に おける 地球への 生命線から 解き放ち、 無重力に 備えさせる 第一 段階な の だ。 


ないかと 思われる。 何十 億と いう 同様な 惑星が 広 島、 若者の ドラッグ. カルト、 ゴ ー ル デン. タイムの テレビジョン を 苦悩の 中で 通過して きたの だ。 変 

身 は DN A にと つ て はそう ではない が、 それが 起こ つてい る 個人に と つ て は 驚くべき ことで ある。 

幼生 期 哲学者の 自我 中心 性 は 必然的に 欲求不満と 罪の 意識に 導く。 自分 だけが 自然 を 制御し、 支配して いると 思って いる 「男た ち」 は、 

事態が かれらに 不利に なった 場合、 資任ゃ 自責の 念 を 覚える。 たとえば、 過剰人口 や 汚染 は 新しい 幼生 的 生存の 倫理で は 「罪」 となる。 

| 方、 神経 遺伝子 学 や 大気圏 外心 理学 は DN  A の 知性への 控え目な 楽観主義 的な 信頼 を 教える。 遺伝暗号 は 自分が なに をして いるか 

知っている。 神経 賦活 ドラッグ は、 まさに それらが RN  A によって 必要と される 時に 出現す る。 DN  A の 数十 億 年の 惑星 間 計画 は、 ロス アンジェ ル 

スの スモッグ、 アシッド. ロック、 マルサス 的な インフレ、 放射能の 落下と いう ものに よって 驚かされ もしなければ、 阻止され る こ ともないの だ。 

運命の 日と いう シナリオ ゃシ ュ ぺ ングラ ー の 予言 は 死ぬ こと を 定められ ている 幼生 期の 個人の 恐怖で ある。 更年期の 黙示録 的な 空想 も 

またそう である。 「誰も」 が、 世界 は 紀元 I 〇〇〇 年に 終わる だろうと 思って いた こと を われわれ は 思いだ す。 銀河の 何百 万と いう 似た ような 惑星の 上 

で まったく 同じように 展開す る、 何十 億 年に も 渡る 進化の プロセスに、 「自分」 が (良き につけ 悪しき につけ) なんらかの 干渉が できる と 思う の は、 なんという 

「人間」 の あつ かまし さだろう。 

*  今 まさに この 瞬間、 他の 多くの 惑星で は、 数千 人の 哲学者が 惑星 外心 理学の 本 を 害き、 変異の 考え を 提出した かどで 投激 され、 あなたの よ 
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るだろう。 

一九 四 五 年 以来、 人間の 神経系と DNA は 種に とって 真新しい、 変異 を 引き起こす 三つの 強力な 刺激に さらされ てきた。 

I X 線 や 核爆発に よる 放射能 

—— テクノロジ ー によって 生み出される 電磁 的、 電気 的 放射線 

I 神経 身体 的、 神経 物理的 ドラッグ、 食品に 含まれる 添加物 や 合成物 質、 大気の 化学 汚染物質 

大気 圈外 心理学 は、 こうした 強力な 電気化学 ェ ネル ギ ー に 晒される ことが 期待され る 変異の プ ロセ スのス イツ チを 入れる と 主張す る 

—— つまり、 DN A がー 九 四 五 年 以降に 生まれた 人間の 神経系に、 変異の 時が やって きた こと を 告げる 信号 を 送る の だ。 それ は 惑星からの 移民が は 

じ まる 時で ある。 

テレビジョン、 核分裂 や 核融合、 神経 身体 的、 神経 電気 的 ドラッグ などが DNA によって 予期され ていない とか、 この 惑星に とって 

異常な ものであると 想像す る 理由 はない。 D  N  A によつ てあら かじめ プ 口 グラムされ ていた ェ ラゃ 肺の 構築の 引き金に な つ た 原始の 植物に よる 酸素 

大気の 創造 は、 居住 可能な すべての 惑星で 起こる 標準 的な 進化の プロセス である ものと 予測され る。 さらに、 エレクトロニクス、 核分裂、 合成化学 物 

質、 神経 陚活的 ドラッグ は DN  A によって 予期され ている エネ ルギ ー 変容で あり、 次の 進化 を 活性化す る 引き金と なる メカニズム として 働く ので は 


状態な どと いう 言葉で 説明され るが、 そのような 言葉 は 家庭 化された 正常な トンネル. リアリティに は 異質な ものである こと を 示して いるに すぎない。 

超越 的な 意識の 状態に よ つ て 生み出される 混乱と 恐怖 は、 それらが ポスト 地球 的 存在の ために 設計され ている 可能性 を ほのめかす もの かもしれ 

ない。 

神経 身体 的 化学物質 (たとえば カナ ビス) や 神経 電気 的 化学物質 (サイケデリックな 効用 を もつ インド- ルゃ アル 力 n イド) は 過去に おいて、 神秘的、 予言 

的、 あの世 的 体験 を 報告して きた シャ ー マン ゃ鍊 金術師 たちに よって 用いられ てきた。 ある 学者た ち は、 すべての 宇宙論 的 宗教 は聖 物質的な 神経 伝達 

物賓 によって 生み出される ヴィジョン 体験に 基づいて いると 主張して きた。 精神 賦活 的な ドラッグの 使用に 反対す る 者た ち は、 そうした 物質が 地上で 

の 生存に とって 関わりの ない、 危険で すら ある 「あの世」 的な 体験 を 引き起こす、 と 正当に も 不平 を こぼす。 

これらの 神経 化学物質 は 幼生 期の 社会に よって I 貫して 抑圧され てきた。 なぜなら、 それら は 人間 を習惯 的な リアリティの 島から 引き 

離し、 日 紫 的な リアリティと は 無縁で あるば かり か、 妨げに すらなる 神経 身体 的、 神経 物理的、 神経 遺伝子 的な パ— スぺク ティブ を 生み出す からだ。 

過去に おいて、 神経 化学物質の 使用 は 知的 エリ ー トゃ 秘密の 神秘主義 的 カルトに 限定され てきた。 

土地に 拘束され た 生き物の 中で、 時期尚早に 蝶の コンテ リジ エンス を 刺激し、 活性化す る 物質 を 導入 すれば、 毛虫 社会が 混乱す る こと 

は 想像に 難くない。 華やかな 羽 を もった 存在の 予言 的な ヴィジョンに 相当数の 毛虫が 殺到したら、 変身の 順序が ひっくりかえり、 種の 生存 は 脅かされ 
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Z これらの 体験 は 測定 も 予測 も 可能な 神経学 的 出来事で ある。 

^ これらの 体験 は 体験 を 誘発す る 神経 伝達 物質と しての 化学物質と、 それらに よ つ て 活性化 される 神経系の 回路に 照ら 

して 理解し、 分類す る ことが 最良で ある。 

さまざまな 種類の 超越 的な 体験 を 分類す る 多くの システムが あるが、 大気圏 外心 理学 は 解剖学 的な 構造に よって 規定され る 三つの ボス 

ト 幼生 的レべ ルを 明らかにする (回路 八 は 超 生理学 的で ある)。 

^ 神経 身体 的 コンテ リジ ェ ンス 1 身体 リアリティ。 感覚的-身体 的 信号の 受容、 統合、 伝達。 

d 神経 物理的 コンテ リジ 二 ンス I 脳の リアリティ である 電磁 信号 を 仲介す る 大脳皮質に 位置す る。 

K 神経 遺伝子 的 コンテ リジ エンス I R  N  A を 通しての D  N  A 信号の 受信。 

以上の 三 回路 は 神経の 解剖学 や 体験され る 信号 単位の 現象学 的 内容 だけで はなく、 それら を 活性化す る 神経 伝達 物質に よっても 定義 さ 

れ うる。 

幼生 期 心理学 は 三つの レべ ル からなる 大気 圈外 心理学的な コンテ リジ H ンスの 性質 や 目的 を 説明す る ことができなかった。 というの も- 

それら は 地球 的 存在に は 関わりが なく、 混乱 を 誘う もので、 生きて いくうえ で 危険な もの だからで ある。 それら は 幻覚、 妄想、 精神病 的 状態、 夢見の 
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これまで 見て きたよう に、 それぞれの 新しい 進化の サイクルの 最初の ステ I ジは それまであった 繋がりからの 解放 を 意味す る。 新しく 

出現した 神経 回路の 第三 ステ ー ジは 新しい より 複雑な 繋がり を 含んで いる。 最初の ポスト 幼生 期 を 記す 第五 回路の 活性化 は 偉大な 心理学的な 意味と 啓 

示 を もった 出来事で ある。 臍の緒と しての 刷り こみが 撤回され るの だ。 新しい リアリティ 体験が パ ー スぺク ティブ を 拡大し、 それまでの 刷り こまれた 

生きる ための リアリティが ロボット-断片と みなされ、 もはや 自分 を 制限 も、 拘束 もしなくなる。 この 体験 は 神秘 家、 詩人、 サイケデリックの 達人、 

ォ カル テイスト、 ドラッグ. ュ —ザ ー などの 無数の 報告の 中で 語られて きたが、 幼生 期 文化の 言語 を 使って 語られて いるた め、 あいまいで 主観的に 表 

現されざる をえなかった。 

基本的な 事実 は 次の ような ことで ある。 

L 社会的に 条件 づ けられた リアリティ を 超えた リアリティが 存在す る。 

® ㊣ o 


第 7 回路 (^活性） 
第 6 回路 (^活性） 
第 5 回路 (^活性） 

第 4 回路 (H つの ステ一 ジ すべてが 活性化) 
第 3 回路 つの ステ一 ジ すべてが 活性化) 
第 2 回路 (H つの ステージ すべてが 活性化) 


第 1 回路 (三つの ステージ すべてが 活性化) 

第 1 リア'」 ティ 生物 生存 的 
第 2 リアリティ カー なわばり 一^^ 

第 3 リアり ティ 象徴 一心 的 一 操作 的 
第 4 リア U ティ 社会 的 一 家庭的 
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ステ— ジ 十二 

水瓶座 

社会的 - 性的 集合 性 


ステ— ジ 十二 は、 神経系が 社会 を 社 

会 的 - 性的 繋がりと して 刷り こむ 時 

に 活性化 される。 系統 発生 的に みる 

と、 この ステ— ジは 集団 主義 的 社会、 

社会主義 国家 を 明確に する。 この 役 

割 を 演ずべ く 遺伝子 的に 配線され て 

い る 人間 は 水瓶座と 呼ばれる。 


ポスト 幼生 的 存在 へ の 進化の 第 I 歩 は、 神経 身体 的な コンテ リジ ュ ンス —— 幼生 期の 刷り こみ (第五 回路) から 独立した タイム. シップと 

して 身体 を 蘇生 させ、 自在に 操れる ように なること —— である。 
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あお 

探求すべき フロンティア もな く、 危機感 を 煽ったり、 スキャンダル にうつつ をぬ かしたり、 中国と 〔旧〕 ソ連の 国境 や ゴラン高原での 紛争 を 挑発したり 

する 以外に なにもす る ことがない。 

ホモ. サピ ェ ンス は、 拡大す る コンテ リジ H ンスが 旅の 目的で ある こと を 発見す る 入口に 立って いる。 快楽 は 外部の 物質の 中で はな 

く、 身体の 時間 的 封筒の 中に ある こと。 パヮ ー は 筋肉 や 筋肉 を 代用す る 機械で はなく、 脳の 中に ある こと。 進化の 青写真 は 遺伝子の スクリプトの 中に 

見出される に違いない こと。 高次の 知性が 銀河の 中に 見出される だろうと いう ことな ど を 発見す る 入口に 立って いるの だ。 

数十 年のう ちに、 最初の 男性と 女性から なる 宇宙 移民が 行われる だろう。 この 男女から なる 移民の 神経 政治的な 意味 は 深甚で ある。 今 

日、 人類 は 空 を 見 あげ、 アメリカ人 男性の 宇宙飛行 戦士が 月面 を 歩いた こと や、 パイオニアの 探査 船が 木星 を 周回す る 軌道に 乗った こと を 知る ことが 

できる。 しかし、 その 効果 は 人間 を 震いた たせる もので はない。 宇宙飛行士 は 普通の 人々 が 同一 化で きない ロボット だからで ある。 

しかし、 人間が 空 を 見 あげ、 種子が 送られた こと、 男性と 女性が 未来 を 求めて この 惑星 を 離れ、 生活し、 愛 を 交わし、 料理 を 作り、 子 

供 をもう け、 地球 外 空間での 新しい 存在 形態 を 探求して いると いう こと を 知れば、 変身 は 神経学 的な 現実と なる だろう。 そして 偉大な 変異が はじまる 

だろう。 

ステ I ジ 十二の 大衆 カルトの 目標 は 金で はなく 次の レベルの コンテ リジ H ンスを 探す、 新しい 世界の 探求になる だろう。 


在の 「新生児」 なので ある。 

ステ I ジ 二の 生物 植物 的 知性 はステ I ジ 十四の 神経 身体 的 知性に おいて 再現され る。 

ステ， ジ 三の 生物学 的 生存の 繋がり はステ I ジ 十五の 身体 神経 的な 融合に おいて 再現され る。 

『八つの 能力の 脳』 は 第二 回路 を 特徴 づける なわばりの 筋肉に よる 制御が いかにして 神経学 的な 速度、 可動性、 アイ ンシ ユタ イン 的な 

機敏 性 や 力に よ つ て 取 つ て 代わられ るかに ついて 詳しく述べ ている。 なわばりの 力 を 求める 回路 1 1 の 戦い は 回路 六の リアリティの 制御に よ つ て 釣り合 

い を 取られる。 そして 第三 回路の 象徴の) 発明と 創造 は 遺伝子 学の 「才能」 に 取って代わられる。 回路 三 は 回路 七になる。 生命と は 進化す る アミノ酸 

の 象徴 システム なの だ。 DN A の アルファべ ット そのもの は 原子 的 知性に よって 創作され る。 

ステ I ジ 十一 I の 大衆 カルトの 恐ろしい 同質 異像性 は 幼生 的 神経系 を 移民 へ と 向けて 解き放つ。 組織化 された 蟻 型 コ ロニ ー だけが アルマ 

ゴ ルド、 V-2  ロケット、 スプ ー トニ ク、 アポロ 十三 号な ど を 生み出す ことができ たの だ。 社会主義 国家の 恐ろし さは 集団 性 そのものに あるので はな 

い。 それが 向かう 目標と 目的が 幼生 的な 物質主義 にある という ことなの だ。 

中国、 ロシア、 そして アメリカの 大衆 カルトが 嫌悪 を 催させる の は、 その 理想が 愛国主義 的、 競合 的、 帝国主義的、 領土 拡大 主義 的 だ 

からな ので ある。 巨大な 技術 帝国の 混乱と 不安 は 目的の ない 物質主義 のせいで ある。 昆虫 的な 幼生 文化の 人々 に 5 延 する 退屈 さと 欲求不満。 そこに は、 
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しなければ ならな い の である。 

子宮 惑星 を 去る ために、 女性/男性 は 外的な 刺激への 執着 を やめなければ ならない。 物質 欲 を 断ち、 世俗的な 志を棄 てなさい という 神 

秘 主義 的 命令 を 今や、 神経 遺伝子 的に 言い換える ことが 可能で ある。 

その 命令 は 次のようになる。 四 つ の 刷り こまれた 執着に よ つ て 阻止され ていた 四 つ の 新しい 神経 のプ 口 セスを 意識的に 制御す る 能力 を 

獲得せ よ。 

四つの ポスト 地球 的 回路 は 四つの 幼生 期の 刷り こみの 時間 バ ー ジョンで ある。 

四 つ の 幼生 期の 回路 は 空間 的 なわばりの 筋肉に よる 制御 を 仲介す る。 

四つの ボス ト 幼生 的 回路 は 「時間 的 なわばり」 の 神経学 的な 制御 を 仲介す る。 

第 I の 幼生 期の 回路 は 植物 的な 身体に 外部の 内胚葉 型の 栄養 を 盲目的に 刷り こむ。 最初の ポスト 幼生 期の 段階で ある 第五 (神碟 * 体 的) 回 

路は 身体 を 環境への 刷り こみから 解き放つ。 地球 外の 無重力 空間に 存在す るた めに、 身体 は 地球との 繋がりから 独立した タイム • シップと して 体験 さ 

れ、 制御され なければ ならない。 

ステ， -ジ I の 幼児 的な 浮遊 はステ ー ジ 十三の 神経 身体 的な 受け身 的 受容 性に おいて 再現され る。 タ ー ン. オンした ヒッピ ー は 地球 外存 


らな いので ある。 

四つの 幼生 期の 刷り こみ は 土に 落ちた 種 入りの さや、 胎盤と しての 惑星 へ の 神経の 拡張、 胎兒の 生存 を 保証す る 神経 的な 臍の緒と みな 

す ことができる。 遺伝子工学 は 単純に 理解で きる。 DNA は 誕生 時に 胎児の 身体に 乗って 新しい 土地に 着陸し、 四つの 生命 維持 システム を 順番に 送 

りこむ。 

—— 腹と 背 

I 筋肉 

—— 操作 的 (喉頭と 手の 筋肉) 

II 性的-同盟 的 

四つの 脳の 幼生 期の 人間が 変身して 移民の ための フライト をす るのに 必要な テクノロジ ー を 組織化で きる コンテ リジ H ンスの レベルに 

進化した 時、 地球と いう 環境から 神経 的な 臍の緒 を 撤退させる 必要が ある こと は 歴然とし ている。 幼生 期の 刷り こみ は 撤回され なければ ならない の だ。 

地球 環境 への ロボ ッ ト的 反応 は 内 化されなければ ならない。 この プロセス は 「ドロ ッ ビング. アウト」 と 呼ばれて きた。 

ここに 技術的な 神秘主義の 逆説が ある。 星 間 空間へ と 出て いくため に、 人間 は 内部に 入り こみ、 自分自身の 身体、 脳、 DNA に 精通 

ステ， 'ジ 十二： 集合的 社会化 (昆虫 的) 翁 ®  • 


神柽 進化に おける 十二の 幼生 期ステ I ジ d  ©  ® 

は 広範な 喉頭と 手の 筋肉 システムの 教育と いう 文脈の 中で 「心 を 決める」 ことができない。 創意に 溢れた 創造的 精神 は 消え去る。 文化的な ライフ. フタ 

ィルゃ 性 役割、 家庭 化された 幼生 期の 人間に ュニ I ク であると いう 幻想 を 与える 昇華され た 表現の 個人的 様式な どが 〔旧〕 ソ速 邦と か テレビの 画 I 性の 

下に 同質 異像化 (美しい 言葉 だ) される。 

この 昆虫 的な 単 I 文化 主義 は それ 以前の 人間の 価值慼 (個人 や 家族の 重視) を 従属 的な ものと みなす という 点で 恐ろしい もの だが、 ステ I ジ 

十二 は 実際のと ころ 避けられない 進化の 一 歩な の だ。 神経系の 新しい 回路 は それぞれ、 より 高い レベルの 融合-連結に 導く。 

L 単細胞の 形態が 結束して 多 細胞 有機体になる 

1 有機体が 結束して 地域的な 群れ や 集団と なる 

^ 道具 を 作る 人間が 結集して 手工芸の ギルド、 交易 集団、 象徴 共有 集団な ど を 形成す る 

4 家族が 寄り集ま つ て 巨大な 中央集権 国家 へ と 拡大す る 

昆虫 的 国家 集団 は 幼生 期の 進化に おける 必然的な ステップ である。 中央集権 化された 国家 だけが、 次の 進化の ステップ —— 惑星からの 

移民 I を 可能に する テクノロジ ー を 活用す る ことができ るの だ。 自由に 変異す るた めに は、 個人的な なわばり、 地域的な 象徴の 力、 個人的な 性 役割、 

家族 へ の 忠誠な どに 繋がれて いる 口 ボ ッ ト 哺乳類 的 コネ クシ ョ ンを 断ち切る 必要が ある。 鳥 は 南 へ と 渡る ために、 巣 へ の 刷り こみ を 撤回し なければ な 


音楽、 ロマン ティ ックな 象徴な どの 求愛 行勳が 今や 国家の 承認 を 勝ち取る ことに 向けられ るの だ。 徳は 親と しての 資任を 果たす ことにで はなく、 集団 

へ の 義務 を 果たす ことに ある。 

社会主義 や 共産主義の 国家 は、 強力な 神経学 的 理由で、 少年と 少女の セ クシ ャリ ティに 関して 上品ぶ つた 態度 を 示し、 禁圧 的で ある。 

結婚 や 家庭 を 作る 本能 は囯 家に よって 左右され る。 巣 作り 行動 や 保護 的な 家計の やりくり は 今や、 国家 を 大切に し、 養い、 支え、 防御す る こと を 反映 

する。 

ステ I ジ 十二の 社会主義者の 理想主義 的 性的 エネ ルギ ー の 昇華 は 幼生 期の 進化の きわめつ けで ある。 すべての スロ ー ガン は 正しい。 組 

織 化された 柔和な 人々 が 地球 を 受け継ぐ。 大衆が 惑星 を 支配す る。 昆虫 的な 社会主義が 支配す る。 

ステ ー ジ 十二 は 黄道 禅の 水瓶座、 タ ロットの 裁判の 女神、 ギリシャ 神話の テ ミス- ネメ シスに よって 人格化 される。 

ステ ー ジ 十一 I の コ ン テリ ジ H ンスは 発達す る 幼生 期の 人間に 安全性 を 提供して きた 本能 的な 神経 反射の 多くからの 離脫を 含んで いる。 

社会主義 的な 刷り こみ は、 過去に おいて 個人の 生存 を 保証して きた 制御 能力 や 自由 を 国家に 明け渡す こと を 個人 や 家族に 要求す る。 第二 回路の なわば 

りへの 刷り こみ は 停止され る。 もはやい かなる 個人 所有 も 認められない。 すべての 土地 は 国家に 属する。 あるいは、 企業-資本主義 社会で は、 土地と 

家 は 銀行に 属し、 個人 は 頻繁に 会社に よって 取り換えられ、 土地との 繫 がり を 断 たれる。 第三 回路の L.M 象徴 は 標準化され ている。 社会主義の 子供 

ステ —ジ 十二： 集合的 社会化 (良 虫 的) 参 @  • 
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官能的で 好色で あると 同時にき わめて 道徳的で ある。 地中海 文化が アラブ 的な 官能 性と イスラム 的 気取り、 ヘレニズム 的な 快楽主義と 前 キリスト教 的 

禁欲主義、 カソリック 的 禁欲と ラテン 的な セ クシ ャリ ティと を 共に 生み出し たの は 偶然で はない。 不道徳な 王と 禁欲的な 僧、 売春婦と しての 女性と 聖 

女と しての 女性、 それらが 共存して いる ことが この ステ， ジの 特徴な の だ。 

ステ ー ジ 十一 の 性的な 家庭 化 は 家族に 基づいて おり、 歴史的に みると、 中流 階級の 兄弟 団ゃ 友愛 団の速 合と して 北ョ ー 口 ツバで 発展 

した。 近親相姦の タブ ー は 兄弟 間の 自由な 性 を 禁じた。 

民主主義、 企業 間の 自由競争、 議会 制、 消费 主義、 所有権と いった もの を 伴う この 進化の 時期が いかに 魅力的で あろうと、 ステ ー ジ 

十二の 昆虫 的な 集合 主義に 比べる と 社会的な 生存の 成功 度に おいても 効率に おいても 劣って いる こと は 明らかで ある。 

地中海 的な、 あるいは 中流 階級の 民主主義 的な モデル を 刷り こまれた 人々 は、 集合的な 刷り こみの 力 を 理解す る ことができない。 地中 

海人が 自分自身 に対して、 また ステ ー ジ十 I の 家庭的 人間が 家族に 対して 感じる 根深い 尊敬の 念 はステ I ジ 十一 I の 国家 へ の 忠誠に 取 つ て 代わられる。 

集合的な 社会で は、 個人主義 (ソビエト 人 はこれ を 「ごろつき 主義」 と 呼ぶ)、 ロマン ティ ックな 愛、 家族 的 忠誠 (ソ ビヱト はこれ を 「ブルジョワ」 と 呼ぶ) など 

は 悪魔 的な 反逆と みなされる。 社会主義 的な 集団の 中で 育った 神経系 を もつ 子供 は、 前 社会主義 的 社会で は 個人的な 繫 がり や 家族 的な 繁 がりに 断片 化 

されて いる 昇華され たセ クシ ャリ ティ を 国家に 捧げる。 つまり、 以前に は 異性 を ひきつける ために 設計され ていた 衣服、 身なり、 儀式 的な 情熱の 表現、 


ステ I ジ 十二  ： 集合的 社会化 (昆虫 的) 

集合的 社会化 は 明らかに もっとも 効果的な 生存の ための 工夫で ある。 

二つの 脇の 哺乳類 は 子供 を 成人になる まで 育てる が、 成人に 達する と、 子供た ち は 独立した ライバル となる。 三つの 脳の 靈長類 は 初歩 的な 社会 組織 

と 性的な 役割 分化 を 伴う 群れ もしくは 集団で 暮らす。 昆虫と ホモ. サピエンス は 鉄壁の 適応 メカニズム を 発達 させた。 個人の 運命が 集団の 幸福に 従属 

する 中央集権 化された 社会で ある。 人間の 個人 も 種 も、 親 以前の 飼い馴らされ ていない 自己 耽溺 的な 捕食 的セ クシ ャリ ティから 成る ステ I ジ 十から、 

家族 中心 社会の 親と しての 責任 を 負わされる ステ ー ジ 十一 を 経て、 性的に 充 ii- された 家庭的 本能が、 家族から 昆虫 的 社会 全体 (中 失 集権 化された 社き へ 

と 拡張. 昇華され るステ ー ジ 十二 へと 進化す る。 

ステ I ジ 十の セ クシ ャリ ティ は 自己中心 的で、 歴史的に、 地中海 文化 —— ヘレニズム、 アラブ、 カソリック (封建的、 貴族 主義 的) II に 

おいて 発展した。 それらの 文化で は、 男性が 性的 満足 を 得る ために 力 を 用い、 女性 は 所有物と みなされた。 この 「思春期」 の 性的-社会化の ステ —ジは 

ステ I ジ 十二： 集合的 社会化 (昆虫 的) • ㊁ • 
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われわれ は、 魚座-ペル セ ポネ、 牡牛座- デメ テル、 蟹座- ラ ー レ ー ス. ペナ ー テ I ス、 乙女座-ディアナ、 撖 座- ァ テナの 男性 版に あたる 

ギリシャ. 口  — マの 神々 を 見出す ことに 困難 を 感じる。 また、 牡羊座- ネ プチ ュ ー ン、 双子座-マ I キ ユリ ー、 ji 子 座-アポロ、 射手座-プロメテウスの 

女性 版 を 命名す る 場合に も 同様な 問題が 生じる。 
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性 を 仮定す る。 人間社会 は 広い 進化 的 スペクトルの 人間が 住む ダ I ウィン 的な ジャングル なの だ。 第 四の 刷り こみ は 神経系 を棵準 的な 社会 モデルに ひ 

つかけ る ことによって、 こうした 遺伝 的な 差異 を 一定の 方向に 振り向け、 覆い隠す。 人間 は 刷り こみ を 通して、 習惯 的な 家族 的 バタ ー ン —— 叔父 叔母、 

祖父母 等 を 含む II で 反応す るよう 教化され る。 受胎の 時に、 強烈な 生化学 的、 神経学 的 変化が 起こり、 巣づ くりや 子供 を 保護す るた めの 反応 を 生み 

出す。 親で はない 人た ちで さえ、 子供の 幸福 を 説き、 大切に する よう プログラムされ ている。 

神経 進化の 第 十一 ステ ー ジ (親-家庭 化) は 山羊座、 運命の 輪、 ュノ- ヘラ- ジ ュピタ I によって 人格化 される。 

第 十一 ステ ー ジは 全面的に 家庭的で、 拡大 家族の 親の 役割 をす ベて 包含す るが、 その スロット (溝) は 基本的に 女性的で ある。 歴史的に 

家族 中心の 社会 は、 より やさしい 交易と 家族 を モデルに した 会社に よって、 男性の 支配す る 捕食 国家に 取って代わった。 

この ことに 関 速して、 それぞれの 神経 遺伝子 的な ス 口 ッ 卜が 基本的に 男性的 か 女性的 かの いずれ かで ある こと を 思い起こす ことが 有効 

である。 発達す る 人間 は それぞれ、 各ステ ー ジを 効果的に、 あるいは 神経学 的に 通過す るが、 男性と 女性の ステ I ジの間 を 律動 的に 行き来す る 基本的 

な 交換が ある。 

交互に 移り 代わる 性の 役割の 興味深い らせん 状の 展開 は 神経 遺伝子 的な 進化に 包含され ている。 

男性の 魚座 は 女性 ステ 〜ジの 男性 版で ある。 女性の 弒子座 は 男性 ステ ー ジの 女性的な アマゾン. バ I ジョンで ある。 


ステ. I ジ 十一 ： 性的な 家庭 化、 親と しての 立 場 〔ブルジョワ 的 人間〕。 

第 四 回路 は 親と 家族 を 中心とする 社会的 リアリティ を 生み出す。 

この 回路が 活性化され ると、 社会的-性的 刷り こみが 環境の 中の 対象 を やみくもに 記録し、 それが 家庭 化された 性的衝動の 引き金 ゃ標 

的になる。 

複雑な 遺伝子 的 プログラムが 拡大され た 家族の 保存に 必要な 社会的-性的 タイプの 種類と 量 を 決定す る。 昆虫の コ ロニ  I の 「DN  A- 

脳」 が 適当な 数の 働き者、 なまけ 者、 戦士 を 活性化す るのと 同じように、 ホモ. サピエンスの 「種の 脳」 が 子育て タイプの 人間 を 生み出す。 

幼生 期の 人間 は 「種の 運搬 者」 としての 自らの 機能と、 自分た ちが 演じる よう プログラムされ ている 遺伝子 的 役割と を 自覚して いない。 

ある 者 は 性的に 中性 的で、 他の 者 は 親になる ベく 設計され ている。 思春期の 開始の 時期に 人間の 社会的-性的 役割 を 固定す るの は 単純な ことで ある。 

人間の 遺伝子 タイプ や 神経 タイプの *_ 直さ はかなり の 混乱と 社会的 葛藤 を 引き起こす。 法律、 倫理 コ ー ド、 教育 方法 は 存在し ない 同等 

ステ— ジ 十一： 性的な 家庭 化、 親と しての 立場 参 0  • 
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社会的，， 性的 役割の 選択 
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ステ I ジ十 は、 性的 機構が スィッチ 

を 入れられ、 第 四 回路が 活性化され 

る 思春期に はじまる。 この 時期、 性 

的な 刷り こみが 行われる。 性的 役割 

の 人格化が 培われる。 系統 発生 的に、 

この 回路 はホメ  ロス 的 猿、 つまり 家 

庭 化された 幼生 期の 人間 を 明らかに 

する。 この 役割 を 演ずべ く 遗伝子 的 

に 配線され た 人間 は 射手座と よばれ 

る。 


この ステ ー ジの 間に、 性的な 刷り こみが 行われ、 第 四の リアリティが 明確と なり、 性的 人格の 役割が 選ばれる。 性的 役割の 実験が 情熱 

的に 遂行され る。 コンテ リジ エンス は 求愛の 儀式 や 誇示、 性的 探求に 取りつ かれる。 あるいは、 遺伝の 型が 中性 的で あったり、 性的 刷り こみが 廃棄 さ 

れた 場合、 エネ ルギ ー は 非 性器 的な 社会的 役割、 思春期の 理想化、 強迫 的な 性の 拒絶、 ロマンチックな 感情の 排除と いった ものに のめりこむ 方向へ と 

逸らされる。 出産 前の 性的 ステ —ジの 混乱 は、 社会的 圧力が 神経系に 速勳 しない 行動 を 刺激し、 遺伝 的に 中性の 人の 場合に は、 情熱 を 伴わない 義務的 

な 性交 を 強い、 性欲が 社会的に 禁じられ ている 人の 場合に は、 充電 度の 高い 苦行 を 強いる 可能性が あるから である。 

第 四 回路 は、 昆虫の コロ 二. I における 力 ー ストと 同じく らいの 種類が ある 社会的-性的な 役割 を 明確に する。 大部分の 人間 は 出産 や 親 

業の ために は 設計され て おらず、 その他の 家庭 化された 役割 を 演ずべ く 神経 遺伝子 的に 配線され ている。 系統 発生 的に みると、 第 四 回路 は、 ホモ. サ 

ピ エンスが 男性 間 や 女性 間に (權 力の 立？？ を 除き) いかなる 役割の 分化 もない 後期の 青銅器-鉄器時代の 社会 集団から 進化し、 都市 文明の 複雑な 社会的 構造 

を 発展 させた 時に 出現した。 

ステ ー ジ十は 射手座、 隠者、 マルス- ヴィ ー ナス-アレス-アフロ ディ ティに よって 人格化され てきた。 


ステ. I ジ十： 性的— 家庭的 受容 性  ©  CD  # 
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ステ I ジ+  ： 性的-家庭的 受容 性 〔ソビエトで ホ I リガンと 呼ばれる 個人主義者〕。 

神経系の 第 四 回路 は、 身体が 子育てで きる までに 成熟す る 思春期に 活性化 される。 新しい 神経 配線が より 複雑な コンテ リジ H ン スのレ 

ベ ルを 仲介し、 精子-卵子の 差し迫った 要求と 家庭 化された 性の 昇華に よって 支配され た 新しい リアリティ を 生み出す。 

種の 進化に おいて は、 ステ ー ジ十 は、 鉄器時代の テクノロジ ー によって、 軍隊が (金属の 道具 を 用いて 建造した 船に 乗って) 移動す る ことが 可能 

となり、 それが 帝国の 原 基と なる 捕食 国家 II 不法の 男性 中心的、 男性 優位 的、 略奪 的、 好戦的、 強奪 的 国家 —— を 開始 させた 時に 出現す る。 この ホ 

メ  ロス 的な 系統 発生の ステ ー ジは、 もちろん、 人間の 思春期に も 繰り返される。 この ステ ー ジの 女性 は 性的 対象、 かわいらしい 所有物、 プレイ ボ I ィ 

の ピン. ナップ、 ヴィ —ナス-アフロ ディ ティで ある。 

最初の 思春期の 神経-性的 ステ— ジは、 探求 的、 受容 的、 自己中心 的、 自己 規定 的、 オルガスムス 指向 的で あり、 自己 愛が 強いた め 家 

庭 化されて いない。 


ステ— ジ九 は、 霊長類が 象徴 を 発明 

し、 新しい 繫 がり を 生み出し はじめ 

る 時に 活性化 される。 この ステ —ジ 

は 系統 発生 的に、 文明 以前の 原始的 

人間と みなされる のが 普通で ある。 

十一 一 単位の 人間 集団に おいて この 役 

割 を 演ずべ く 遺伝子 的に 配線され て 

いる 人間 は 蠍座と 呼ばれる。 


： 象徴の 操作 <B  S 


ステ —ジ九 

蠍座 

喉頭と 手に よる 象徴 操作 

(象激 の 創意に とん だ 創造的 操作) 
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ステ ー ジ九 ： 象徴の 操作 

L.M (喉頭と 手) 知性の 発達 は 象徴の コミ ュ ニケ ー シ ヨン —— 象徴の 発明と 創造 —— を 含んで いる。 きまりきった 象徴の 配列の 破壊と 新 

しい 象徴 や 象徴 同士の 蘩 がりの 創造で ある。 青銅器-鉄器時代の 人間が その 原形 だ。 自然の 形態 を 切ったり、 掘ったり、 溶かした りする。 火の 創造的 

な 使用。 創造的な 手工芸。 

特定の 歴史の 時期に、 社会 集団 や 個人 は 静的で きまりきった 象徴の 順序 を 分離 させ、 新しい 結びつき を 作る ことに 熟練した。 思春期 前 

の 個人 は 独自の コミュ ニケ ー シ ヨンの 様式 を 培う。 ある 者 は 幼生 期の 共同体に おいて、 象徴 を アレンジし 直す このような 役割 を 演じる よう 遗伝 的に 前 

もって プログラム されて いるが、 それぞれの 個人 は 個人的な 進化の サイクルで この ステ ー ジを 通過す る。 この ステ ー ジは繳 座、 タ ロットの 力、 ギリ ギ 

ャ*  口 ー マ 神話の ミネルバ-アテネ- ゥ ルカヌス- テセ ウスに よって 人格化 される。 
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ステ I ジ八 

天秤座 

喉頭と 手に よる 象徴の 知性 

(初期 の 科学的-象 激的 文化 を 

象徴的に 考える こと を 学ぶ 子供) 
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活 


ステ —ジ八 は、 子供が いろいろな 象 

徴を 関連 づけ、 「考える」 こと を 学ぶ 

時に 活性化 される。 この ステ I ジは 

系統 発生 的に は 霊長類で ある。 この 

役割 を 演ずべ く 遺伝子 的に 配線され 

ている 人間 は 天秤座と 呼ばれる。 


ステ I ジ八 ： 喉頭と 手に よる 象激の 知性 


一 


神 S 進化に おける 十二の 幼生 期 ステ— ジ  ©  ®  © 

卷 かれて いる。 人工 物の ない 自然の 中に 裸で 置かれた 場合、 彼/彼女 は 即座に 新しい 人工 物の リアリティ を 製作で きる 範囲 内で しか 生きられない。 

喉頭に 関連す る 心の 働き は 哲学者に よ つ て 無視され てす らいる。 正気と 生存 は 十分な 技能で 声带を 操作で きる 学習され た 能力に 依存す 

る。 あらゆる 思考と ほぼす ベての 心の 働き は 音 を 出さない 喉頭の 筋肉の 動きに よ つ て 行われる の だ。 

種と 個人の 進化の 第 八ステ ー ジは、 左脳に よって 仲介され る これら 二つの 正確な 筋肉 システム II 喉頭と 手 II の 完全な 制御 能力の 習 

得に 関わ つてい る。 

この ステ —ジは 天秤座、 ギリシャ 神話の プ シュケ -ムネ モシ ュネ- プロメテウス、 タ ロットの 戦車に よって 人格化 される。 


ステ —ジ八 ： 喉頭と 手に よる 象徴の 知性 

第三 回路が 出現す ると、 子供 は 素早く、 喉頭 部の 軟骨と 手の 筋肉の 操作 を 通して 世界 を 知覚す る こと を 学ぶ。 

幼児の リアリティ は 第一 の 植物 的 回路に よって 規定され る。 

言語 を 習得す る 前の 子供の リアリティ は 第一 一 回路 —— 運動と 上昇 を 仲介す る 全身の 筋肉 I によって 規定され る。 

第三 回路 は 左脳に 位置し、 喉頭 部の 九 つ の 筋肉と 器用 さ を 支配す る 繊細な 筋肉 を 制御す る。 

この 回路の 受容 的ステ ー ジ (ス テ-ジ 七) は 受動的な 反復に よって、 喉頭と 手 を 順番に 操る こと を 含んで いる。 それ は 言葉の 魔術と 名人 的 

な 象徴主義の ステ ー ジ である。 

ステ I ジ八 (第三の a) は 象徴的 信号 を 統合し、 関連 づけ、 評価し、 協調させる。 

喉頭と 手に まつわる 外 胚葉型 リアリティの 重要性と 浸透 は 心理学者に 理解され なかった。 技術的 人間 は ほとんど 全面的に 人工 物に 取り 

ス テ一ジ 八： 喉頭と 手に よる 象徵の 知性 参 ® 會 
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0 


ステ I ジ七 

乙女座 

喉頭と 手に よる 象徴の 受容 性 

(巧みに 話し、 物 を 操る こと を 学ぶ 子供) 

(旧石器時代 的な 模倣) 


^性 性 

舌 舌 舌 
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ステ— ジ七 は、 子供が 話し、 人工 物 

を 操り はじめる 時に 活性化 される。 

ステ —ジ八 と 九が 活性化 される 準備 

がで きている ことに 注意。 この ステ 

I ジ は 系統 発生 的 に 初期に 霊長類に 

当たる。 この 役割 を 演ずべ く 遺伝子 

的に 配線され ている 人間 は 乙女座と 

呼ばれる。 


ステ I ジ 七の 象徴の 反復 は、 いかにして 言葉 を 再生産し、 巧みに それら を緣り 返す か を 学んだ 知識人 や 哲学者に よって、 見事に 証明され る —— かれ 

ら 自身 や 他人に と つても つ とも 印象的な 筋肉 操作の 偉業。 

ステ ー ジ七は 乙女座、 タロ ットの 恋人、 ギリシャ 神話の ダイ アナ-ミネルバ- ナル シッソ ス-ピ ュ ァ キン トス- ェ コ ー によって 人咯 化されて きた。 


神 S 進化に おける 十二の 幼生 期ステ I ジ <9  I 


ステ —ジ七 ： 喉頭と 手に よる 象徴の 受容 性 

第三 回路 は、 系統 発生 的に みると、 大脳の 左 半球が 器用 さや 人工 物の 操作、 象徴 を 使って 話す こと を 可能に する 喉頭 部の 九つの 筋肉の 

制御な ど を 仲介す る 専門的 機能 を 発達 させた 時に 出現した。 旧石器時代の 人間が これに 該当する。 

象徴的 知性の 最初の ステ— ジは 受容 的、 模倣 的、 自己中心 的で ある。 骨 や 石 を 発見した 旧石器時代の 人間。 大人に よって 提示され る 象徴 を 受け入れ、 

模倣す る 子供。 魔術 的な 反復 的 しるしと して 不合理に 象徴 を 用いる 大人。 

この 最初の ステ ー ジ では、 いかなる 創意 も、 概念的 思考 も、 巧みな 操作 も 存在し ない。 反復が 思考と 行為の 様式で ある。 満足 は 与えられた 象徴 を 把 

握す る ことによ つ て 生じる。 すべ て はき まりき つ た 方法で なされる。 

原始的な 人間の 社会 集団 はこうした 象徴的 受動 性の 段階 を 超えて は 進化し ない。 特定の 個人 は 遺伝子 的な 型 や 刷り こみな どに よ つ て、 こうした 精神 

レベル を 超えて 進歩す る。 


ステ I ジ六： 感情的 融合 <9 


神 g 進化に おける 十二の 幼生 期 ステ— ジ <9 ね； 


を 通して 支配す る。 


ステ ー ジ六 ： 慼 惰的黼 合 

神経-筋 肉的 適応の 次の ステ ー ジは 昆虫の コ ロニ  1.、 霊長類の 群れ、 ビ I バ I のコ ロニ ー、 家畜の 群れ、 人間 集団の 各 成員 間の コミュ 

ニケ I ショ ンと協 |!| と を 包含す る。 

込み入った 社会的 ネット ヮ ー クが 出現す る。 個人の 生存 は 社会的な 差異 を 区別し、 社会の 織物に 適応す る ことに かかって いる。 有機体 

は 集団に 合わせる ために ある 程度の 自律 性 を 抑制す る。 人間以前の 霊長類が 狩、 M 集団と 階層 的な 社会 単位 を 形成した 時、 人間の 進化に、 感情的な 役割 

の 区別と 社会的 翻 合が 現れた。 

第一 一 回路の 刷り こみ は 大人に なっても すたれる ことがない、 感情 様式と 対人 的な 自我 を 形成す る。 

この ステ I ジは糠 子 座、 高僧、 アポロ// アマ ゾニァ によって 人格化 される。 哺乳類 的な 政治家が この ステ ー ジを 象徴す る。 

神経 遺伝子 的ト —テム は 雌雄の 獅子で ある。 第五 ステ ー ジ I 蟹座 II は摑 み、 持つ。 第 六ステ ー ジの 獅子 は 操る I 政治的な 繫 がり 

ステ I ジ六： 感情的 融合 参 ® 參 
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第 7 回路 (^活性） 
第 6 回路 ^活性） 
第 5 回路 (^活性） 


第 4 回路 (^活性） 


第 3 回路 (^活性） 

第 2 回路に つの ステ一 ジが 活性化） 


-ジ すべてが 活性化) 

第 1 リア U ティ 生物 生存 的 
第 2 リアリティ カー なわばり ー雜 


神柽 進化に おける 十二の 幼生 期ス テ- 


き 


ステ ー ジ五 

蟹座 

神経-筋 肉的 知性 

(重力と なわばりの 制御 を 学ぶ 子供) 

(哺乳類の 脳) 


ステ —ジ五 は、 歩く 子供が 制御、 地 

位、 自由な どに 照らして 動き や 筋肉 

の 行為 を 理解し、 評価し はじめる 時 

に はじまる。 この ステ— ジは 哺乳類 

的で ある。 この 役割 を 好むべく (遗伝 

子 的に) 配線され ている 人間 は 蟹座と 

呼ばれ、 生涯 を 通じ、 所有、 制御、 

中心的な 地位 を 強調す る 傾向が ある。 


適切な 感情的 反応が 選択され る。 

この ステ ー ジは 黄道帯の 蟹座、 タ ロットの 皇帝、 ギリシャ 神話の ヘス ティアに よって 人格化 される。 

この ステ I ジの 黄道帯の 象徵は 蟹座で ある。 この ステ ー ジ をより うまく 表現す る 神経 遺伝子 的 卜， テム は レオニ ド. ブレジネフの 顔 を 

した ゲン タウ ルス、 あるいは タパ コを圾 う 恐竜であろう。 


-ジ 五： 感情的 知性 


神柽 進化に おける 十二の 幼生 期ステ I ジ <9  0  © 


ステ —ジ五 ： 感情的 知性 

筋 緊張 性の 第二 回路 は 上方への 動きと 可動性と いう 特徴 を もち、 無力 感の 回避、 なわばりの 制御、 自律の 獲得な ど を プログラム される。 

重力と なわばり は 生命 進化の 基本的 要因で ある。 新しい 神経 回路が 活性化され、 海の 生活から 陸の 生活への 移行 を 促す。 地上での 生存 

はなわば りの 管理 I 食べ物 や 子育ての ために なわばり を もった めの 力と ずる さ —— を 含んで いる。 種々 の 哺乳類に よって 複雑な 戦略が 育まれる。 筋 

力、 速さ、 カモフラージュ、 逃走、 これら はすべ て 下からの 脱出 を もくろむ ものである。 

人間の 子供 は 歩き はじめる と、 哺乳類の 政治学 からなる 第二の リアリティ を 含む 複雑な 感情的 ヒ エラ ルキ I の 織物 を 感じ はじめる。 適 

切な 感情的-政治的 反応の 選択 は 第二の 刷り こみに よって 決定され る。 接近、 回避、 攻 繋、 支配、 服従、 授受な ど さまざまな ケ I スが ある。 食べ物 を 

ついば む 順序、 支配の ヒ エラ ルキ. I、 なわばりの 位な どに まつわる 複雑な 機微 を 学ぶ こと は、 哺乳類 や 小さな こどもに とって 生きて いく 上で 重要な こ 

とで ある。 運動-筋肉の 反応 はも はや 自動的な 接近 \ 回避の 戦術で はない。 入力信号 はび くびく する 神経質な 第二の 脳に よって 走査、 評価、 解釈され、 


ステ— ジ四 

双子座 

神経-筋 肉的 受容 性 

(歩き 方 を 学ぶ 子供) 
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ステ —ジ四 は、 子供が 這い、 歩き は 

じめ る 時に はじまる。 筋肉 回路の 神 

経 配線が 開始され る。 第二 回路の 受 

容 段階 は 可動性と 逃避 を 含む。 この 

ステ —ジは 哺乳類 的 だ。 この 役割 を 

好む ベ く 配線され て い る 人間 は 双子 

座と 呼ばれ、 一 生 を 通じ、 隠蔽 や 機 

敏な 動き を 強調す る 傾向が ある。 


-ジ 四： 感情-運動の 受容 性 


神経 進化に おける 十二の 幼生 期 ステ— ジ 攀 ® き 

この ステ ー ジの 黄道帯の 象徴 は 双子座 —— あいまいで 混沌と した ラベル II である。 双子座 は 力 ワウ ソ、 ジャッカル、 キ ツネ、 齧歯類な 

ど、 ひそかに、 素早く、 機敏に 行動す る ことで 生き 伸びる 動物た ちに よってう まく 説明で きる。 


ステ— ジ四 ： 感情-運動の 受容 性 

第二 回路 は、 生きた 有機体が 水 を 去り、 背骨 を 発達 させ、 重力に 対処す る 術と なわばりの 制御、 そして 支配の ヒェ ラル キ I の 確立 を 学 

んだ 時に 出現した。 

個人の 発達 史 では、 第二 回路 は 子供が 這い、 よちよち 歩き はじめる 時に 活性化 される。 

ステ I ジ四は 自己中心 的な 探究 期で、 子供 は 重力に 対処す る 方法 を 習得し、 動く ための 筋肉 を 協調 させ、 重力に 対抗して 上へ と 動き は 

じめ る —— だが、 協調 的な 感情の 特徴 はま だ そなえて いない。 子供 は 筋肉の 動きに よ つ て 地面 を 機敏に 動き回れる 新しい 自己 を 明確に する。 

系統 発生 的に みると、 この ステ ー ジは 集団 的な 協調に 頼らずに 生きる、 「感情的な 孤独 者」 として 機能す る 動物 形態 を 生み出す。 

原始的な 心理学で は、 この ステ ー ジは 双子座、 (狡 W な) 女 教皇、 ヘルメス-マ I キ ユリ |( 女性 形 II マ- キ ユリア、 ヘル ミア) として 人格化され 

ている。 

ステ I ジ四： 感情— 運動の 受容 性 o  ®  • 


神柽 進化に おける 十二の 幼生 期ス テ- 
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ステ ー ジ三 

牡牛座 

生物 生存 的な 内 胚葉型 融合 (協同 的) 
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ステ— ジ三 は、 幼児が 生命 を 与えて 

くれる 母親 的 人物と 繋が る 時には じ 

まる。 この ステ— ジは 系統 発生 的に 

みると、 無脊椎動物 である。 この 役 

割 を 演ずべ く 遺伝子 的に 配線され て 

いる 人間 は 牡牛座と 呼ばれる。 一 生 

を 通じ、 物質的 慰め や 無自覚 的な 満 

足 を 強調す る 傾向が ある。 


—貪お 力つ 感覚的で 関 かれて いる I である。 成人の 牡牛が より 複雑な 物質 を 求める という 事実 は、 同時に かれらが 非常に 母親 的で 依存 的で あると 


，う 事実 を 隠す もので はな 


ステ I ジ三： 生物 生存 的 融合 秦 ® 


神柽 進化に おける 十二の 幼生 期ステ —ジ o  ® 


ステ ー ジ三 ： 生物 生存 的 a? 合 

種の 進化に おいて、 ステ ー ジ三は 両生類で ある。 

個人の 発達で は、 神経学 的に 母親に つながれ ている 幼児で ある。 この ステ， ジは 最初の 対 有機体 的 繋がり —— 母と 子の 繁 がり —— を 導 

むさぼ 

入す る。 この 内 胚葉型 融合が もたらす 相互 利益 は 図り しれない。 互いに 貪り 喰ったり、 戦ったり する 代わりに、 はじめて 二つの 有機体が 互いの 生存の 

ために 神経学 的に 結びつく ので ある。 その コミュニケ， シ ヨン は 内臓 的、 細胞 的で ある。 

人間の 場合、 この ステ ー ジは 内胚葉 型の 肉親の 結びつき を 指して おり、 黄道 禅の 牡牛座、 タ ロットの 女帝、 ギリシャ 神話の デメ テルと 

ケ レス、 ディ ォニ ュソス によって 人格化 される。 

牡牛座の 型 はしばしば 牡の 牛に よって 象徴され る。 これ は 不正確で あり、 大半の オカルト や 占星術の 体系に 蔓延して いる 男性 優位 主義 

を 表して いる。 牡牛座 は 牡牛と 子牛の 結びつき として 説明した 方が よい I 海牛、 力 エル、 蛸が より 適切な ト I テムで あるが。 牡牛 は 幼児の サイン 


ステ I ジニ 

牡羊座 

生物 生存 的 知性 

(新生児、 身体 的に 貪欲な 自我) 


ステ I ジニは 誕生の 直後、 赤ん坊が 

生物学 的 生存の 行動 を 識別、 記憶、 

選択、 統合し はじめる 時に はじまる- 

ステ— ジ 一 は 活性化され ている が、 

ステ— ジ三 (点線 部分) はま だ 活性化 さ 

れ ていない ことに 注意。 この ステ— 

ジは 系統 発生 的に 海洋 的で ある。 十 

二の 人間 集団の 単位の 中で この 役割 

を 演ずべ く 配線され ている 人 は、 牡 

羊 座と 呼ばれ、 一生 を 通じ、 ステ I 

ジ 二の 鮫の ような 行動 を 好む か、 そ 

うした 行動に 退行す る 傾向が ある。 


ステ —ジ 二： 生物 生存 的 知性 


れ 


神柽 進化に おける 十二の 幼生 期ステ I ジ o  ® 暴 

ステ〜 ジ I のァメ I バ ー 的 有機体 は 両極 的な 非対称 性 を 発展 させなかった。 ステ ー ジ 二の 有機体 は 普通、 頭 (口 や 触手) と 足 (柄 や 基き から 

なる 非対称 性の 両極 構造 を 発達 させた。 神経系 は 単純な 網から なり、 頭部で もっとも こみ 入って いる。 この 両極 性 は 重力に よって 決定され る 垂直 的な 

次元で はなく、 前後の 次元に 根差す もの だ。 さまざまな 種類の 細胞への 分化が 起こった ので ある。 

人間の 幼兒は 神経学 的に 海洋 有機体に 対応して いる。 幼児の 植物 性の 回路 は 基本的 リアリティ として、 環境への 最初の 有機体の 執着 を 

刷り こむ。 この ステ ー ジは 黄道帯の 牡羊座、 タ ロットの 魔術師、 ギリシャ 神話の ネプ トウ ヌスと アン ビトリ テ として 人格化され ている。 


ステ ー ジニ  ： 生物 生存 的 知性 

種の 進化に おいて、 ステ ー ジニは 刺激の 記憶、 統合、 評価が でき、 消化の ァ プロ ー チ に加え、 攻 繋の ァ プロ， チが できる 多数の 神経 細 

胞 からなる 神経系 を 備えた 筋肉と 骨 を も つ 海洋 有機体で ある。 

個人の 発達で は、 ステ ー ジ I は 最初の 刷り込みが 形成され た 後 —— つまり、 基本的に 安全な もの (母親 的な もの) と 危険な もの (母親 的で はない 

もの) と を 識別で きる こと —— の 新生児で ある。 

牡牛座 は 若い 未熟な 黄道 禅の ステ ー ジ として 伝統的に 説明され ている。 これが ステ —ジ 二の 自己 指示 的な 幼兕の 衝動的 性質 を 写し だす。 

けれども、 羊 は 正しい 遗伝 的な サインで はない。 牡羊座 は 楽しい 気分の 下で は、 男女の 人魚で あり、 攻撃的な 気分の 下で は、 鮫で ある。 

態度 は 腹-背 的で ある。 ステ ー ジ 一の 有機体が 擬 足の 流れ を 活用して、 受け取ったり、 逃げたり する ことし かで きないの に対して、 ス 

テ〜 ジ 二の 有機体 は 吸う、 合体す る、 消化 するとい つたこと に加え、 選択 的 かつ 攻 的に 嚙む、 くっつく という 行動 を 取る こと もで きる。 
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ステ —ジ 一 は、 新生児の 赤ん坊が 最 

初 の 肯定的 刺激 である 乳房 を 与えら 

れた 時に はじまる。 ステ— ジ 二と 三 

が 活性化す る 準備が できて いる こと 

に 注意。 この ステ— ジは 系統 発生 的 

に 単細胞 的で ある。 十二の 単位から 

なる 人間 集団の 中で この 役割 を 演じ 

るよう 遺伝子 的に 配線され ている 人 

間 は 魚座と 呼ばれる。 人生 を 通じ、 

すべてが ステ— ジ 一 の 海洋 的 行動 を 

強調す る、 あるいは そうした 行動に 

退行す る 傾向が ある。 


ステ —ジ | 

魚座 

緊張 性 受容 

新生児 


ある。 

魚座が ァメ ー バ I である こと I 自らの DN A にき わめて 近く、 遺伝の テ I プと 調和し、 非常に 軟らかくて 湿って いる —— を 忘れる ベ 

きで はない。 
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神柽 進化に おける 十二の 幼生 期 ステ— ジ o  @  • 

ネ- プル ー ト として 人格化され ている。 

この ステ， 'ジの 自己 は 内臓 的 エンティティ I 貪欲な 包括的 内胚葉 型の 自我 同 I 性 —— として 定義され る。 

すべての 個人 は 自らの 人生に おいて、 十二の 地球 的な 有機体の 進化の ステ〜 ジ —— 単細胞から 中 失 集権 化された 社会主義に 至る まで 

—— を 再現す る。 

同時に、 それぞれの 人間 は 種族 集団 を 完璧な 生存 単位と して 維持す るた めに 必要な 十二の 神経 遺伝子 的な 任務の I つ を 強調す るよう 遗 

伝 的に プログラムされ ている。 一人の 人間 は 社会的な 分子と してつな がれる よう 設計され た I 元素で ある。 進化に は 十二の 地球 的 ステ— ジが あり、 霊 

長 類 集団が それぞれの 生存の 場所 を 占める 必要が ある。 三つの 生物 生存 的な 「細胞」 の 戦略 は 魚座、 牡羊座、 牡牛座に よって 実行され る。 三つの 哺乳類 

の 政治的 戦略 は 双子座、 蟹座、 獅子座に よって、 三つの 象徴 操作の 機能 は 乙女座、 天秤座、 蠍座に よって、 そして 三つの 家庭 化の 戦略 は 射手座、 山羊 

座、 水瓶座に よって 演じられる。 

ステ I ジ 一は 人間 集団に とって 内臓 的 細胞の 機能 を 果た^ — 行動の レベルで は、 これ は 健康と 食べ物に 関わって いる。 基本的に、 魚座 

は 身体 政治の ための 内臓 器官で ある II そのような ものと して、 種の もっとも 初期の 単細胞 的 意識が 有する 植物 的な 智 恵と、 そうした 意識への 蘩 がり 

を もたらす の だ。 人 はしばしば 魚座に 「深い」 神秘的な 性格 を 読み取る。 これ は 最初の もっとも 融合 的な ステ ー ジが もつ、 海洋 的 性質への 詩的な 献 辞で 


神^ 進化に おける 十二 の 幼生 期ス テ— ジ 


ステ ー ジ I  ： 生物 生存 的 受容 性 

単細胞 有機体 や 生まれた ばかりの 哺乳類 は 受動的に 漂って おり、 内胚葉 型の 刺激し か 受容で きない。 これ は 摂取に 関わる コンテ リジヱ 

ンスの 最初の 段階で ある。 その 態度 は 腹-背 的で ある。 内胚葉 型の 接近/回避の 指向 を もつ。 

植物 性の コ ン テリ ジ H ンスは 快楽/ JI 痛 を 仲介す る。 細胞の 安全/危険。 

ステ， ジ I は 生命へ と 向かって 奮闘す る 基本的な 種の 努力で ある。 星-光に 向かう 最初の 動き。 環境と 神経と をつな ぐ 臍の緒 的な ライ 

ンは まだで きていない。 

この ステ— ジは 原始的な 前 神経学 的な 象徴に おいて は、 黄道十二宮の 魚座、 タ ロットの 患者、 ギリシャ-口  I マ 神話の ハ デス-ペル セポ 
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進化の 周期律 表 は 神経学 的 進化の 24 の ステージ を 明確に する 

I2 は 地球 的、 集合的、 機械的、 残りの 12 は ボ スト 地球 的、 サイバー 量子 的 


周期 

1 . 

生物学 的 生存 

(ぉ杜 ヽ -7       - 、'ン 

\mW) スフ ーン 

1.  無脊椎動物 

2.  海洋 脊椎動物 

2         =1=：  lL. i^S 
, . 向 生類 

地上の 哺乳類 

~t モ 一 、'シ 

A  , —  ン 

4.  逃げる 哺乳類 

5.  捕食 哺乳類 

»  . 衬 抓 侏 果氏 

3. 

象徴的 道具 

ス 千 ——  、、 ク 

7.  道具 を 使う 人間、 旧石器時代 

8.  道具 を 作る 人間、 新石器時代 
o 餘佐 害 ^il^Ste 化 

4. 

産業 ステージ 

10.  封建 制 

11.  国家、 低 次の 産業 

12.  多国籍、 高度な 産業 

サイバー 身体 的 

ステージ 

感覚 情報の 操縦 

13.  個人的 消費者の 快楽主義 

14.  個人的 美学の 習得 

15.  快楽主義 的- 美学的 連結 

6. 

サイ バ 一. 

エレ ク ト ロニ タス. 

ステージ 

16.  脳と エレクトロニクス 'テクノロジ一 への 個人 

17.  脳と エレクトロニクス 'テクノロジ一 の 個人的 習熟 

18.  神経 —エレ ク トロ 二 クス. ネッ ト ワーク 

サイバー 遺伝子 

ステージ 

DNA-RNA 

データの 操縦 

19.  遺伝子 テク ノ  口 ジーを 通した 個人に よる 脳 管理 

20.  遺伝子 テクノロジー 情報の 個人的 習熟 

21.  遣 伝 子 テクノロジ一 情報の エレクトロニクス' ネッ 
ト ワーク- 連結 

8. 

サイ パ — • ナノ. 
テクノロジ 一 • 
ステージ 
原子 情報の 操縦 

22.  ナノ' テクノロジー （原子 情報) への 個人消費 者の ァ 
クセス 

23.  ナノ' テクノロジー （原子 情報) への 個人的 習熟 

24.  ナノ' テクノロジ一 （原子 情報) の 連結 

o 
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り、 パ I ソ ナル. パヮ ー の 走査な の だ。 

宇宙に 偏在す る胚 種と いう UFO が 三十 億 年 まえに 地球上に 着陸し、 信号 を 生み出した。 その 英訳 版が 今、 あなたの 手 


の 中に ある ものな の だ。 
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われが なれる すべて はパ ー ソ ナル. パヮ ー にか かってい るの だ。 十分な パ ー ソ ナル. パヮ ー を もっていれば、 | つの 言葉で 

も 十分に われわれの 人生の 進路 を 変える ことができる。 だけど、 十分な パ ー ソ ナル. パヮ ー を もっていなければ、 もっと 

も 素晴らしい 智 恵の 断片が われわれに 明らかにされても、 その 啓示 はこれ つぼつ ちの 相違 も 生み出さない」 (カル 0ス- カス タ 

ネダ 『未知の 次元 j より) 

この 本 は 万民の ための もので はない。 人類 は 現在、 遺伝子 的な 分岐点に さしかかつ ている。 人類のお よそ 九三パ I セントが この 惑星 上 

の 生活に 適応しょう としてい ると 想定しても らいたい。 生態学 は 魅惑 的な 恐竜 科学で あり、 ポスト. ヒュ， マンの 大半 を、 地球の 状況に 順応 させ、 中 

央 集権 化された 広域 放送 システム (ABC、  NBC.  CIA,  MAO.  c  K  B) によって 操られる、 行儀の よい、 受動的な ロボットの ような サイ ボ I グ的 昆虫に な 

るよう 仕向ける。 この マ 二 ユア ルは 地上の 読者の ために、 快楽主義 的な 五つの 脳から なる サイ ボ ー ク的 存在に 適応す るた めに 必要な 神経学 的な ス テツ 

プを 概略して いる。 

この 伝達 は、 生物学 的な 不死 性 を 獲得し、 子宮と しての 惑星 を 去り、 銀河 市民と なり、 すぐれた 星 間 エンティティと 融合す る こと を 

DN A によって 設計され ている と 思われる 七パ ー セン 卜の 人間の ために、 | つの 異なった 信号 を 点滅させる。 

この マ 二 ユア ルは 従来の 著者-読者の ゲ ー ム のために 工夫され てはいない。 これ は のた めの 信号な ので ある。 知性の テストで あ 

本書 (，大気圏 外心 理学 J) を 天文 神 g 学の テキストと 考えても らいたい 秦 ® 會 
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00  本書 (，大気圏 外心 理学. I) を 天文 神経学の テキス トと 考えて もら いた レ 


この 伝達の 最後の 数べ ー ジは、 われわれ を 数十 億 年の 進化に 連れ出し、 高次の 知性 を 紹介し、 古生代 植物と しての われわれの 役割 を 説 

明し、 哺乳類の 身体 構造 を もった 幼生 期の 諸 段階へ とわれ われ を 導き、 象徴に よる 条件 づけの ロボット 性 を 説明し、 性的な 男性 派へ 至る 鍵 を 提供し、 

多 局面の ニュ ー ロスコ ー プニ 生の 再 刷り こみの フィルム を 備えた) の 使用法 を われわれに 示唆し、 生物学 的な 不死 性と 時間の 拡張 を 獲得す る こと を 可能に する 

のに 十分な 手がかり を 与えて きた。 

すでに、 この 序文の 中で、 これまでに 書かれて きたす ベての 本に 含まれて いる 以上の 大気圏 外 情報 を 伝えて きたと 言う こと もで きる。 

「だけど、 ひょっとしたら、 私 は 明らかにして いけない こと を 明らかにしつつ あるの かもしれ ない、 ドン *フ アン」 

「なに を 明らかにし、 なに を 秘密 にしておく か は 問題で はな いんだ」 と 彼 は 言った。 「われわれ がする すべての こと、 われ 


Sf*ACE  MIGRATION  INTEt-CGENCE  INCREASE  UFE  EXTENSI〇N 


進化で きない。 「だから 私 は | 人だった」 というの は 寒々 とした 結論で ある。 

最初の ポスト 広 島 世代 は 本当の 意味での 失われた 世代で ある。 いなか 者の 刷り こみから 解放され ている が、 身体 地理 を 超えて どこに も 

行く ところ を もたない の だ。 | 九 七 〇 年代の 皮肉 主義と いらだち はこうした 幻滅の 所産で ある。 

このような 理由で、 地球 外 心理学者 は 「ウッド ストック」 世代の 面々 とコミ ュ ニケ ー シ ヨンす る 時に 注意して かからなければ ならない。 

かれら は 身体に 刷り こみ をした が、 あまりに 年令 をと りすぎ て 三十 五 》H- 一十 五き 固ま つ てし ま つてい るので、 地球 外 移民の 神経 物理的 信号 を 受け取る 

ことができな いの だ。 


ト 地球 的 人間 は 未熟な ボ ス ト 地球 的 人間と コミュニケ —ショ ン する 時に も 注意し なければ ならない  o み 
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て 工場の 無気力、 汚染され た 過剰人口 など を 生み出す 科学 主義に 反発す る こと は 理解で きる。 しかし 科学的 研究の 拒絶 は 無知の 独善 性と なる。 ォ カル 

テイスト は 長髪の 無学な 白人 農園 者になる。 天文学、 生化学、 遺伝子 学、 核物理学 などが もたらす 証拠 は、 哲学 や 宗教の 真の フロンティア を 明らかに 

する。 

『サイ アン ティ フィック. アメリカ』 誌 はいかなる オカルト 雑誌より 「ぶつ 飛んで」 いる。 元素の 周期律 表 はタロ ット. 力一 ド より 予言 

的で ある。 原子核 はいかなる 神学 的な 空想より 神秘的で 博識な 領域で ある。 ブラック. ホ ー ル という 謎 を もつ 膨張 宇宙と いう 宇宙論 は ダンテ ゃホ I マ 

—ゃラ ー マヤ ー ナの 終末論より 風変わり である。 

こうした 人工 物の 高貴なる 拒絶 にもかかわらず、 ヒッピ ，- ョ ー ギ- タント ラ行 者の エス タブ リツ シ ュメ ントは 進化 I！ 惑星 間 移民に 備 

える ための 過渡的 段階 を 浸食す る 自己 耽溺 的な 障害で ある。 

ドン. ファンの 教えの 中に、 神経 身体 的な 限界 を 鮮明に 見る ことができる。 カスタネダの 戦士-魔術師 は 社会的 刷り こみ を 撤廃 させよう 

とする 威厳に 満ちた、 ュ ー モ ラスな 修行に おいて は赏賛 すべき 存在で ある。 ドン • ファン は 正確で 比噙 的な 神経 論理 を 明らかにした。 幼生 期の 刷り こ 

みの リアリティの 島 とナヮ —ルの 直接 体験と を 明確に した。 

しかし、 ドン. ファンの 哲学 は 悲観的で ある。 「地上に はいかなる 生存者 も 存在し ない」。 それ は ステ， ジ 十五の 神経 身体 的な 速 結へ と 


Sf*ACE  MIGRATION  INTEl-UGENCE  INCREASE  UFE  EXTENSION 


I 内俩を 見ろ。 ァ スト ラル .ト ラベ ルゃ 意識の 受動的 変化 はわれ われ を 約束の 地に 輪 送して くれ 

るだろう。 

fl 自然に 戻れ。 旧 M? 器 時代に 戻れ！ 簡素に なれ、 テクノロジ I を 避けよ、 野生の アスパラガス を 

追え。 身体の 智恵、 有機的な 純粋 性、 感覚的 快楽に 頼れ。 

i I すべて は I つで ある。 宇宙 は 香りの ない コットン. キャンディの 同形 異像 的な 霧で ある。 大気圏 

外心 理学 や 神経 遺伝学 はヒン ドウ ー 教ゃ 仏教が 唱える 単純な バ ニラ. プディング 的 一 体 性 を 分裂 さ 

せようと する 不自然な ェ リ I ト 主義 的な 試みと して 攻鼕 される。 

これら 三つの 才力 ルティ ストの 姿勢に 通 底して いるの は、 科学、 テクノロジ—、 進化、 知的能力への 反発で ある。 ォ カル テイストの 理 

論の 中には、 いくつかの ヒン ドウ —教の チャント を そらで 覚えたり、 いくつかの 形式的で はない 神智学 的な 教義 を そらで 暗唱したり、 せわしな く 問い 

を 発する 心 を 鎮めたり する こと 以外、 学ぶ こと はなに もない という 前提が 暗黙のう ちに 含まれて いる。 

神経 身体 的 回路の 三 段階 —— ヒッピ |( 十三)、 ョ， ギ (十四) タン トラの 実践 者 (十五) —— は 身体 指向で あり、 意図的に 象徴に 対して 愚鈍で 

あろうと する。 五つの 回路から なる 脳 を もった 人間が 幼生 期の テクノロジ I の 昆虫 的サ イボ， I グ型 物質主義、 ブラ スティック 商品、 軍需産業、 組み 立 

ボ ス ト 地球 的 人間 は 未熟な ボ ス ト 地球 的 人間と コミュニケ —ショ ン する 時に も 注意し なければ ならない 参 © 參 
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ル イズム、 キリスト教 神秘主義、 ハシデ イズム、 実験的 福音 主義、 無数に ある 東洋 的な はったり 主義な ど II に 傾倒す る。 

身体 意識と 感党 的消费 主義の 罠はフ -デ リコ. フェリ ー 二に よつ てう まく 要約され てきた。 

人々 は 未来への 信仰 を 失いつつ ある。 われわれの (幼生 期の) 教育 は 不幸に も、 つねに I 速の 達成 i— 学校、 軍役、 職業、 

そして 最終的な フ イナ ー レを 飾る ものと しての 天国の 父との 出会い， I へと 無理矢理 仕向けられた 人生の ために モデル 化 

された もの だ。 だが、 明日が もはや そうした 楽観的な パ ー スぺク ティブの 中で は 見え なくなつ ている 現在、 われわれ は 無 

カ感と 恐怖の 感情 を もって 立ちす くむ。 もはや 「よりよ き 明日」 を 信じる ことができない 人々 は、 当然、 絶望的な 利己主義 

にもとづいて ふるまう 傾向が ある。 かれら は 必要と あらば 獰猛に、 ささいな 個人的 利益、 ささいな 身体、 ささいな 官能的 

欲求 を 守る ことに 汲々 とする。 私に はこれ は 七 〇 年代の も つ とも 危険な 徴候で あるよう に 思える。 

現世の 刷り こみから 雕れ、 あちこち を 歩き回る 五つの 脳の 人間 は、 地球 外ム ー ブ メント のた めの 語 * と 手法 を もっていな いために、 幼 

生 期の 超越 概念 へ と 逆戻りす る。 毛虫 は 幼生 期 を 過ぎた 後の 生活が どんな もの か を 夢想す るの だ。 

警告 を 列記しょう。 多くの 五つの 脳の ヒッピ ー ゃョ ー ギ たち は、 大気圏 外 進化に 対する もっとも 熱心な 反対者で ある。 かれら は 惑星 間 

移民の 実用 プランに 抵抗す るた めに 三 対の きまり 文句 を 用いる。 
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徴に 引っ掛かつ ていない 「羽の ない 蟻」 の § 期 を 表して いる。 1G の 地球 やそこでの 生存の ための ル ー ティ I ンは もはや 「リアル」 ではない。 ヒッピ 

I や 禅の 達人 はも はや 感情的な 状態の 合図に 反射的に は 反応せ ず、 器用な 成功に 動機 づけら れ ていない。 また、 社会が その 労働者 を 家庭 化する 徳 //恥 

の 体系に も 動かされない。 しかし、 新しく 活性化 された 回路 を 自在に 操れる ほどに はま だ 進化して いない。 真の ポスト 地球人 間 は^を もた な いの だ。 

「ヒ ツビ ー」 という 言葉 は、 最初の ポスト 幼生 期の 段階 を 表す 遺伝子 用語で あり、 遺伝子 的 (黄道十二宮の 星座)、 神経学 的 (刷り こみ)、 歴史的 

(快楽主義 的/サブ カル チヤ-的) に 受動的-受容 的な 快楽主義 的 ライフ. スタイルに 捕らえられた 人た ち を 指して いる。 それ を 超越 的な マスタ I ベ ー シ ヨンと 

呼んでも いい。 

最初の ポスト 広 島 世代 は、 地上 的な 観点から 見れば 進化した が、 自分が 地球 外 存在で ある こと を まだ 気づいて いない 何百 万 もの 禅 「ヒ 

ツビ I」 を 生み出した。 

問題の I 部 は 歴史的な 言語に ある。 現世 を 超える 体験 を 表すた めに、 幼稚な 心理学に よって 提供され る 唯一 の 言語、 f!l の 象徴 は 「幼 

生 期の 宗教」 に 根差す ものだった の だ。 したがって、 ヒッピ I の 新しい リアリティ は 漠然とした 神秘的な 用語に よって 象徴 化されて いる。 

コミュニケ ー シ ヨンの 空白が 広がる。 一方、 ヒッピ ー、 ョ I ギ、 タン トラの 実践 者 は、 自分が なにほど か 進化した ことに 気づく。 他方、 

幼生 期の 象徴から 離れた 五つの 回路から なる 脳 を もった 人間 は、 あらゆる 超越 的な 望み —— 魔術、 オカルト、 チャン ティング、 魔法、 テ レパシ ー、 グ 

ボ スト 地球 的 人間 は 未熟な ボ スト 地球 的 人間と コミュニケ— シ ヨンす る 時に も 注意し なければ ならない  参 ©  0 
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ュ —トン 的 ロケットが 予測して いた 惑星 間の ポスト. アイ ンシ ュ タイン 的 ロケット を 推進させる エネ ルギ ー 源 を 提供した。 

I 九 六 〇 年代の 神経学 的 革命 は アイ ンシ ユタ イン 的 観点の 生物学 的な 確 当 物 を 提供した。 大気圏 外心 理学の 諸 原理 は、 神秘的な タイト 

ルの 論文 『宗教 的 経験；— その 生産と 解釈』 (一九 六 三年) の 中で はじめて 提示され た。 

*  『ェク スタシ ー の 政治学』 口  — 二 ン 版に 『神の 七 枚 舌』 という タイトルの 下に 収められ ている。 

この 論文 は 広く 再 プリントされ、 アン ソロ ジ ー の 中に 収められて いるが、 科学の 言語と パ ー スぺク ティブが 未来の 神学、 存在論、 宇宙 

論 を 提供す る こと を 正確に 予測し、 惑星 外への 移民の 必然性 を 指摘し なかった こと を 除けば、 大気 圈外 心理学の 基盤 を 体系的に 敷いた ものだった。 

核 エネ ルギ I、 エレクトロニクス、 軍に よる ロケット 研究の 組み合わせ は 惑星 間の パ ー スぺク ティブ を 妨げ、 その後 つづいた 一九 六 〇 

年代の 科学 へ の 幻滅 は 「内 を 見 つ める」 という あいまいな 金言 を 奨励す る ことにな つ た。 

その 結果、 東洋の 静寂 主義、 シャ ー マ 二 ズム、 ポップ. カルト 的な ョ ー ガ への 情熱 的 傾倒が 起こり、 体系的な 反 主知主義、 計算され た 

サッ カロ ー スの 愚か さ、 「 ヒッピ ー」 (ス テ-ジ 十三) や 「ョ ー ギ」 (ステ -ジ十 gl) と 称される 人 あたりの 良い、 超然と した 微笑む 自己 耽溺 的な 人間 を 生み出す こ 

とに なった。 

「ヒ ツビ ー」 や 「ョ ー ギの 身体 工学」 は 十二の ポスト 地球 的 段階の 最初の 二 段階、 つまり、 地球への 執着 を 超えて 進化し、 もはや 地上の 象 
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7  ボス ト 地球 的 人間 は 未熟な ボ ス ト 地球 的 人間と コミュ ニケ— ショ ン する 時に も 注意し なければ ならない 

ポスト 地球 時代 は 一九二 六 年、 ある ドイツ人の 幻視 者 集団が Verein  fur  pgumschiftfg-hrt  (宇宙旅行 教 きを 形成した 時に はじまつ 

たと ある 者 は 言う。 

V1R は 会合 を 開き、 研究論文 を 発行し、 ロケット 実験 を 敢行した。 政府と は 関係の ない その 集団 は 中世の 鍊金 術の 友愛 団 による 無料 

奉仕に よって 機能して いた。 それ はヒ トラ— の 即位 後、 解散した。 vfR の 大気圏 外 心理学的 目標 は V-1 ロケットと V-2  ロケット を 幼生 的な 目的で 

用いた ナチに よ つ て 封じ込められた。 

同じ 時期に、 原子物理学者 たち は 原子核 を 分裂させる ための 純粋 元素の 正しい 配列の 仕方 を 探究して いた。 シカゴに ある フユ ルミ 鍊金 

術チ— ムの 成功 はもう I つの 大気圏 外心 理学の 里程標と みなす ことができる。 ウラン 原子の 核分裂 は、 フォン. ブラウンの 原始的な 科学 燃料で 飛ぶ 二 

ボ ス ト 地球 的 人間 は 未熟な ボ ス ト 地球 的 人間と コミュニケ— ショ ン する 時に も 注意し なければ ならない き㊆ o 
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進化 は 単に 半分 完了した にすぎない、 人類 は 胎児で あり、 まだ 生まれて いない、 多くの 勝れた 種が 現在の 遺伝子 プ I ル から 進化す る だ 

ろうとい つたこと を 主張す る 第 七 回路の 議論 はとり わけいな か 者の 傲慢 さ を 傷つけ る ものである。 

SF 作家 や 天文学者 は 人間と 星間ェ ン ティ ティとの コミ ュ ニケ— シ ョ ンの 問題 を しばしば 取り あげてき た。 この 問題 はも はや 机上の も 

ので はない。 今、 起こりつつ ある ことなの だ。 本 害が I つの 例で ある。 

*  物理学、 エレクトロニクス、 天文学、 数学の エネ ルギ ー 言語 は ポスト 幼生 的な もの だが、 心理学に おいて それらに 相当す る 言葉 はよう やく 

今 認められ はじめた ばかり だ。 
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たり、 倫理的な 相対性 を 認めたり、 時には、 惑星から 離れ、 死から 逃れよう とする ポスト 地球 的 人間の 努力 を 受け入れた りする こと すら ある。 

ポスト 地球 的 人間 はいな か 者の 価 值観を 公然と、 あるいは 暗黙に 批判し ないよう 最新の 注意 を 払って 行動す る こと を 求められる。 幼生 

期の 人間に とって、 天文学と 遺伝学 は 倫理的な 人称の 喪失 を 危惧させる 第 四 回路の 倫理 問題 を 含んで いる こと を おぼえて おかなければ ならない。 

いなか 者と 大気 圈外 心理学に ついて 論じる こと は、 思春期 前の 人間と 性 体験 を 語り合う ような もの だ。 彼/彼女 は 単に 新しい リア リテ 

ィを 理解で きないの だ。 神経 回路が タ ー ン. オンされ ていないから である。 彼/彼女 は あなた を 子供じみた 哲学的な おしゃべりに ひきずり 込む かもし 

れ ない。 

幼生 期の 人間 は、 刺激的な 飛行に ついての 会話の 後、 自分 は 地に 足 をつ けた ままで ある こと を 遅かれ早かれ 悟る ようになる。 この 時点 

でい なか 者 は、 非常に 倫理的に なり、 ポスト 地球 的 人間 を エリ 〜ト 主義、 人間の 苦しみに 対して 無感 党、 反 人間的、 逃亡者、 さらに は 悪魔 的な どと き 

めつ け攻擊 する。 

不死の 人間 は 死ぬべき 運命の 人間の 慼受性 を 傷つけ ないように 注意し なければ ならない。 

とくに、 人類の 未来の 進化に ついて 論じる 場合 は 巧みで なければ ならない。 幼生 期の 人間 は、 進化が ホモ. サピ ェ ンス です でに 最高 

の 段階に 達した と 当然の ごとく 信じて いる。 

ボ スト 幼生 期の 存在 は 幼生 期の 人間と コミュニケ— シ ヨンす る 時、 非常に 注意 深くなければ ならない  拿 ®  • 
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^ 性的 行動の 表現と 禁止 は 恐怖 を 背負わされ ている。 オルガスム や 精子 \ 卵子の 交換 は 安定した 子育て を 実現す るた めに 家庭 化され 

なければ ならな い からで ある。 

幼生 期の 人間と コミュニケ ー シ ヨンす る 場合、 生命、 死、 哲学的 原理、 子育て、 性に ついての 議論 は 非常に 個人主義 的な ものである こ 

と を 認識し なければ ならない。 これらの 話題に 対する 反応 は 予測 不可能で、 状況の 親密 さと 安全性に よって 変わる。 

偽善と 暴力 的 防衛 は 風土 的な もの だ。 

もちろん、 ポスト 地球 的 人間 は 幼生 期の 刷り こみが 撤回され た 後、 何が 起こる かとい うこと 以外 は あまり 考えない。 かれら は 自分た ちの 身体、 脳、 

DNA と コミュニケ ー シ ヨンす る ことに 魅了され ている。 ポスト 幼生 期の 人間 はさま ざまな 波動 を 発し、 時に、 いなか 者 を 混乱 させ、 時に、 かれら 

を 誘惑し、 一 時 的に 哲学的な 抑圧 を 放棄させる。 

ポスト 地球 的 人間 は 普通、 ひょうきん、 エロ ティ ック、 相対論 的で、 哲学的に 挑発す る。 いなか 者 は 無意識的に ポスト 地球 的 人間の 中 

に 差異 を 感じる ことができる。 だから、 幼生 期の 人間と 相互作用 する 時には、 正確で 敏感で ある ことが 望ましい。 

いなか 者 を 誘惑して あまりに 多くの 真理 を 裏切らせ ないよう 注意し なけば ならない。 

ポスト 地球 的 人間との 哲学 論議の 最中に、 幼生 期の 人間 はしばしば、 一時的な 熱狂に 足 をす くわれ、 自分た ちの 宇宙論に 疑問 を 告白し 
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L いなか 者 は 生命が どこから やって きて、 どこに どのよう にして 向かおうと している のかと いう ことにつ いて 無知で ある。 かれら は 

自分た ちの 死ぬべき 運命 を 恐れて いるの だ。 それぞれの 幼生 期の 人間 は、 自分た ちが 本当に は 信じて いない 生と 死の もろい 哲学 を 受け入れ てきた。 だ 

からこの 基本的な 偽善が 生命の 起源 や 方向に ついての 科学的 論議に よって 脅かされ ると、 いらだち、 パ 二 ックに 陥る ので ある。 

ル I テル 教会 はつねに 聖書 を 基に してきた」 と 地方の 塗料 会社の プロダクション • マネ ー ジャ —であり、 教会の 日曜 学校の 

地区 監督で ある フィル. ベック は 説明す る。 「もし それに 疑問 を 抱き はじめたら、 どこで やめたら いいのだろう？ じっと 

坐って 創世記 を 理解す る ほどの 教育 を もたなければ ならない としたら、 なぜ 神 はルタ ー に それ を 人民の 言葉で 語らせたり 

したの だろう？ どの 地点で 私 は その 気違い じみた 混乱の すべて を ドアの 外に 放り だしてし まえばい いのだろう？  ( II ，タ 

ィム 誌』) 

Z いなか 者 は DNA の ロボット-奴 隸 である。 かれら は 種 を 永続 化させる こと、 育てる こと、 若者 を 育てる ための 地上 的な 環境 を 整 

える こと、 文化的な 生存 パタ 〜ンを 伝達す る ことな どに 盲目的に 励む。 この ロボット 性 を 明らかにしたり、 疑問 視 したりす る 恐れの ある 議論 はすべ て 

極端な 苦痛 を 生み出す。 幼生 期の 人間 は 不安 を 誘う 不確かな 領域の 洞察に 耐えられな いので ある。 

ボ ス ト 幼生 期の 存在 は 幼生 期の 人間と コミュニケ —ショ ン する 時、 非常に 注意 深くなければ ならない  •  ®  o 
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大抵の 幼生 期の 人間 は 罪人 や 「悪」 人と みなされる こと を 恐れて 暮らして いる。 社会的に 認められ ている という 感情 を 維持す るた めに、 

絶えまない 再 保証が 必要な の だ。 

幼生 期の 人間と 性、 哲学、 倫理の 話題に ついて 話 をす ると、 大変 危険な 領域に 入り込む。 いなか 者と 哲学 を 論じる の は ほとんど 

不可能な ことで ある。 

偽善、 無意識的 動機、 不合理な 逆説と いった もの は 是認 を 必要と する。 そして 恥の 恐怖が、 哲学 や 宗教に まつわる あらゆる 議論 を 支配 

する。 

幼生 期の 人間 は 自分た ちの 刷り こみ や 条件 づ けられた ネット ヮ ー クに 適合し ない 第三 回路の 象徴に 飽きて しまう こ ともあれば、 それ を 

締め出して しまう こと も ある。 しかし、 異なった ものと して 感じる 回路 四の 倫理的な 象徴 や 行動 は 情熱 的な 反応 や 時に 暴力 的 反応の 引き金と なる。 こ 

うした 哲学的な 感じ やす さの ゆえに、 いなか 者 は 哲学的な 議論 を 避けよう とする の だ。 

このような 恐怖症 は、 ポスト 幼生 期の 人間が 地上 的 人間と 大気 圈外 心理学に ついて 議論しょう とすると、 痛々 しい 反応 を 引き起こす こ 

とが ある。 

哲学的 恐怖症の 理由 は 次の ような もの だ。 
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か、 体制の システム を 確証し、 未来の 感情的な 報酬 を 約束す る モデルに 教師が なる 場合で ある。 

幼生 期の 人間 は、 かれらの 速 想の ネット ヮ ー ク において 変化 を 要求す る 新しい 象徴 を 烈しく 拒む。 この 学ぶ ことに 対する 拒絶 は 心理的 

な もので はない。 それ は 神経学 的、 生化学 的な もの だ。 新しい 観念 は 連想の 配線 を 変える こと を 要求し、 文字通り 「頭痛」 を 引き起こす。 

幼生 期の 人間との コミュ ニケ ー シ ヨン は 連想の ネット ヮ —クを 構築す る こと を 含んで いる。 あなた は 文字通り、 それぞれの 新しい 観念 

を 既存の 神経の 速 結に 繋がなければ ならない。 幼生 期の 人間 は兕童 期 を 過ぎる と、 新しい 象徴 を ほとんど 学ばない。 かれら は 単に 刷り こみに 密接に 結 

びつ く 象徴 を 付け足したり、 翻訳す る だけで ある。 これ は、 新しい 観念が 理解され るのに 少なくとも I 世代 かかる という 事実 を 説明す る。 

幼生 期の 人間と コミ ュ 二 ケ ー シ ョ ン する 時、 ポスト 幼生 期の プロセス を 説明す る 象徴が ほとんどな いこと を 思い出す ことが とりわけ 重 

要で ある。 

毛虫と コミュ ニケ ー シ ヨンす るのに、 蝶の 言語 を 用いる こと はでき ない。 

回路 四の 言語 は 現世 的な 倫理と 社会的な 価値 を 含ん でい る。 ここにお いて、 われわれ は、 大幅な 文化的 差異が 存在す る こと を 

発見す る。 基本的な 精子// 卵子の オルガスムスへの 招待 はむ ろん グロ， バルな もの だが、 置換、 禁止、 昇華の 意味論 は 微妙になる。 実際、 個体 性、 親 

密性、 価值を 表す 象徴の 一貫性 を 欠く  | 時 性な ど は、 いなか 者と コミュニケ —シ ヨンす る 場合、 ポスト 幼生 期の 人間の 側に 最新の 注意 を 要求す る。 

ボ スト 幼生 期の 存在 は 幼生 期の 人間と コミュニケ I シ ヨンす る 時、 非常に 注意 深くなければ ならない • ㊅ <i 
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11 細胞の 健康 

I 感情的- ヒェ ラル キ ー 的 状態 

I 人工 物 を 操作す るゲ I ム 

I 社会的-性的な 安全性。 家庭的な 保証 

すべての 幼生 期の 交流 は 四つの 生存の ための 態度のう ちの I つに 役立つ。 幼生 期の 人間 はこうした かぎられた 四 チャンネルの コミ ュ 二 

ケ ー シ ヨンに 心地よ く 適応し、 それぞれの 刺激が 生存に 役立つ かどう か を 自動的に 走査し、 それぞれが 自分自身の リアリティ にか まける 蟻の ように 慌 

ただしく 立ち回り、 生存に 関わりの ある 他人からの 合図に 自動的に 反応す る。 

幼生 期の コミ ュ ニケ ー シ ヨン は 四つの システムで 起こる。 そのいく つか はすべ ての 種に とって 理解 可能で あり、 いくつか は 同じ 文化的 

刷り こみ 集団の 成員に しか 分からない。 

幼生 期の 人間 は その 事実が かれらの 第三 回路の ネット ヮ I クに 適合し、 即、 感情的 状態に 報酬 を もたらさない 限り、 惰 

報 を 受け取る こと を 好まない。 民主党 員 は ニクソンに ついての 事実 を 聞く こと を 喜ぶ が、 共和党 員 はいらつ き、 抵抗 を 示す。 

幼生 期の 人間 は 特殊な 動機 を もった 環境の 下での み、 新しい 象徴 を 学ぶ ことに 専心す る。 新しい 結びつきが 体制の システムに 立脚す る 
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^  ボス ト 幼生 期の 存在 は 幼生 期の 人間と コミュ ニケ —ショ ン する 時、 非常に 注意 深くなければ ならな い 

2 

大気 圈外 心理学 は、 幼生 期の 人間が 四つの 生きる ための 刷り こみに よって 規定され る リアリティの 中に 住んで いると 主張す る。 脳 は 毎 

秒 一 傢の インパルス を 受け取る が、 地上の 意識 は 四つの 刷り こまれた ゲ ー ム. ボ ー ドの 一 つに 条件 づ けられた 信号に 拘束され ている。 

条件 づけら れ ていない 感覚、 フィルタ I を かけられ ていない リアリティの 荒々 し い^は 背 蚤の ノイズと して 存在す る。 

したがって、 幼生 期の 人間と コミュニケ I シ ヨンす る 時には、 次の こと を 思い出さなければ ならない。 

幼生 期の 人間 は、 あなたが 彼 \ 彼女の 限定され た リアリティの 島に 取り込まれ、 彼/彼女の 狭い 心の 蒂 域で コミュ ニケ 〜シ ヨンす る こ 

とがで きない 限り、 また あなたの ふるまいが 彼/彼女に と つ て 利益になる か 脅威になる かして なんらかの 意味 を 持たない 限り、 あなたに は 興味 を 示さ 

ないし、 あなたが 存在す ると はみ なさない。 

ボ ス ト 幼生 期の 存在 は 幼生 期の 人間と コミュニケ —ショ ン する 時、 非常に 注意 深くなければ ならない 嚳 ©  o 
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ポ， I ル、 ス タイン、 クラ インス ミスと いった 遺伝学 者た ちの 研究 は、 ヒス トンが 有機体の 未来の 設計 を 含んで いる、 DNA 暗号の 半 

分 を 覆い かくして いる こと を 匂わせて いる。 もし ヒス トンの 力 ー テン を 引き、 遺伝 的な 未来の 青写真 を 見る ことが 可能に なったら、 「われわれ は 何者 

で、 どこに 向かおうと している のか？」 という 問いに 対して、 歴然とした 回答 を 得る ことになるだろう。 その 質問 は 第一人称の 単数で 提出され なけれ 

ばなら ない。 遺伝子 的 民主主義の 過ち はゴ ー ガン をして 次のように 質問せ しめた。 「われわれ は どこから やって きて、 どこに 向かって いるの だろう？」 

現在、 その 質問 は 次のように のみ 問う ことができる。 「私 は どこに 向かって いるの か？ 私 は 遠 伝 子の 中に どのような 遠 伝 的 未来 を 持ち運んで いるの 

だろう？」 

われわれの めいめい は 現在の 人間の ストック や 大半の 他の 人間と は 大榷に 異なる、 あらかじめ 暗号化 された 未来の 有機体の 設計図 を 持 

ち 運んで いる。 
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z 進化の 速度 は 加速して いる。 

人間の 状態 は、 体型、 神経の 機能、 生態、 人口の 密度と 多様性な どの 面で 加速度 的に 変化して いる。 二十 五 年 前、 五十 

年 前、 百年 前、 千年 前、 I 万年 前の 人間の 状況 を 考えても らいたい。 そして 同じ 速度で 加速 化される 変化が つづく と 想像 

しても らいたい。 あと 二十 五 年したら われわれ は どのように 進化す るだろう。 後、 千年た つたら？ 

ん 進化の プロセス は增大 する 文化の スぺ ク トル を 生み出す。 現在の 人間の 遺伝子 プ ー ルは 多くの 異な つ た 方向に 進化 

する だろう。 現在の 人間の 遺伝 的 ストックから 何百 もしくは 何千と いう 新種が 進化す る 可能性が ある。 

社会的な 意味 は 驚くべき もの だ。 あなたが これから 出会う | 〇〇 人の 人間が、 それぞれ あなたと は 異なる 新しい 種に 進 

化する 可能性が あるの だ。 兎が キリンと 違うよう にで ある。 およそ 七 五 〇〇 万年 前、 ある 食 中 動物 (キ ツネ ザル) は、 人間 を 

含む I 九 三種 類の 霊長類が そこから 出現す る ことになる 原種 を もってい たの だ。 

自分自身 を 理解し、 人間の 状況 を 理解す るに は、 人類が どのように 進化しょう としてい るの か を 予測す る ことが 有効で ある。 

現在の 人間の 苦境 を 特徴 づけて いる 葛藤 や 混乱の 多く は、 われわれが 遺伝 的に それぞれ 大幅に 異なって おり、 DN  A の 型に より 多く 

の 異な つ た 方向 へ と 進化す ベ く あらかじめ プ 口 グラムされ ている という 事実 を 受け入れるなら、 緩和され、 取り除かれ るだろう。 

さまざまな 未来 的な ボ スト. ヒュ— マン の 形態が 出現す るだろう •  @  # 
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5  さまざまな 未来 的な ボ スト. ヒュ— マ ンの 形態が 出現す る だろ、 
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進化の プロセス は 情 容赦の ない 連続 性 を もって 変異 を 計画して いる。 すべての 生きた 有機体 は 進化の 設計図の 中で ある 部分 を 演じる。 

「私と は 可 者で、 どこに 向か つてい るの か？」 (これ を 遺伝子 的な 目的論の 用語に 置き換え ると 「どのような 方向に 私 は 変異しょう としてい るの か？」 という 問いに な 

る) という 基本的な 問いに 対する 回答 は 八つ ある。 

遺伝子 的な パ.' スぺ ク ティブ は タブ ー であり、 脅威 を 生み出す。 ある 当惑 を 誘う 事実に われわれ を 無理矢理 直面させる からだ。 


L 人間と いう 種 は 劇的な 変化 をこう むり つ つ ある 不完全な 形態で ある。 

人類 (と、 実際に は、 この 惑 S 上の 生命) は 現在、 進化の 中間 点に いる。 三十 億 年 かかって われわれ は 単細胞から 進化して きた。 

これから、 もっと 劇的な 変化 を顕 してく だろう。 
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した。 新しい コ ン テリ ジ H ンス のレべ ルが 明確に な つ てきた の だ。 


進化 は、 われわれの 誰かが 未来の 意識的な 使者に なること を 要求す る o  © 
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な カルト 主義者、 占星術 師 などが 殺到し、 新しい 超越 状態 を 説明す る オカルト 用語 や 「あの世」 的な 解釈 を 提供した。 

一九 六 〇 年代の 問題 は 次の ような ものだった。 物質 文化の 刷り こみから 撤退した 後、 あなた は どこに 行く のか？ 過去の 答 はこう だつ 

た。 イエスに 戻れ、 ヘシ デ イズムに 戻れ、 インドに 戻れ、 開拓者た ちの 自然の 単純 さに 戻れ。 超越 的 マスタ ー ベ I シ ヨンの 今と ここ。 「ミ I」 世代。 

意識の 流行 は 地球 的な リアリティ を 「タ〜 ン* オフ」 する ものと なり、 どこに も 行く あてのない 早熟な ミ ュ ー タントに、 慰め や 心の 平和、 

超然と した 穏やか さ、 健康食品 ブ ー ム、 気持ちよ くさせる 感党 的な ス ー パ I マ ー ケット など を もたらした。 ゥォ ー タ，. ベッドの 流行 は 無重力の 感覚 

的 自由 を ほのめかす 早熟な 第五 回路の 変異 を 予感させる 古典的な 例で ある。 

一九 六 〇 年代の 快楽主義 的 精神 は、 新しい 神経 回路の 受容 的、 解釈 的 使用法で ある ステ— ジ 十三の 顕れ だった。 最初の ポスト 幼生 期 世 

代が 混乱し、 方向 性 を 見失い、 軽薄で、 いらいら する ほど ぼんやりして いるよう に 見える の は 当然で ある。 次の 世代の 仕事 は 新しい 体験 を 伝達し、 知 

性 を 高め、 時間 を 制御し、 科学的 証拠に 基づいて 大気 圜外 モデル を 生み出す 方法 を 学ぶ ことで ある。 

変異 は 幼生 期の 文化に はつねに わずらわし いもの だ。 リアリティの ゲ ー ムが 子供 時代の 刷り こみより おおきく なること を 欲する 者 はい 

ない ので ある。 

遺伝の 時刻表 は、 神経系が どのように 働き、 ロボット 的 シナプスの 反応 を どのよう にしたら 停止で きる か を 人類が 理解す る 地点まで 達 
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口 ー マ. クラブ、 ランド. コ ー ポレ l シ ヨン、 ハ I マン. 力 I ン、 すべてが 未来に 投影され た 過去の 物質的 傾向の 統計的な 推測 を 提示して いる。 かくし 

て、 われわれ は、 未来が ス ゥェ. 'テン 化された ロス. アン ジ H ルスの 地球 的な 拡張になる だろうと 告げられる。 「未来 主義者」 による 現在の 予測 はすべ 

て、 個人の 自由 や 創造性が 過剰人口 による 圧迫、 資源 不足、 拘束 的な 社会 制御と いった もので 制限され る、 空調の 効いた 蟻塚 的 世界 を 予報す る。 

未来 予測の 中で きまって 排除され る | つの 可能性が ある。 コンテ リジ H ンスの 突然の 増大 F) である。 

I 九 六 〇 年代 は 意識の 全般的な 上昇、 大規模な 「心の 分裂」、 幼生 期の 刷り こみからの 大々 的な 撤退 を 目撃した。 新しく 刷り こまれた リ 

ァリ ティの 数々 は 考え抜いた 上で 選ばれた ものではなかった。 両親の 文化の 特徴 をな す 人工 物と 象徴からの 「ドロ ップ. アウト 期 や、 直接的な 感 党の 喚 

起 を嬉々 として 受け入れる 快楽主義 的な 受容 (「いい 気持ちに なって、 ハイに とどまれ」) があった が、 他方で、 テクノロジ ー と 科学的 思考 を 拒絶す る 不幸な 傾向 

力あった。 | 九 六 〇 年代の ドラッグ. カル チヤ— は 「スぺ ，ス. アウト (ぶっとぶ) 」 (これ はいい 言葉 だ) とか 「ハイ」 とい つた ものの 周囲 を さまよって いたが、 ど 

こに も 行く ところがなかった。 

*  「スト— ン する」 という 言葉 は、 「お 荷物 を 背負わされる」 という 言葉と 同じく、 悪い 用法で ある。 一 世 if では 恒星 間^ 民 こまら まりこ 

も 短す ぎる。 

この 神経 的な 真空 状態に、 「ォ カル テイスト」、 受け売りの カルマ 二 アイ I ラ I、 イエスの セ ー ルス マン、 「ス ピリ チヤ リスト」、 熱狂 的 

進化 は、 われわれの 誰かが 未来の 意識的な 使者に なること を 要求す る 0  ®  • 
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幼生 的な 形態 を 超える 進化の 鍵 は 時間の 理解と 制御で ある。 

喉頭と 手 を 操る 回路の 出現、 旧石器時代に 花 開いた 左脳の 象徴 操作と 論理的 思考な どが 声、 文字、 人工 物に よる 時間 信号 を 世代 を 超え 

て 伝達す る こと を 可能に した。 オペ ラント 条件 づけ や 道具 的な 学習 は 文化 を 過去から 未来に 伝達す る こと を 保証す る。 

幼生 期の 時間 感覚 はき わめて 短く、 狭い パ— スぺク ティブに 限られて いる。 農民 は 次の 収穫 を 期待す る。 政治家 は 次の 選挙 を 期待す る。 

官僚 は 給料日、 週末、 夏季休暇 を 待ち望む。 両親 は 子供た ちに 期待 を脹 らませ る。 

幼生 期の 文明 は 未来に 関する 計算され た 無知に 基づ い て 機能す る。 四 つの 脳の 人間 は 未来に ついて 知る こと を 欲しな い の だ。 自らが 抱 

いている リアリティの 刷り こみの 安定性が 脅かされ るからで ある。 四つの 脳の 社会 は 現在に ついて 知る こと を 欲しない。 予測が 組織され た 不確実 性に 

向か つ て 盲目的に 働こうと する 動機 を 弱めて しまう からで ある。 

未来 予測に は タブ I が 存在す る。 『未来の 衝撃』 は 現在の 衝撃に ついての 本で あるよう に 思われる。 それ は 過去と は 異なる 世界、 す 

なわち 子供 時代に 刷り こまれた リアリティと は 異なる 世界に よって 生み出される 恐怖と 混乱に ついて 述べて いる。 未来 恐怖が あまりに 強烈な ため、 未 

来 はべ スト セラ I の 本の 中で は 直面で きない。 

未来の 計画 をた てようと している 科学者 集団で さえ、 奇妙な ことに、 進展す る 神経学 的-突然変異 的な 変化 を 予見す る ことができない。 
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現在まで、 人間 は 神経学 的に 未来 を 想像す る ことができなかった。 

この 禁止 (ネ オフ オビア) は 遺伝子 的に 課された もの だ。 幼生 期の 神経系 は 現世 的な リアリティ を 生み出す。 毛虫に とって 飛ぶ こと を 「考え 

る」 こと は 生きて いく 上で 危険な ことで ある。 現に 毛虫が 飛ぶ こと を 考えられな いのは、 羽 を もってい ないから である。 前 人間的な 生命の 形態 は 時間 

意識 を もって おらず、 未来 を 予測す る 能力 を もっていな いように 思われる。 二つの 直接的な 生存 回路で 動いて いる 哺乳類 は 進化の プランに ついての 概 

念 を もたない。 

*  この 仮定 はもう 一 つの 人類 中心的な 神話 かもしれ ない。 精巧な 構造 を もった 蜜蜂の 巣 は、 新しい 蜜蜂の 世代に 送られる 時間に 拘束され た 文 

化 的 信 *- なのか もしれ ない。 

進化 は、 われわれの 誰かが 未来の 意 謙 的な 使者に なること を 要求す る c  ®  • 


けれども、 神経学が 神経 遗伝子 学の 道具で ある こと を 思いだ さなければ ならない。 幼生 期の リアリティ や 身体の リアリティ を 再 刷りみ 

こしつ づけても 無駄で ある。 第 六 回路 は 地球 外 存在と ポスト. ヒュ ー マンの 遺伝子 的 意識の ために 設計され ている の だ。 こうして、 LSD のよう な 神 

経伝 達 物質 は ポスト 幼生 的な 機能 を もつ ものと みなされる。 

DN  A 暗号 は 全 生命の 青写真 ——1 過去の 歴史と 未来の 予測 —— を 含んで いる。 脳の 賢明な 使い方 は DN  A 暗号に 刷り こむ ことで ある。 
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来るべき 何十 億 年の 人類の 進化 は、 すでに 遺伝暗号の 中に プログラムされ ている のか もしれ ない。 

それ は、 ヒス トンと 呼ばれる 化学的な 覆いに よって 表現 を 阻止され ており、 非 ヒス トン 系の たんぱく 質に よって スィッチ を 入れられる。 

*  潜在的な 「蝶」 が 毛虫の 染色体の 中に 隠れて いるよう に、 ポスト 幼生 的な 人間の 未来が われわれの 遺伝暗号の 未使用 部分に 潜伏して いる。 

DN  A の 青写真 は 生命 を 惑星から 飛びた たせ、 高速の 時間の 相対性の 状態に 人り こみ、 共生 的な 長寿 を 獲得し、 われわれ を 銀河へ と 

運ぶ 核 釉 合 エネ ルギ I を 生み出して 操り、 ついに は、 現在の 物質 を 超えて 進化す るよう 設計した。 

| 九 七 六 年の 今日、 賢い 人間 は 未来の 進化の 全般的 進路 を 予測し、 それらの 必然性の 基盤に 立って、 神経学 的な 変異に 参加す るた めの 

充分な 証拠 を 握って いる。 自分た ちの 頭 を 使い、 すみやかに コンテ リジ ヱント (意 能 的) になる 時期な の だ。 

自分自身が 条件 づけ や 偶然の 子供 時代の 刷り こみに よって 制御され る こと を ゆるす 人 は、 ロボット である こと を 受け入れて いるの だ。 

遺伝 的な 指示に 従うた めに は、 幼生 期の 刷り こみ を 撤回し、 アイ ンシ ユタ インの 相対性に 基づく 新しい 神経の リアリティ、 新しい 言語 を 生み出す 必要 

が ある。 

神経学 は 選択 的な 再 刷り こみの 科学で ある。 神経系 を 映画 カメラと して 用いる 科学で ある。 I 連の リアリティ を 意識的に 生み出す ため 

の 科学で ある。 

神柽 系の もっとも 賢明な 使い方 は遗伝 暗号に 刷り こむ ことで ある  •  ®  0 


する。 
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神経系の もっとも 賢明な 使い方 は 遺伝暗号に 刷り こむ ことで ある 


身体と 神経系の 構造 は 遺伝暗号 によって あらかじめ 設計され ている。 

その 暗号 は アミノ酸で できた 時間 スクリプトで、 数十 億 年の 生物学 的 進化の 経過 を 含んで いる。 それ は 過去 だけで はなく、 未来 も 包含 


この 惑星 上に おける 生命の 最初の 仕事 は 大気 を 変える ことだった。 植物 生命 は 後に 登場す る 動き回る 動物 生命の 局面に 必要な 酸素 大気 

を 生み出す。 この プロ セスは 「terraformin ぬ」 〔地球の 形成と いう 意〕 と 呼ばれて いる。 

酸素が 生み出され ると、 暗号 は 次の 進化の 局面 を 生み出す ために、 身体の 中で、 エラ、 沛、 酸素の 輪 送 システム を 家 働させる ようにな 
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セスは カメラの 構造に よって 制限され、 導かれる ので ある。 

条件 づけ、 刷り こみ、 遺伝子の 型の 関係 を もっとも 明瞭に 描き だすの は 性的な 反応で ある。 

受胎 時に D  N  A は 性と 神経系の モデル (黄 道士 一宮の 星座) を 刻印す る。 

神経系 は 思春期に なると、 性的 機構の リリ ー ス- 刺激 を 刷り こむ。 次に 社会的 条件 づけが、 徳には 社会的 報酬、 「罪」 に は 社会的な 罰 を 

もって この 三 層の プログラミングの 結果 を 支援す るか、 非 効率的に (そして しばしば 残酷に) 扱う。 

幼生 期の 人間に 蔓延して いる 内的、 社会的な 葛藤 は、 往々 にして、 社会と 神経と 遺伝子の 構造の 間に 不 協和が あるせ いなので ある。 

条件 づ けられた 行動 を 変える の は 単純な ことで ある。 単に 異なった 報鬧 \B の 場面に 入り こむ だけで いいの だ。 

それ は 刷り こみ を 変える ための、 神経学 的な ノウ ハ ゥを 必要と する。 

人間の 行動の もっとも 強力な 決定 要因で ある 遺伝 的な 型 はこの 時点で は 変える ことができない。 理解し、 適応 できるだけ である。 ボス 

ト 幼生 期の 人類が ステ， ジ 二十 (遠 伝 子 工学) にまで 進化した あかつきに は、 遗伝 的な 傾向 を 変える ことが 可能になる だろう。 


： りこみ は 局所 的な 環境に よって 制限され る  •  ®  • 
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*  ドン. ファン 的な 意味での 「見る」 という 言葉 を われわれ は 「眺める」 という 言葉に 対比 させて 使って いる (図表 十三 上 1+ 四 参照)。 

そのような 柔軟性 (傷つく こと を 恐れない 姿勢) を もたなければ、 最後の 刷り こみ 時 -—— 幼生 期の 人の 場合、 思春期。 女性の 場合 は、 最後の 出 

産 II に 形成され た 膜の ほかに 何も 経験す る ことができない。 たいていの 海外旅行 者 は ロボット 的 身体 を 国から 国へ と 移動 させ、 自分自身の ホ ー ムグ 

ラウンドの 象徴的な パ ー ジョンし か 経験 しないの だ。 

そのような 神経 ヅァ —は、 神経学 者に と つ て それ 自体が 目的で はない。 速 続 的な 再 刷り こみ を 可能に する 脳の アイ ンシ ュ タイン 的な^ 

在 性 をい かにして 活用す るか を 学ぶ ための 基本的な トレ ー 二 ング なので ある。 

その 神経学 者の 目標 は 単に 意識 を 拡張する だけで はなく、 知性 を 増大させる ことに ある。 連続 的な 再 刷り こみに よって、 リアリティ を 

動かし、 変える 方法 を 習得す るた めの コンテ リジ エンス。 神経系 を アイ ンシ ユタ インの 相対論 的 速度で 使う ことができる ようにな ると、 神経系の 受動 

的 限界 そのものが 明白と なる。 リアリティの 構築に は、 再 刷り こみに よって は 変える ことができない 基本的な 遺伝子 的 次元が ある。 神経の 刷り こみに 

比べる と、 オペ ラン 卜 条件 づけが 不毛で あるよう に、 遺伝子 的な 型に 比較す ると、 刷り こみ は 表層 的な の だ。 

刷り こみが 身体 的-神経 的な 装置 を 外部の 基礎に ひっかける こと を 思いだ しても らいたい。 (身体 を 含む) 環境 は、 カメラの 中で フィルムが 

感光され るよう に、 神経系に 刷り こまれる。 しかし、 その カメラ は DNA によって 設計され、 組み立てられる。 フィルムに ィメ I ジを 刻印す る プロ 
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ける の に似てい る。 

神経系の 铸直 しゃ 再受肉 化の 可能性 を 探る ために 精神 賦活 物質 を 用いる より 賢明な 方法 を、 最近、 結婚した ばかりの 神経学 者の カップ 

ルの 例に 見る ことができる。 かれら は サイケデリック. ヮ ー ルド. ヅァ I に 乗り出し たの だ。 最初の ステップ は 使用 期間 I 年の 「世界 周遊」 航空券 を g い 

求める ことだった。 次に その カップル は、 自分た ちの こと を、 十二 力 月で 地球 を 周航し 終わらなければ ならない 軌道 衛星と みなした。 

かれらが したの は、 飛行機で ある 国に 飛んだら、 その 国の 「霊的な」 センタ I について 調べる ことだった。 日本で は、 京都に 行く よう 告 

げられ た。 インドで はべ ナ レスへ、 ギリシャ では エレウシスに 行く よう 告げられた。 京都で、 京都の 「魂」 を 探す ために、 霊的 センタ I は どこか を 尋ね 

た。 多くの 提案 を 与えられ たかれら は、 それぞれの センタ I を 訪れ、 神経-遺伝子 的な 波動 を 調べた。 一週間 を 日本と 京都の 歴史、 政治、 文化、 芸術、 

神話に まつわる 本 を 読 ことに 费 やした。 それから もっとも 「神聖な」 場所に 赴き、 第 六 回路の 神経 賦活 物質 を 摂取した。 その物 質 は 古い 刷り こみ を 停止 

させ、 神経系 を 新しい 刷り こみへ と 開いた —— この場合、 それ は 天皇の 御所の 建築物と 樣章 によって 構造 化された。 六 時間、 かれら は その 場所の 信号 

を 吸収し、 神経 的に 日本人と なった。 

これが 「世界 を 見る」 —— つまり、 刷り こみの 根 を 引き抜き、 自由にな つた 神経系 を 新しい 場所に 動かして 神経 線 を 張る ための I 唯 | 

の 方法で ある。 

刷り こみ は 局所 的な 環境に よって 制限され る  O  ®  <9 
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再 刷り こみの セッションの 際、 新しい 刷り こみが 古い 条件 づ けられた 構造 を 含む 場合が ある。 たとえば、 あなた は 自分の 配偶者 を 再 刷 

りこみ する。 新しい モデルが 刷り こまれる ところでは、 新しい 刷り こみの 周囲に 新しい 条件 づ けられた 反射の 領域 を 造り あげる 必要が ある。 これ は 時 

間 を 要する。 初期の LSD の 研究者の ある 者 は、 LSD の セッションと セッションの 間に 六 力 月の 待機 期間 を 置くべき だと 結論した。 心理学的 用語 を 

使う と、 「数々 の 新しい 洞察 を 咀嚼す る」 ためで ある。 大気圏 外心 理学 は それ を 「新しい 条件 づけが 新しい 刷り こみの 周辺に 網 を 張る の を 許す」 と言う。 

けれども、 再 条件 づけの 間、 新しい 刷り こみ モデルがなければ ならない。 

だから こそ、 神経学 は、 再 刷り こみの セッション を 注意 深く 計画す るよう 要求す るの だ。 将来、 自分が 住みたい と 思って いる 以前の リ 

ァリ ティの 側面が 刷り こみの ために 提示され、 「敏感な」 時期に 刷り こまれる 新しい モデルが あり、 新しく 条件 づ けられた 速想 がその 周囲に 構築され る 

ことが 可能と なる ように、 である。 

普通、 人間 は 昔、 条件 づ けられた 刺激 を 再 刷り こみす る。 

LSD を 繰り返し 摂取した ことがある 人から、 しばらく すると、 「トリップ」 が 同じになる という 不平 をよ く 聞かされる。 そのような 発 

言 は 再 刷り こみの プロセス に関する 知識 不足 を 表して いる。 心の 铸 直しが 同じ 性格の 組み合わせ (普通、 幼生 的な 自我) を もった 同じ 場所で 繰り返し 起こる 

場合、 同じ 神経の 形が 繰り返される。 これ は、 もっとも 精密で 高価な 写真機 を もっている にもかかわらず、 それ を 動かさずに、 同 I の 対象 を 撮り つづ 
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つてい るの は、 サイケデリック 冶金 術、 速 続 的 再 刷り こみ、 七つの 心を铸 直す 神経学 的な クラフト、 生物 電気 配線の 組み 変えな どに ついて である。 

第 六 回路の 神経 伝達 物質 ドラッグの 現在の レバ —トリ I によって、 およそ 一通 間に 一度 再 刷り こみす る ことが 可能な よう だ。 毎日、 再 

刷り こみす る こと はでき ない。 新しい 心の 銬 型が 固まる までに 五日から 七日ぐ らいか かる。 LSD の 研究が 示す ところに よれば、 構造が できあがる ま 

で 一 遢 間の 後退 期が ある。 

もし 四十 年の 間、 週に 一度、 LSD による 存分な 再 刷り こみの 体験 をした 場合、 二 千 回の 再 刷り こみが 可能と なる。 つまり、 二 千 回の 

連続 的な 再 受肉化 (転生) が 体験され うると いう こと だ。 たとえ、 あらゆる 神話 を 演じ、 可能な あらゆる 役割 を 刷り こみ、 あらゆる 感覚 器官と それらの 

組み合わせへ の 再 刷り こみに 焦点 を 当てた としても、 それほど 多くの 転生 を 見出し、 生き抜く こと はつらい ことだろう。 

無頓着な LSD セッションで 恐ろし いのは、 心構えので きていない 人間が 過去の 条件 づ けられた 構造 を 再 刷り こみす る 傾向が ある こと 

である。 そのため、 新しい エネ ルギ ー によって、 古い リアリティの 島の 習惯 的な バタ ー ンを 充電して しまう の だ。 

条件 づけが 刷り こみの 肯定的な 極と 否定的な 極 を 中軸に して 展開され ると いうの が 大気圏 外心 理学の 基礎 原理で ある。 刷り こみの 固定 

は 唐突で ある。 しかし、 刷り こみ 後の 条件 づけ は 時間と 反復 を 要する。 たとえば、 最初の 性的な 刷り こみの 頃、 何年 も かかって、 何十 億と いう 条件 づ 

けられた 連想が 構築され る。 それが 人格 構造 を 形作る の だ。 

刷り こみ は 局所 的な 環境に よって 制哏 される o  ®  o 
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げる 砂がない と、 パニックになる の だ。 社会的な 剝奪は 絶望的な 報酬への 渴望を 生み出す。 囚人 は 自ら を 閉じ こめる リアリティの 壁 を 再構築す る。 絶 

えず 強化され ていないと、 壁 は 崩れて しまう ので ある。 

オペ ラント 条件 づけ は ロボット 的 人間 を 作る もので あり、 制御. 計画され た 強制 社会に のみ 存在し うる。 

この あらつ ぼい 比喩 をつ づけるなら、 条件 づけ は 砂の 構造 を 組み立てる ことで あり、 刷り こみ は 金属に バタ I ンを 刻印す るの に似てい 

る。 報酬/罰 を 使って 刷り こみ を 条件 づけし なおそう とする こと は、 铸 造され た 鋼鉄の バタ ー ンの 上に 砂粒 を 落とす の に似てい る。 数十 年 もす ると、 

砂 は 鉄の バタ I ンを すりきれさせる。 老衰 は 刷り こみ を 摩耗 させ、 年老いた 政治家 は 怠惰に なり、 年老いた 同性愛者 は 疲れ果て、 相手 を 求めて ほつつ 

き 歩く ことができなくなる。 

金属の 形 を 変える に は、 分子の バタ I ンを 配列し なおす のに 十分な エネ ルギ ー を 適用し なければ ならない。 電磁場 を 変えて みていた だ 

きたい。 そのこと は 神経の 刷り こみに も 言える ことで ある。 冶金に 熱が 使われる ように、 分子の シナプスの 絆 を ゆるめる に は 莫大な 生化学 的 エネ ルギ 

l を 用いる 必要が あるの だ。 内的な 刺激 —-— ドラッグ、 卜 ラウマ、 病、 感覚の 剝奪、 ショック など —- は 外的な 神経の 生命線 を ひっこませる 可能性が 

ある。 

ちょうど 熱せられた 金属が 新しい 形に 固まる ように、 再 刷り こみされ た 神経系 は 新しい 回路へ と 固まり、 新しい 膜 を 形作る。 ここで 語 
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学習、 条件 づけ、 その他の 行動 制御の 教育的な いし 強制的 手法 は 砂上に メッセ I ジを 害く。 潮の干満の ような 日々 の 速 想と 報酬// 罰の 

やりとりの 中で、 速 想 は 反復され なければ ならない。 学習され た 行動の 強制的な 性質が 鮮明に 見えな いのは、 それが 自発的な ものに 見える からで ある- 

実際、 条件 づ けられた ロボット は、 砂 箱の 中の 自分の 位置に 脅迫的に 戻ろうと する。 幼生 期の 文明 は ベケットの 風景で ある。 毎朝、 何百 万と いう 人間 

が 自分の 砂山に 殺到し、 形 を 作り直す の だ。 

シジ フォス の 偉業 は 社会的 条件 づけの 単調 さに なぞ えられる 刺激的な 英雄的 冒険で あ つ た。 象徴に オペ ラ ント 条件 づけら れ ている ロボ 

ットは 報 31 中毒 者で ある。 もし 象徴的な 報酬 環境 を 除去す ると、 言い換えれば、 条件 づけら れ 刺激 を 生み出す ことができな いと、 人間 ロボット は 気が 

狂って しまう。 彼 \ 彼女 はなに もす る ことがない からで ある。 われわれ は 刺激 中毒 者に ついて 正確に 語る ことができる。 いかなる 砂 箱 もな く、 隨 みあ 
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幼生 期の 人間 は 現在、 遺伝 的な 十字路に 面して いる。 ある 者 は 子供の 環境 を 操作し、 刷り こみ を 浸透させる ことによって、 社会的な 条 

件 づけ を 固める 道 を 選ぶ だろう。 それ は 毛 沢 東 主義で ある。 

別の 者た ち は、 各人が 自分自身の 刷り こみ や 条件 づけ を 管理. 制御す る こと を 教えられる ような 高い レべ ル へと 変異す る こと を 選ぶ だ 

ろう。 こうした 二つの 方向 性に 沿って、 多くの 異なった 社会 集団が 浮上す る ことが 予想され る。 

これまで 条件 づけの 遺伝 的、 神経 的、 社会的 限界 を 考えて きた。 これから、 I 連の 再 刷り こみの 解放と 制限の 意味 を 考えて みたい。 
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骨 を 得る ために 転げ回る 犬 を 考えて いただきたい。 犬 は 主人が いなくても 転げ回る だろう か？ これ は 年老いた 毛 沢 東に まとわりつく 

悪夢で ある。 

人間の 行動 は、 

遗伝 的-神経 的 型 (黄道 幕の 星座) 

と 

刷り こみ 

によって 決定され る。 

子供が 学校に あがったら、 彼 \ 彼女に 教える の は 遅す ぎる。 彼/彼女が 家庭 や 仲間 集団の 中で、 器用な 象徴的 精神 を 刷り こまれて しま 

つたら、 先生が いると いないと に 関わらず、 学ぶ だろう。 

*  ここで 言う 「精神」 と は、 象徴の 操作 様式； それに 基づいて 社会的 条件 づけが 報酬と 罰 を 移植す る を 決定す る 喉頭と 右手の 筋肉の 基本 

的な 方向 づけ を 指して いる。 

オペ ラント 条件 づけされ た 行動から なる 非常に 薄い ベ ニヤ 板が 家庭 化された 文明の もろい 玄関 を 作る の だ。 

条件 づけの 行動に 基づく 社会 は、 制御と 秘密に 頃らなければ ならない  o  ®  d 
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おいて は、 条件 づけ は 絶えまない 心理 テスト を 伴う。 特殊な 態度 や トラブルの 芽 を 初期のう ちに 確認し、 個人の 逸脱 を 消滅させる ベく、 特別の 条件 づ 

けの プログラム を 設定す るた めで ある。 

政治的な 条件 づけ は 報酬と 罰の 制御 だけで はなく、 秘密 も 必要と する。 

異論 を 唱える 自由 指向の 心理学者 は 秘密 を 暴露す る ことによ つ て 心理学的 フ ァ シズム を 完全に 破壊す る ことができる。 もし 両親 や 子供 

が 条件 づけの 方法に ついて 警告され たら、 協力す るか 抵抗す るか、 受け身 的に ふるまう か 積極的に ふるまう か を 意識的に 决定 する ことができる。 心理 

テスト は、 もし 被験者が テストの 目的と 構成に ついて 警告され ていたら、 ほとんどの 場合、 効果 を 発揮し ない。 洗脳に おける ドラッグの 使用で すら、 

神経 化学物質の 特殊な 効果に ついて 学んだ 人物なら、 効果 を 消す ことができる。 

民主主義 社会で は、 心理的な 条件 づけの テク 二 ックは 採用で きない。 少数派の グル ー プが 用いられる テク 二 ック について 公け に 論じ、 

反対の キャンべ ー ンを 展開したり、 スクリ ー 二 ング. テストへの 回答 を 発行したり できる からで ある。 市民 はまた 条件 づけ を 避ける 権利 を もっている。 

このように、 スキナ —の 提案 は、 政府が 全面的に コミュニケ ー シ ヨン を 統制して いる 国 以外で は、 実行に 移す ことができない。 

絶え まなく 強要し、 思いだ させる 統制 —— たとえば 警察国家の スロ I ガン ゃ消费 国家の 宣伝 をいた ると ころで 目に できる ようにす る こ 

と I がなければ、 人々 は 簡単に 訓練され たこと を 忘れ、 自らの 刷り こみと 遠 伝 的な ロボット 様式に 漂い 戻って しまう。 
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理学 者が 市民 を 全面的に 制御し なければ ならない という ことが 一 つ、 そして 完全な 秘密 主義と 検閲 を 励行し なければ ならない というの がもう 一 つで 

ある。 

I 九 六 I 年、 ハ —バ —ド 大学 人格 研究 センタ ー に I 人の 熱狂 的な スキナ I 主義者が 訪れ、 精神病院の 患者への オペ ラント 条件 づけの 適 

用に ついて 報告した。 禁じられるべき 行動の 一 つ は 幻 党 性の 語りだった。 現在で は、 幻 党が 精神の 中で 機能的な 役割 を 果してい る こと を 多くの 人が 信 

じて おり、 自動的な 幻 党の 消去 を、 たとえ、 心理学者の リアリティ では 理解され ず、 有効と はみ なされなくても、 幻 党 を 語る 者の リアリティの 中で は 

重要な 意味 を もつ なんらかの メッセ，. -ジの 暴力 的な 抑圧と 考えて いる。 スキナ —主義者た ち は 直接的な 強化の テク 二 ックを 用い、 患者が 非 幻 党 的な コ 

メント をす るた びに 即座に タパ コを 与え、 幻覚 を 語る たびに タパ コを 奪い 去った。 幻覚に ついての コメントの 率が 著しく 低下した こと を 研究者 は 機嫌 

よく 報告した。 さらに 印象的な 行動の 変化 は 食べ物 を 与えたり、 奪ったり する 方法に よる ものだった。 病院の 規則が この 実験 を 有効な 飢えの 時点まで 

遂行す る こと を 妨げた ことに スキナ ー 主義者 は 不機嫌な 顔 をして 不平 を こぼした。 「もし 食べ物の 摂取 を 全面的に 制御して いたなら、 実際に 行動 を 形 

づ くる ことができた でしよう」 と オペ ラント 条件 づけの 研究者 は 述べた。 この テク 二 ックが 世界史に おける ほとんどの 独裁者た ちに よって 用いられて 

いた こと を スタッフの 一 人が それとなく コメントし たこと を、 その 研究者が 聞いた かどう か は 分からない。 

人間の 行動 を 条件 づける ために は、 幼児期に 刺激 を 制御し、 それ を | 生の 間ず つと 維持す る ことが 必要で ある。 心理的な ュ ー ト ピアに 

条件 づけの 行動に 基づく 社会 は、 制御と 秘密に 頼らなければ ならない 參 ®  ® 
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条件 づけの 行動に 基づく 社会 は、 制御と 秘密に 頼らなければ ならな 、， 


現在、 惑星 を 制御して いる 幼生 期の 社会 は、 行動 を 形作り、 方向 づけ、 制御す るた めの、 強制的、 操作 的な 条件 づけの 方法 を 多用す る 

ことによ つての み 自ら を 維持す る ことができる。 

ハ I バ I ド 大学の 行動主義 者、 B.F. スキナ ー は、 その 著 『自由と 威厳 を 超えて』 の 中で、 政治的な 条件 づけの ケ ー スを 提示して い 

る。 それ は 次のように 単純に 要約で きる。 「人間 は 自由に ふるまう こと を 許される と、 資任 ある 行動 を 取れない。 だから、 義務に 対して 資氐を ar、、 

徳の ある 行動 をし、 信頼 を もち、 素早く 行動し、 効率的に 動き、 幸福感 を 抱き、 法律 を 順守す るよう 心理学的に 強要し、 条件 づけなければ ならない。 

人間 は 正しい こと を 行う に は 報酬と 罰に よってた えず 操作され なければ ならない の だ」。 

こうした 社会的 条件 づけの 制度に は、 スキナ I によって 強調され ていない 二つの 側面が ある。 その 制度 を 機能させる に は、 体制 的な 心 
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こ 1 は 家庭： H された 中流 階級の 人々 に はなん の 問題と もなら ない。 かれら は 素直 さや 恐怖 を 刷り こんで おり、 それが 第二 回路の 内的な 

制御 や、 第三 回路の 反復 的な 象徴 操作、 第 四 回路の 「恥」 の 制御 を もたらす からで ある。 学校 は 子供に 愚かになる ように 周到に 刷り こむ ため、 知性に 疑 

問 を 抱く こと を 禁じる ことが 単純な 定石と なる の だ。 象徴の 操作と 愚か さは あらゆる 幼生 期の 社会に 涹 透して いるので、 子供が、 開かれた、 機転の 効 

く、 動的よ、 事実と して 信 頃に 足る 電気回路 を もった 心に さらされる チャンス は ほとんどない。 心理学的 条件 づけの 非 効率 性 や 刷り こみの 不動の 堅固 

さは、 第 四 回路に もっとも 鮮明に 見出される。 社会的-象徴的な 報酬 や、 身体 的な 懲罰、 電気 ショック、 嫌悪 を 催させる ドラッグ などで 性的 刷り こみ 

を条牛 づけし なおしたり、 同性愛 を 「癒す」 こと は ほとんど 不可能で ある。 心理学的な 方法 を 使って 条件 づけ を 行う 者た ちが、 性的な フェティシズム や 

刷り こまれた 特殊な 欲望 を 除去す るのに どれ だけの 成功 を 収めた か 調べて みょう。 第 四 回路の 性的 機能が 特殊な 外部の 欲望の 刺激に 繫 がれる と、 更年 

おこなっても、 生化学が シナプスの 速 結に 刻み こんだり、 彫り 込 こんだり、 刻印 づけたり した もの は 変える ことができな いの だ。 
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仲間の 市民の 行動 を 変える こと を 要求す る 官僚に は 1 1 種類の グル ー プが ある。 右翼の 懲罰 的な 強制 者。 そして リベ ラルな 報^ 授与 者。 

両者の 官僚の 試み はいずれ も 無益で ある。 なぜなら、 再 刷り こみす るので はなく、 再 条件 づけしょう とする からで ある。 

懲罰 的な 強制 は、 その 脅威が 警察国家 を 維持 させ、 必要と させる 限り、 機能す る。 

リベラルな 社会 心理学者 は 民主主義 的、 支援 的、 平等主義 的 教育の 方法に よって 行動 を 変える ことができ ると 信じて いる。 平和 団体。 

行動 修正。 パッシング。 個人教授。 奨学金。 洞察 セラ ピ ー。 さまざまな 精神衛生の 方法。 

これらの リベ ラルな ァプ 口 ー チは 変化 を 引き起こす ことができず、 「ヒュ ー マニス テ イツ クな」 福祉 官僚 政策 を 支える だけにす ぎない。 

B-F. スキナ I を 代弁者と する 実験 心理学者 はもつ と 賢明で ある。 かれら は 無意識の オペ ラント 条件 づけに よって 行動の 変化 を 引き起 

こす ことができ ると 信じて いる。 しかし、 これ は 強化 —— 報酬と 罰 —— の 全面的、 持統 的な 制御 を 必要と する。 問題な の は、 強化の ために 条件 づけす 

る 者 力た えずい なければ、 心理学的 手法 はう まく 機能 しないと いう ことで ある。 リベラル 派の 人々 は、 福祉の 給付金、 奨学金、 報奨金な どの 支払、， を 

し、 対人 間の 問題 を 解決す る ためにた えず そこにい なければ ならない。 

スキナ I 主義の 操作 者 は そこにいて たえず 環境の 反応 を 制御して いなければ ならない。 

かってに 放置され る やい なや、 「被験者」 は 刷り こみ (と 適 伝 子 型の 構造) の 磁力に 吸い 寄せられて しまう。 
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神経への 刷り こみ は、 神経 ロボットの 形態 を 決定す る 遺伝 的な 型に 較べ、 それ 自体 派生的な 構造で ある。 

神経への 刷り こみ は、 RN  A を 組織して 身体と 神経系 を 構築す る DN  A によって 敷かれた 生命 電気 的な 力の場の、 偶然の 局地的な 標 

的な の だ。 

人類 は、 いかにして 神経系 を 制御す るかに ついての 知識 を 獲得で きる 地点まで 進化して きた。 神経学 は 刷り こみ を 一 時 停止 させ、 新 

しい 神経への 刷り こみ を 生み出す 初歩 的な 方法 を 開発して きた。 この 知識 は 不当に も 抑圧され ている が、 「リアリティ」 が 個人の 神経系に よって 生み出 

される という 基本的な 概念 は I 九 四 五 年 以降、 数百 万人と いう 人々 によって 理解され ている。 

しかし、 遺伝子工学 は 神経 工学より さらに 重要で ある。 DN  A をタ ー ン. オンす る 非 ヒス トン 系の タンパク質 に関する ポ， ル、 シ ユタ 

イン、 クラ インス ミスの 研究 は 遺伝子 制御の 鍵 を 与えて くれる。 デュ I ク 大学の ブル I ス. ニクラスの 研究 は、 身体 攆造を 決定す る 染色体の バタ —ン 

の 頑固 さ を 思い出させて くれる。 

*  ニクラスの 報告に よれば、 染色体の 紐の 配列 を 実験的に かき 乱す と (ミクロの 針で つつく ことによって)、 その 分子 は 最初の 配列 を 復元す る (ちょ 

うど、 鉄粉が 磁石に 反応して 「動き」、 ある 位置に 落ち着く ように)。 これ は、 なんらかの エネ ルギ I 場の バタ I ンが DN  A 暗号 を 一貫 させ、 論理的 

にしておく ために 働いて いる こと を 匂わせる。 微視的な 遗伝的 脇が 進化の 信号 を 統合-制御す るの だ。 

条件 づけ は 刷り こみ を 変える こと はでき ない o  ®  • 
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^  条件 づけ は 刷り こみ を 変える こと はでき ない 


スキナ ー 主義者た ち は 第三 回路の 象徴的、 操作 的 行動 を 「形づくろう」 とする。 これ は 無益な、 もしくは 危険な ほど 強制的な 乍 こなり 

うる。 オペ ラント 条件 づけ は 直接的、 持続的な 強化に よって 「作動す る」。 刷り こみ はいかなる 強化 も 必要と しない。 PSTPhy の イエズス会 士 ならこ 

う 言う かもしれ ない。 幼児に 刷り こみ を させて 下さい。 そうすれば、 子供 を 条件 づけよう としても 無駄でしょう。 子供に 刷り こみ を させて 下さい。 そ 

うすれば、 思春期の 若者 を 条件 づけよう としても 無駄でしょう。 思春期の 若者に 刷り こみ を させて 下さい。 そうすれば、 大人 を 条件 づけよう としても 

無駄でしょう。 

刷り こみ は 反復 的な 報酬 や 罰 を 必要と しない。 神経 配線の 固定 は 永久 的な ものである。 生化学 的な ショック だけが 神経-臍の緒 的な ラ 

イン を ゆるめる ことができる。 それに 対して、 条件 づ けられた 連想 は 反復され なくなる と、 衰退し、 消え失せる。 
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学 的 発言で ある。 そのこと を 念頭に おいて、 その 標準 的な 定義に 見られる 気味の 悪い 外科 的な 意味 を 振り返って みょう。 「『オペ ラント』 という 言葉 は、 

オペ ラント 行動が なんらかの 効果 を 生み出す ために 環境に 「働き かける」 という 事実に 由来す る。 …… オペ ラント 条件 づけ を 生み出す ために、 空腹の ネ 

ズミを 箱の 中に 入れる。 …… 人間の 行動の 大半 は オペ ラント 行動 —— 差し込んだ 鍵 を 回す、 車 を 運転す る …… i に 分類で きる かもしれ ない …… 」 こ 

れは 第三の 脳の 働きで ある。 

第二次世界大戦の 間、 スキナ ，教授 は 軍事 プログラムの | つで、 人間の 乗って いない 爆 肇機を 「敵」 の 標的に 向かわせる ため、 鳩に 操作 

パネル をつ いばませ る 訓練 を ほどこした。 

オペ ラント 条件 づけの モデルに は 述べる に值 する もう | つの 側面が ある。 
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不運に も、 行動主義 は、 アイ ンシ ユタ イン 的な 概念 や 目に 見えない 状態が 浮上しつつ あつたち ようど その 時、 ニュ ー トンの 機械論 的な 可視 的 物理学に 

ならって 自ら を モデル 化する 道 を 選んだ の だ。 過去 半世紀、 われわれ は 物理学 や 遺伝学が ますます 「内部」 へと 入り込んで いくの を 目 g してきた。 新し 

い ミクロ 科学に 関する (歴然と 見過ごされて いる) 重要な 事実 は、 裸の 目に は 見えない 内部構造に、 機能、 意味、 法則 的な 規則 性と いった ものが 見出され ると 

いう ことで ある。 そして、 多くの場合、 それら は、 精神分析 家、 神学者、 哲学者ら が 人間の 「魂」 や 「精神」 の 内部の 形而上 的な エンティティに W せしめ 

てきた 霊的な 能力 に似てい ると いう ことなの である。 たとえば、 意識の 統一 性に 関する 古代 ヒン ドウ ー 教の 理論 は、 今や、 神経系 を 三 〇 億の 細胞の 相 

互に 繋がれた ネット ヮ ー ク として 捉える 説明の 中に、 実験的な 確証 を 見出して いる。 古代 ヴ HI ダ ー ンダ 哲学の 生命の 統一 性の 概念 は、 動植物 を 含む 

あらゆる 生き物の 遗伝 物質 を 構成す る アミノ酸の 配列に は、 ほんの 少しの 違いし かないと いう 発見に よって 確証され る。 ジャック. サ ー フ アツ ティ や 

ジョン. ァ I チボ ルド • フィ —ラ I などの 物理学者の 理論 は、 意識 を 核物理学 や 量子力学の 中心へ と復 滞 させて いる。 

条件 づけの 心理学者の 研究 を 七つの 回路 (プラス | 回路) の 観点から 見直して みると、 行動主義が どこに どのような 限界 を も つてい るかが 

正確に わかる。 オペ ラント 条件 づけ は 社会的な 脳に よって 仲介され る 行動に 関心 を 寄せる。 それ は 学習され た 機械的な 活動で ある。 スキナ ー 主義 は 第 

三 回路の 社会、 すなわち、 新石器時代に はじまり、 ヘン リ！ フォ ー ドの 自動車 組み立て ラインに おいて 頂点 を 迎えた 機械文明の きわめつ けの 哲学な 

ので ある。 スキナ ー 主義 は 広 島に 原爆が 投下され るまでの 四 〇〇 年間、 世界 を 支配した ピュ ー リン タン 的な プロ テス タン 論理の 操作 者に よる 最後の 哲 
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…… (オペ ラント) 行動が 時に 道具 的 行動と 呼ばれる の は、 道具 やその 他の 機械が 生み出す のと 同じ 効果 を 生み出す か 

ら である。 この ことから、 オペ ラント 条件 づけ は 道具 的 条件 づけと しても 知られて いる ( ヒ ルガ ー トと アトキンス、 前掲 書)。 

われわれが こうした 定義 や 原理 を 吟味して きたの は、 オペ ラント 条件 づけ や 行動の 修正が 広く 知れ渡り、 現在の 行動 制御の ム ー ブメン 

卜の 政治的に 有力な 側面に なりつつ あるから である。 ますます 多くの 心理学者 たちが、 障害が あると 判定され たり、 反社会的と 裁定され たりした 人々 

の 行動 を 「形作る」 ために、 条件 づけの テクニック を 採用し はじめて いる。 それに加えて、 広告、 教育、 マス. メディアの 宣伝な どで 他人の 行動 を 操作 

しょうと する 多数の 心理学者た ちがいる。 

神経学 は、 心理学者 たちが どのような 条件 づけ をしょう としてい るの か、 そして、 なぜ かれら は 失敗 を 余儀なく される のか を 理解す る 

手がかり を 与えて くれる かもしれ ない。 

条件 づけの 心理学者 は 行動主義 者で ある。 かれら は 時間. 空間 内の 観察 可能で 測定 可能な 動きに 関心 を 寄せる。 行動主義 は 人間性 を、 

意識的な 「心」 に 帰属す る 目に 見えない 感情 や 精神の 状態に 照らして 説明す る 「内省」 心理学 や 「能力」 心理学に 対する 反動と して 一 九 二 〇 年代に 発展した „ 
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…… 実験者 は、 ねずみが 棒 を 押す と、 一粒の 食べ物が 皿に 落ちる ように、 食べ物の 補給 装置 を 取りつ ける。 ネズミ は 皿 

に 落ちた 食べ物 を 食べる と、 すぐに また 棒 を 押す。 食べ物が 棒 を 押す という 行動 を 強化す るの だ …… 。 

以上の 説明に より、 条件 づ けられた オペ ラント 行動の 意味 を 考える ことが 可能と なる。 上に 示した ように、 それ は 環 

境に 「働き かける」。 棒 を 押す こと は、 食べ物 を 生み出す、 あるいは 食べ物への アクセス を 可能に する。 古典的な 条件 づ 

けで は、 動物 は 受け身で ある。 動物 は、 条件 づ けられた 刺激が 提示され、 次に 条件 づ けられない 刺激が 与えられる までた 

だ 単に 待って いる。 オペ ラント 条件 づけで は、 動物 は 積極的で なければ ならない。 なに か をし ない 限り、 動物の 行動 は 強 

化されな いの だ。 

人間の 行動の 大半 は オペ ラント 行動 ——— 差し込んだ 鍵 を 回す、 車 を 運転す る、 手紙 を 害く、 会話 をす るな ど II に 分類 

できる かもしれ ない。 そのような 活動 は パブロフ 型の 条件 づけら れ ていない 刺激に よって は 生み出されない。 だが、 一旦、 

そうした 行動が 起こる と、 オペ ラント 条件 づけの 原理に 従って 強化され うるの だ。 
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える の だ。 …… オペ ラン 卜 行動が I つの 刺激に 関係す る 場合 (たとえば ベル を 鳴らす 電話に 答える 場合)、 ベル を 鳴らす 電 

話 は I つ の 識別され た 刺激で あり、 電話 は 応答 可能 だが、 必ずしも 応答 を 強要す る もので はない こと を 私に 告げて いる。 

ベ ル を^ら す 電話 は 注目 せざるをえない もの だが、 それに 対する 反応 は オペ ラント 行動で あり、 反応 行動で はない ので あ 

る。 


「オペ ラント」 という 言葉 は、 オペ ラント 行動が なんらかの 効果 を 生み出す ために 環境に 「働き かける」 という 事実に 由 

来す る。 だから、 電話が あると ころに 行って、 受話器 を もちあげる こと は、 電話に よる 会話へ と 導く オペ ラント 行動な 

ので ある。 

実験室で オペ ラント 条件 づけ を 生み出す ために、 空腹の ネズミ を 箱の 中に 入れる。 …… 箱の 中 は 空つ ぼ だが、 一本の 棒 

が 突き だしてお り、 その 下に 食べ物 を 入れる 皿が 置いて ある。 
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オペ ラント 条件 づけ は、 強化の 要因と なる 刺激に よ つ て 通常 引き起こされる、 遗伝 的に あらかじめ プログラム された 行動と ほとんど 類 

似 性 を もたない 行動 を 研究す る (たとえば、 唾液の 分泌 は 食べ物に 対する 犬の 正常な 反応 だが、 転げ回る こと はそう ではない)。 オペ ラント 条件 づけの 

学派の 創立者、 B  •  F  . ス キナ， は 反応 行動と ポ ペラント 行 勳とを 区別す る。 

反応 行動 は、 古典的な 条件 づけの 条件 づけら れ ていない 反射の 場合に 見られる ように、 刺激の 直接的な 制御下に ある 

—口中の 唾液の 分泌、 光の 点滅に 対する 隨 孔の収 箱、 膝 蓋 反射な ど。 刺激に 対する オペ ラント 行動の 関係 は 幾分 異なる" 

その 行動 はしばしば 解き放 たれる かの ように 見える。 つまり、 刺激に 対する 反応と いうより、 自発的で あるかの ように 見 
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神経 的に 繋が つてい る 反応 を 引き起こす とが できるようになる。 

もし 幼児の 第一 回路が 母親に 対して 肯定的に 刷り こまれた 場合、 母親に 関連す る 他の 刺激 は、 「肯定的な ァ プロ  I チ」 の 反応 を 引き起こ 

す 学習され た 合図と なる。 幼児の 第一 回路 は 毒性の ある 刺激 や 危険な 刺激 I 味、 匂い、 形態な ど-に対して 否定的に 刷り こまれる。 「危 食， に まつ 

わる 刺激 は 引き籠 もり 反応 (恐怖) を 引き起こす。 

条件 づけの 心理学者 たち は、 条件 づけら れ ていない 刺激/反応の 組み合わせと 学習され た 反応との 関係 を、 刺激の 類似 性ニ般 化)、 条件 

づ けられて いない 刺激/反応に よる 条件 づ けられた 刺激 \ 反応の 強化 や 報 削、 条件 づけら れ ていない 報酬がない ことによ る 学習され た 連想の 衰退ない 

し 消滅、 さまざまな 刺激の 相違の 区別な どに 照らして 研究して きた。 

古典的 (パブ n フ的) 条件 づけ は、 反応 (たとえば 睡 液の 分泌) を 引き起こした 最初の 条件 づけら れ ていない 刺激に 関連す る 条件 づ けられた 刺激の 

提示に 焦点 を あてる。 
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ベ 物に よって だけで はなく、 食べ物 を 見る ことによ つても 影響され る ことに 気づいた。 彼 は 口の 中に 入れられた 食 

ベ 物に 対する 唾液の 分泌 を 学習され たもので はない 反応と 解釈し、 条件 づけら れ ていない 反応と 呼んだ。 だが、 食 

ベ 物 を 見る ことによ る 影響 は 学習され たものに 違いない と 確信した。 それ は 学習され た、 もしくは 条件 づ けられた 

反応で ある ( ヒ ルガ I ドと アトキンス-. 心理学 入鬥』 より)。 

後の 研究 は、 動物が 点滅す る 光、 音、 視覚 的 形態な どに よって 唾液の 分泌 を 条件 づ けられる こと を 立証した。 

「条件 づ けられた 反応 は I つの 習 憤と 考えられる。 なぜなら、 (1) 刺激と 反応との 間に I つの 速 想が 存在す る こと 

が 証明され るからで ある。 (2) この 連想が 学習され たもの だからで ある。 


学習 プロセス を 理解す るた めに は、 刷り こみの 第一 の 役割と、 条件 づ けられた 連想の 第二の 役割 を 理解す る 必要が ある。 厣 りこみ 

は 外部の 刺激に 対して 条件 づけら れ ていない 自然な 反応 を 引き出す — リリ ー サ ー の メカニズム。 条件 づ けられた 刺激 は 刷り こまれた 刺 

激と 結びつい ている。 刷り こみ は 外的な 刺激と 神経 端末との 間、 そして 神経 端末と 反応との 間の 基本的な 蘩 がりで ある。 

次に 条件 づけ は 刷り こまれた 刺激に 関連す る 他の 刺激 をつな ぐ (神緣 的に 配線す る)。 すると、 学習され た 刺激 は 最初の 刷り こまれた 刺激に 

S.  M.  一 L.  E.  S.  M.  一 2.  r  E.  S.  M.  一 2.  r  E.  S.  M ヌ r  E.  S.  M.  ー2.  r  E. 
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刷り こみの 概念 は 心理学に おいて ある 種の 混乱 を 生み出し てきた。 というの も、 それ は 大抵の 心理学 理論の 基盤で ある 条件 づ けられた 

学習と は 正反対の、 直接的 かつ 不可逆 的な 「学習」 の I 形態 を ほのめかして いるから である。 古典的な 定義に 従えば、 「学習と は、 訓練の 結果 発生す る、 

比較的 永続 的な 行動の 変化で ある」。 学習 は 報酬/罰に 基づき、 | つの 刺激 や 反応 を 他の 刺激 や 反応と 結びつける こと を 基盤と する。 学習の 心理 学理 

論 は 外部の 目に 見える 行動の 観察に 基づいて おり、 内部の 目に 見えない 神経学 的な 状況に は ほとんど 注意 を 払わない。 

条件 づけの 古典的 研究 は、 ロシアの 心理学者、 イワン. パブロフ によって 行われた。 

消化に 関 速す る 比較的 自動的な 反射 を 研究して いる 間に、 パブロフ は、 唾液の 分泌が 犬の 口の 中に 入れられた 食 


条件 づけ は 刺激 を 刷り こまれた 反応に 結びつける •  <© 


と つ て^わる の を目擎 する ことになる かもしれ な V 
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神経 バタ I ンの再 配線の 唯一の 方法 は、 シナプスでの 神経 伝達 物質の 働きに 干渉し、 古い 刷り こみ を 消去し、 新しい 刷り こみ を 可能に 

する ことで ある。 ショック、 病気、 トラウマ、 ドラッグ、 出產、 刺激の 剝奪、 電気の 充電な どが シナプスの 化学 を 変える 唯一 の 方法で ある。 身体 内部 

の 活動が シナプスの 化学 を 変える ほど 圧倒的に 強烈に なると、 外的な 環境への 刷り こまれた 生命線が 撤回され るの だ。 そうして、 再 刷り こみの 機会が 

提供され るので ある。 

神経の 刷り こみの 概念が 理解 されれば、 心理学的な 措置の 技法が 変わる だろう。 医師 は 患者に 再 刷り こみの 原理 を 教え、 患者 は 自ら 生 

み 出したい と 思う 新しい リアリティ を 選択す るよう になる だろう。 神経学 的な 措置で は、 民主主義と 共同が 必要な の だ。 医師 は 治癒 法 を 処方した 

り、 制御した りする ことができない。 というの も、 患者に とって、 結果 は 新しい リアリティ だからで ある。 

医療 行為 もまた 変わる だろう。 感染 や 器 質 障害 は 神経 配線 をし なおす 必要の ある 化学的 変化 を 生み出す 場合が ある。 感染が 癒されても、 

緊急の 「病」 の 配線が 機能し つづけ、 正常な 機能の 回復 を 妨げる かもしれ ない。 その 逆に、 感染 や 障害が、 正常な 「配線」 によって 妨げられ ている 治癒 的 

な 変化 を 要求す るか もしれ ない。 神経系 を プログラム された 生物 電気 的 ネット ヮ ー ク として 捉える このような 見方 は、 缄の 「神秘」 を 説明す るの を 助け 

て くれる かもしれ ない。 鈸は 肉体の システムに は ほとんど 効果 を 及ぼさな いが、 穗 やかに 充電され た 場合に はとく に、 器官の 機能 を 制御す る シナプス 

の プログラムに 影響を及ぼす のか もしれ ない。 近き 将来、 われわれ は、 神経学が 心理学に 取って代わり、 神経 身体 医学が 心身 医学の あいまいな 概念に 

刷り こみ は 生化学 的な ショックに よってし か 変える ことができない  • 〇 • 
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^  刷り こみ は 生化学 的な シ ョ ック によって しか 変える ことができな 


しばし、 (身体から 区別され た) 神経系 を 三十 億の 受容-評価-出力の センタ ー( 神 S 細胞) が 階層 状に 配線され た 生命 コンビ ュ ー タ として 思い描 

いてみ よう。 さまざまな 感覚 器官 は 毎分 何十 億と いう 信号 を 受け取る。 出力 繊維 は 毎分、 何十 億と いう 信号 を 興奮させる。 刷り こみ は 神経の 活動 をパ 

タ ー ン 化し、 導く 基本的な 速 結 を 敷く。 

たとえば、 「危険」 の 合図が 受け取られ、 評価され た 時に、 何百 万と いう 生存 行動 を 命じる 第一 回路 緊急 システム というものがある。 初 

期の 「危険」 の 刷り こみと 遺伝 的 プログラムが この 強力な 基本 システムに 合図 を だし、 それが 稼働され ると、 身体の すべての 器官に 影響を及ぼ すので あ 

る。 恐怖 だ！ 一旦 、第一 回路が 恐怖の 刺激 を 刷り こむ と、 この 化学-電気 的 シナプスの バタ ー ンを 変える 唯一 の 方法 は、 配線 を 停止す るか、 しなお 

す ことによって である。 人間の 「恐怖症」 や 「安全 毛布」 の 頑固 さは、 刷り こみに よって 引き起こされ るの だ。 


S で ACE  MIGRATION  INTEt-UGENCE  INCREASE  UFE  EXTENSION 


われわれ は 泡の 内部に いると 魔術師 は 言う。 それ はわれ われが 誕生の 瞬間に 入られる 泡で ある。 最初、 その 泡 は 

開かれて いるが、 次第に 閉まり はじめ、 ついに は、 われわれ を 封印して しまう。 その 泡 はわれ われの 知覚で ある。 

われわれ は 人生の 全 期間 を 通じて その 泡の 中で 暮らして いる。 そして 周囲の 壁に われわれが 目 する もの は、 われ 

われ 自身の 反映で ある …… 。 反映され たもの はわれ われ 自身の 世界観で ある。 その 世界観 は、 最初、 誕生の 瞬間 

〔より 正確に 言えば、 刷り こみの 瞬 聞〕 にわれ われに 与えられる I つの 説明で あるが、 そのうちに、 われわれの 注意の すべ 

てが それらに 捕らえられ、 ついに は、 その 説明が I つの 見方 〔つまり リアリティ〕 になって しまう。 ( 『未知の 次元 j より) 

ドン. ファン は 意識 を 説明す るのに 「知覚」 という 言葉 をい つも 用いる。 「刷り こみ-泡」 の 形成 は、 LSD セッションの 際に、 鲜 明に 「見」、 体 

験す る ことができる。 
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社会的 意識と は、 条件 づけと 絶えまない 適応の ための 歪曲に よ つ て 織り込まれる 神経-臍の緒 的な 織物な ので ある。 

われわれ は 信じる よう 刷り こまれる もの を 信じる の だ。 神経-臍の緒 的な 生命線が 執着す る 小さな 芝生が 「リアリティ」 であると われ わ 

れは 考える。 

個人の 刷り こみに 基づいて 別個の 主観的な リアリティ (リアリティの 島) が 存在 するとい う 事実 は、 前 神経 的な 人間に とって、 脅威 を 感じず 

に 受け入れる こと はでき ない。 八 人の 盲人と 像の 話が 思い出される。 このような リアリティの 個別 性 は、 「狂気」 の 人間 を 前にして 感じる 恐怖 を 説明す 

る。 「狂気」 や 「幻 党」 と 呼ばれる 状態に ある 人間 は、 多くの場合 実際に 人々 を 別け隔てる 神経 的な 孤立 を 自覚して いる。 かれら は 欺かれて いる 「正 ！e な 

人々」 より 正気で、 間違って いないと も 考えられ るだろう。 存在論 的な 恐怖と は、 自分自身の 刷り こみ や 学習した 神経 バタ I ンを 超えた 他の リア リテ 

ィが あると いう 発見に 対する 幼稚な 反応な ので ある。 

神経系の 刷り こみ を 通した 局地的 環境への 執着 を 説明す るた めに、 われわれ は 神経-臍の緒 的な 生命線の 比喩 を 用いて きた。 安全性と 

は、 刷り こまれた 生命線が、 しっかりと 安定した リアリティの 島に 結びつけられ ている こと を 意味す る。 

刷り こみに よる 主観的 リアリティの 創造と 限界 を 説明す るた めに 神経 医に よってよ く 使われる もう 一 つの 比 * は、 「泡」 である。 カス タ 

ネダの ドン • ファン は、 彼が トナ ー ルと 呼ぶ 刷り こみの リアリティ について 適切な 説明 を 与えて くれる。 

S.  M. ヌ L.  E.  S.  M.  ー2.  r  E.  S.  M.  ー2.  r  E.  S.  M.  一 2.  r  E.  S.  M.  一 r  E. 
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つ ことが パ ヮ ー を 意味す るからで ある。 

神経系の 第三 回路 は 子供が 弱い 立場に ある 時に 活性化 される。 喉頭と 手に よる 象徴 システム を 教える の は、 大人 か 目上の 人で ある。 象 

徴を 学ぶ 能力 は 感情的な 文脈に よ つ て 決定され る。 情報 を 握 つ た 人物 は それ を 受け取る 人物より 優位な 立場に 立 つ の だ。 

神経系 は シナプス 速 結に よって 蘩 がれて いる。 シナプスと は 二つの 神経細胞の 間にある 溝で、 その 溝 を 超えて インパルスが 流れる。 シ 

ナプス 連結 は 化学的な ものである。 化学物質が フィルムに ィメ I ジを 「固定」 させる ように、 リアリティの 島の 神経 ィメ ー ジは、 刷り こみの 時、 シナプ 

ス の 化学的な きずなに よ つ て 「固定」 される。 

ロボット 的 真理 はこうで ある。 神経 連結の パタ I ンが リアリティの 映像 を 生み出す。 

人間の 神経系 は 社会的な 合図 を 刷り こむ。 成長した 子供 は、 自分の 刷り こんだ 社会的な 合図に 特定の 安定性と I 貫 性が ある こと を 見出 

す。 彼/彼女の 両親 は 隣の 家族と 同じ 言語 を 話し、 さまざまな 儀式 を 共有して いる。 この 共通 感覚的な 合意 は、 I つの 「リアリティ」 が 自分の 文化 集団 

に 属する 人々 と 共有され て いるかの ような 幻想 を もたらす。 「正気」 と は、 他人が 感じる ように 感じる こと を 自分自身に 納得させる 能力に よ つ て 決定 さ 

れる。 フ H ス ティン ガ —や 他の 心理学者 は、 「認識の 不調和」 の 実験 を 行い、 人間が いかに 簡単に、 そして 当然の ごとく、 神経 的に 抱かれる 期待に 合わ 

せて 客観的 デ ー タを 歪曲す るか を 示した。 

刷り こみ は 神経 フィルムの 瞬間 的な 露光で あり、 神柽— 臍の緒 的な リアリティ を 規定-制限 する o  © ゆ 
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神経 受容 器の 研究 は、 蛇が 熱 受容 器 を 使って 獲物 をつ きとめる こと を 示して いる。 蛇が 感じる の は、 知覚の スクリ ー ン上を 横切る 「暖かい」 点な ので あ 

る。 蛇 は 「熱」 を攻擊 する よう プ 口 グラム された ロボ ッ ト なの だ。 

人間 はしばしば 同様な 「リアリティ」 の 隔たりに 遭遇す る。 人間 は、 自分と 蛇が 異なる のと 同じように、 人間同士の 間で も 異なった プロ 

グラム をされ ている ロボット なの だ。 人間が 使いこなせる 喉頭と 手に よる 言語の 数 はまち まちで ある。 もっとも 原始的な 人間 は、 子供 時代に 隣人が 話 

していた 方言での み コ ミ ュ 二 ケ —シ ョ ンし、 村の 生活に と つ て 必要な 単純な 人工 物し か 操作で きない。 

高度に 文明 化された 幼生 期の 人間た ち は 何百と いう 喉頭と 手に よる 象徴 体系 を 習得して きた。 教育 を 受けた ロシア 人 や アメリカ人 は、 

互いに いくつかの 言語で 話したり、 文章 を 書いたり し、 広範な 機械的 加工品の 生産、 職業的な やりとり、 科学的な コ I ド 作り、 スポ ー ヅゃゲ I ムの儀 

式な ど を 共同で 操作す る ことができる。 

幼生 期の 人間と コミュニケ I シ ヨンす る 場合、 非 言語 的な 手がかり により、 回路 一が 安全で、 回路 二が 協調 的で ある ことが、 一旦 確か 

めら れ ると、 次に とるべき ステップ は、 喉頭と 手に よる 筋肉 思考 的 言語が 共有され、 適切に 交換され るよう にす る ことで ある。 大抵の 幼生 期の 相互 作 

用 は 短く、 限定され ている。 売買。 サ I ビス。 文化的な 再 保証 を 引き だすた めに 工夫され た表屬 的な 社会化。 広範囲な 喉頭と 手 を 用いる 会話 は 複雑さ 

をし よい こむ。 というの も、 感情的 要因が 入り こんで くる ことが 避けられ ないから である。 他人に 情報 を 与える こと はしばしば 後悔 を 伴う。 情報 を も 

S.  M.  12.  r  E.  S.  M.  一".  L  E.  S.  M.  ー2.  L.  E.  S.  M.  一 2.  r  E.  S.  M.  ー2.  r  E. 
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大気圏 外心 理学の 中心 概念 は、 個人の 神経 的 リアリティが 個人に よって 異なる という 考えで ある。 めいめいの 人間 は、 ュニ ー クな 神経 

配線の バタ I ンと 固定された 臍の緒 的な 生命線に よって 規定され る 世界 を 扱う。 浮上す る 人間の 発達段階 を 昆虫の 変態との 類比で 理解す る ことが 可能 

なよう に (自分自身の 変身に ついては、 あまりに * 近な ため、 われわれ は それ を 正当に a 価で きない)、 「リアリティ」 の 電気-神経 的な 独自性 を 他の 種の 意識の 島 を 考える こ 

とに よ つ て 理解す る ことが 可能だろう。 

蛇 を 考えても らいたい。 視覚 的な スキャナ ー を もって 観察す る われわれ は、 一匹の ネズミ が 床 を 横切ろうと している 時、 一匹の 蛇が 釜 

首 を もたげ、 攻繫 する の を 「見る」。 われわれ は その 蛇が 自分の 見て いるもの— 毛に 覆われた 褐色の 動物 を 「見て いる」 と 仮定す る。 しかし、 蛇の 

釗 りこみ は神柽 フィルムの 瞬間 的な 露光で あり、 神柽- 臍の緒 的な リアリティ を 規定-制限 する S ㊁營 
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1. 回路 一 の 生物学 的 生存の 言語 は 地球 的な ものである。 「私 は 安全 だ」 「あなた は 安全 だ」 という 動き や 音 は、 文化に 関わりな 

く ほぼす ベての 動物に よって 認識され ている。 痛み や 身体 的 脅威 を 表現す る 行動 もまた 広く 認められ ている。 われわれが ここで 語って いるの は、 食べ 

る、 吐く、 吸う、 うんざり する、 抱きしめる、 うめく、 身体 的に 攻繋 する、 威す といった ことにつ いてで ある。 


2 回路 二の 感情 言語。 身分 を 伝える 身ぶ り、 姿勢、 声音な ど は ほぼ 普通 的に 認められ ている。 親密 さ、 支配、 服従、 懇願、 供与、 

強制、 受動的 不平な ど を 示す 身ぶ り 信号 はいかなる 通 文化的な 辞書 も 必要と しない。 

I 時 キャディ ラック は 最高の 身分 を 示して いた。 その後、 スラム街の ポン 引き や コカインの ディ I ラ ー を 象徴す るよう こなつ.^。 


3 回路 三の 喉頭と 手に よる 言語。 象徴 や 人工 物 は、 同様な 刷り こみ を 共有す る 文化 集団、 つまり、 重大な 時期に、 同じ 様式の 喉 

頭の 器用 さと 手の 象徴 化に さらされた 文化 集団に 全面的に 限定され る。 階級、 力 I スト、 職能 集団が 重要と なる。 この 第三 回路の 文化に は 次の ような 

ものが 含まれる。 

人工 物の 製作 集団 


M ニト . L.  E.  S.  M.  I ト . L.  E.  S.  M.  一，  L.  E.  S.  M.  12.  L.  E.  s.  M. 一 
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的 システムの 配線の 仕方 (つまり 性的 システム を 興奮させる 合図) を 決定す る。 慼党 的、 感情的、 精神的、 社会的 刺激が、 その後の 性的 党醒ゃ 発散 を 促す バタ ー 

ン (性的 風土) を 形作る ので ある。 

第 四 回路の 性的 刷り こみの 偶然の 逸脱に ついては、 精神科 医に 充分 認識され てきた。 初期の 勃起 や オルガスム は 変態的な フェティ シズ 

ムを 生み出す 可能性が あるの だ。 

精神的-象 徵 的な 第三 回路の 刷り こみが もつ 力学 や 神経 論理の こと は あまり 知られて いない。 話す こと やそれ に まつわる 操作 的な 行動 

の 獲得 は、 喉頭と 手の 筋肉の 第三の 脳に よる 配線に 関わる 特殊な 刷り こみ を 含んで いる。 思考 は 喉頭の 九つの 筋肉 を 動かす ことによって 速成され る。 

子供が 言葉 を 習得して いる 最中、 接触す る 人間 モデルの 精神的 スタイルが 吸収され る。 これらの モデル は 両親で あり、 さらに 重要な の は 年上の 子供た 

ちで ある。 象徴的な 精神 活動の やさしい 卷き 毛が 伸ばされ るの だ。 これ はもつ とも 傷つき やすい 時期で ある。 環境の 中に いる 人々 の 精神的な スタイル 

や 感情的な モデルが、 子供の 心の 性格 II どれ だけ 開かれて いるか、 他人 を どれ だけ 信頼で きる か、 引っ込み思案 か、 拒絶 的 かな ど II を决定 する。 

子供 は 特殊な 思考 方法 を 刷り こむ (配線す る)。 一旦、 こうした 知的 バタ ー ンが 刷り こまれる と、 後の 教育 は 心の 操作の 様式に は ほとんど 

影響 を 及ばさない。 喉頭と 手に 基づく 心が 用いる 八つの 認識 様式に ついては、 『八つの 能力 を もった 脳』 の 第三 章に 述べられ ている。 その 刷り こみ 

は、 重要な 拡張 期に 存在す る モデルに 固着す るの だ。 

刷り こみ は 神経 フィルムの 瞬間 的な 露光で あり、 神 g- 臍の緒 的な リアリティ を 規定， 制限す る ©  ® 参 
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ん坊の 神経系 は、 軟らかくて 暖かい ミルク を 生み出す 刺激の 映像 を 「生きて いくため に 良き もの」、 安全な ものと して 永遠に 刻印す る。 もし この 内胚葉 

的 刷り こみが、 適切な 刺激 を 必要と する 重要な 時期に 刺激がなかった ために 行われな いと、 基本的な 「生存の ための 安全」 システムが 効果的に 形成され 

ず、 人間との 接触が うまくいかなくなる。 

*  人間 を 標的と する 第一 回路の 刷り こみに 失敗す ると、 幼兕 性の 分裂 症 や 自閉症が 生み出される。 その プロセスと 治療法に ついては、 _.^|^ 

の 能力 を もつ 脳』 の 第 一 章の 中で 論じて ある。 

神経の 刷り こみの もっとも 重要な 側面 は、 四つの 幼生 期の 神経 回路が 年齢と ともに 順番に 花 開く という ことで ある。 それぞれの 神経 回 

路が 出現す ると、 四つの 神経-臍の緒 的な 生命線が 拡張する。 

たとえば、 思春期 前に は、 性的 回路 は 萌芽 的な ものである。 思春期に なると、 性的 器官に 劇的な 心理学的、 解剖学 的な 変化が 生じる。 

これらの 変化 は 非常に 顕著な ので、 幼虫から 蝶への 変容に たとえられる 変身に ついて 語って いると いっても いい かもしれ ない。 この 時点で、 性的 活動 

を 仲介す る 神経 回路が 花 開く。 性的 刷り こみの 重要 期ない し 「感じ やすい」 時期が 存在す るの だ。 性的 アンテナが 出現し、 盲目的に 根 を 張る 場所 を 探査 

する。 

はじめて 性的 システムが 興奮 させられ、 全体 的な 反応 を 示す 時、 性的な 刷り こみが 行われる。 刷り こみ 時の 神経系 全体の 活動 状態が 性 
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「生後 数 時間、 実験者に よって 世話され た ひな 鳥 は、 それ 以降、 その 実験者 や 他の 人間に 対して、 普通、 親鳥に する ような 反応 を 示す 

ようになる」 ことが 見出され てきた。 最初に 接する 暖かな 勳く 体に 神経-臍の緒 的な 固着 を 起こす の だ。 

「実際、 もっとも 驚くべき こと は、 人間 を 親と して 刷り こまれた 動物が 何 力 月 かの 後に 成人に 達した 時、 同じ 種の 動物 を 好んで いるに 

も かかわらず、 人間に 求愛 反応 を 示す という 事実で ある。 人間の 手に 乗せられて 育った 鳥 は、 普通、 トレ I ナ ー の 手に 求愛 行勳を 示す の だ。」 

刷り こみ 理論 を 人間に 適用す る ことの 意義 は、 それが 自己、 意識的 選択と いった 合理的な 概念 を 紛糾す る ことで ある。 実際、 それ は S 

F 的な ロボット 譚を髡 鬆 させる 存在論 的な 無力 感を ほのめか している。 神経学 的な 状況 は 次の 通りで ある。 人体 は 神経系と いう 三十 億 以上の 細胞から 

なる コミ ュ ニケ I シ ヨン 網に よって 制御され ている 多数の 受容 器と 発散 システムからで きている。 それぞれの 器官 は 複雑な 繊維の バタ ー ン によって 配 

線され ている。 各 神経細胞 は 情報 を 受容、 評価し、 六 万に も 及ぶ 他の 神経細胞に それ を 伝達す る。 一連の 身体 的 行動の 引き金と なる 特定の 配線 バタ ー 

ンは、 刷り こまれた 刺激に よって プログラム される。 それぞれの 神経-臍の緒 的な 生存 システム を 活性化す る 特殊な 刺激 は、 偶然の I 致— 「感受性の 

鋭い 時期」 に 存在した 外的な 要因に よって 決定され る。 人間と は、 たまたま 刷り こまれた 合図に 反応して、 標準化 された 発散 システム を 起動 させ 

る 神経の 刷り こみに よって プログラムされ、 操られて いる ロボット なの だ。 

新生児の 赤ん坊 は、 直接的な 生存に 必要な 行動 バタ ー ンを 備えて いる。 自分 を 養って くれる 刺激 や 授乳に 反応す るの だ。 生後す ぐに 赤 

刷り こみ は 神経 フィルムの 瞬間 的な 露光で あり、 神経-臍の緒 的な リアリティ を 規定-制限 する  •  ©  # 
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ある。 一旦、 その 臍の緒が 完成す ると、 幼生 期の 神経系 は、 生命 維持の ために 働く。 偶然の トラウマ によって その 蘩 がりが 断 たれたり、 故意に 撇 回さ 

れた 場合 は 例外で ある。 そのような 場合、 ポスト 幼生 期の コンテ リジ エンスが 獲得され る。 

刷り こみに 関する 事実 は、 元々、 動物行動学から 来た ものである。 動物行動学と は、 「自然の 状態の 下 や、 野外 観察に よって 提示され 

る 手法と 問題 を 活用す る 実験室での 研究の 下で、 動物の 行動 を 比較 研究す る 学問」 (ウィリアム • エトキン) である。 

コン ラッド. 口 I レンツと 二 コ. ティン バ ー ゲンが 最近、 この 分野の 先駆 的な 研究に よって ノ. I ベル 赏を受 貧した 二 九 七三 年)。 

刷り こみの プロセス に関する もっとも 面白い 側面 はこの ような ものである。 あらかじめ 設計され た 通りの 反応 を 引き起こす 外的 刺激の 

最初の 選択 は、 通常の 学習 プロセスから 生じる ので はなく、 動物の 成育 初期の 短い、 特別の 「臨界 期」 の 間に、 その 刺激に 短時間 さらされる ことによ つ 

てな される。 

幼児の 身体 は 見知らぬ 新しい 惑星 上に 浮かぶ 宇宙船の ような ものである。 刷り こみ は、 自らが 接し、 根差す 暖かな 表面 を 求めて その 宇 

宙 船から 伸びた 生命線で ある。 そのよう にして、 リアリティの 島が 生み出され るの だ。 

「もし 刷り こみが、 この 世に 存在し はじめて 最初の 数日のう ちに 達成され ない と、 他の 時に も 『おこらない』。 そのような 動物 は 他の ど 

んな 動物に 対しても 適切な 反応 を 起こせない。 同じ 種の 成員と どんなに 付き合っても、 そうした 反応 を 生み出さな いの だ」 (エトキン) 


；. M.  一 2.  L.  E.  S.  M.  ー2.  r  E.  S.  M.  T.  r  E.  s.  M.  T.  L  E.  S.  M. ヌ L.  E. 
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^  刷り こみ は神径 フィルムの 瞬間 的な 露光で あり、 神径- 臍の緒 的な リアリティ を 規定-制限 する 

神経の 刷り こみの 発見 は、 人類の 四つの もっとも 重要な 知的 業績の 一 つと 言って いい かもしれ ない。 他の 三つと は 空間、 時間、 ェ ネル 

ギ I を 含む アイ ンシ ユタ イン 的 量子力学 的 等式、 非常に 混み合った 銀河の 中で 地球 を 天文学的に 位置づけ たこと、 生化学 的な 長寿、 遺伝子 コント 口  — 

ル、 共生 的 コミュニケ， ショ ンを 可能に する 遺伝子-進歩的 プ ロセス の 解読で ある。 

順番に 行われる 神経系の 刷り こみの 理解 は、 Psi-Phy  (物理 心理学) の トランプ 札に 第 四の 力， ドを 付け加える。 

刷り こみと は、  < 前もって 敷かれた 発散の 道に そって) 生存に 役立つ 特殊な 神経-臍の緒 的 行動 を 仲介す る 神経 回路が、 その 発散の タイミング、 

方向 性、 目的 を 決定す る 内的、 外的な 刺激 を 環境の 中から 選択す る プロセス なので ある。 

刷り こみ は、 神経系から、 生存の ための 物質的な 刺激 を 提供す る、 惑星 表面上の エネ ルギ， の 束へ と 広がる 神経-臍の緒 的な 生命線で 

刷り こみ は神柽 フィルムの 瞬間 的な B 光で あり 、神経-臍の緒 的な リアリティ を 規定-制限 する o ㊀暴 
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存在論 的な 愛国主義 者 は 固定された 遺伝子、 神経 的 構造に 深く 根差して いる。 人間 ロボット は、 人間の 神経の 機構に 無知で あるに も か 

かわらず、 驚くべき 効率 性 を もった 物質的 欲求に ついては、 互いにう まく コミュニケ ー シ ヨンし 合って いる。 
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これらの 十二の 遺伝子 的 類型 は、 十二の 黄道帯の 星座、 最初の 十二 人の タ ロットに 登場す る 人物、 十二 人の ギリシャ-口  I マの 神々 と 

して 大衆化され ている。 これらの 十二の 類型の それぞれ は、 遺伝子 的に 別個の ものと みなす ことができる。 それぞれが 人間の 幼生 期の 進化 プロセスに 

貢献し、 特別の 生存の ための 仕事 を 果たす よう 調整され た、 刷り こみ 済みの 神経系 を 運んで いるの だ。 

遺伝 的な 専門家に 加え、 個人の 発達の 四つの 時期に 刷り こまれる 環境 モデルが、 人 ゃグル ー プ によって異なる リアリティの A を 決定す 

る。 第三 回路の 出現の 際に 子供が さらされる 言語と 方 |百 が、 喉頭 部 や 手に 筋肉の バタ I ンを 刻印し、 それが 固定 化されて、 認知 的-象徴的 リアリティ 

を 限定す るので ある。 

この リアリティの ュニ ー クな 特殊性が 窻 味して いる ことの 一 つ は、 この 惑星 上 を 動き回つ ている 幼生 的な 人間の 種類に は 十二 あり、 異 

なった 文化的 刷り こみ を もった たくさんの 人間 集団が あって 大抵の 場合、 それぞれが 異なった リアリティの 中で 慕ら している という ことで ある。 さら 

に 付け加えれば、 一九 六 〇 年代 以来、 われわれ は 目的 もな く ふらつ いている 数百 万の 半分 変異した ヒッピ ー を 抱えて いる。 

人々 は リアリティの 島の こうした 選択 性 を 無意識の うちに 認識して いる。 社会的な 集合 ゃ雠散 はこの ような リアリティの 盲目的 信仰に 

反応す る 傾向が ある。 異なって いる 者 はすべ て 気違い か、 よそ 者な ので ある。 よそ 者 恐怖症 は 霊長類の 神経系の 性質に 基づいて いる。 ハチの 巣 は 他の 

リアリティ を 容認で きないの だ。 

神経 愛国主義 すべての 身体 は 好みの リアリティ を もっている  ©  ®  © 
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こと を 示して きた。 新しい 種が 出現す るた びに 新しい より 複雑な 神経系の 段階が 進化して きた。 単細胞の 種 は 原始的な 接近/回避の レべ ルに とどまつ 

て、 る。 大抵の 哺乳類の 形態 は 個体の 筋肉に よる 支配の レベルに とどまつ ている。 他の 群れ を 成す 種 は、 前 象徴的な 社会的 コ ミニ ュニケ ー シ ヨンの レ 

ペレ こ 達して いる。 原始的な 人類 は、 象徴の 操作と 人工 物の 組み立ての レベルに とどまつ ており、 ホモ. サピ ェ ンスゃ 何 種類 かの 昆虫に 顕著な 定着 

と 性的 役割の 分化に は 至ってい ない。 

本書の 姉妹 書 ともいうべき 『進化の 周期律 表』 と 『生命 ゲ ー ム』 の 中で、 太陽光線の 体系的な 季節的 変化が 受胎 時に DN  A の 方に 差異 

を 生み出し、 それが 人間の 神経 遺伝子 的な 「類型」 を 決定 するとい う 仮説 を 述べた。 さらに、 この 十二の 黄道 带の 「徴候」 が、 おおまかに、 神経 配線が は 

つきり と 異なる 十二の 種 を 人格化し、 系統 発生と 個人的 発達の 十二の ステ —ジを 反映し、 緣り 返す のか もしれ ない と 述べた。 つまり、 各 黄道 琳の 「種」 

は、 地球 外への 移住に 備え、 惑星 上の 生命の 進化に 関わる 十二の 神経学 的な 段階の 一 つ を 習得す る ことに 対応して いるの だ。 

*  裁判の 判決で 十二 人の 陪審員 を 用いる 伝統 は 幼生 的 社会に 住む 人間の 種類が 十二 種類 ある こと を 無意識の うちに 認識して いる 証拠 かもしれ 

ない。 

昆虫の 群体の 成員が ハチの 巣 的な 生存 方法に 欠かせない 特定の 役割 ！ 労働者、 なまけ 者、 戦士、 繁殖力 旺盛な 雄、 卵 を 抱く 女王な ど 

II を 果たすべく 遺伝 的に 前もって プログラムされ ている ように、 幼生 期の 人間に は 十一 一 種類の 類型が あるの だ。 


S で ACE  MIGRATION  INTEl-UGENCE  INCREASE  UFE  EXTENSION 


主義 I.K へての 身体 は 好みの リアリティ を もっている 


幼生 的 リアリティ は 刷り こみ 時に 神経系に 割り当てられる 局地的な 環境の 島に よ つ て 規定され る。 科学的 観点から 見る と、 リアリティ 

と はさま さまな 速度 周期で 絶えまなく^ 巻く 爾 磁的 波動の 海で ある。 神経系 を もった 身体 を 含む われわれの 構造 はそう した 涡卷 きが 一 時 的に 凝縮した 

もの だ。 

人間の 神経系 は 周期 的な 周波数 スペクトルに そった 小さな 禅 域の 波 を 受け取る よう 遺伝 的に 設計され ている。 

人間の 意識、 すなわち 個人的 リアリティ は、 神経の ダイヤルが チュ ー ニン グを 合わせる、 周波数 スペクトルに そった 点に よって 決定 さ 

れる。 

これまでの 章で、 神経系が 十一 I の 幼生 的-地球 的 段階 を 経て 進化し、 将来 十一 | の ポスト 地球 的な 段階 を 経て 変異して いくだろう という 


神 g 愛国主義 すべての 身体 は 好みの リアリティ を もっている 會 ㊀ 
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*  かれらと は 何者な のか？ 未来の われわれ である。 

第 八の 終末論 的 回路 を 要約しょう。 有機的な 生命 は、 進化して、 量子 的 性格 を もった 銀河 規模の 超 生理的 コンテ リジ ュ ンス (構造 的に は 

核-重力 的) の 一 部と なる。 


M.  T.  r  E  S.  M.  一 2.  r  E.  S.  M: ヌ r  E.  S.  M.  一 r  E.  S.  M. 一 
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配列す る ことができる。 そのような レベルの コンテ リジ エンス は、 現在、 人間が コンビ ュ ー タ によって 指示され る 生産 工程 を 組み立てて いくのと 同じ 

くら い 簡単に、 前 も つて プロ グラム された D  N  A 暗号 を 組み立てる ことができる。 

喉頭と 手に よって シンボル を 操作して いる 原始的な 心が、 量子 的 知性 を 想像す るの は、 むろん 不可能に 近い。 けれども、 理論 は、 こう 

したより 高次の コンテ リジ エンスの 形態の 可能性 を 受け入れ るよう われわれに 強いる のではないだろう か？ 現在、 提示され ている、 それ 以外の 唯一 

の 宇宙論 的-終末論 的 オルタ ナ ティブ は 次の ような ものである。 

— 前 カンブリア 紀の 軟泥の 中で、 稲妻に よって 引き起こされた、 蛋白質と 炭水化物の 無作為の 偶然な 集合が、 容赦ない 生 

存 競争 を 勝ち抜い たも つ とも 陰険な 形態で ある 「人間」 を 残した。 

I 神教 のい う 人間 化した 警察 裁判所の エホバ。 

原始的な 人間の ある 者が 現在の 科学的な 証拠に 基づいて、 すぐれた 超 生理的な コンテ リジ エンス を 想像で きる という 事実 そのものが、 

次のように 仮定す る 勇気 を 与えて くれる。 高次の 知性なら 少なくとも われわれの 推論 を 実験に 基づく 思想と 等しい ものにする ことができる という こと 

だ。 つまり、 もし われわれ がより 高次の 量子力学 的な コンテ リジ エンスの 可能な 性質 を 明らかにする ことができれば、 遗伝 的な 未来に 待ち かまえて い 

る 「かれら」 はきつ と、 そうした 性質 を われわれの 想像 通り、 あるいは それ 以上に 発揮で きる だろうと いう ことで ある。 

超 生理的、 神柽 原子 的 終末論- 生物学 は 量子 的-重力 的 コンテ リジ ェ ンス へと 進化す る o  © 秦 
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有機体の 進化の 方向 性 は 今や 明らかで ある。 単細胞 有機体で はじまった 生命 は、 より 高い コンテ リジ H ンスを 輸送. 促進す るた めに、 

次々 に 新しい 神経 回路と より 複雑で 効率的な 身体 を 生み出し ていく。 この 生物学 的 プロセスの きわめつ け は、 DN  A と 意志の疎通が できる、 つまり、 

RN  A レベルの 情報 を 受信、 統合、 伝達で きる 第 七 回路の 脳で ある。 

第 七 回路の 脳の コンテ リジ ヱ ンスの 副産物と して、 テレパ シ ー と 異種 間 共生 (われわれの 局地 銀河に ある 何百 万と いう 生命 体の 住む 惑星の 半分に 存在して 

いると みられる より 進んだ 種との 共生 を 含む) が ある。 

*  テ レパシ ー( すなわち 神経 電気 的 コミュニケ —シ ヨン) は ポスト 地球 的 現象で ある。 テ レパシ ー 的な コミュ ニケ —シ ヨン は 声 を 使った 象徴的な コ 

ミ ュニケ I シ ヨンが 海洋 動物の 間で 発生し えない ように、 四千 マイルの 大気の 海の 底で 徘徊して いる 間 は、 発生し えない。 われわれ は ttMII 

回路 (左脳) を 活性化 1? るた めに 水から 這いで なければ ならない。 惑星の 表面から 離れ、 自由 空間に 住む ようになった 時、 テ レパシ |( 第 六 回 

路の コンテ リジ ヱ ンス) は 起こる だろう。 

進化の 第 八 局面 は コンテ リジ H ンスの 超 生理的、 神経 原子 的 構造への 変容で ある。 この 量子力学 的 プロセス は、 必ずしも、 有機的な 記 

憶 や 生物学 的 コ ン テリ ジ ェ ン ス の 破壊 を 含む もので はなく、 恐らく、 神経 遺伝 的な もの を 核-重力-量子 的な もの へ と 合体させる ものだろう。 

超 生理的な コンテ リジ H ンスは 核 粒子の 速度と 周波数で 物質 を 受け取り、 生み出す ことができる、 すなわち 原子 を 構造 的な バタ— ンに 
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その 答え は DN  A である。 

そして 夜空の 森の 中で 明るく 輝く どんな 持続的 知性が DN A を 設計した のだろう？ 

確かに、 遺伝暗号 は 偶然の 分子の 結合で はない。 それ は 超 生物学 的な 知性に よって 生み出された、 手段と しての メッセ ー ジ であり、 方 

向性 を もった エネ ルギ ー なの だ。 

この 知性 は 規模に おいて は 天体物理学 的で 銀河に 充満し、 至る所に 存在して いるが、 量子 構造の 中に 凝縮され てつめ こまれて いる。 数 

十億 年の 生物学 的 進化の 青 【善 真が あらゆる 細胞の 核の 内部に 包み こまれて いるよう に、 天文学的 進化の 量子力学 的な 青写真が 原子核の 中に 見出される 

ので ある。 

われわれ は 意識 を 構造に よ つ て 受け取られる ェ ネル ギ I として 定義して きた。 そして 知性 を 構造に よ つ て 伝達され る ェ ネル ギ ー として 

定義した。 生命 形態の コンテ リジ エンス は 解剖学 的 構造と 有機的 形態に よって 形作られ、 限定され る。 原子 構成 粒子の 重量 場 は 明らかに、 より 早く、 

複雑で 広範な レベルの 意識と 知性 を 可能に する。 

大気 圈外 心理学 は、 DNA が 神経細胞-脳より 優れてい るのと 同じぐ らい DN  A よりす ぐれて いる コンテ リジ ェ ンス を、 天体物理学 

的 構造の 進化が 含んで いると 仮定す る。 

超 生理的、 神経 原子 的 終末論 生物学 は 量子 的-重力 的 コンテ リジ エンスへ と 進化す る  •  ®  • 
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大気圏 外心 理学 はこのう わべ の 自己 賛美が 偽りで あると 主張す る。 人間の 哲学 を 特徴 づける 尊大 さと 脅え た 非 観 主義に 導く 間違いだ と 

主張す る。 

大気圏 外 心理学的な 観点から 言う と、 すべての 生物学 的 形態 は、 遺伝子 的 「脳」 である DN  A を 収容. 輪 送す るた めに、 DNA こよつ 

て 生み出された 仮の 口 ボ ッ 卜で ある。 第三 回路の 喉頭と 手に よる 筋肉 的な 心が 人間の 目的に 仕える 機械 を 設計して 組み立て たように、 D  N  A ま 人間 

を 含む こわれやすい 複製 可能な 有機体 を 組み立て たの だ。 DN  A の 知性が どの 程度 人間の 知性より すぐれて いるか を 人間の 心が 想像す るの は 明らか 

に 難しい ことで ある。 DN A によって 処理され る 複雑さと 時間の 長さ を 考えれば、 DNA の 知性 は、 人間が ゼン マイ 仕掛けの 人形より すぐれて いる 

のと 同じぐ らい 人間の 知性より すぐれて いると 言って い いだろう。 

偉大な 原始的 大気圏 外 心理学者、 ウィリアム. ブレイク は 次の ような 疑問 を 提出した。 

夜の 森の 中で、 

明るく 輝く 虎よ、 虎よ、 

一 体、 どんな 不死の 手 や 目が、 

汝の 対称性 を 考案した のだろう？ 
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者 や 教育 を 受けた 親た ち は 脱皮 前の 危機の 出現 を 事前に 認識し、 子供の 不安定な 局面の 通過 を 助ける 方法 を 学ぶ だろう。 

遺伝学 はもう 一 つのより 長く 続く 永続 化の 形態 を 明らかにする。 DN A 暗号 は 自ら を 生かしつ づけ、 不死で あるよう に 設計され てい 

る。 大気 圈外 心理学が 主張す るよう に、 もし われわれが DN  A に 刷り こみ を 行い、 意識的に RN  A 信号 を 解読す る 方法 を 学ぶ ことができるなら、 過 

去 三十 像 年の 神経 進化の プ 口 グラムと 未来 数十 像 年の 神経 進化の プ 口 グラム を 含む D  N  A の 時間 的な 青写真 を 体験す る ことができ るだろう。 D  N  A 

は 身体 や 神経系に よって 受け取られた 信号 を 記録し、 党え ている。 このように われわれ は DN  A における 吸収 を 通して 生きて いるの だ。 

しかし、 神経 的、 遗伝 的な 再 受肉化 は 依然として 生物学 的な ものである。 神経細胞 や タンパク質 分子の レベルに おける コンテ リ ジェン 

スは核 を 構成す る 素粒子の プロセスの 規模、 速度、 パヮ ー と は 較べ ものに ならない こと は 明白で ある。 

幼生 期の 哲学の 自我 中心 性と 地球 中心 性 は 他の エネ ルギ ー 形態 [I とくに DN  A 暗号と 原子核 I に比べ、 人間の 知性 を 過大評価し 

てきた。 幼生 的な 科学 は、 宇宙が 物理的 法則に よってた だ 盲目的、 受動的に 動かされる 化学 原子からで きている とわれ われに 信じ込ませよう とする。 

惑星 地球の 歴史の ある 時点で、 特定の 分子が たまたま 稲妻に 誘発され て 蛋白-ヌクレオチド を 形成し、 それが 偶然 を 通して、 自己複製 をし はじめた。 


そして、 ランダムな 選択と 突然変異 を 通して、 さまざまな 生物学 的 形態が 進化した というわけだ。 この 盲目的な 進化 プロセスの 頂点が ホモ. サ ピエ 

7^ だと われわれ は 告げられる。 「人間-は 惑星 上の、 そして 恐らく この 宇宙の なかの 唯一 の 自己 意識的な 知性 形態 だと 信じられて いるので ある！ 


超 生理的、 神柽 原子 的 終末論 生物学 は 量子 的-重力 的コ 


へ と 進化す る 
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4  超 生理的、 神経 原子 的 終末論 II 生物学 は 量子 的-重力 的 コンテ リジ H ンスへ と 進化す る 

究極の 質問 は、 生物学 的 進化の 最終 地点 はなに かとい うこと である。 

大気圏 外心 理学が 提出す る 回答 はこうで ある。 核-量子-重力 場に 見出される 超 生理的 構造との 融合 あるいは そうした 構造に よる 吸収 を 

通しての コンテ リジヱ ンスの 変異。 

神経学 的に、 それぞれの 新しい 神経 回路の 出現 は 「死と 再生」 を 伴う と言う ことができる。 新生児 は胼 皮し、 動き回る 子供になる。 確か 

に、 幼児の 「リアリティ」 は 十八 歳の 同一人物の 「リアリティ」 と は 異なる が、 最初の 脳 は 成長す る 神経 網の 一部に 繫 がれた ままと どまって いる。 このよ 

うに、 個人の 進化に おいて は、 新しい 神経 回路の 出現 は、 古い 回路 を 合体. 編入して いく  I 速の 再 受肉化 (変 I) を 明らかにする。 

*  大気 圈外 心理学 は、 子供の 成長の 際、 開花す る それぞれの 回路の 活性化に 先立って、 脱皮 前の 危機が 訪れる こと を 予測す る。 将来、 心理学 


S で ACE  MIGRATION  INTEl-CGENCE  INCREASE  UFE  EXTENSION 


4 四つの 地球上の 回路 を 選択 的に リプリント する 

-X 身体 を 制御す る 

^ 連続 的な 再 刷り こみに より、 複数の リアリティ を 創造す る 術 を 身に つける 

X 刷り， J み (すなわち 体驗 的に DN  A 暗号と 同一 化する) 

«5 核-量子 的 知性 を 解読す る 

寿命 延長と 宇宙 移民が 達成され るだろう。 
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4 善悪、 徳と罪 を 明確に する 倫理。 

ヌ 美醜、 芸術的な ものと そうでな いものと を 明確に する 美学。 

リアリティの スペクトル を 明確に する 存在論。 

_A 生物学 的 進化 は どこに 向か つてい るの か、 そして それ は どのよう にして 表現され るかと いう こと を 説明す る 遗伝子 的 目的論。 

o6 意識が 身体 を 去る 時、 なにが 起こる か を 説明す る 究極の 超 生理的な 神経 原子 的 終末論。 生命の 目的 は— 

S.M. ヌ L.E. 

宇宙 移民 (space  Migration) 

知 增 4<(-nt 三 gence  Increase) 

寿命の 延長 (Life  Extention) 

われわれ は 時間 (LE) と 空間 (SM) を 使うた めに 頭 p) を 使うよう 設計され ている の だ。 

これらの 三つの 関連す る 目的 要 網のう ちで もっとも 重要な の は、 知性の 増大で ある。 人間が 次の ような こと をす る 道具と して 脳 を 使い 

こなす 方法 を 学んだ 時— 

S.  M.  ー2.  L.  E.  S  MJW.L.E.  S.  M. 一 や L  E.  S.  M.  一 ，  r  E.  S.  M.  一 2.  r  E. 
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かにす る。 


大気圏 外心 理学 は DN A によって あらかじめ プログラムされ ている 個人と 種の 進化の 進路 をお おまかに 描く 恒星 間 神経 遺伝子 学 を 明ら 

完璧な 哲学的 体系 は 普通、 次の もの を 含む。 

L われわれ は どこから やって きたの か、 そして それ は どのよう にして はじまった のかと いう ことにつ いての 宇宙論 的 説明。 

Z 地球の 自律 性、 制御、 規制、 可動性な どに 関する 破壊的 及び 調和 的 表現に 含まれる 種々 の 要因 を 説明す る 政治 理論。 

^ 真偽と 正誤 を 明確に する 認識論 的な 理論。 


恒星 間 神経 遺伝子 的 目的論 
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体に 凍結され てはいない。 脳の リアリティ は 三十 億の 細胞 ネット ヮ ー クの 周辺で 発光す る 何百 万と いう 生命 電気信号が 相対的に 変化す る ナイアガラの 

淹 なので ある。 「意識 はも はや 凍結され ていない」 という 言葉 は 比喩的な もので はない。 信号の 流れ を 決まりきった バタ I ン から 解放す る、 シナプス • 

レベルでの、 生化学 的-電気 的 変化 を 指して いるの だ。 「静的な 刷り こみ. 条件 づけの 世界」 という 言葉 は、 リアリティの * に ひっかけられた 神経 配線の 

プログラム を 指して いる。 

7: 第 七 リアリティ は 神経系に よる、 DN  A 分子からの RNA 信号の 受容で ある。 それ は、 共生 的な 種と 種の テレ パシ ー に 導く 遺 

伝 的 メッセ —ジ なの だ。 リアリティと は 神経 構造に よって 記録され る エネ ルギ ー だから、 われわれ は、 装置 的、 概念的に 受け取る 準備が できて いる も 

のし か 「見る 一 ことができない。 第 七 回路で は D  N  A-R  N  A の 信号が モニ タ ー される の だ。 


S で ACE  MIGRATION  一 NTEt-UGENCE  INCREASE  UFE  EXTENSION 

くに つれ、 七つのお おまかな リアリティの 階級 も 開花す る。 

*  八 番目の リアリティ は 超 生理的、 超 生物 的な もので、 量子の プロ ジヱ クシ ヨン. ブ I ス から 投影され る コンテ リジヱ ンスを 含んで いる。 サ 

1 フ アツ ティ、 シ ラグ、 ハ I バ I 卜ら による 物理学と 意識の 研究 グル —プの 刊行物 を 参照しても らいたい。 

L 第 一 リアリティ (生物 細胞 的) は 成人の 内胚葉 型の 生存 テク 二 ックに 刻印され ている 幼児の 刷り こまれ、 条件 づ けられた 世界で ある。 

Z 第二 リアリティ (運動 筋肉 的) は 感情-政治的 テクニックに 刻印され ている 這う、 騒ぐ、 歩く という 子供の 刷り こまれ、 条件 づけら れ 

た 世界で ある。 

^ 第三 リアリティ (左 S によって 仲介され る) は 成人の 言語 テクノロジ I に 刻印され ている、 喉頭と 手に よる シンボル 操作 を 学習す る 子供 

の 刷り こまれ、 条件 づ けられた 世界で ある。 

4 第 四 リアリティ は 社会的-性的に 家庭 化された 資任を 伴う 刷り こみ. 条件 づけの 世界で ある。 

ケ 第五 リアリティ (身体 意識) は 生存の ための 刷り こみに よ つ て 検閲 を 受けない 自然の 信号 を 直接 受信し、 重力の 欲求 を 選択 的に 自覚 

する。 

^ 第 六 リアリティ は 神経系の 神経系に よる 神経系に ついての 刷り こみで ある。 アイ ンシ ュ タイン 的 意識 はも はや 幼生 的な 回路 や 身 

神 柽遗伝 子 的 存在論 リアリティに は 八つの 解剖学 的な レベルが ある o  ®  • 
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教的 教義の 受容に 基づいて、 人間の 倫理 性 を 評価す る ことに 抗議した。 ラメトリ は 底の 浅い 物質主義者 として 語られて 

いるが、 理想主義 的な 哲学者に も 影響 を 与えた。 

「一 八 世紀 物質主義 のこの スケ I プゴ ー ト」 は、 彼の 著作 を I ぺ ー ジも 読んだ ことのない 多くの 人々 によって 非難 さ 

れ、 見くびられ てきた。 彼の 著作で もっとも 有名な の は、 『L、Homme  Mechine』 である。 

四つの 脳の 人間 は、 リアリティ を 刷り こまれ、 条件 づ けられた リアリティの 島の 安心で きる 確固と した 基继 ではなく、 神経系の 変化す 

る 流れの 内部に 位置づけられる 化学的な 神経 遺伝子 的 存在論 を 受け入れる ことができない。 「人間 機械」 という コンセプト は、 低 次の ロボット 回路 を 超 

えて 変身す る 準備ので きていない 人た ちに とって、 耐えられな いものな の だ。 

人 は 自分が いかに 完全に ロボ ッ 卜 化されて いるか を 自覚す るまで は、 自らの ロボ ッ ト 性から 進化す る ことができな いので ある。 この 点 

の 簡単 明瞭な プ レゼ ン テ一シ ヨンが、 ウス ペン スキ一 によって 引用され ている、 機械化に ついての グ ルジェフの コメント、 『奇跡 を 求めて j の 中に 見 

出される。 

大気圏 外心 理学 は、 信号 を 受信す る 神経 解剖学 的な 構造と 同じ 数の リアリティが 存在す ると 主張す る。 七つの 神経 解剖学 的 回路が 花 開 
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存在論 的 疑問 はかく も 簡単に 解決され る。 だから、 かって あれほどの 混乱が あった ことが 不思議な くらいだ。 結局、 血液循環 は 四 世 S 

前に 理解され た。 神経系の 構造、 慼党 器官の 繊維に よる 配線と 脳との 繫 がり は 解剖学 的に きわめて 明瞭で ある。 したがって、 初期の 解剖学 者 や 生理学 

者た ちが、 神経系が 意識の 座で あり、 人間の思考 を 悩ませ、 混乱 させて きた 多くの 存在論 的な 疑問に 対する 回答で ある こと を 理解で きなかった のは不 

思議で ある。 多分、 ここで われわれ は、 意識 や 知性の 拡張 プロセス を 説明しょう とする 試み をお おい 隠す もう 一 つの 不思議な 計画的 愚か さや 保護 的な 

近視、 そして 種の タブ ー などに 直面す るだろう。 神経系に ついての 事実 は、 幼生 期の 神学 的、 政治的な システムに とって、 あまりに 挑戦 的で、 面啥ら 

わせる のだろう。 種が 神経学 的な 事実に 直面し、 ロボットが 自らの 回路 を 解読す るの は、 進化の 時計で 見る と、 あまりに 早す ぎる だけな の だ。 

ジュリア ン. オフ レイ. ドウ. ラメトリの 哀しい 運命に ついて 考えて いただきたい。 未来 を 予見す る 才能に より、 彼 は 医師の ポストから 

外され、 オランダ へと 追放され たの だ。 ， 

ラメトリ は 比較 法に よって、 人間と 他の 生物との 関係 性 を 証明し、 有機体の 進化論へ と 踏み込んで いった。 精神 生活 

は 進化の もっとも 低い レべ ル において すでに 観察で きる と 彼 は 述べて いる。 ラメトリ は 脳の 機能 を 調べる ことによ 

つ て、 精神 生活の 発達に おいても つ とも 重要な 脳 形成の さまざまな 段階 を 区別しょう とした。 彼 はまた、 宗 

神経 遺伝子 的 存在論 リアリティに は 八つの 解剖学 的な レベルが ある <D  ®  <w 
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神経 遺伝子 的 存在論 —— リ ァリ ティに は 八つの 解剖学 的な レべ ルが ある 


本書 は 神経 遺伝子 的な 存在論 —I- リアリティの 八つの レベルと それらの 相互作用の 理論 ——— を 提示す る。 

すべての リアリティ は、 神経の 構造に よって 受信、 蓄積、 伝達され る インパルスの 神経学 的な 存在論で ある。 意識 は 構造に よって 

受け取られる エネ ルギ ー として 定義され る。 知性 は 構造に よって 伝達され る エネ ルギ ー として 定義され る。 人間に とって、 構造と は 

神経 回路と それらの 解剖学 的な 繫 がりで ある。 上記の 三つの 文章 を 再読して いただきたい。 

何千 年と いう 間、 存在論 者た ち は、 リアリティの 性質に ついて 無益な 思索 をつ づけて きた。 これ 以上の 議論の 余地 はない。 神経系が 人 

間の リアリティの あらゆる 側面 を 決定す る ことに 間違い はない の だ。 「リアル」 な ものと は、 神経 端末に よって 記録され、 神経の 記憶 バンクに 瞎 I 化さ 

れ、 神経繊維 によって 伝達され る ものな ので ある。 


で 
あ 
る 
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れ ている 「少女の 下着」 が 刺激的な の だ。 これらの 肯定的な 手がかり は、 あるがままの 自然が もつ 審美的な 快楽の ためで はなく、 刷り こまれ、 条件 づけ 

られた 報酬の ために 探し 求められる。 

幼生 期の 報酬-快楽 は 「ショ ー ビジネス」 と 社会的 「芸術」 の 間で 制度 化されて きた。 巧みな 芸術家 は、 社会的 条件 づけが 安全 \ 危険、 力 

強い/弱い、 有能/愚か、 性的に 覚醒させる ものに 結びつけ てきた 刺激 を 無意識の うちに 選択す る。 芸術的に 成功と みなされる ものの 基準 は 様式 化さ 

れ、 社会的に 条件 づけら れ、 幼生 的な 象徴に よって 学習され る。 けれども、 第五 回路の 歓喜 は 地上 的に 条件 づ けられた 意味から 解き放 たれた、 自然の 

刺激に 対する 感覚 器官 の 反応な の である。 

過去の 進んだ 文明で は、 官能的 歓舂を もたらす 伝統的な 修行 を 生み出した 達人 や 快楽主義 者に よ つ て 第五 回路 は 獲得され た。 身体 的 技 

法 は 裸の 自然 を 賛美す る 禅 的な 美学で あり、 象徴 を 迂回す る 直接的な 刺激で ある。 神経 身体 的な 技法 は 身体 を ハ ィ にさせる の だ。 

多くの 社会的 芸術の 源 は、 「芸術的な もの」 として 社会化され、 刷り こまれ、 学習され てきた 何者かの 神経 身体 的な 信号で ある。 

現在、 技術的な 豊か さ (とりわけ バ-ス コント 0  1 ルの装 雲) と 組み合わ さった 身体 的 機能の 化学的 知識 は、 われわれ を 第五 回路の 突破の 地点に 

まで 速れ ていった。 人間 は、 身体 意識に より 多くの 時間 を 捧げ、 いかにして 身体の 会話に チュ I ニン グを 合わせ、 身体 意識の 正確な 制御 を 可能に する 

身体 ョ I ガを 習得す るかと いう こと を 学ぶ ことに 多くの 時間 を さいている。 
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自然 愛好家た ち を 何百 万 も 生み出した。 何人 かの 禅の 哲学者 は、 この 宙に 浮いた 不確定の 状態から 皮肉 を こめて 価値 を 引き出し ている。 たとえば、 ゥ 

エルナ！ エア ハ ，トは 人生の 無意味 さ を 賛美した。 

第五 回路の 活性化 は 恒星 間 存在の 幼児期 を 記す ものである。 ヒッピ ー や 禅の 達人 は、 神経学 的に は 翔ぶ 準備が できて いるが、 技術的に 

はま だで きていない、 生まれた ばかりの 蝶で ある。 かれら は、 来るべき 変身の 無害な 使者と して 歓迎され る 代わりに、 予想通り、 汚名 を 着せられ、 無 

理 矢理、 地下に 追い やられた。 

ミュ ー ジッ シャン、 詩人、 ァ —テイスト、 審美 家た ちが、 伝統的に、 神経 身体 的 意識 や、 感覚的 経験 を 鼓舞す る ドラッグの 代弁者で あ 

つたの は、 第五 回路が 審美的な リアリティの 回路 ——— 直接的な 感性 や 自然の アイ ンシ ユタ イン 的 相対性、 禅の 洞察な ど —を 明確に する からで ある。 

「それが あるがままの 美しい あり方な の だ」 というわけだ。 

美 は 見る 者の 身体 神経 的な 「私」 の 中に 存在す る。 

神経系の 各 回路 は 「楽しい もの」 や 「報いの ある もの」 に関して、 独自の 刷り こまれた 基準 を もっている。 回路 一 では 母親の エプロン やお 

もちやの 銃が 面白い ものである かもしれ ない。 ここで は、 安全性 は 美しい。 回路 二 は 支配と 可動性 を 約束す る 刺激 を 歓迎す る。 回路 三に おいて は、 喉 

頭と 手に よる 象徴的な 報酬が 美しく 見える。 百 ドル 紙幣が 美しく 見える の だ。 回路 四で は 精子-卵子の 刺激が ある。 力 ー ト. ボネ ガットに よって 記憶 さ 
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安全性、 パヮ ー、 成功、 社会的な 責任な どに 基づいて ではなく、 美学的、 身体 的な 知恵に 照らして 選択し、 それに ダイヤル を 合わせる こと を 学ぶ こと 

がで きる。 いい 気持ちに なること、 地球の 引力から 脱出す る こと を 学ぶ ことができる」。 

神経学 的な 六 〇 年代 以来、 官能 性 や 身体への 消費者の 興味が 花 開く の を われわれ は 見て きた。 マッサ ー ジ、 感覚的 覚醒、 ョ ー ガ、 武術、 

ダイエット、 健康食品の 流行、 エロ ティ ック なショ ー などが その 例と して あげられる。 「新しい 快楽主義」 は 第五 回路の 禅 的 意識の はじまりの 徴候な の 

である。 

第五 回路の 変異の 引き金に なった 原因 は、 もちろん、 神経 身体 的な ドラッグの 発見であった。 一九 六 〇 年代、 テクノロジ I 社会に 住む 

人々 は、 神経 身体 的な 化学物質が 身体 を 「タ I ン. オン」 をし、 この 世の リアリティの 島々 から 逃げ出す 道 を 提供す る こと を 発見した。 この 発見の 瞬間 

は、 たいていの 人に とって 倫理的な 爆発に 相当す る。 身体 的 啓示 は、 すべての 幼生 的な 社会 倫理 システム によって、 例外な く 不道徳な ものと して 非難 

される と 同時に、 身体 的な ネット ヮ ー ク にチュ ー ニン グを 合わせた 美学 者た ちに カづ よく 支持され てきた。 しかし、 神経 身体 的敏 喜が 抱える 問 埋は、 

それが ポスト 幼生 期の 反応で ある ことと、 地球 的 存在に と つ て 複雑な 生存 価値 を も つてい る ことなの である。 

身体 的な 感覚 を 受信、 統合、 伝達し、 身体 を タイム. シップと して 制御す る 能力 は、 惑星 外 存在に は 必要 だが、 地上の 生命に とって は 

危険な 混乱に もな りうる。 一九 六 〇 年代の ド ラック. カル チヤ ー は 社会的な 絆から 自由にな つたが 行く 所の ない、 快楽主義 者、 ヒッピ I、 官能主義者、 
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が 帝国 を 堕落 させ、 もし 頹 廃が 阻止され ていたら、 帝国 は 拡張し つづけた だろうと いう とんでもない 趣旨の ことが 述べられ たの だ。 

ジョン ソン 丄ー クソンの 静的な 道徳 主義 は、 歴史の 革命的な 周期性 を 認識す る ことができない。 蕾から 花が 咲く ように、 高潔な 共和国 

(ス テ-ジ 十一) は 中央集権 化された 帝国 (ス テ-ジ 十-一) へと 開花し、 帝国 は 身体 的な 快楽主義 (ス テ-ジ 十三) へと 開花す るの だ。 社会主義が 口 ッ クン. 口 —ルを 

禁じる の はこの 傾向 を滅 速させる ためで ある。 

過去に おいて、 快楽主義 は 必ず 帝国の 崩壊に 導いて きた。 帝国の 略奪 (capture) は 個人的な 歓喜 (rupture) に 対抗で きなかった。 だから、 快 

楽 主義 は 幼生 期の 歴史家た ちに は 革命的な 進歩と は 認識され ず、 社会的な 脅威と みなされて きたの だ。 神経系が 幼生 的な 刷り こみ を 自由に 着脱で きる 

ようになった 時、 刷り こみに 支配され た ロボット 性から 抜け出す 第一歩が 取られた ので ある。 『快楽主義 的 心理学の 原理と 実践』 (『サイコ 0 ジ！ 卜 

ゥ デ—』 I 九 七三 年 I 月 号に その 要点が 記載され ている) という 本の 中で、 神経 身体 学と 快楽 心理学の システム 論 的 研究 を 支持す る 大胆な 試みが なされた。 快 

楽 論 は 最終 地点で はなく、 地球 外 存在 へ と 向かう 進化に おける 過渡的な 局面と みなされなければ ならない。 

I 九 六 〇 年代の 快楽 心理学の 出現 は、 公的な 嘲笑と 迫害に よって 迎えられた。 幼生 期の 政治家た ちが 快楽主義に 文化的な 危険性 を 見た 

の は 正しかった。 神経 身体 的パ ー スぺク ティブ は、 人間 を ハチの 巣 的な 報酬 (ここで は D ボットと みなされ ている) への 執着から 解き放ち、 あるがままの 満足と 

超 社会的な 美学的 啓示 を もたらす 展望 を 切り開く ので ある。 啓示と はこの ような こと だ。 「私 は 内部の 身体 的な 機能の 制御 を 学び、 入って くる 刺激 を、 
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間 は 進化の この 段階で 互いに やさしく 接する よう 勧められ ている。 なぜなら、 変異 は 不確実 性と もろ さの 時期 だからで ある。 実際、 個人 は 自分自身の 

人生に おいて 進化 を 繰り返す ので、 それぞれの 幼生 期の 段階で、 もし 子供が これから 起こる 神経学 的な 変化に ついての 正確な 情報 を 与えられれば、 役 

に 立つ だろう。 変身に まつわる さまざまな 事実の 説明と いう こと だ。 

不幸に も、 異なった 刷り こみに 由来す る さまざまな 要求が、 政治、 教義、 倫理と して 外在 化させられ ている。 神経学 的な 相 遠が 社会的 

矛盾と して 「外部に 制度 化」 されて いるの だ。 子供 や 幼生 期の 大人が 変化の 圧力に 対して 感じる 恐れ、 さまざまな リアリティの 観念に ついての 疑惑、 変 

化に 適応で きない 無能 性と いった もの は、 もっとも 基本的な 幼生 期の 不安 I 神経の 臍の緒 的な 役割 を 果たす 刷り こみの つながりが ゆるんで しまう の 

ではない かとい う 不安 —— によ つ て 引き起こされ ている。 

第 四 回路から 第五 回路への 転換が 複雑な の は、 それが 反社会的と みなされて いるから である。 快楽主義の 危険！ 社会的に 危険な 歓喜 

の 回路の 発見。 「私の あるがままの 身体 的 感覚 は 地上の 社会的な 報酬より もっと 楽しく、 興味深い。 私 は 自由で ハイな 状態に いたい。 この 世の 出来事 

は ロボット 的な の だ」 

一 九 六 〇 年代、 ジョン ソンと ニクソン 両 大統領 は、 アメリカ人の 労働の 美学 は 快楽主義に 脅かされ ている こと を はっきりと 認識した。 

若者た ちが 広域の 外国の 海岸で 戦闘す る ことに 興味 を 失った 時、 大統領の 一般教書の 中で、 不吉な 「口 ー マ 帝国の 凋落」 との 比較が なされた。 快楽主義 
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ここで 語って いるの は、 「神経 遺伝子 的な 政治学」 について である。 変身 至上 主義と 言っても いい。 個人の 成長に おいて 新しい 回路が 現 

れる 際の 転換期 は、 心が 騒々 しく 不安定と なり、 傷つき やすい。 思春期 は そのような 疾風 怒濞の 時期で ある。 新しい 人 M や トンネル-リアリティ- ァ 

ンデン ティ ティの 出現 は、 複雑な 生化学 的 変化、 何百 万と いう 神経繊維の 手の こんだ 新しい 配線、 より 高次の 神経 センタ I の 発達と そのような センタ 

〜による 管理、 新しい 刷り こみ や 生物 電気 的 バタ I ンの 上昇と いった ものに 基づいて いる。 こうした 神経 臍の緒 的な 転換の もろ さは 充分に 理解され て 

いない。 第一 回路の 受動的な 安全性 を 強調す る 状態から 第二 回路の 可動性と パヮ ー を 強調す る 状態への 移行 は、 神経系 を 非常に 傷つき やすくさせる。 

赤ん坊 は 母の 腕から 去って、 遊び場に 出向く。 新たに 活性化 される 性的な 身体に 直面す る 思春期の 子供た ち は、 社会的な アン デン ティ ティ を 育む ため 

の 圧力に さらされる。 

この プロセスの 繊細 さと、 新しく 「固定」 された 刷り こみの 永続性 は 畏敬の 念 を 起こさせ ると 同時に 恐ろしい。 神経系の 各 回路が 浮上す 

るた びに、 新しい 人間が 創造され るので ある。 

新たな リアリティの 島の 拡張 は、 以前の 「リアリティ」 を 妨げる ことなく、 遂行され なければ ならない。 新しい 「人間」 は 統合され なけれ 

ばなら ない ので ある。 

人間 は、 現在、 第 四 回路から 第五 回路、 地球 的 存在から 大気 圈外 存在に 変貌しつつ ある、 混乱し、 脅え た、 幼生 的な 生き物で ある。 人 
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「心」 は 「自然が 美しい こと」、 強烈な 快楽の 源泉 は 身体 的な 融合で ある こと、 社会的な 報酬 や 地球 的な 満足に は 身体 意識に 比展 しうる ような もの は 存在 

しない こと を 発見す る。 われわれ は 第五 回路の 禅 的 体験 を 身体 的 回路の と 呼んで いた。 身体 は 地球への 執着から 解放され、 恒星 間 空間の 無重力 

の 中 を 航行す る 準備 を 整える ので ある。 

第五 回路の 存在と あるがままの 歓喜 体験 は、 つねに 幼生 期の 社会的 法律に よって 禁じられ、 タブ， 視 される 話題であった。 というの も、 

もし 人間が 自らの 身体の 内部に 快楽と 啓示の 源泉 を 発見 するとしたら、 地球 的な 社会的 報酬に 献身したり、 深く 関与した りする ことが 少なくなる にち 

がいない からで ある。 これ は 社会的な 刷り こみから 逃げ出す ための、 遺伝 的に あらかじめ 定められた 傾向で ある。 歴史的に 見て、 美的、 歓喜 的な 体験 

が 社会的 認可 を 「超えた」 昼 かな 黄 族に 受け入れられ ていたと いうの は 偁 然 ではない。 

それぞれの 神経 回路 は、 出現した 時点で、 先行 段階 を 未熟な ものと 見なす 惮 向が ある こと を これまで 見て きた。 乳児 は 歩き回る 子供に 

とって 未熟で ある。 新しい 体験 や 「少年と 少女の ゲ —ム」 を 密かに 発見す る 思春期の 子供 は、 興味深げ なや さしい 優越感 を もって、 思春期 前の 子供の シ 

ン ボル 操作 を 見つめる。 

刷り こまれた めいめいの 「心」 が、 自らの 安定性 を摇 るが しがち な、 新しく 浮上して くる リアリティ を 不安気な 非難の 目で 見る こと もま 

た 真実で ある。 
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党 受容 器から 神経系へ とな だれ 込んで くる、 毎分 何十 億と いう 信号 は 検閲され、 脳幹の 反射 レベルで 意識から 排除され る。 生存の ための 戦略 は 歴然と 

している。 身体と は 何十 兆の 細胞から 成る 多くの 器官 を もった 生物学 的 生存 装置な ので ある。 もし 四つの 脳 を もつ 個人が さまざまな 感覚に よって 発せ 

られる 無数の 同質 異像的 信号から 成る 交響 波に チュ —  二 ング したら、 彼// 彼女 は 幼生 的な 生存に 必要な ものに 注意 を 払う ことができないだろう。 

むろん、 脳 は 身体の 仕組み や 生理に ついて 細かい ところまで 正確に 「知って」 おり、 | 秒 間に 何百 万と いう 信号 を モニタ I している。 し 

かし、 幼生 期の ロボット 的 心 は、 反射的 反応に 「縛られ」、 自らの 装置 を 解読す る こと も、 意識的に 制御す る こと もで きないの である。 

四つの 幼生 的 回路の それぞれ は、 限定され た 紋切り型の 刷り こまれた 報酬- 吉 痛の 合図 を もっている。 食べ物の 好み、 感情的な 手が か 

り、 喉頭と 手に よる 象徴的 反射、 家庭 化された 性の 慰めな どで ある。 「身体」 が 刻一刻と にぎやかに 交わる 何十 兆と いう 同質 異 像の 細胞から 成る、 無 重 

力に 浮かぶ ために 設計され た、 心身 的な 禅 的 快楽 実験 所 だとい うこと を 「心」 が 発見す ると、 刷り こまれた 報酬 は、 静的で、 色褪せた ものに おもえる。 

「あるがままの 身体 意識」 の 活性化 は 進化に おける 劇的な | 歩な の だ。 身体の 快楽主義 的 復活 は 大気圏 外 存在へ と 向かう 第 | 步 であり、 奥深い 哲学的 発 

見で あり、 「ス ピリ チャル」 な ことなの だ。 というの も、 それ は 家庭 化された 地球 的 人間に は 禁じられ ている、 反社会的 快楽 行動の 文脈で 起こる からで 

ある。 

われわれ はこの 第五 回路の 浮上 を 「快楽 的 ギャップの 疾走」 と 呼んで きた。 四つの 神経 臍の緒 的な ライン を 引っ込める ことによって、 

神柽 身体 的 美学 美 は 自然で あり、 芸術 は 人工的で ある  ©  ®  ® 
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I  神経 身体 的 美学 —— 美 は 自然で あり、 芸術 は 人工的で ある 

快楽に は 八つの レベルが ある。 四つの 幼生 的 回路 は、 リアリティの 島との 生命線が 確保され ている かどう か を 知らせる 報酬と 確認の 信 

号 を 提供す る。 四つの ポスト 幼生 的 快楽 は、 自然の エネ ルギ I 信号- —— 自然 エネ ルギ I を 調和 を もって 仲介す る、 幼生 期の 刷り こみから 解放され た 生 

物 学 的な もの —— の 直接的な 自党に よ つ て 生じる。 

本書 は 神経学 的な 禅の 美学が 定義す る 美 を 自然な ものと して 提示す る。 つまり、 自然な もの を 美と して 提示す るの だ。 ここで もまた わ 

れ われ は、 主観的-心身 的 快楽と 刷り こまれ、 学習され た 報酬と を 区別す る。 

最初の 四つの 回路 は、 刷り こみ や 条件 づけの 配線に 意識 を 限定し、 身体 的、 慼情 的、 精神的、 社会的な 報酬に 焦点 を 合わせる。 幼生 的 

な 身体 は 刷り こみの 配線に 縛られ、 ニュ， トン 的 空間での 目標の 定められた ゲ ー ムの 中で、 ロボット 的な 演技 をすべく 訓練され ている。 身体と その 感 
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罪 を 決定す るが、 その 源 はつねに 性的な もの だ。 

十二の 性的な 役割 間の 関係 は、 文明の 基礎で ある。 

さまざまな サブ. カル チヤ I は 特定の 社会的-性的 役割 を 神聖 視し、 他の 役割 を 追放す る ことで、 権力 を 握った 哺乳類 政治家た ちの 好み 

を 中心に して 精密な 倫理 コ ー ドを 作り あげる。 

悲惨な 個人的、 社会的 葛藤 (罪の 意識 や 恥) が 生じる の は、 主観的、 私的な 「善」 が 普通、 社会的-性的な 「徳」 と | 致しない からで ある。 
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定 する。 それ はジ H ンダ ー( 性) の 表現-禁止の 様式と 目的 を 定める ことで あり、 性の 人格化で ある。 「善」 と は、 刷り こまれた 性的 反応 を 引き起 こすもの 

である。 

「善」 と は、 興奮 を 誘い、 魅き つけ、 家庭的な 性の ジュ ー スを溢 れ させる ものである。 「善」 と は 次の ような 体験 を 喚起す る もの だ— 

「おお、 ここ だ！ 私 は 今、 わが 家に いる！」 これ は 生殖器の 貫通-合体 である。 それ は 親に 保護され た コンタクト である。 それ は 集合的な 安全性、 社 

会 的な 認可、 赏賛、 愛国 的 象徴 を 示す 信号の 受信で ある。 それ は サド. マゾ 的な コンタクト である。 それ は 喉頭と 手に よる 律動 的な 融合で ある。 「悪」 

と は、 社会的-性的な 報酬 を 消したり、 脅かした りする ものである。 家庭 化された 霊長類 (人 M) にと つて、 「善」 「悪」 は 主観的な 性的 表現 (生殖器、 親 的、 昇 

華-置換 的) である。 普通、 秘密に され、 往々 にして 無意識的 である。 

徳と罪 は 社会的な 合意に よ つ て 決められる。 それぞれの 文化 集団 は、 ハチの 巣の 保存に 貢献す る 有徳な 行動 や 犠牲的 行為の ル ー ルを設 

定 する。 社会 は 社会的-性的 行動の 制御と 方向 づけに 基づいて いる。 その 集団の 特定の 社会的-性的 徳 感情的、 象徴的、 様式 的 I は、 集団の 初期 

の 歴史に おいて、 自らの 第 四 回路に 刷り こまれた 性的な 奇癡を 文化に 押しつけた 支配者 的な 指導者に よって 決定され るの が 普通で ある。 聖パゥ 口 は 女 

性 を 好まなかった。 マホメット は 一夫多妻 を 好み、 搾取 的な 人物だった。 ルタ I は 父親 的な 人物だった。 大抵の 現代 社会で は 更年期の 權カ 指向 型の 男 

たちに よって 法律が 定められて きたので、 その 道徳 体系 は 気取った、 搾取 的な、 熱狂 的 愛国主義になる 傾向が ある。 このよう にして 社会的 資任 は徳と 
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男性ない し 女性に よ つ て 刷り こまれる 幼生 期の 社会的-性的 役割 は 十一 | ある。 

*  これらの 十二の 役割 はまた、 本書の 第二 部で 説明され る 発達の 諸 段階で も ある。 それぞれの 人間 は 個人的な 発達の 過程で、 これらの 十二の 

段階 を 通して 進化す るが、 十二の 要素の 人間的-社会的な 分子 を 構成す る 十二の 役割のう ちの | つ を 強調す るよう 遺伝子 的に プログラム さ 

れ ている。 

これらの 役割 は 社会と その サブ. カル チヤ— の 家庭 様式に とって どのような 意味 を もっかに よ つ て 「有徳な もの」 とか 「罪深い もの」 とい 

う 価值が 与えられる。 これらの 役割が 主観的に 「蕃」 「悪」 の 判断 を 下される の は、 第 四 回路の 刷り こみに 基づいて である。 

遺伝子 的な 性格 型と たまたま 思春期に 近づいて いると いう 事実に よって 決定され る 第 四 回路の 刷り こみが、 家庭 化された 性的 役割 を 決 
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む。 こうした 幼生 期の 刷り こみと 条件 づけの 社会化が 合意の コミュ ニケ ー シ ヨン を 可能に する。 子供の リアリティの 島 は 親 や 口，" カルな 種族 集団の リ 

ァリ ティの 島と 重なるの だ。 子供 は 適切な 象徴 を 生み出す 喉頭 や 手の 筋肉の 動き を 習得す る。 そのよう にして 認識論 的な ゲ ー ムが 学習され る。 これら 

の 社会的な リアリティの 島 は エネ ルギ ー の 束 を 分類し、 関連 づける ための 名称 を ふくんで いる。 喉頭と 手に よる 象徴、 命名、 学習され る 速 想の 速な り 

などが 「事実」 という 意味論 的な 意味 を 付与され る。 事実 は 狭い 範囲の ゲ ー ムの 限られた 枠組みの 内部に しか 存在し ない。 社会的な リアリティの 島が 

事実と 間違い、 正と 誤 を 決定す る 基準 を 設定す るが、 それら は、 個人に よって 「真実」 として 体験され たり、 「偽り」 として 体験され たりす る ことと 関 

係して いる こ ともあれば、 していな いこと も ある。 
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^ 象徴的な 外 胚葉型 真理 11 私の 人工 物と 象徴 を 識別し、 結びつける 喉頭と 手に よる 第三の 回路に よって 仲介され る 神経 信号。 

4 文化 家庭的 真理 ——- 社会的-性的 役割 を 規定す る 第 四 回路の 刷り こみに よ つ て 仲介され る 神経 信号 (私の 社会的-性的な 価 值)。 

ヌ 神経 身体 的 真理 —— 第五 回路に 直接 記録され、 仲介され る、 幼生 的 生存の 役割から 自由な 身 体感 党 的 信号 (私の 快楽と 美)。 

^ 神経 物理的 真理 ——— 脳に よって 受け取られる 生物 電気 的 インパルス として 記録され るすべ ての 神経 信号 (私の シナプス 的 伝 速)。 

X 神経 遺伝子 的 真理 —— DN  A-RN  A によって 脳に 送られる 信号 (私の DNA の 記憶と 予測)。 

06 神経 原子 的 真理 I 脳に よ つ て 記録 仲介され る 原子-核-量子 的 信号。 

それぞれの 神経系 は 独自の リアリティの 島 を 生み出す。 真理 は 個人の 神経系の 配線 -—— 遺伝 的な もの、 刷り こまれた もの や 条件 づけら 

れ たもの. I によって 規定され る。 「事実」 と は、 人間の 脳が 毎分、 八つの 回路に よって 仲介され る 何十 億 もの 信号の リアリティ I 変化す る 波動 パタ 

1 ン II を 扱う という ことで ある。 刷り こまれ、 条件 づ けられた 個人の 象徴 システムが これらの エネ ルギ I にどの ような 解釈 を ほどこそうと 「真実」 で 

ある (他人に とって は 「真実」 ではない かもしれ ない が)。 ジョンの 第 | 回路の 歯痛 は 歯科医の 第三 回路の 「臨床 的 問題」 である。 

子供 は 生存しょう とする 細胞の 好み、 感情的な 筋肉 反射、 喉頭と 手に よる 象徴、 両親が 属する 文化の 社会的-性的 モデルな ど を 刷り こ 

神柽学 的 認識論 真実 は 主観的で あり、 事実 は 社会的で ある ®  ®  © 
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神 径学的 認識論 il 真実 は 主観的で あり、 事実 は 社会的で ある 

本書 は 神経 遺伝子 的な 認識論 を 提示す る。 主観的に 真実で ある ものと はなに か、 そして 合意の 事実と はなに かとい うこと に関する 理 

真理に は 八つの レべ ルが ある。 

L 生物 生存 的な 内 胚葉型 真理 植物 的な 細胞の 安全性と 危険 を 明らかにする 第 一 回路に よ つ て 仲介され る 神経 信号 (私の 歯痛)。 

Z 感情-運動の 真理 なわばり 的な ステ ー タス-支配-無力 感を 明確に する、 第二の 筋 緊張 型 回路に よって 仲介され る 神経 信号 (私の 
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L 暴力革命 (内胚 葉 パヮ丄 

大気圏 外心 理学 はまた 八 つ の 社会的 集団 を 明らかにする。 

o6 核 構造との 融合 

X 共生 

テ レパシ  サイ ボ ー グ的 融合 

^ 身体 的 融合 —— タン 卜ラ、 自然 コミュ I ン、 宇宙 植民地 

4 文化的 倫理的 集団 (ハチの 巢，、 種族) 

^ 技術的. 専門的. 職業的 集団 

Z 政治 なわばり 的 集団 

L 生物 生存 的 集団 軍事的-医学 的 
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活ゃ 進化 を 脅かす ことに 使う 行動の 規制。 

大気圏 外心 理学 は 八 つの レベル の 革命-啓示 を 明らかにする。 

*  革命 は 物質的な 外部 環境に おける 変化ない し 変異で ある。 啓示 は 神経学 的な 地球 外 エネ ルギ I における 変化ない し 変異で ある。 啓示 を 伴わ 

ない 革命 は 専制で あり、 革命 を 伴わない 維 続 は隸厲 である。 

a 核の 啓示 臺子 時間) 

X 遺伝子 的 啓示 (DNA 時 M) 

^ 電子 的 啓示 (3 時間) 

ヌ 快楽主義 的 啓示 (身体 時間) 

4 文化 性的 革命 (ハチの 巢と 家庭 化の パヮ— ) 

^ 技術 革命 (機械的 パヮ丄 

Z 政治 革命 (外 胚葉型 パヮ丄 
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刺激 を 課す ことの 規制。 とくに これ は、 自らの 欲する あらゆる ドラッグ や 食べ物 を 摂取す る 自由と、 あらゆる エロ ティ ックな 刺激 を 用いる 自由 を 意味 

する。 とともに、 合意な くして 他者に ドラッグ を 強要したり、 他者 を 貴め さいなんだり、 エロ ティ ックな 刺激 を 与えたり する こと を 規制す る こと を 意 

味して いる。 


vd 自分自身の 神経系 を 拡張、 加速、 制御し、 電子 的な 方法で 送受信す る 神経 身体 的 自由。 惑星から 移住す る 自由。 他者の 脳の 報酬 

プロセス や 神経 電気 的な 受容に 干渉す る ことに 対する 規制。 他者の 惑星 外 計画に 干渉す る ことの 規制。 


Z すべての 生命 形態が 共生 的な 融合へ と 進化して いく 遺伝子 的 自由。 他の 生命 形態の 進化 を 脅かす 行為の 規制。 これ はとく に、 遗 

伝 子 研究の 遂行の 自由と、 自らの 進化と 共生 を 促進させる 自由 を ほのめかす。 と 同時に、 他の 生命 形態 を 傷つけ、 操作し、 隸厲 化させ、 虐殺す る 遣 伝 

子 研究の 規制 を ほのめかす。 

06 あらゆる 生命 形態が 超 生理的な 知性と 慰 合する 核の 自由。 核 構成 粒子の 研究 を 遂行す る 自由。 核 エネ ルギ ー を 他の 生命 形態の 生 

神柽 筋肉 政治学 は 八つの 自由と 八つの 制御 を 定義す る  ©  ®  • 
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*  本 害 は 極左と 極右、 両方に よる 広く 知れ渡った 暗殺の 脅威の 下、 刑務所 内で 執筆され ている。 この 原稿が 出版され るか どうか は せいぜい 

半々 の 確率で ある。 大気圏 外心 理学 は 机上 の 抽象 驗 ではない。 こ の 惑星 上の 幼生 的 存在の 危険な リア リテ ィ の 中で 鍛え あげられ たもの なの 

である。 

4 ライフ. スタイルと 社会的-性的 役割 を 選択す る 文化的 自由。 求婚 スタイル、 結婚式、 人格 スタイル、 他者の 家庭的な 習惯に 干渉 

する ことの 規制。 

これらの 幼生 期 的 自由と 規制 は、 物質的、 ニュ ー トン 的、 地球 的な 1G の 存在の 筋肉 政治学 を 明確に する。 

次に lw の 政治学 を 考えたい。 

地球の アイ ンシ ユタ イン 的 存在の 政治学 は、 人体、 神経系、 DNA 暗号、 原子 構造の 内部に おける 自由と ヱ ネル ギ I 制御に 関わって 

いる。 

^ 自分自身の 身体 機能と 慼党 入力 を 制御す る 身体 的 自由。 他者の 身体の 働きと 感覚の 受容に 干渉す る ことの 規制。 他者に 不 本き の 
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政治と はもろ もろの 感情が 外に 現れた ものである。 それ はなわば りに しがみつく、 あるいは なわばり を 防衛す る、 危急 事態 を 告げる 

(交感) 神経に よ つ て 仲介され る 哺乳類 的な 筋 緊張 型 行動で ある。 

地球 的な 自由に は 四つの レベル、 奴隸 状態に は 四つの 状態、 社会的な 連合に は 四つの レベルが あり、 その すべてが、 「トップ」 をき わめ 

たいとい う 基本的に 哺乳類 的な 中胚葉 型の 衝動に 関連して いる。 同様に、 ポスト 地球 的な 存在 を 特徴 づける 四つの 神経学 的な 自由が ある。 

h 生命 や 健康、 そして 他者の 細胞の 生存 を 脅かす 行動の 規制 を 保護す る 生物学 的、 内 胚葉型 自由。 個人の 健康。 公共 的な 健康。 

活力の 補給への アクセス。 暴力の 表現と 制御。 

Z 生きて いる 空間 を 維持し、 自由に 動く ための なわばり 的 自由。 他者の 生 空間への 進入 や 他者の 動き を 制御す る ことの 抑圧。 

^ 人工 物 を 製作、 所有、 使用し、 シンボル を 伝達す る 技術的な 外 胚葉型 自由。 他者の 人工 物 を 奪ったり、 象徴 体系 を検閱 する こ 

とに 力 を 用いる ことの 規制。 

神径 筋肉 政治学 は 八つの 自由と 八つの 制御 を 定義す る  ©  ®  • 
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一六 世紀の 終わり頃、 ジョ ルダ— ブル ー ノは心 を 惑星の はるかかなたへ ごな げかけ るよう 求めて、 ぐら 

つく 世間 を あ つ ご 言わせ^。 宇宙が はずれ を も^ずに 無限に まて 伸びて いる ご 考えた の だ。 

これ は それ 自体、 衡擊 的な こごて はな かつ  <： が、 ブル ー ノは 相当に 遠く まズ 行った。 大陽ご 生命、 すな わ 

ちま だ 見ぬ 人類の 仲間 を も つ ^惑星から 成る 世界が 複数 ある こ ご を 主張し^の だ。 彼 は 人間の 自己 概念 をお 

もちやに し^。 そのこ ごご、 魔術 的な 主張、 そして 政治的な 罠に ょリ、 一六 〇〇 年、 火刑に 処 せられた。 

(チヤ —ルズ .A  . ホイ ッ トニ. I) 
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の 創造者と なる の を 助ける ことができ るので ある。 

人間 はこれ までつ ねに 自分自身の ィメ ー ジに 似せて 神 を 創造して きた。 神経 遺伝子 学 は 今や 次の ような こと を 可能に している。 

L 進化の 順序 を 設計した かもしれ ない 高次の 知性と コンタクト する こと。 

Z あるいは、 高次の 知性 を 創造す るよう 進化の プロセス を 設計す る こと。 

もし 信じられる 尊敬す ベ き 神が 存在し なか つ たら、 あらゆる 手段 を 使 つ て 彼/彼女 を 創造しょう。 われわれに は 話しかける 何者かが 必 

要な の だ。 

現在のところ、 これら は 未来に ついての 教え こまれた 考えに すぎない。 しかし、 われわれの 顕微鏡 的な 希望 は 将来の リアリティ を 生み 

出す ことができる かもしれ ない の だ。 

大気圏 外心 理学 は、 高次の 知性 体が D  N  A 暗号 を 扱う 微視的な 生理学の 内部で 発見され るだろう と 予測し、 時間 を 用いる も つ とも 興 

味 深い 方法 ま、 高次の 知性 体に コンタクトし、 われわれの 神経細胞 や アミノ酸が 彼/彼女と 豳合 できる こと を 期待す る ことで あると 主張す る。 
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I 九 六 〇 年代の 「頭脳 革命」 以来、 神経の 論理と リアリティの 変化に 関する 基本原理が 広く 受け入れられ てきた。 「刷り こみ」 「ls^ 

肺り こみ」 「再 刷り こみ」 というよ うな 言葉 は あまり 頻繁に は 使われな いが、 それぞれの 神経系が 独自の リアリティ を 生み出す という 考え を 「ヒッ 

プ」 な ものと して 受け入れよう とする 人々 は 増えて いる。 この 存在論 的 発見に 対する 粗野な、 冷笑的で すら ある 反応 は、 宽容な 笑い を 浮かべ、 次の よ 

うに 言う ことで ある。 「みんな それなりに 狂って るの さ」 「自分の こと をし ろ」 「お前の 卜 リップ を 俺に 押しつけるな」 

次の 神経学 的な ステップ は 資任を 受け入れ、 つぎのように 言う ことで ある。 「われわれの 刷り こみが リアリティ を 生み出す の だから、 

できるだけ 素晴らしい、 スリルに 充 ちた リアリティ を 選ぼう じ やない か。 ほとんど どんな ことで も われわれ は 想像で きる し、 それ を 現実の ものにする 

こと もで き るんだ」 

もし 大気 圈外 心理学が 大気圏 外の 次元 へ と 拡張する 人間の 知性 を 想像で きるなら、 これらの 挑発的な 可能性 を 実現す る ことが 神経学 的 

に 可能な のではないだろう か？ もし 方向 づ けられた パン スペル ミア 理論 を 想像で きれば、 それ は 存在し うるだろう。 実際、 われわれ 自身が その 理論 

の 実行者になる ことができる。 もし 高次の 知性 体が 宇宙に 種 を まかなかった としても、 われわれに それが できない という 理由 は 存在し ない。 つきつめ 

れば、 農業と は 「方向 づ けられた 種 植え」 なの だ。 

ここに 進化論者と 霊魂 創造説 論者の 対立 を 講 和で きる 可能性が ある。 遗伝子 学者た ち は、 人間が 恒星 間の 移住 を 通して この 惑星 上の 
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1 進化す る 種 を 惑星から 離れられる ところまで 変身させる、 あらかじめ 決定され た 解剖学 的、 そして とりわけ 神経学 的な、 改善の 

順序。 

こうした 大気圏 外 心理学的 観点 を 想定す るのに 「方向 づ けられた パ ンスぺ ル ミア 理論」 を 受け入れる 必要 はない。 もっとも 保守的な 科学 

的 論理で さえ、 

神経系の 使用法の 改善 


遺伝子工学 

同時 的 に 生起す る 人間と いう 種の ストックの バリエ I シ ヨン 化 


地球 以外の 惑星の 植民地 化 

などの 将来 的 可能性 を 示唆して いる。 

サイエンス. フィクション は 大衆 的な 文学 形態へ と 発展して きた。 SF の 最良の もの は PSTPhy  (物理 心理学) になる。 テレビ や 映画 も 変 

化する 未来への 興味の 増大 を 写し出し ている。 けれども、 高次の 知性 体 を 想像で きる SF 作家が ほとんど いない こと は 興味深い。 講和 ある 素晴らしい 

未来 を 描け ない 無能 性 は、 神経系の 性質の せいで ある。 毛虫 は 幼生 期 以降の 生命 を 核心 を もって 害く ことができな いの だ。 


生物 神 g 的な 宇宙論。 生命 は 地球 外に 起源 を もち、 銀河へ と 向かう 連 命 を もつ  d  © 


大気圏 外心 理学  0  © 參 

大気圏 外心 理学 は 次の ような 主張 をす る ことによ つ て、 これらの 古典的な 問題に 新しい 回答 を 提供しょう とする。 

h この 惑星 上の 生命 はュニ —クな もので はない。 

こ の 惑星に 生命の 種子が 植えつ けられた。 

^ さまざまな 種の 進化 は、 生物が 存在す るすべ ての 惑星に おいて、 あらかじめ 決定され た 同一 の プランに 従って 展開す る。 

4 生命 は 自ら を 育てて くれる 惑星から 移住す るよう 設計され ている。 

^ 将来、 一大 変異が 現れる よう あらかじめ プログラムされ ている。 

大気圏 外心 理学 は あらゆる 科学から 証拠 を 集め、 過去の 神経系から 湧き起 こって くる 永統 的な 神話に 敬意 を 払い、 未来 を 待望す る 両方 

のデ ータ*ソー ス から 実用的な 推論 を 引き だそうと する。 

こうして、 最初の アミノ酸の 型が その デザインの 中に 次の ような こと を 組み こんだ と 主張す る 創造的 進化論 を もつ ことが 可能と なる。 

L われわれの 惑星 上と 同じように、 さまざまな 惑星 上で 同時に 展開す る 種々 の 環境の 挑戦 を 生み出し、 それに 対処す る 標準 的な 生 

理学 的、 解剖学 的な 方法。 
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進化：！ 者 は、 複雑な バラ エティ は 単純な ものから 生じた と 信じて いる。 

霊魂 創造説 論者 は 複雑さ ゃバ ラエ ティ は 最初から 設計され ていたと 信じる。 

進化論者 はまた、 プロセスの 「偶発的な」 偶然 性 を 信じ、 前 も つ て 定められた 設計と か 設計す る 知性と い う 概念 を 回避しょう とする 傾 

向が ある。 

霊魂 創造説 論者 は、 神聖な 創造者 を 人格化し、 人類 を 地球上の 生命の 頂点に 位置づける 正統 的な 宗教家で ある 悌 向が 強く、 選ばれた 

信者の ポスト 生物学 的な 死後の 生存 を 許容す る。 ある 神学者た ち は 地球 外の 超 生理的 実在 ——悪霊、 天使、 悪魔、 聖者な ど —— の 存在 を 主張す る。 そ 

うした 神学 的な 霊魂 創造説 論者と、 天国 的な 空想 や 霊魂 創造説 論者が 主張す る 不死 性の 証拠 を 見出せない 科学的な 進化論者の 間に、 埋めが たい 溝が 刻 

まれて きた。 

いずれの 陣営の 中に も、 進化が 持続す る 可能性 を 強調す る 者 や、 未来が 提供す るか もしれ ない 特殊な 生命 形態に ついて 詳しく 考察す る 

者が ほとんど おらず、 いたと しても ごく 少数で ある こと は 興味深い。 天国の 存在 を 主張す る 宗教 的な 正統派 理論の ばかばかし さに び つ くり させられて 

きた 科学者た ちに と つ て、 他の 惑星 や 人類の 未来に 進んだ 形態の 知性が 存在 するとい う 考え は、 とりわけ 当惑 を 誘う ものな のだろう。 

生物 神柽 的な 宇宙論。 生命 は 地球 外に 起源 を もち、 銀河へ と 向かう 運命 を もつ ©  ©  • 
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プ ソン は 地球上で 生命が 進化して きたよう に は、 他の 惑星で 生命が 進化す る 確率 は 少ない こと を 主張して きた。 厳密に 統計的な 進化論者に とって、 人 

間 タイプの 生命の 出現 は、 この 惑星 上で さえ、 不可能で はない にしても、 ほとんど 起こりそう にない ことなの である。 

ほとんどの 進化論者 は 偶然 を 決定的な 要因と みなし、 歴然とした 人類の 上昇 を 独特な 神経系の 偶発的な 出現の せいに する。 


霊魂 創造説 論者 は 進化論者と 同じく らい バラ エティに n んで いるが、 一般的に、 歴史の 初期に、 別個の 種が ャ， ベ ヱ、 エホバ、 神、 

ァラ —などと 呼ばれる 高次の 知性 体に よって 別々 に 創造され たと 信じて いる。 

多くの 霊魂 創造説 論者 は 聖書の wif^ に 頼って いる。 創世記に よれば、 神が さまざまな 種類の 動物 を 創造し、 「人間」 は 別個に 創造 さ 

れ、 「女性」 は 男性が 創造され た 後に 創造され た。 

「ただ 単に 最初に 創造され た 形態と 同じく らいの 種が あるに すぎない」 と 主張した 分類学の 父、 カルロス. リンネな どの 科学者に よって、 

洗練され た 霊魂 創造説の 形態が 生み出され てきた。 ハ I バ— ド 大学の 生物学者、 ルイス. アガシ ズは、 創造者が、 現在 われわれが 目撃して いる 生命 形 

態 を 設計 し た と 明言 し た 。 

これら 二つの 観点の 基本的 相違 は 次の ような ものである。 
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危険、 寒さ を 避ける といった ことで ある。 他の 幼生 的な リアリティの レベルに ついても 同様で ある。 

歴史の この 重大な 時期に、 なぜ？ どこから？ どこへ？ 誰に よって？ という 疑問に 対する 二つのお おまかな ァ プロ ー チが ある。 

I つ は 進化論者の 幼生 的 科学者の ァ プロ —チ。 

もう I つ は 霊魂 創造説 論者の 幼生 的 神学者の それで ある。 

この 「問題」 は、 科学と 神学が 分かちが たく 結びつい ており、 多くの 科学的な 進化論者 たちが 秘密の 霊魂 創造説 論者で あると いう 事実に 

よって 複雑 化されて いる。 

現在の 正統派の 「科学的」 進化論 はこの ように 主張す る。 すべての 動植物 は、 前 カンブリア 紀の 軟泥の なかに 溶け込ん でいた 無機 的な 分 

子が 三十 憶 年 前に 電磁気 的な プロセス によって 放電 を 受けて 生命と なり 進化した ものである。 そして、 偶然と 自然選択が 核酸の 鎖に ゆっくりと では あ 

るが 容赦な く 働き、 生物学 的 生命の 多様性と 複雑さ を 生み出し ていった。 たいていの 進化論者 は、 すべての 生命 形態が 共通の 源から 発生した もの だと 

信じて いる。 種の 違い を 越えて DN  A が 驚く ほど 似て いるから であり、 系統 発生 的な 進化と 個人の 発達が 連続して いるかの ように 見える からで ある。 

この 「偶然-軟泥」 理論 を 提唱す る 進化論者 たち は、 科学的な 無神論者で、 他の 惑星に 人間 タイプの 生命が 存在す る ことに 対して 懐疑 的 

ならびに 悲観的で ある。 かれら は 銀河 内に 高次の 知性 体が 存在す る 可能性に つ いて 口 を 閉ざす 傾向が ある。 指導 的な 進化論の 哲学者で ある G  •  G  . シン 
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態 学 的な もので も、 経済的な もので もない。 哲学的な もの だ。 分娩 前の 憂戀 なので ある。 技術、 経済、 政治の 会議 は 悲観的に ならざる をえない。 真の 

問題で ある 回転儀に よる 航行の 問題 すなわち、 なにゆえ われわれ は ここにお り、 どこに 向かって いるの か、 という 問題 を 回避して いるからで 

ある。 

起源に まつわる 宇宙論 的な 問題 は 方向 性の 理論と 密接に 繫 がって いる。 

生命の 起源に つ い ての 省察 は、 あらゆる 人間 文化の (意識的な いし 無意識的な) 基盤 を 提供す る。 

誰が、 なにゆえ それ をな した か？ 

という 疑問 は 必然的に、 どのように すれば、 われわれ はこれ から 向かおうと している 所に 行きつ ける のかと いう ことに 関する 回答へ と 

導く。 もし ァラ ー がそれ をな したと すれば、 われわれ はァラ ー の 途上に いる。 もし 誰も それ をな さなかった としたら、 われわれ は どこに も 行かない。 

神経系の 八つの 回路の それぞれ は、 独自の リアリティ を 生み出す から、 各 刷り こみ は ひとりでに その 刷り こみに 限定され た 独自の 回答 

を 提供す る。 

たとえば、 回路 ー は 内胚葉 型の 無 自党 的な 細胞の 共存と いう 条件の 下で、 生命の 目棵を 明らかにする。 食べ、 飲み、 呼吸 をし、 苔 痛、 
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ここに 微妙な 問題点が ある。 すべての 幼生 的 人間 は 暗黙の 宇宙論 S. 通、 子供 時代の 神 ほ 系に 刷り こまれた 漠然とした 教義) に基づいて 人生 を まって 

いるが、 大抵の 人 は 自分た ちの 基本的 信念 を 言葉に する こと を ためらう。 というの も、 それらが 合理的な 見解 や 科学的な 視点 を もった 魏査こ 耐えられ 

ないから である。 

幼生 的 哲学者 人間が より 高次の 意識 を も つ た 未来の 変身した 存在の 幼生 形態 だと どうして 主張で き るんで すか？ 

大気圏 外 心理学者 進化が 現在の 人間の 神経系で 止ま つ てし ま つ たと どうして 主張で き るんで すか？ 

幼生 的 哲学者 高次の 知性 体が あらかじめ、 プログラム された 遗伝 子の 青写真 を もった 種 を 地球に 植えつ ける と 考える の はばかげ てい 

大気 圈外 心理学者 生命の 起源に ついての あなたの 理論 は どんな ものなん です か？ 旧約聖書の 創世記？ 偶然と 統計的な 蓋然性？ 

稲妻が メタンと アミノ酸 を 含む 泥の 中で 生命 を 生み出す 引き金に なった？ すなわち、 自発的に 発生した と 考え るんで すか？ 

ひどい 不安が 現代 世界 を 混乱 させて きた。 シュ ペン ダラ ー 的な 運命 〔シュ ペン ダラ-は， 西洋の 没！？ の 著者〕。 この 危機 は改治 的な もので も、 生 


生命 は 地球 外に 起源 を もち、 銀河へ と 向かう 運命 を もつ  ®  , み 


大気圏 外心 理学  ®  @ 


ェ ルピノ この 外に 向かって 広がる もの はなに か？ 

フ イロ セォ この 限界と はなに か？ 


〔リア リ— 本人が 「ファルコン. プレス 版への 序文」 に 書いて いるよう に、 ここまでの 文章 は、 新たに 害き 加えられた ものである。 これ 以降の 文章との 間に は、 十 

年 以上の 開きが あり、 リア リ— の 主眼点が 変わって いる ことに 読者 は 気づく だろう。 しかし、 彼の 考えの 根底に あるの はあくまで も 個人の 自由の 拡大と 意識の 解 

放で あり、 その 舞台が 宇宙空間 であれ、 サイ バ —空間で あれ、 主張の 一貫性が 保 たれて いる こと は 十分に 読み取って いただけ ると 思う〕 


創造的な 宇宙論 者 は、 まず 自らの 理論 を 提示し、 それから、 批判者に 対して、 彼/彼女 (hir) の 理論 を 明らかにす るよう 求める。 

*  この 本で は、 男性と 女性の 鹏 合が 神経 遗伝 的な 必然と して 当然の ことと みなされる。 「男性/人類」 という 一般 用 B8 は 用いられない。 遗伝的 

な ポスト 地球人 間 を 指す のに われわれ は <she> という 言葉 を、 その 所有格に は <hir> という ____0 葉 を 用いる。 もちろん 〈三5〉と<7ミ〉 の 組み合わ 

せで ある。 
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を もっている。 独断 的な 比喩に うつつ をぬ かす もので はない。 それ は、 心理学、 動物行動学、 遺伝子 学、 神経学、 天体物理学の 現時点 

での 科学的 事実に 基づく 仮説 的な 宇宙論 モデルで あり、 生命の 意味と 起源 を 説明し、 現在の 人間 形態 を 幼生 的と みなす 文脈の 下で、 未 

来の 進化 を 予測す るた めの 一 つの モデルな ので ある。 

宇宙論 は、 これまで、 人々 を 居心地 悪く させる ような 思索 を 必然的に 含む 「ぶっとんだ」 危険な 企てと みなされ てきた。 実 

際、 目的論 的な 議論 を 検閲す る タブ— が 存在す る。 この 未来に 対する 恐怖 (ネ オフ オビア) はしばしば 宗教裁判 的な 抑圧に 導く。 ブル— ノ 

は 宇宙論 を 広め、 当惑 を 誘う 未来の 問題 を 掲げた かどで 火刑に 処 せられた。 『無限の 宇宙と 世界に ついて』 と 題す る 論文の 中で、 ブル— 

ノ は 次の ような 啓発 的な 対話 を 掲げて い る。 

エル ピ— ノ どうして 宇宙が 無限 だとい うこと はありうる だろう？ 

フ イロ セォ どうして 宇宙が 有限 だとい うこと はありうる だろう？ 

エル ピノ どうして あなた は その 無限 性 を 証明で きる と 主張す るの か？ 

フ イロ セォ あなた は その 有限 性 を 証明で きる と 主張す るの か？ 

生物 神経 的な 宇宙論。 生命 は 地球 外に 起源 を もち、 銀河へ と 向かう 運命 を もつ  ©  ® 
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この 惑星 上の それぞれの 生命 形態 は 外 宇宙から 移住して きた ェ イリ アンで ある。 われわれ はすべ て 未 確認 飛行 有機体 (UF 

0) なの だ。 

最初の 四つの 幼生 的 局面で は、 1G  (重力) 空間で 生きて いくため に 地球と いう 子宮に しがみつき、 集団 統治に 力点が 置か 

れる。 後の 四つの 局面で は、 身体と 神経系の 個人 管理に 重点が 移る。 

^ 身体 を 無重力の 乗り物と して 操縦す る。 

6. 神経系 を 高速 生命 ュ レクト ロニ ク ス 信号の 受信装置 として 操縦す る。 

人 銀河に 住む 他の 生命 形態との 共生 的な D  N  A の繫 がり。 

& 超 生理的 知性との 融合。 

ここに あげられ ている 八つの 神経学 的 進化の 局面に ついては、 『生命の ゲ I ム』 の 中で 詳しく 取り あげられ ている。 銀河 を 

中心とする 進化の 宇宙論と 目的論 (お望みなら 神学) が 提示され ている ことに 留意され たい。 必然的に それ は I^si-phy  (物理 心理学) の 味わい 

S.M や LE.  5.M.KLE  SM.12.LE.  5.M.RLE  5.SRLE 
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生命と 人類の 歴史 は、 神経系と 知の 技術の 進化に 照らして 見る と、 もっとも 明確と なる。 地理 (ジャワ 原人) や 適応 的な 行動 

(新石器時代の 人間) に 基づく 人類学 的な 範疇の 代わりに、 次の ような 神経 進化の 時期 を 提示したい。 それぞれの 時期 は 後に くる 時期に とつ 

て 幼生 的ない し ロボ ッ ト的 とみな される。 

、 L 単細胞-無 脊椎の 海洋 生物の 局面 I 無自覚 的な 生存の ための 接近/回避 行動。 

2. 脊椎動物 の 局面 —— なわば り 支配と 重力 の 活用。 

^ 人類の 局面 —— シンボル 操作、 口によ る コミュニケ —シ ヨン、 道具の 制作。 

4. 人類の 産業 的 局面 II 労働、 力— スト、 階級、 習慣の 分割 を 可能に する 社会的 役割の ために 刷り こまれた 神経。 

ヌ サイ バ —身体 的 局面 I 重力から 解放され た 身体の 直観的な 制御。 

6. サイ バ I 電子 的 局面 I 個人 は 身体 的プ ログ ラム から 離れた 神経系 を 直観的に 制御す る。 能 意識。 

7! サイ バ— 遺伝 的 局面  < は 共生と 生命の 拡張に 導く 神経系と DN  A 暗号との 直観的な コ ミ ュ 二 ケ— シ ョ ンを 操る。 

DN  A 意識。 

«3 超 生理的な 神経 原子 的 局面 II 神経系と 核 構成 粒子 干 不ルギ —との 直観的 コミ ュ ニケ —シ ヨン。 量子 的 意識。 

生物 神 S 的な 宇宙論。 生命 は 地球 外に 起源 を もち、 銀河へ と 向かう 運命 を もつ ® 六 © 
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生命 は 太陽の 放射線に よって 活性化され、 一 連の 遺伝 的な 脱皮と 変身に よって 展開す るよう 設計され た アミノ酸の 铸 型の 

形で この 子宮 惑星に 着床 させられた。 

恐らく、 銀河の すべての 酸化され た 子宮 惑星 上で 展開す る 八つの 進化の 局面 を 明確に する ことが 有効であろう。 

最初の 四つの 局面 は、 集団 (遺伝 プ —ル) を 子宮 惑星の 二 ュ— トン 的 特性に 適応させる ことに 関心 を 寄せる。 胎児 を 地球の 表 

面に 執着させる ように 工夫され ている の だ。 

後の 四つの 局面の 間に、 個人 はボ スト 地球 的な 情報 空間で 働く アイ ンシ ユタ イン 的な 電気 原子力 的 力 を 解読し、 統合し、 

それに 適応す る。 

最初の 四つの 局面 は 筋肉 機械的で あり、 遺伝子 プ —ルが 執着して いるち つぼけ な 存在の 「リアリティの 島」 を 明確に する。 

四つの ボス ト 幼生 的 局面の 間に、 個人 はこ の 惑星 外で 生命 を 運行させる。 

D  N  A 内 にある 有機的 進化 の 生物学 的な 「基本 計画」 が 、 神経系 の 回路の 解放 を 指図す る。 

個人に とって 主要な 生命の 目標 は、 体内 や 神経系 自体の 身体 的 信号、 DN  A 暗号 や 超 生理的な 神経 原子 的な ュ ネル ギ！ 

パ タ— ンの 信号 を 解読す るた めに、 ますます 知的 rl) になる ことで ある。 

S.M.12.LE.  5.M.RLE  5.M.RLE  SM.RLE. 
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本書 は 神経 遺伝子 的 宇宙論、 すなわち この 惑星 上 や 惑星 外での 生命の 起源、 進化、 方向 性 を 探る 理論 を 提示す る。 

この 宇宙論 は、 恒星 間の 量子 的 情報 構造の 中に 存在す る 高次の 知性 体が すでに この 惑星に メ ッ セ— ジを 送って きたと 主張 

する。 UFO の メッセ— ジは DNA 暗号と、 神経系に よって 受信 可能な 電気 原子 信号の 形態の 中に ある。 

何十 億 年 も 切れ目な く 進化し つづけて いる コ ン テリ ジ ェ ンスの 情報網で ある 生命が その メ ッ セ— ジ である。 

*  情報 • 大気 圏外 心理学 は 「インテリジェンス」 〔知能〕 という 言葉の 代わりに、 H ネル ギ— 信号の 受容 〔意識〕、 統合、 伝達 を 指す 「コンテ リ 

ジヱ ンス」 〔意 能〕 という 言葉 を 用いる こと を 好む。 方向 づけら れたパ ン スペル ミア 説 〔生命 は 胚種ゃ 胞子の 形で 宇宙の 至る所に 存在し、 

環境の 適した 所で 発生 するとい う 学説 —— 『ランダム ハ ウス 英和辞典』〕。 
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喉頭 音と 手 (LM) による 象徴 シ ス テム の 主観的な 真偽と 合意の 虚偽/事実 を 明確に する 理論 —— 神経 遺伝子 的 認識論。 

主観的な 善悪、 合意の 正誤 を 明確に する 神経 遺伝子 的 倫理学。 

美の 自然な 身体 的 次元 を 明確に する 神経 身体 的 美学。 

八つの レベルの リアリティと、 それらの 進化、 相互作用 を 研究す る 解剖学 的、 実験的 理論 II 神経 遺伝子 的 存在論。 

長寿と 高次 の 生命 形態と の 銀河に おける 共生へ と 導く、 個人と 種の 進化の 未来の 進路 を 明確 にす る 神経 遺伝子 的 目的論。 

原子. 量子 レべ ルの 情報 場での 神経系の 刷り こみ を 予測す る 超 整理 学 的な 神経 原子 的 終末論。 
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5.  本書 は 地球 的な 種から サイ バ —量子 的 個人への 進化の 哲学 を 伝える ものである 


われわれ は 核物理学、 天文学、 DNA 遺伝子 学、 動物行動学、 実験的 刷り こみ、 精神 薬理学、 神経学、 行動 心理学に おけ 

る 事実と 理論 を (広範な 見直し や 言い換え をせ ずに) 当然の 事と して 受け入れる。 

科学的 事実の こうした 合意 事項に 基づき、 また 広範な セットと セッティングと 社会的 文脈での、 拡張し、 加速され た 意識 

の 状態 を 用いた 実験に 基づき、 次の こと を 提示す る。 

1. この 惑星 上での、 また 惑星 外での 生命の 起源と 進化の 理論で ある 生物 神経 宇宙論。 

1 哺乳類の なわばり における 筋肉 運動 を 自由に コ ン トロ  — ル する 基本的な 遺伝 的 次元 を 明確に する 神経 筋肉 政治学。 


本書 は 地球 的な 種から サイ パ I 量子 的 個人への 進化の 哲学 を 伝える ものである ®  ®  • 


五 


つづき、 その 有機体 を 他の 有機体に 結びつける 組織化 された 伝達が 第三の 局面と なる。 

したがって、 幼生 期の 個人の 発達 は 十二の 局面 (四 回路 X 神柽 細胞の 三つの 発達段階) を 通して 進行す る。 ポスト 地球 的、 情報 サ 

ィバ I 的 進化 もまた 十二の 局面 (四 X 三) を 通して 進行す る。 

これらの 二十 四の 段階 は 系統 発生 的で あると ともに 存在論 的で ある。 最初の 十二の 神経 発生 的 段階 は 単細胞 有機体から も 

つと も 進化した 昆虫 や 人間社会に 至る この 惑星 上の 生命の 進化と、 誕生から 幼生 期の 成熟 を 経て、 完璧な ハ チの巣 的な 社会化に 至る 個 

人の 発達 を 説明す る。 

これらの 段階の 詳細な 説明 は 『生命の ゲ —ム』 に 見出される。 
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ると、 三つの 発達段階が ある ことが 明らかと なる。 

受動的な 受容と 消 養  ， 

能動的な 統合 

相互 的な 伝達と 融合 

生物学 的な コンテ リジ エンスの 基本単位 である 神経細胞 は 解剖学 的、 機能的に 見て 三つの 部分 を もっている。 信号 を 受け 

取る 樹状 突起、 入力信号 を 蓄積、 統合、 解釈す る 細胞 体、 そして メッセ— ジを 伝達す る 軸索で ある。 それぞれの 神経細胞 や 回路、 そし 

て 実際に は 神経系 全体が これら 三つ の 機能に 分かれて いる。 

単細胞生物 や 無脊椎動物の ような もっとも 低い レべ ル では、 これらの 三つの 機能 は 集団の 生存の ために 働く が、 より 高い 

進化の 段階で は、 個体 間の コミュ ニケ— シ ヨンと 融合が 生存に とってより 重要と なる。 

各 神経細胞の 回路が 個体の 発達の 際に 現れる 時、 受動的な 消費、 受容、 入力の 局面が まず 現れる。 能動的な 局面が それに 

神経の 進化 を 二十 四 段階に 区切る ことが 有効で ある こと を われわれ は 見出して いる。 そのうちの 十二 は 地球 的 (統治 的) な もの、 十二 はボ スト 地球 的、 サイ バ I 量子 的な ものである ®  »  © 
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これらの 文化的 図 像 シス テケム は 前 科学的 文化が 元素 表に 基づく 銀河の 進化 モデル を 表すた め 用いた、 粗野な 心理学的、 神径 象徴的 表現と 

みなされる。 これらの 「オカルト」 システム は 地球上 や 地球 外での 生命の 進化の コ —スを 予測す るた めの 前 科学的な 試みで あり、 人類が 自然 

の 法則 を 象徴 化する 神経 文化的な コ ミ ュ ニケ I ショ ン. システムと みなす ことができる。 

情報. 大気 圈外 心理学 は 主だった 八つの 神 柽学的 進化の 順序 を 概略す る こと を 主要な 関心事と する。 二十 四 段階の 詳細な 説明に 興味 ある 読 

者 は 『生命の ゲ —ム』 を 参照しても らいたい。 

これまでの 章で、 人間 進化の 八つの 時期 を 明らかに してきた。 

四つが 集合的 1 地球 的、 四つが 情報 世界と それ を 超えた 世界の ために 設計され た サイ バ I 量子 的な ものである。 

進化の 目標 を 高次の 知性に 設定しょう。 すなわち、 徐々 により 強烈で 複雑な、 速い、 広範囲の 信号 を 受信し、 統合し、 伝 

達 できるようになる、 神経系の 段階 的 発達と いう ことで ある。 

集合的な 種が より 知性的に なれば なるほど、 適応と 生存の 能力が 増す。 身体 は 脳と 種 を 輸送す る 乗り物で ある。 身体 は 脳 

や 精子-卵子 をより 効率的に 収容. 輸送すべく 進化す る。 

遺伝暗号 は 変身の 段階で 進化す るよう 予め 神経系 を プログラム したの だ。 進化の 基本的 戦略 は 変身と 移住な ので ある。 

個人の 神経 回路の 順 を 負 つ た 発現 は 次第に 複雑さ を 増す 系統 発生 的な 神経系の 出現 を 繰り返す。 神経系の 進化 を 調べ てみ 
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.  神経の 進化 を 二十 四 段階に 区切る ことが 有効で ある こと を われわれ は 見出して いる。 そのうちの 十二 は 地球 的 i 治 的) な もの、 十二 は ボス 

ト 地球 的、 サイ バ— 量子 的な ものである 


『生命の ゲ— ム』 は神柽 進化の 二十 四 段階 を 体系的に 論じて おり、 生物学 的な 人間の 個人的 進化が 化学 元素の 周期 率 表に 見出される 設計図の 

青写真に 符合 している こと を 匂わせて いる。 

この 本 は 周期 率 表 を 原子 的、 生物学 的な 進化の 順番 を 決める 暗号 メッセ —ジ として、 また、 人間の 不朽の 象徴 体系が もつ 哲学的な 意味の 幾 

分か を 解読で きる ロゼ ッタの 石と して 扱って いる。 

周期 率 表に 照らして 理解す る ことができる いくつかの 象徴 体系に は、 次の ものが 含まれる。 

夕 ロット、 黄道十二宮 図、 易経、 卜 ランプ、 ギリシャ や ロ| マの 神話 的な 神々、 へ ブライ 語の アルファベット、 聖 なる 図 像の システム など。 


神経の 進化 を 二十 四 段階に 区切る ことが 有効で ある こと を われわれ は 見出して いる。 そのうちの 十二 は 地球 的 (統治 的) な もの、 十二 はボ スト 地球 的、 サイ バ ー 量子 的な ものである •  ® 
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後の 四つの ポスト 地球 的 段階 は 量子 的 情報 世界の ために 設計され ており、 それゆえ、 個人 は 身体の 信号 を 通して 神経 電気 

的 受容 性、 DNA-RNA 信号の 解読、 原子 構成 粒子の メッセ —ジの 統合な ど を 操る ことができ るので ある。 
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サイ バ —神経 的 11 個人の 脳の 操作 

個人 だけが 神経系 を 操作す る ことができる。 個人の 意識 は、 どんな 強力な 集団に よっても まねで きない 神秘的で 貴重な 一 

人 だけの 体験 をす るので ある。 

サイ バ —遺伝子 的 II DN A 暗号の 操作 

サイ バ —原子 的 —— ナノ テク ノ  ロジ— の 操作 

年代記 的に 生起す る 個人の 進化の 各 局面に おいて、 新しい 刷り こみが 形成され る。 それぞれの 刷り こみ は 後続の 新しく 活 

性 化される 神経 回路の 状態に 備えて、 肯定的 及び 否定的な 焦点 を 決定す る。 それぞれの 刷り こみ は リアリティの 島の レべ ルを 規定す る。 

最近 開発され た、 再 刷り こみの テクニック は、 計画に 沿った 一連の リアリティの 再創造 を 可能に する。 

神経系の すべての 活動が 化学-電気 的な コ ミ ュ 二 ケ— シ ョ ン に基づいて いる こと は 言うまでもない。 

神経系の 最初の 四つの 統治 的 段階 は、 惑星 地球の ュ —ク リツ ド. 二 ュ— トン 的 特性に 対処し、 個人 を 群れ-群衆-種族の リ 

ァリ ティ や 国家 産業 的 リアリティに 適応させる ように DN A 暗号に よ つて 設計され ている。 

人間の 神経系 は 八つの 成熟 段階 を 通して 段階 的に 進化して いる。 各 段階で、 神柽 系の 新しい 回路が 活性化され、 刷り こまれる  •  ®  d 


情報 心理学 ®  <®  • 

七 八 年？)、 生物学 を 超越し、 個人の 心に 進化の 環境 を 位置づける 時が やって きたの だ。 サイ バ— 社会の 到来で ある。 

個人の 進化 

進化の サイ バ— 段階に おいて は、 それぞれ の 個人が 未来 の 形成に 責任 を 負う。 

われわれ はも はや 遺伝子 プ— ルゃ 子宮と しての 世界に 繫 がれて はいない。 

サイ バ— 人間が 習得し なければ ならない、 避けられない 論理的 段階が ある。 より 正確に 言うなら、 個人に よっての み 操作 

されうる 技術が あるの だ。 サイ バ —人間が 航行す る こと を 学ばねば ならない 論理的 世界の 地理が 存在す るの だ。 

サイ バ —身体 的 II 個人の 身体の 操作 

個人 だけが 人体 を 操作す る ことができる。 政府に はすまない が、 それが 物事の あり方な ので ある。 

個人 だけが 身体 感覚的な 世界 を 体験し、 そこに 住み、 進化 を 遂げる ことができる。 

個人 だけが 歯痛 や オルガ スムを 体験す る ことができる。 

最初の 独立宣言、 最初の ソ 口 大陸 間 飛行 は 自分自身の 身体と 感覚 器官の 制御で ある。 
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の 時間で 機能し、 生物学 的な 不死 性と、 より 高次の 生命 形態との 共生 を 可能に する。 DNA 意識。 

環  サイ バ— 原子 的 段階 は 原子 を 構成す る 量子の 物理的 重力 信号に 刷り こみ を 行い、 生物学 的な 生存 を 超越す る。 量子 

意識。 ナノ テク ノ  ロジ I。 

種の 進化 

年代順に 推移す る 種の 進化の 各 段階に おいて、 集合 統治 的 リアリティが 出現す る。 これらの 社会的に 合意され た 神経 プ 口 

グラム は 文化的に 条件 づ けられた 遺伝子 プ —ルの 成員の ために 肯定的/否定的な 磁極 を 決定す る。 善/悪。 タブ—。 

集合的 意識 は 進化の 胎生 状態 を 完了す る こと を 要求され る。 胎児ない し 幼生 的 形態 は 自分自身で 手 を 広げる ことができな 

いの だ。 

統治 的 (ハチの 巣 的) 意識 は 動物の 家畜 化、 農業の 確立、 金属 道具の 製作、 国家 や 帝国の 形成、 船舶、 印刷機、 蒸気機関、 ェ 

場、 発電所、 飛行機、 ラジオ、 映画、 核兵器、 ロケット、 コンビ ュ— タの 建造 や 組み立て など を 要求され た。 

1 一十 世紀の ハ チの巣 文化が、 惑星 を 離れ、 量子 的な 会話で コ ミ ュ 二 ケ —シ ョ ン する 技術 を もった 時に なって はじめて 二 九 

人間の 神経系 は 八つの 成熟 段階 を 通して 段階 的に 進化して いる。 各 段階で、 神経系の 新しい 回路が 活性化され、 刷り こまれる tl  ® 秦 
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号の 受容、 集積、 伝達 を 仲介す る。 闘争/逃走。 

ffl I 象徴的-人工的 段階 II 口と 手の 信号、 言語、 人工 物、 象徴、 道具の 受容、 集積、 伝達 を 仲介す る。 種族 的。 

W 11 産業 段階 I 工場 文化の 性的 役割、 職業、 社会化に 関わる 神経 信号の 受容、 集積、 伝達 を 仲介す る。 

身体 的、 電子-神経 的、 遺伝 的、 原子 的 情報 を 仲介し、 ボ スト 地球 的な 情報 世界に 適応す るた めに 設計され た 四つの 神経 

系の 回路 は 次のと おりで ある。 

V —— サイ バ— 身体 的 段階 II 無重力 環境で 機能す るた めに 設計され た、 政府の 刷り こみに 検閲され ない 感覚-身体 的 信 

号の 受容、 集積、 伝達 を 仲介す る。 身体 意識。 

w II サイ バ— 電子 的 段階 II 生物-電気 的 グリッドの 同時性と 速度で 働く 神経 信号の 受容、 集積、 伝達 を 仲介す る。 政 

府の 刷り こみで はなく、 個人に よって プログラム される。 脳 意識。 

W —— サイ バ —遺伝子 的 段階 は RN  A 信号 を 受容、 集積、 伝達し、 DN  A 暗号に 刷り こみ を 行う。 そのこと によって、 種 
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Tf  人間の 神経系 は 八つの 成熟 段階 を 通して 段階 的に 進化して いる。 各 段階で、 神経系の 新しい 回路が 活性化され、 刷り こま ヒる 


人間の 神経系 は 八つの 成熟 段階 を 通して 段階 的に 進化して いる。 各 段階で、 神経系の 新しい 回路が 活性化され、 刷り こま 

れる。 

地球へ の 固着と 地球上での 生存の ために 設計され た 神経系の 幼生 的 (神経-臍の緒 的). 地球 的 段階 は 次の ような ものである。 

 生物 的 生存 (海洋) 段階 —— 細胞の 健康と 無自覚 的な 代謝 活動の 安全性に 関わる 神経 信号の 受容、 集積、 伝達 を 仲介 

する。 安全 \ 危険。 

n I 感情-運動. 地球 的-哺乳類 的 段階 II 身体の 可動性、 なわばりの コント 口  — ル、 無力 感の 回避に 関わる 神経-筋肉 言 


人 の 神&系 は 八つの 成熟 段階 を 通して 段階 的に 進化して いる。 各 段階で、 神 g 系の 新しい 回路が 活性化され、 刷り こまれる @  m 
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神経系、 刷り こみ を 通しての リアリティの 創造、 銀河の 中の われわれの 位置、 神経 伝達 物質 ドラッグ による 再 プロ グラミ 

ング、 アイ ンシ ュ タインの 相対性、 DN A 暗号な どに ついての 科学的 事実 —— 現在で は どこの 大学の 教養 過程の 教科書で も 知る ことが 

できる —— は 心 を 開いた 青年なら 理解で きる ことで ある。 けれども、 これらの 事実 は ユダヤ-キリスト教— マ ルクス 主義の 観念に とって 

は 非常に 受け入れ 難い ことで あるた め、 抑圧され てきた。 誰が 見ても 明白な 観察 や 科学的 発見に 対する 無意識的な 抵抗 は、 人間の 知識 

の 進化に おいて、 必ず 起こる プ ロセス である。 われわれ は 正統派の 宗教 的 狭義 を 妨げる 事実 を タブ— 視 する 傾向に 慣らされ てきた (，自 

分 自身 を 取り戻す』 参照)。 どんな 現象が タブ —視 される か は 遺伝子 的に 決定され る。 未来の 変異の 段階に 時期尚早に 接する こと は、 幼生 期 

の 種に とって 危険な ほど 混乱 を 誘う もので あり、 困惑させる ものな のだろう。 

神経系の 連続 的な 刷り こみ 能力 や 大脳皮質の 左右の 対称性の 発見、 われわれの 局地 銀河の 何百 万と いう 惑星に 進んだ 生命 

形態が 存在して いる 可能性、 情報 宇宙、 デジタル. コミュ ニケ —シ ヨン、 使用され ていない DN  A 暗号の 半分に 長寿の 秘密が かくされ 

ている かもしれ ない という 認識な どが 人間の 進化の 過程で 突然変異 的な 量子 的 飛躍 を 生み出し、 種 を 惑星からの 移住と、 未来の 情報 世 

界に 住む サイ バ！ スピ —シ —ズ (電脳 人間) になる ための 変異に 備えさせて いるので ある。 
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は 人類の 地球 的 存在から ボ スト 地球 的 存在への 変身 は、 精神 賦活 的な ドラッグ、 電子 機器、 DNA 暗号、 原子 構成 粒子 

の 核 エネ ルギ —、 量子力学、 コンビ ュ I タ、 電子 コミュニケ I シ ヨンと いった ものの ほとんど 同時 的 発見に よって 記された。 

個々 の 人間が 通過す る 八つの 時期の 各 時期 は、 形態、 行動、 生理、 そして もっとも 重要な 神径の 総体 的な 変化 を 伴う。 こ 

れらの 変化 はもつ とも 素朴な 観察者に さえ 明白 だとい う 事実が ある にもかかわらず、 これらの 局面の 心理学的. 哲学的 意味 は 幼生 期の 

科学者 や 哲学者に は 理解され なかった。 恐らく、 これ は、 人類 そのものが 同じ 八つの 局面 を 通じて 進化して いる 最中で、 最近まで、 四 

つの 基本的で 集合的な 生存 プロセス (無自覚 的、 政治的、 技術的、 社会的な ど) にもつ ばら 心 を 奪われて いたせい であろう。 

*  一時的に、 生物学 的、 政治的、 技術的、 生殖 的 安全性の 必要な レベルにまで 達して いた 初期の 文明で は、 人間と いう 存在の 幼生 的、 周期 的 

性格が 散発的に では あるが、 萌芽 的な 形で 認識され ていた。 古代の 中国、 インド、 セィ ロン、 ク レタ、 バビロン、 ギリシャ、 イスラム 系ダ 

マス カス、 エジプト、 ルネッサンス 期の ョ I  口 ツバで は、 少数の 神経学 的な エリ —ト、 早熟に 進化した 人た ちが レジ ャ— (すなわち 時間) と 

その 時々 に 入手 可能だった 技術 を 用い、 身体の 快楽 的、 H  ロス 的、 美的 表現、 サイエンス. フィクション 的な 思索、 神経学 的な 機能 を 生存 

のた めの 刷り こみ を 超えて 拡張させる 植物 的な 手法な ど を 開発して いた。 

アナ ロジ— を 用いるなら、 水棲の オタ マジ ャ クシ は、 水陸 両生の 力 エルが (系統 発生 的に も 個体 的に も) 自らの 成長した 姿で あ 

ると 認識す る こと を 神径学 的に 禁じられて いると い うこと である。 

生命 は 地球 的-集合的 段階から ボ スト 地球 的-電脳 的 段階へ と さまざまな 変異の 局面 を 経ながら 展開す る  o  ®  • 
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二 —— 垂直 的 (上/下) 

三 —— I 一次元 的 (左// 右) 

四 —— 保護 的// 協調 的 (種の 生存の ため) 

四つの アイ ンシ ユタ イン 的な 神経系の 回路 は、 ボ スト 地球 的 空間での 生存の ために 設計され ており、 次の ような ものの 制御 を 含んで 

いる。 

五 I 時間の 乗リ 物と しての、 また 情報 系と しての 身体 

六 —— 自己 決定す る 生命 電気 的な コンビ ュ I 夕と しての 神経系 

七 II 分子 的 知性と しての 遺伝暗号 

八 —— 超 生理学 的、 量子力学 的、 核-重力 場 (ナノ テク ノ0ジ|) 
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でい る。 進化の 基本 戦略 は 変身と 移住で ある。 われわれ は ひよ つと したら 他の 何百 万と いう 惑星に 植えつ けられて きたの かもしれ ない。 

Q;  DNA 暗号 は 文字通り 進化の 進む 方向の 大筋 を 決定す る メッセ —ジ である。 惑星 地球の 上で は、 この 進化の 青写真の 

約半分が 展開され てきた。 ヒス トンに よつ て 阻止され ている 後の 半分 は、 オタ マジ ャ クシ の 染色体が 未来の 力 ェ ル の 形態 を 含んで いる 

ように、 不活性の 状態の まま 活性化され るの を 待って いる。 これ は、 四 力 月の 人間の 胚が 新生児の 形 を 含んで いたり、 新生児が 思春期 

の ティ— ン. ェ —ジャ I の 形 を 含んで いたりす るのと 同じで ある。 

m 人類 は 現在、 幼生 的 発達の 第 四 局面 を 終了しつつ ある。 地球 を 子宮と 考えて いただきたい。 これまで この 惑星 上の 生 

命 は 幼生 的だった の だ。 生命が 惑星 を 去る 時、 ボ スト 胎児 的、 ボ スト 幼生 的 存在と なる。 

U. 地球上の 生命 を、 重力に 拘束され た 生存の 力学に 関わって いると いう 意味で、 二 ュ— トン 的 存在、 そして、 地球 外存 

在 を、 重力 を 選択で きる という 意味で、 アイ ンシ ユタ イン 的 存在と して 語る の は 便宜に かなって いる。 

四つの 二 ュ I トン 的な 神経系の 回路 は 地球上での 生存に 必要な 四つの 臍の緒 的な 態度 を 習得す る ことに 関わって いる。 

一 I 腹/背 

生命 は 地球 的-集合的 段階から ボ スト 地球 的-電脳 的 段階へ と さまざまな 変異の 局面 を怪 ながら 展開す る d  ®  ® 


の 惑星の 半数が 進化 的な 意味で 地球上の 生命より 進んだ 生命 を もってい ると 推定され る。 

^ 数に して 何百 万と 予想され る これらの 進んだ 文化 は、 われわれ 自身の 進化の 未来 を 表して いる。 かれら は 遺伝 的な 時 

間で われわれの 先 を 行って いるの だ。 「かれら」 は 「われわれ」 の 未来な ので ある。 

4 既知の 宇宙の あらゆる 恒星 系で は、 同じ 化学 元素と 物理— 化学的な プ 口 セ スが 発生す る。 

^ 地球上に 生存す る 生命 は 決して ュ 二— クな もので はない。 われわれ は 「さやえんどうの 豆」 のように 恒星 間に 住む 隣人 

たちと 似て いるか もしれ ない の だ (ここに 言う 「われわれ」 と は 地球上の あらゆる 生命 形態の ことで ある)。 われわれ は 自分た ちの 初期の 姿し か 見出さ 

ないか もしれ ないし、 進んだ 姿 を 見出す かもしれ ない。 われわれ は エイリアンの 生命 形態な ので ある。 

^ 惑星 は 予測 可能な 寿命 を もっている。 それら は 太陽が 「巨大 化して 赤くなる」 終末 期に 破壊され る。 惑星が 太陽の 老化 

により 破壊され る 前に、 あるいは、 生物 資源が 使い果たされる 前に 生命が 移民す ると 仮定す るの は 論理的で ある。 

ム 神経 遺伝子 学 的 理論 は、 生命が 誕生した 惑星に とどまって いるよう に は 設計され て おらず、 銀河 空間 を 移住して 歩く 

よう 設計され ている こと を 示して いる。 

85 生命 は アミノ酸の 铸 f 土で 若い 惑星に 植えつ けられる。 これらの 遺伝 的 青写真 は 何十 億 年に 及ぶ 進化の デザイン を 含ん 
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生命 は 地球 的-集合的 段階から ボ ス ト 地球 的-電脳 的 段階 へ と さまざまな 変異の 局面 を 経ながら 展開す る 


ホモ. サピエンス として 知られる 種が 八つの 生命 周期の 局面 を 通して 進化す るの を 信じる こと は、 喜びで あり、 われわれ 

の 自由の 感覚 を 押し広げて くれる。 これらの 局面のう ち、 四つ は 子宮と しての この 惑星 上での 集合的 思考に 関わって いる。 より 進んだ 

他の 四つの 局面 は 情報 空間と それ を 超えた 空間 を 航行す るた めに 設計され ている。 

情報 心理学 は 次の ような 仮定に 基づく 神経 遺伝子 学 的 進化の 理論で ある。 

1. われわれの 銀河に は、 有機的 生命が 育ち、 進化して いる 惑星 を もった 何百 万と いう 太陽系が 存在す る。 

2. われわれの 惑星 は G 型 太陽の 中間 点 (誕生して から 五十 億 年) に 位置して いるので、 生命が いると 見られる われわれの 銀河 


生命 は 地球 的-集合的 段階から ボ スト 地球 的-電脳 的 段階へ と さまざまな 変異の 局面 を 経ながら 展開す る  ©  M. 


情報 心理学 


など を 考えて い ただきたい。 
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るよう な 意味で 虚構で ある。 

これら は、 宇宙 移民 や 神経 論理学、 そして 寿命 延長の 科学が 大半の SF 作家の 空想 を 超えて しまって いると いう 意味で フ 

アクション である。 サイエンス • ファクト は 今や サイエンス. フィクション を はるかに 凌駕して いる。 われわれ は 現在、 『二 〇〇 一年 宇 

宙の 旅』 より 信じられない 未来 を 創造しつつ あるの だ。 ォ 二  —ルの 宇宙 シ リンダ I は、 クラ— ク-キ ュ —ブリックの 宇宙船より 複雑で 進 

んで いる。 

本書 は、 筆者が 危険な イデ ォロギ —を 振り回し、 二 ュ I トン 的 法則 や 宗教 的な 法則 を 侵犯した かどで 送られた さまざまな 

刑務所で 書いた ものである。 

他 の 哲学者た ち (とくに キリス ト教 神学者、 統計的な 物質主義者、 マルクス 的な 弁証法 論者) は 現在 入手 可能な 科学的 事実 のデ— タに 異な 

つた 解釈 を ほどこす。 そのような 理論 はいかに 大衆 的で あれ、 やはり 虚構に すぎない。 アカデミックな 教条主義 によって 受け入れられ、 

法的な 処罰に よって 強化され た 哲学が、 迫害され、 検閲され た 哲学より 虚構 性が 少ない かと 言えば、 必ずしもそう ではない こと を 歴史 

が 示して いる。 実際、 サイエンス. フィクション は、 それらが 異議 を 唱える 正当 派の 理論より 人間の 進化 を 加速し そうな 場合の み、 無 

理矢理 抑圧され る こと を 示す 社会的 証拠が いくつか ある。 ソクラテス、 ブル— ノ、 コペルニクス、 ダ— ウィン、 パス ッ— ル、 サ ハロフ 

情報 心理学 (psi-phy) は 量子物理学の 心理学で あり、 科学的 事実に 基づく 哲学で ある  •  ®  O 


情報 心理学  ® Ira 


2.  情報 心理学 (psi-phy) は 量子物理学の 心理学で あり、 科学的 事実に 基づく 哲学で ある 

ここに 提示され ている 理論 は サイ エンス • ファクション 〔事実と いう こと を 強調す るた めに リア リ I がフィ クシ ョ ンを もじって 作った 造語： T 

化学の 哲学、 あるいは 物理学の 心理学 (psi-phy) と 呼ぶ ことができる。 

*  「誰もが サイ H ンス. フィ クシ ョ ンを 書いて いる。  その ほとんど は 自分が サイ ェ ンス. フィ クシ ョ ンを 書いて いると いう 考え を これ つぼ 

ち も 抱かずに 書いて いるの だ」 ジョイ ス. キヤ ロル. ォ I ッ。 

これら は 物理学、 生理学、 薬理学、 遺伝子 学、 天文学、 行動 心理学、 情報科学、 そして もっとも 大切な 神経学の 実験的な 

諸 発見 に 基づ いている とい う 点で 科学的で ある。 

これら は、 自然科学の 数学的な 命題 を 超える あらゆる 理論 や 省察 は 主観的で あると いう ヴ イト ゲン シュ タイン の 言 つてい 
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に ほとんど 貢献し なかった ので、 将来、 われわれ は 心理学的な 概念 を 物理学、 化学、 天文学の 法則 や 構造に 基づかせ、 人間の 行動 を 国 

家 間の 関係で はなく 自然の 関係に 照らして 説明す る 道 を さぐるべき だと 主張す るの は、 あまりに 空想的す ぎる だろう か。 

生化学 や 物理学 法則 を 無視す る 原始的、 地球 中心的、 自我 中心的、 社会 中心的な 心理学 は、 哺乳類の 感情の 哲学、 ュ— ク 

リ ッ ド 的な 喉頭 筋肉 的 シンボル、 「人間と 宇宙」 を 説明す る 狭量な 価値 感 など を 構築す る。 

大気圏 外心 理学 は、 人類の 運命 を、 進化す る 神経系に 照らして 見る。 進化す る 神経系 は、 DN A の 知性 (寿命と 生命の 規模 を 

拡大すべく 定められた 恒星 間の 移民 プ ロセス において、 惑星 を 一 時 的な 胎児の 寝 場所と して 活用す る 知性) によ つ て、 量子— 物理学 的な コンテ リジ エンス の 共 

生 的な 受信装置 となる よう 設計され ている。 


情報 心理学と は 地球 的-機械的-集合的 段階から ボ スト 地球 的-量子 的-電脳 的 (サイ パ —) 段階へ と 移行して いく 神 S 系の 進化に ついて 研究す る 学問で ある ®  ® 


情報 心理学 ®  <§}  • 

原子 や 核の プロセス に関する われわれの 認識 は、 ュ —ク リツ ド的、 二 ュ— トン 的であろう とする 言語-論理-想像力-哲学 

によって 制限され てきた。 どうしても われわれ は 自然 を 「心理 化」 し、 原子の 出来事 を 人格化して しまう の だ。 幼い 子供 時代に 刷り こま 

れる 喉頭 筋 を 拠り所と する 心 は、 想像で きない こと は 想像で きず、 体験した ことがない もの は 体験で きないの である。 

けれども、 DN  A との 対話 並びに 原子-原子 構成 粒子の エネ ルギ— や 天文学的な エネ ルギ —との 会話 は 双方 向で なければ 

ならない。 DN  A や 量子 的 構造に よって われわれの 神経系に 送られて くる 信号 を 解読す るた めに、 われわれ は 「心」 を 開かなければ なら 

ない。 われわれの 心理 を 遺伝 的に 見る と、 すなわち DNA-RNA のように 考える と、 現在の 人間の 状態が、 神経系の 進化の 一時的な 

局面と して 見えて くる。 DNA がわれ われ を 生み出す の だから、 人間の 心理 を 分子の 知性の 法則 や デザインに 関連 づける の は、 論理的 

に 巧妙で あり、 神学 的な 慣習 (神の ィメ  — ジ) に 合って いる。 原子核が 原子 や 分子 を 設計す るの だから、 われわれの 心理 を 核物理学 や 天文 

学の 法則 や 構造に 関連 づける の は 論理的で ある。 自分た ち を、 輝いて は 衰え、 引きつけ 合って は 反発し 合い、 さまざまな 周波 スべ クト 

ルに そって 信号 を やりとりし、 共鳴し 合いながら 分子 的な 社会 構造 を 形成し、 特徴 的な 電磁 的 人格 を 所有す る、 相対的に 焦点 を 移しな 

がら ェ ネル ギ— のネ ットヮ —ク上 を 動き回る 「原子」 や 「恒星」 と 考える こと も 論理的で ある。 

二 ュ I トンの 地球 中心的な 諸 原理に 基づく 原始的な 心理 体系 は 人間の 哲学 を 啓発したり、 それに 調和 を 与えたり する こと 

5.M.RLE  S.M.I2.LE.  S.M.12.LE.  S.M.1 尸 LL  5.MRL.E 
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原始的な 心理学 は 二 ュ I トンの 「法則」 に 基づけば いい ほうで、 たいていの 場合、 地球 中心 主義 (空想的な プトレマイオスの 宇宙 

体系) に基づいていた。 もっとも 詩的な フロ イト 派の 人々 や 行動主義 者、 交流 分析の 分析 家た ちで さえ、 宇宙の 理解 を 劇的に 変えた アイ 

ンシ ュ タインの 革命に よって、 自分た ちの 人間 行動の 理論が 影響 をこう むる こと を 受け入れなかった。 

量子 心理学 は 原子の 「心理」 I すなわち 意識と 行動 I を 研究し、 電子工学と 原子 工学 を 人間の 意識 や 行動に 関連 づけ は 

じめ ている。 物理学者 ァ —チボ ルド. フィ— ラ— の 研究が 示唆す ると ころに よれば、 原子核 はき わめて 高速で 情報 を 受信、 想起、 集積、 

伝達で きる。 さらに は、 われわれが 有機体に 観察す る 基本的な 社会 行動の 大半に 従事す る ことができ ると 見積もられ ている。 

電子 レべ ル での 対人 的、 感情的 (すなわち 動的) 知的、 社会的 出来事と 神経系に よる それらの 超 感覚的 受信 (トランス セプシ ヨン) 

が 神経 電子工学 を 決定す る。 

原子 を 構成す る 核 レベルでの 対人 的、 感情的、 社会的 出来事と 神経系に よる それらの 超 感覚的 受信が 神経 原子 工学 を 決定 

する。 エリック. ドレ クスラ I の ナノ テク ノ  ロジ— に関する ェ ッセ —は、 この レべ ル における サイ バ！ ナビ ゲ— シ ョ ン (電脳 航行 法) の 驚 

くべき 原子 的パ— スべ ク ティブ を 提供す る。 

情報 心理学と は 地球 的-機械的-集合的 段階から ボ スト 地球 的-量子 的-電脳 的 (サイ バ I) 段階へ と 移行して いく 神経系の 進化に ついて 研究す る 学問で ある  d  @-  • 


情報 心理学  ®  ®  ® 

いくような デザイン されて いると 考えるなら、 神径 遺伝学 を 大気圏 外心 理学の 一 分野と 呼んでも いい かもしれ ない (フリア I の 著作， 神の 魔 

法 を 解く』 を 参照)。 

原子核 玄関 係の 法則 (励起、 チヤ- ム、 スピン. パリティ、 共鳴) に 従って 働く、 強力な 力 を もった 複雑な 構成 体で ある ことが 明ら 

かにな りつつ ある。 細胞の 核に ある DN  A 暗号が RN  A を 通して 身体 や 神経系 を 設計し、 生産す る 遺伝 的な 脳で あるのと 同じように、 

原子核 を、 量子 的 論理に 従って 原子 や 分子 を 設計し、 構築す る 初歩 的な 「脳」 と 考える ことが 可能で ある。 

量子物理学 I 宇宙の 中の あらゆる 物質と 干 不ルギ —は、 自然の 中に 存在す る 基本的な 力の 相対論 的な 相互作用に 照らし 

て 理解で きる 「全体 的な 情報 場」 において 働く と 現在 推測され ている。 

重力 

電磁気 力 

強い 相互作用 (原子 構成 粒子) 

弱い相互作用 (放射線) 
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エンジニアが 自動車 組み立て 工場の フロ！ チヤ —トを 調べ、 自動車が 未来の 順序に 従って、 いかにして 組み立てられる 

か を 知る ことができる ように、 ヒス トン に 覆われた DN  A 暗号の 部分 も、 未来の 進化の 順序 を 決定す るた めに 調べる ことが 可能で ある。 

DNA のメ ッ セ— ジを 読解す るた めの 道具 は 神経学 的な もの や 神経 化学的な もの だ。 DNA-RNA と 神経系との 双方 向コ ミ ュ 二 ケ I 

シ ヨン を 研究す る 科学 は、 神経 遺伝子 学と 呼ばれる。 

天文学と 宇宙 航行 学 は、 恒星 間 トラベルが 人類の 未来に 横たわつ ている こと を 信じさせる。 地球 外での 生存 は 進化した 神 

経 系 を 必要と し、 すぐれた 知性 体との 接触 を 余儀なく される だろう。 

**  何人 かの 天文学者 は、 すぐれた 知性 体な ど 宇宙に は 存在 しないと 述べて いる。 「かれら」 はわれ われに コンタクトし てこない し、 われわれの 

無線 信号に も 応答し ないから だとい う。 そのような 結論 は 因習 的な 科学の 否定的な 偏見 を 証明して いる。 もちろん、 高次の 知性 体の 存在の 

有無 を 決定し うるよう な 科学的 根拠 はない。 時間 伸長の 要因が この 問題 を 複雑に している。 もし 宇宙船が 光速に 近い 速さで われわれに 向か 

つてい ると したら、 一年の フライト ごとに、 地球上で は 膨大な 年月が 経過して しまう だろう。 独断 的な 発言が 許される 根拠 はない の だ。 

神経 遺伝子 学 は DNA-RNA の 心理 —— すなわち 意識と 行動 —— を 研究す る 二 ュ！ サ イエ ンス (りつば な 定期刊行物と 会員 を 

もった) である。 DNA の 意 能 (コンテ リジ エンス) が 地球に 限定され る もので はなく、 恐らく、 地球 外の 知性に その 根 を もち、 そこに 帰って 

情報 心理学と は 地球 的-機械的-集合的 段階から ボ スト 地球 的-量子 的-電脳 的 (サイ バ I) 段階へ と 移行して いく 神 g 系の 進化に ついて 研究す る 学問で ある  ®  ^  0 


できる。 個人に あって は、 この 暗号 は 幼児期から 児童 期、 思春期、 成人 期、 更年期、 老年 期 を 経て 死に 至る まで、 あらかじめ 決められ 

た 段階 を 通して 展開す る。 それぞれの 種の 進化に おいて、 固定された 時刻表が 同じように 展開す るの だ。 

DN A 暗号 は 過去と 未来の 青写真 を 含んで いる。 毛虫の DN A は 蝶の 体の 構造と 機能の デザイン を 含んで いる。 

個体発生が 種の 系統 発生 を 繰り返す こと はずつ と 以前から 知られて いる。 たとえば、 人間の 胎児 は 進化の サイクル を 繰り 

返す。 ユラ を 成長 させたり、 体 毛に 覆われた りする の だ。 この 事実の 精神-神 柽 的な 意味 や 時間 的な 意義 は、 真剣に 研究され てこな か 

つた。 

*  継続的な 刷り こみ 理論 は、 心の 発達が 系統 発生 を 繰り返す こと を 示唆す る。 つまり、 個々 の 神 径系は 進化の プロセス を 繰り返す の だ。 この 

理論に よれば、 赤ん坊 は 無脊椎動物の リアリティ を 刷り こみ、 ハイ ハイす る 子供 は 哺乳類の リアリティ を、 学童 期 以前の 子供 は 旧石器時代 

の リアリティ を、 思春期の 人間 は 定着した 文明 人の リ ァリ ティ を 刷り こむ。 

遺伝学 者 はつい 最近に なって、 DNA に 未使用の 部分が ある こと を 発見しつつ ある。 この 部分 は ヒス トンに よって 覆われ、 

非 ヒス トン 系の 蛋白質に よって 活性化され るが、 未来の 青写真 を 含んで いると 考えられ ている。 進化と は 盲目で 偶然の 即興 的プ 口 セス 

ではない。 DN  A 暗号 は 読解 可能な 未来の 青写真な ので ある。 
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天体物理学 もまた、 心理的 ヴィジョンの 限界 を 押し広げる さまざまな 事実 を 生み出し てきた。 われわれが 孤独で はない こ 

と を 知った こと は 喜びで ある II われわれの 局地 銀河に ある 千億 以上の 星のお そらく 半数が われわれの 太陽よりも 古いと 見られて おり、 

われわれより 進んだ 形態の 知的 生命 体が 近くに 存在して いる 高い 可能性 を 示唆して いるの だ。 人間 はこれ まで 高次の 知性 本 こ つ 、， て考 

える ことが 神経学 的に 不可能だった。 SF 作家で さえ、 ごく 少数の 例外 (ステ に フル ドン、 アシモフ、 クラ— ク など) を 除け， ま、 晃 在の 文 匕つ.^ 

術 的な 予測と、 人目 を 引く 極端な 側面 を 描く ことができた だけで、 すぐれた 種の 徴候 を 描き だす こと はでき なかった。 

心が 想像で きる こと はなんで あれ、 生み出される 傾向が ある。 人間が まだ 開発され ていないより 高い レべ ルの 知性 や 神経 

系の 回路の 想念 を 受け入れ、 自らの 神経に それ を刷リ こむ やい なや、 新しい 進化の 哲学が 現れる だろう。 惑星 外の 視点に 立った この 人 

類の 進化 を 大気 圈外 心理学と 呼ぶ の は 自然で ある。 この 心理学 は、 進化す る 神経系と いう 文脈の 下で、 現在、 地球 外の 未来に 存在して 

いる われわれより 古い 種が もっている にちがいない 見晴らし のきく 観点から 人間性 を 考察す る 心理学で ある。 

遺伝子 学 は、 すべての 生きた 細胞の 核に ある DNA の 青写真が 各種の 間で 驚く ほど 似通って いる こと を 明らかに してきた。 

天文学者 や 宇宙 生物学者 たち は、 外 宇宙 や 他の 恒星 系に 住む 生命に とって 基本と なる さまざまな 分子 を 発見して きた。 今や、 DNA 暗 

号 は、 巻かれた テ —プ のように 順番に 解けて い つて、 予め プログラムされ ている 設計 プラン を 伝達す る 時間 的な 青写真と みなす ことが 

情報 心理学と は 地球 的-機械的-集合的 段階から ボ スト 地球 的-量子 的- IB- 脳 的 (サイ バ—) 段階へ と 移行して いく 神経系の 進化に ついて 研究す る 学問で ある ©  ©  © 


情報 心理学 ®  ®  <9 

宇宙 航行 学 —— 地球 外 飛行の 意義 はま だ 充分に 理解され ていない。 ァボ 口 計画 は 技術的な 勝利 や 国家的な 業績に とどまる 

もので はない。 遺伝 的、 神経学 的に 一 つの 種の 突然変異が はじまつ たの だ。 これ は、 その 重要 さに おいて、 生物 史の 初期に、 両棲類が 

はじめて 海から 陸に 上が つたこと に 匹敵す る 出来事で ある。 

人類が 惑星 間の 存在に、 そして 最終的に は 恒星 間の 存在に なるべく 移動し はじめた こと は 疑問の 余地がない。 この 移行が 

神経系 や DN A 暗号に 及ぼす 効果 は 強烈であろう。 両棲類 や 陸に 住む 有機体が 急速に 変化し、 新しい 環境に 適した 神経系 や 生理 機能 を 

発達 させた ように、 高い 軌道に 住む 人間 も 急速に 変化し、 新しい 環境に 適した 神経系 や 生理 機能 を 発達させる だろう。 

恒星 間の 生活に 適応す るのに 必要な 遺伝 的 変化 や 神経の 変化 を 引き起こす にちがいない 物理的な 刺激 は 数多く あるだろう 

が、 そのうち 二つ、 代表的な ものと して、 無重力と 地球 外 放射線に 晒される ことがあ げられ る。 

心理的 効果 は 劇的だろう。 宇宙への 移住 は 神経系に とって 可能な 加速 化された 柔軟性、 相対論 的な 柔軟性、 多次元 的な 柔 

軟性 を 要求す る。 「人間」 が 祖先の 穴居人 を 超えた 存在で あるのと 同じように、 地球 外人 間が 現在の 地球人 を 超えて 進化す る こと は 避け 

られ ない。 このような 大気圏 外 心理学的 適応の きざし は、 月面 旅行から 戻って きて、 宇宙 的 洞察 (ミッチェル)、 哲学的 啓示 (シュ ワイカ I ト)、 

再誕 生 の 徴候 (アルド リン) を 訴え て い る 数人 の 宇宙飛行士 や 船 外 活動 の ベ テ ランに 認める こ とがで きる。 
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いもので ある。 

「人間の」 欺瞒 的な 自己 評価に 驚く 必要 はない。 なぜなら、 われわれが 住みつ いている 「島 的な リアリティ」 は、 遺伝子 的な 

铸 型と、 われわれの 神経系が これまでに 生み出し てきた シンボルに 照らして しか 自己 評価で きない 刷り こみに よって 規定され るからで 

ある。 - 

もし われわれより 進んだ 文明に 属する 地球 外の 科学者に よ つ て 書かれた ホモ. サピ エンスに つい ての 人類学 的な 報告と い 

う もの を 想像で きる とすれば、 心理的、 社会的、 生態学 的 問題 を 解けない 人類の 無能 性 や、 基本的な 宇宙論 的 疑問 (たとえば、 われわれ はな 

ぜ ここにい るの か、 われわれ は どこに 行こうと している のか、 といった 疑問。 注意 —— いくつかの 面白い 論理的 回答と して 『神の 魔法 を 解く j と 『智 恵の システム j 〔いずれも 

フ アル コ ン. ブック ス〕 を 参照しても らいたい) に 答えられない 無能 性 は 次の ような 結論に 導く だろう。 ホモ. サピエンス は 非常に 限定され た ロボ 

ッ ト 的な 反射 能力し かもたない 種で あり、 知的 生命 はこの 惑星で はま だ 発達して いない。 

そのような 地球 外 生命 体の 調査 は、 たった今 論じた ばかりの アイ ンシ ュ タイン 的な 科学の パ —スぺ ク ティブ や、 人類の 未 

来の 運命に とって 重要な 意味 を もつ 他の 四つの 科学、 すなわち 宇宙 航行 学、 天体物理学、 遺伝子 学、 量子物理学が ほのめか している も 

のによ つて 例証され る、 初歩 的な 知性の 出現 も 報告す るだろう。 

情報 心理学と は 地球 的-機械的-集合的 段階から ボ スト 地球 的-量子 的-電脳 的 (サイ バ I) 段階へ と 移行して いく 神 S 系の 進化に ついて 研究す る 学問で ある ©  <©  © 
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ことに 備えさせる ものな の だ！ 

アイ ンシ ユタ イン やその 他の 人物に よってな された これらの 諸 発見 は、 静的で 二 ュ I トン 的な 人格の 概念に 職業的に も 神 

学 的に も 関わって いる 心理学者 たちに、 案の定、 打撃 を 与えて きた。 

神経学、 動物行動学、 神経 化学、 精神 薬理学と いう 四つの 科学 は、 脳が 化学的-電気 的な 生命 コンビ ュ —タ である こと 

—— その コ ンピ ュ —タの 内部で は、 それぞれの 神経 イン パ ル スが 情報の 「量子」 ないし 「ビ ッ ト」 として ふるまう —— 、 神経系 は 特定の 知 

覚的 刺激 を 自動的に 選択. 中継し、 きまり 切 つ た 反応 を 引き出す よう 工夫され た 遺伝子 的に あらかじめ プ ログ ラム された 回路 を形づ く 

るべ く 構造 的に 配線され ている こと、 そして 重要な 時期に たまたま 環境に 存在す る モデルの 刷り こみが 人間の 住む トンネル. リア リテ 

ィを 決定す る ことな ど を 示す 印象的な 証拠の かたまり を 提示す る。 

われわれ は 次の ような 結論に たどりつく。 現在の 進化の 段階に おける 人間 は、 遺伝子 的な 铸 型と 子供 時代の 刷り こみに 自 

動的に 反応す る 生物 ロボ ット (バイ オット) である。 

これらの 「二 ュ—」 サイエンスの 証拠に よって 提示され ている ホモ. サピエンスの あるがままの 肖像 は、 さまざまな 生物の 

中で、 「人間」 が ひときわ すぐれた 「選ばれた」 立場に あると いう 理論 を 主張す る 心理学者 や 宗教 指導者に とって、 むろん、 受け入れ がた 
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音楽家、 語り部な ど 11 に 割り当てられる のが 常だった。 だから、 次元の 転換 やきら めく 色彩に よって 視覚 的 現実 を 受け入れ るよう わ 

れ われが 説得した の は、 印象派、 表現主義、 キュビ ズム、 点描 主義、 シュ— ルレ アリス ム その他の、 大胆な 表現 を 行った 画家た ちで あ 

つた。 

ジャズ. ミュ I ジ シャン は 量子 的 原理に サウンド を 与えた。 即興、 シン コぺ— シ ヨンな ど 先行 的な 実験 を 行った の だ。 か 

れらの 実験の きわめつ け は、 主観的な 情報 飛行 を ダル I プの 他の ミ ュ —ジ シャンの 情報 飛行に 合わせる ことにより、 パイ 口 ットの 飛行 

編隊 を 組み、 いかにして 電脳 社会 を 形成す るか を 学んだ ことであった。 

激動の 二十世紀の 各 十 年 は、 リアリティ を デジタル 化し、 それ を レコ— ド、 テ— プ、 電子 画面に 投影す る 非常に 快適な、 

依存 さえ 生み出す 手法で ある 量子 的な 装置 を 生み出した のではなかった ろうか。 

なんたる 電子 製品の 革新の 連続だった ことか！ 新しく デジタル 化された デ— タの波 は 農民 や 工場 労働者 からなる 人類 を 

否応な く 量子 的-電脳 的な 未来 へ と 運んで いく！ 

ラジオ！ 写真！ 映画！ テレビ！ 小型 テ I プレコ —ダ —— コンビ ュ— タ！ 自分で 投与で きる サイコ. ドラ ッ 

グ！ 電子レンジ！ コンパクト. ディスク！  CB ラジオ，  これらの もの はすべ て、 情報 世界の 中で 選択 的に、 贅沢に 生きる 

情報 心理学と は 地球 的-機械的-集合的 段階から ボ スト 地球 的-量子 的— 罨 脳 的 (サイ パ—) 段階へ と 移行して いく 神経系の 進化に ついて 研究す る 学問で ある  ®  ©  • 
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2. 量子物理学の 方程式 は、 宇宙の すべての ものが 情報 ビット (あるいは 情報の 基本単位) からでき ている こと を 示した。 固い 

二 ュ— トン 的 物質 は 今や、 オン/オフの 蓋然性の 波ない し 雲と なった の だ。 リアリティ は 比喩的に デジタル 化された パタ —ンの 膜と し 

て 説明す る ことができる。 

^ ゥ エルナ！ ハイゼ ン ベルグ は 情報 宇宙 を 明確に する 第三の 観念の 創出に 貢献した。 彼の 「不確定 性」 原理 は、 観測が 

主体すな わち リアリティ を 作り上げ ると 主張す る。 われわれが 知る ことができ るの は、 感覚 (器官)、 測定 道具、 自分た ちの パラダイム 

ないし 地図が 語る こと だけ だとい うこと である。 

情報 宇宙 を 規定す る これら 三つの 原理 は 最初、 旧石器時代の 道具、 黒板 上に チヨ— クで 書かれた 公式に よって 表現され た。 

すべての ものが 絶え まなく 変化し、 視点に よって 相貌 を 変え、 人間の 心理的 態度 や 情報技術に 依存して いる この 幻覚 的な 世界 を 理解な 

いし 容認で きる 者 は ほとんど いなか つた。 

今、 激動の 二十世紀の 歴史 を 振り返って みると、 その 遺伝子 的な 任務 は、 堅固な 二 ュ I トン 的 構造への 心理的 執着 を 断ち 

切り、 上述した ような デジタル 化された 情報 世界に 心地よ く 住む ことに 慣れさせる ことだった ことが 分かる。 

新しい 「神秘的な」 哲学的 テ— マ を 人間 化し、 大衆化す る 任務 は、 特殊な 遺伝 的 階級 I 芸術家、 作家、 詩人、 吟遊詩人、 
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証明し、 動物が いつ 何に 向かって 行動 を 起こす か を 決定す る 際に 刷り こみが 果たす 役割 を 明らかに してきた。 

産業 時代の 心理学者 たち は 動物行動学の 諸 発見 を 人間の 状況に 適用す る ことができなかった。 人間の 感情的、 精神的、 性 

的、 倫理的 行動の 大半が、 「重要な」 あるいは 「感受性 豊かな」 成長期に たまたま 神経系に 刷り こまれた ものに 左右され ると いう 事実 は、 

機械 時代の 文化に とって 容易に は 受け入れ がたい ものな の だ。 もし 個人が どのよう にして 自分た ちが 刷り こまれる か を 学べば、 自分た 

ちの 脳 を 刷り こみし なおしたり、 再プ ログ ラムした りする 方法 を 学ぶ ことができ るだろう。 

神経 化学が 最近 明らかにした ところに よれば、 神経 ィ ン パルス ゃシ ナブ ス の 連結 を 促進/抑 制する 神経 伝達 物質が 意識、 

感情、 記憶、 学習、 行動 を 決定す る。 

そうした 発見と 時 を 同じく して、 精神 薬理学 は、 意識の 状態 を 促進/抑制し、 精神的 機能 を 加速/減速し、 電脳 人間の 再 

プ ログ ラム を 可能に する 植物 及び 合成の 精神 賦活 物質 を 発見して きた。 

情報科学 ： 世紀の 変わり目 頃、 量子物理学 は 人間の 生き方 を 変える ことになる 三つの 驚くべき 概念 を 提示した。 

1. アイ ンシ ユタ インの 相対性の 方程式 は、 すべての 物 (や 人間) の 動く 速度と 方向 性 は、 他の 動く ュ 二 ット との 関係 性に 

おいて もっとも 適切に 決定され る (あるいは そうした 関係 性に おいての み 決定され うる) こと を 示した。 その 社会的、 心理的な 意味 は 明瞭で ある。 

情報 心理学と は 地球 的-機械的-集合的 段階から ボ スト 地球 的-量子 的-電脳 的 (サイ バ—) 段階へ と 移行して いく 神 S 系の 進化に ついて 研究す る 学問で ある  0  ®  • 
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産業 時代の 心理学が 技術 信仰に 基づく 一種の テク ノ 宗教に なって いく 一方で、 化学、 物理学、 情報科学、 生物学が 人間性 

を 変える ことに 深い 意義 を もつ 理論、 事実、 技術 を 生み出し ていった。 

神経学 は 意識の 源 や 記憶、 学習、 行動の 中枢 を 神経系 II 運搬 用 ロボット としての 身体に 収納され た 一千 億 個の 細胞から 

成る 生命 コ ンピ ュ —タ —— の 内部に つきとめた。 

確かに、 心 や 感情、 行動の 機能 を 理解し、 向上 させた ければ、 研究の 対象 は 神経系に おいて ほかにない。 神経系の 受信、 

集積、 伝達の 回路に ダイヤル を 合わせ、 チュ— ユングで きる 人 は、 単により 知性的と いうので はなく、 より 高次の 複雑な 進化 レベルで 

機能して いると 言える。 

. 前電 脳 人間 は 自分た ちの 神経系に ついて 論じたり、 それに 手 を 加える ことに 対して 厳格な タブ— を もっている。 それ は 未 

知の ものに 対する 原始的な 恐怖に 基づく 恐怖症で あり、 いかにして 知る かにつ いて 学ぶ ことに 対する 迷信に 由来す る ためらい である。 

神経系が 意識 進化に とって 信じられない ほど 強力な 道具で ある こと は 今や 明瞭で ある。 「パイ ロッ ト」 としての 責任 を 引き受ける 人 は、 

遺伝 的な 任務 を 遂行す るた めに、 その 道具 を 理解し、 活用す る ことができ るの だ。 

自然の 中 や 実験的な セッティングで、 動物の 行動 を 研究す る 動物行動学 は、 神経に よる 識別の ロボット 的. 本能 的 性質 を 
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情報 心理学と は 地球 的-機械的-集合的 段階から ボ ス ト 地球 的-量子 的-電脳 的 (サイ パ I) 段階 へ と 移行して いく 神経系の 進化に つ いて 研究す 

る 学問で ある 


産業 時代 二八 五 〇 丄九七 五 年) の 心理学 は 思想、 意識、 行動 を 測定す ると 唱 しながら、 大半 は 社会的 儀礼 や 文化的に 規定 さ 

れた 拘束 システムの 人間の 適応と 不 適応に ついて 研究して いた。 封建的な 神学 はな かば 教育 を 受けた 階級が 脹れ あがる につれ、 その 存 

在 意義 を 失った が、 そのような 時期に 出現した 機械論 的 心理学 は、 家庭的 人間 を 育む ための 安易な 正当化 や、 人間 をな だめて 産業 文化 

の 価値 を 支え るた めの 似非 科学的 言語 を 提供した。 

産業 心理学 は 国家が 支える 巨大な 官僚 制と、 祭司 集団に も 似た その 神秘性 を 基盤と していた が、 人間の 行動 を 説明す る 立 

証 可能な 理論 を 生み出さなかった。 また、 人間社会の 古典的な 問題、 たとえば 犯罪、 戦争、 葛藤、 疎外、 偏見、 愚か さ、 退屈、 攻撃 性、 

不幸、 人生の 意味に ついての 哲学的 無知な ど を 解決す るいかなる 方法 も 生み出さなかった。 


情報 心理学と は 地球 的-機械的-集合的 段階から ボ スト 地球 的-量子 的-電脳 的 (サイ パ—) 段階へ と 移行して いく 神 g 系の 進化に ついて 研究す る 学問で ある ®  ir  @ 
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神経系の もっとも R 明な 使い方 は 遺伝暗号に 刷り こむ ことで ある  e  ®  <v 

進化 は、 われわれの 誰かが 未来の 意識的な 使者に なること を 要求す る I  I©®© 

さまさまな 未来 的な ポスト. ヒュ I マンの 形態が 出現す るだろう  o  ©  ® 

ポスト 幼生 期の 存在 は 幼生 期の 人間と コ ミュー I ケ. I シ ヨンす る 時、 非常に 注意 深くなければ ならない—  lo  ®  © 

ポスト 地球 的 人間 は 未熟な ポスト 地球 的 人間と コ ミュー I ケ I ション する 時に も 注意し なければ ならない  o ㊆ ゆ 

本書 (大気圏 外心 理学) を 天文 神経学の テキス 卜と 考えても らいたい—   o  ®  e 
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第一 部 , 

進化 楊 造、 観— 情報 心理学、 +C4i 外心 i  臺 

情報 心理学と は 地球 的-機械的-集合的 段階から 

ポスト 地球 的-量子 的-電脳 的？ T ハ I) 段階へ と 移行して いく 神経系の 進化に ついて 研究す る 学問で ある I  —き ©  © 

情報 心理学 (psi-phy) は 量子物理学の 心理学で あり、 科学的 事実に 基づく 哲学で ある   I®  ®  ® 

生命 は 地球 的-集合的 段階から ポスト 地球 的-電脳 的 段階へ と さまざまな 変異の 局面 を 経な g 展開す る I  I®®© 

人間の 神経系 は 八つの 成熟 段階 を 通して 段階 的に 進化して いる。 

各 段階で、 神経系の 新しい 回路が 活性化され、 刷り こまれる  1  ®  ®  © 
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である。 これ は 高次の 知性 体が 機械論 的に 考える 種に サイ バ —量子に ついて 語り はじめる 時に 生じる 状況で ある。 

二十世紀の 人間 は 十六 世紀の 道具 を 作る 人た ちに 「今」 を 説明す る ことが 非常に 困難で デリ ケ I トな 仕事で ある こと を 見出す だろう。 文化的な 時間の 

ズレを 心に とめて おけば、 洗練され た 読者 は 本書の 比喩の いくつかに 心 を搔き 乱されなくて すむ だろう。 

この種の 恒星 間 対話に は、 未来に 対する 善意と 開かれた 心が 必要で ある。 

この ボス ト 地球 的 ガイドブックの 重要性 は、 存在 するとい うこと だ。 ここに は、 地球の 外に 向かう 旅、 情報 世界への ポスト 地球 的 移民に 備えさせる 

最初の 試みが ある。 

より 洗練され た 他の 情報 心理学が 本書の 後に つづく だろう。 未来 を 創造す る ことよりも 興味深い 重要な ことがあ るだろう か？ 

最初の 試みが 折衷 的で 翻訳 的になる の はやむ をえない。 それ は 宗教 的. オカルト 的な もの を 科学的な ものに、 古代 を 未来に、 過去の 伝説 を 現在の デ 

—タに 結びつける。 

われわれ は 刷り こむべき、 巨大な ボ スト 機械的、 超 個人的、 ポスト • 一一  ュ I トン 的な 電子 場 を 予見し、 つきとめ、 秩序 づけ、 個人 化し、 親しめる も 

のとす るた めの 教訓的な 比 喰と して、 八つの 周期と 二十 四の 段階 を 提唱した。 

説明 的な 比喩 は 重要で はない。 人類の 優雅な 変異に とって 重要な の は、 われわれが なろうと している 真の 存在に まつわる アイ ンシ ユタ イン 的、 神経 

遺伝子 的、 量子物理学 的な パ I スべク ティブ を 理解し、 個人的に 適用す る ことなの である。 
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恒星 間 宇宙に 住む われわれの 隣人の 言葉に 耳 を 傾け、 理解し、 賢明な 応答 をす る こと を 可能に する 哲学、 心理学、 言語 を 開発す る 時で ある。 

その 言語 は 量子 的で、 デジタル 化されて おり、 精神 幾何学 的な もの だ。 

われわれの 中に ある 者 は、 人間の 知性と 資源 を、 分配の 不平等 性に よって 苦悩 を 生み出し ている 地球上の 問題 を 解決す るた めに 用いるべき だと 主張 

する たろう。 

これらの 幼生 的な 主張 はいかに 真摯な もので あれ、 胎児 的で 分かりやすく、 近視眼 的で ある。 

現在、 人類 を 脅かして いる 苦悩と 欠乏の 危機 は 物質的な もので はない。 それ は神柽 政治的な 戦争な ので ある。 

それ はこれ まで 霊的、 心理学的、 哲学的と 呼ばれて きた。 航法 的と 呼ぶ のが もっとも 適切で ある。 人類 はま だ 遗伝子 暗号 を 解読して いない。 羅針盤、 

ガイド. ブ ッ クが 現在 準備され つつ ある。 

自分が どこから やって きて、 どこに 向かう か を 知って おり、 局地的な 現世 を 超えた ヴ イジ ョ ンを 共有す る 男 や 女た ちが 幼生 期の 遺伝子 プ I ル から、 

サイ バ |( パイ。 ット) 個人と して 出現す るだろう。 かれら は 素早く 学び、 効果的に 働き、 自然に 成長し、 素敵に 社会化し、 優雅に 進化す る。 種が 進化の 

挑戦に 直面す るまで は、 のんびり とした 愚か さの 岸辺 を うろついて いると いうの はお そらく 真実だろう。 進化の 挑戦に 直面す ると、 個人 は 原始的な 集 

団を 離れ、 スマ— トで 迅速になる の だ。 

この 惑星 上での、 また この 惑星からの 生物学 的 進化の パ— スべ ク ティブ を 提供す る この 本 は、 あらゆる 世代の ある 種の 人々 にと つて 準備が 整って い 

る 新しい 遗伝子 的な 観念の 数々 を 提示す る。 議論され る トピックス は 電磁 的、 量子物理学 的な もの だが、 本書の 伝達 方法 は 機械 印刷に よる 文字 を 通し 

てな される。 したがって、 読者 は、 自分の 条件 づ けられた 象徴 体系が 予想外の 新しい 象徴の 組み合わせ によって 揺さぶられる こと を 覚悟して おくべき 
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惑星 地球上の 生命 は、 人間の 神経系 を 介して、 遺伝子 プ— ル から 逃れて 子宮 惑星からの 移民 を 開始し、 高 軌道に 植民地 を 建設し はじめた。 そこで は、 

銀河の 生命 体と 接触し、 コ ミ ュ 二 ケ I シ ョ ン する ことが より 容易になる だろう。 . 

ロケ ッ ト船は 子宮 惑星の 重力から 逃れて 上昇す るのに 必要な 逃亡 速度 を 獲得した。 

電波 望遠 境の 「受信 盤」 は 今や 星た ち を 監視し、 近隣の 知性 体からの 電磁気 的な メ ッ セ— ジを 受信す る 準備 をして いる。 

人間が 他の 知性 体と 交流し、 コ ミ ュ 二 ケ— シ ョ ン する 用意が できて いる こと を 告げる メ ッ セ— ジが 電子 信号に 乗って 恒星 間 宇宙 を 旅して いる。 

銀河の はずれに ある 恒星の この 小さな 衛星から 離れようと している われわれ は 一 人 ぼ つちで も 孤立しても いない、 という 考えが 膨らみ はじめて いる。 

この 文章 を 読んで いる 多くの 人た ちの 生涯の 内に それ は 起こる だろう。 われわれの パ ィォ 二 ァの 家族 は 太陽系 を 離れる だろう。 恒星 間からの メッ セ 

—ジが 受信され、 コンタクトが 実現され るだろう。 銀河 レベルの 議論が はじまる だろう。 

宇宙空間の 生命 体 を 新しい 意識的な 選ばれた 遺伝子 プ— ルの 成員と して 受け入れる 準備 をす る 時で ある。 
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ィバ —量子 的 技能に 熟達した 人々 によって のみ 構築され、 住まわれる という こと は 認識して いなかった。 

大気圏 外心 理学 は 今でも 重要な 未来の 概念で あるよう に 思われる。 だが、 それ は ロケット 船の ハ— ドウ H ァを 強調す る ものである。 したがって、 本 

書の タイトル は、 

『情報 心理学』 〔ティモシ— の 意に 反して、 あえて ，大気圏 外 進化論 j という タイトル を 選んだ I 訳者〕 

とする のが 妥当だろう。 

近い将来、 われわれの 種が 発見、 創造、 探究し、 住む ようにな るだろう 情報 世界 は、 カナべ ラルの ロケット 発進 道路から だけで は 到達し えない。 コ 

ンピ ュ —タの 個人的な 画面 を 通して 到達され るの だ。 

これらの さ ざ 波 を 説明す るた めに、 現在の 私の 発行者 兼 編集者で ある クリストファ！  S. ヒャッ ト 博士と 二 コ ラス. タ I チヤ I 氏 はこの 復刻版で 最 

初の 一 六べ— ジを 書き直す こと を 許可して くれた。 この 新たに 付け加えられた 最初の 部分 は、 「大気圏 外」 から 「情報」 へと 強調 点 を 加える ための 出発点 

を 印す ものと なった。 宇宙 居住者から 情報 居住者への 転換と いう 意味で ある。 

二 ハぺ— ジ 〔本書 六 六べ— ジ〕 以降 は、 読者が 一九 七 六 年に 書かれた 私の 文章 を 現代的に 翻訳し なければ ならない。 -. 大気圏 外心 理学』 の 用語の 多く は、 一 

九 八 〇 年代の この つややかな ハイテク 時代に は いささか 時代遅れ になった 感が ある。 果たして、 現代に 翻訳す るのに、 私の 手が 必要だろう か？ 


ブ. ジョブ スとス ティ— ブ*ゥ オズ 二 アツ クが 思考 を デジタル 化し、 プロセスし、 その 分子 構造 を 変え、 それ を 画面 上で コミュニケ I ト する こと を 可能 

にす る 最初の サイ バ！ コ ンビ ュ— タ、 最初の 個人的 知識の 装置 を 発売す る 前の ことだった。 

当時の 私 は、 新しい 若者の 世代が 自然に、 デジタル 化された 思考 を 家庭 用の 電子 画面で プ ロセス しながら 育つ ようになる だろうと いう 事実に まった 

く 気づいて いなかった。  • 

つまり、 私 は PSYber-world  (精神 世界) を 理解して はいたが、 CYBer-world について は 理解して いなかつ たの だ。 

私 は 意識の 内界 を 広く し 探究し 限りない 脳の 精神 宇宙 を 航行して いた。 けれども、 われわれ を 機械的な 書籍 人間から 量子 的な 画面 人間に まさに 変え 

ようとし ている 電子 テクノロジ— によって 生み出される 情報 世界への アクセス を もっていなかった し、 その 世界 を 理解しても いなかった。 家庭 用 シン 

セ サイ ザ I、 コンビ ュ I タ、 ォ I ディ ォ. デジ タイ ザ—、 ビデオ • デジ タイ ザ I、 インタラクティブな コンパクト. ディスク • システム などなど。 

一 九 七 六 年 当時、 ハイテクに 無知だった ために、 宇宙 植民 ゃボ スト 地球 的 心理学 を 過度に 強調す る ことにな つたので ある。 

銀河の 量子 的 言語 を 教えて くれる 異星的 知性の 最初の 波が、 パン. アレン 帯の 外側に 見出され るので はなく、 一九 七 九 年に わが 家で、 私の サイ バ— 

息子 ザ カリ— が ビデオ. ゲ I ムで 情報 宇宙 を 泳ぎ 回り、 コンビ ュ —タの ソフトウェアの 中で デ I タの 小惑星、 惑星、 星団 を採究 するとい う 形で 現れる 

ことになると は 思っても いなか つた。 

一九 七 五 年から 七 六 年に かけて は、 生命が この 惑星 を 去り、 居住者の 作る 宇宙 植民地へ と 移住す る ことが 明らかで あるよう に 思われた の だ。 こうし 

た H.O.M.E.S  (High  Oribital  Mini  Earths 高 軌道の ミニ 地球) は 明らかに ポスト 機械的、 ボ スト 国家的、 神経 電子 的 環境 を 含んで いる。 しかし、 宇宙 的 世界が サ 


ファルコン. ブレス 版 二 九 八 七 年) への 序文  o ㊀ 


㊀ ⑩ 


一九 七 五 年 当時、 立 は アル ビン • トフ ラ —の 『第三の 波』 も、 ジョン： 不ィ ピッツの ボ スト 産業 的、 ボ スト 国家的、 ボ スト 集合的 意識に 関する 著作 も 読 

んで いなかった。 

煙に 包まれた 組み立て 工場の 文明 は スモッグと 埃と 酸性雨の 中で 消滅して いくだろう こと を 私 はは つきり と 認識した。 そして その 種と しての、 また 

個人と しての 次の 可能な 四つの 進化の 段階 を 描き出す ことに 成功した。 


y サイ バ I 身体 的 —— 個人が 自分自身の 身体 を 制御し、 新しい 快楽主義 的. 審美的 テクノロジ I を 用いて、 登録され た (刷り こまれた) 所有者の み 体験 

できる 感覚 世界 を 泳ぐ。 ハイテク 異教 主義の 出現。 

^ サイ パ— 神経 的 I 本人に よっての み 体験され る 脳の 世界。 個人 は 自分自身の 脳 を 操り、 再 プログラミング する。 新しい 電子 テクノロジ I を 用 

い、 産業 時代の 機械的な 現実より 自然で 生き生きとした 触 知 可能な 情報 世界 を 創造す る。 電子-量子 的 異教 主義、 ハイテク. ヒュ —マ 二 ズムの 出現。 

ス サイ バ I 遺伝子 的 —— 自分自身の DNA を 解読し、 再 プログラミング する 個人に よっての み 体験で きる 遺伝子 的 意識の 世界。 ガイアの マト リツ 

タスと 調和す る 新しい ミクロの 生物学 的 テクノロジ I を 用いて 新しい 種 を 創造す る。 アミノ酸 ァ 二 ミズ ムの 出現。 

as サイ バ —原子 的 —— 個人が 原子 的な 情報 構造 を 解読し、 再 プログラミング する。 個人と 種の 進化の ために 新しい ナノ. テクノロジ I を 操る。 

信じて もらえる か は 別と して、 私 は 本書 を アップル. コンビ ュ I タが 到着す る 以前、 擦り切れた 古本の 山に 囲まれて 書いた の だ。 それ は、 ス ティ— 


この 強要され た 僧院 生活が、 ァレキ サン ダ—  . L. ソル ジヱニ ツイン、 ジ ョルダ —ノ. ブル— ノ、 アンド レイ. サ ハロフ への 物 ほしげ な 言及 を 許して く 

れる かもしれ ない。 私が 大気圏 外への 飛行、 ォニ— ルの 宇宙 植民地、 この 地球の 重力 場からの、 翔ぶ 鳥に 似た 方法での 逃亡と いった もの を 熱つ ぼく 語 

つた 理由の 一 端 は、 囚われの 状態に あった ことで 説明で きる かもしれ ない。 

われわれの スカイ. ラボが 頭上 はるかかなたの 高 軌道に 浮いて いた あの 星の ちりばめられた 夜の こと を 読者 は 思い出す ことができ るだろう か？ ヮ 

シン トンと ケ I プ. カナべ ラル を 結ぶ 定期 往復 便 はま だで きていなかった し、 NASA の コミュ ニケ— ショ ン 網の 崩壊に よ つて 破壊 されても いなか つ 

た。 

素朴に も われわれ は、 イラン 国王が CI A の 助け を 借りて、 西洋の 産業 文化 を 作れる だろうと 予測して いたの だ。 イスラ H ルは 西洋 的な 民主主義 国 

家に なり、 生まれ変わった クリスチャン は 見当 はずれの 感傷的な 精神異常者に なると 思い込んで いたので ある。 なんと 無垢だった のだろう。 

私 は 偏狭な 見方に 囚われ、 次の 激動の 十 年間に、 われわれの 二十 一 世紀への 期待 を 明確に する 偉大な 洞察の 数々 を 理解し そこねて いたの だ。 

ランドン .Y* ジョ— ンズの 『大 いなる 希望』 という 本 を 読んで いなかつ たのが その 一 つ だ。 この 誤って 悲観的に 書かれて いる 魅力的 書物 は 次の ごとく 

主張して いる。 二十世紀 後半の それぞれの 十 年 は、 思って いたより ずっと 強い 七 六 〇〇 万人の 一 団 から 成る ベ ビ—. ブ —ム 世代の 成長の 段階 もしくは 

移行 を 表して いる。 サイ バ— • キッズ と 呼ばれる この 新しい 種 は、 ス ボック 博士に 自分自身で 考える こと を 奨励され、 テレビ 広告で リアリティの 消費 

者 グルメになる よう 訓練され、 情報 世界 を 探究し、 その 中に 住む 最初の 世代で あり、 たえず ゆらめき 変化しながら 大衆の 意識 を 映し だす 画面 上に 投影 

された 電子の 束に よって 考え、 コ ミ ュ 二 ケ— シ ョ ン する 最初の 人類の 一 団 なの だ。 
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本書 はずつ と 以前の 一 九 七 五 年から 七 六 年に かけて 執筆され たもので ある。 

その後の 十二 年、 世界の 意識、 アメリカ 文化、 情報 心理学、 あげてい つたら きりがな いが、 さまざまな 局面で 莫大な 変化が 生み出され てきた。 私自 

身の パ— スク ティブ も 大幅に 変わった。 

本書が 執筆され ていた 当時 I 

リ チヤ— ド. ニクソ ンが 楕円形の 大統領 執務室の 中で ジ H ラ ルド. フォ —ドに 取つ て 代わられようと していた。 大統領 諮問委員会 や 医療、 法律の ト ッ 

プ 集団が マリワナの 合法化 を 進めて い た。 

私 は 半 オンスの マリワナ 所持で 長期の 服役 を 余儀なく され、 刑務所の 中で 『地球 外心 理学』 を 書いた。 政府が 妨げの ない 時間 を 与えて くれたお かげで _ 

私 は嬉々 として 本 を 執筆す る ことに 没頭し、 FBI の 暗殺の 脅威 を 周到に 回避す る ことに 専念した。 


する ことに 決めた の だ。 電話 ごしに 二人が 会話して いる 時、 私 はた だ その 場に いただけだった。 試みに 会って みる ことに 

決まった が、 それが 実現す る 前に リガ ルディが 死亡した。 死ぬ 前に リガ ルディ は リア リ— について 次のように 書いて いる。 

「きっと 後世の 人々 は、 リア リ— が この 世界に 貢献した こと を、 今日の われわれより 高く 評価す るだろう」。 

四 度 目の リア リ— との 出会い は ロスアンゼルス 空港で 起こ つた。 私の すぐ 前に 急いでい る 風の ハ ン サムな 中年の 紳士が 

立って いた。 見覚えが あるよう に 見えた が、 私が 最後に リア リ —の 写真 を 見た の は、 彼が 四 〇 代の 時の ものだった。 勇気 

を 振り絞って、 ティム. リア リ —ではないで すかと 尋ねる と、 彼 はそう だと 答えた。 私 は ファルコン. プレスの 発行者と し 

て 自己紹介した。 彼 は 私と 話したい と 言った が、 飛行機に 乗る ために 急いでいた。 われわれ は 笑み を 交わして 別れた。 

それから 三年 後の 一九 八 七 年、 ついに リア リ— と 私はビ バリ！ ヒルに ある 彼の 家で 共に 腰掛け、 本書と 他の 四 冊の 本 

(未来の 歴史 シリ I ズ) を 出版す る 契約 を 交わした。 ファルコン. プレス は 「へ ッド. コ I チ」 を 迎えた こと を 喜んで パる。 
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用に 量的な 輪郭 を 与える。 次に 評価 を 受ける 人た ち (友人、 医師、 自己な ど) の 間で それらの 測定値が 比較され、 不均衡が 採 求. 

検討され るの だ。 

二度目に ティムに 会った の は、 一九 六 四 年から 翌年に かけて で、 私が、 勧められ ている 以上の 服用 量で ある 八 〇〇 マイ 

クロ グラムの LSD を 摂取した 時の こと だ。 私 は 二日 以上に 及ぶ 「トリップ」 を 体験し、 極彩色の 中国 製 スロット. マン I 

ン から 宇宙旅行、 精巧な パ— ソナリ ティの 地図に 至る 情報の 洪水に 浸された。 その 「トリップ」 で 混乱し、 不安に かられた 

私 は、 年を径 るに つれ、 すべての 「神経症」 が 情報の シフトと 荷重 負担の 結果で あると 仮定す るよう になった。 

狩獄 採集 人間が 農民と 会い、 農民が 産業 人と 会い、 産業 人が 技術的 人間と 会う こと を 想像して いただきたい。 心脳ュ 二 

ット は、 新しい 情報と さまざまな 方法で、 ある 時には 創造的に、 ある 時には 破壊的に 取り組もう とする だろう。 にも かか 

わらず、 新しい モデル や 公式が 生まれる まで は、 不安だろう。 文明 そのもの を 変容 させずに はおかない 新しい 情報-技術 

を 受容す る こと を 「拒む」 と、 しばしば その 文明 全体が 崩壊す る。 こうして 私 は、 人間 は ユングが 述べて いるよう に 魂 を 探 

し 求めて いるので はなく、 新しい 情報-技術 を 古い 情報-技術に 統合す る 方法 を 探し 求めて いるの だとい う 結論に 達した。 

そこで 私 は 病理の 観念 を 捨て、 不安 や 抑う つ を リアリティの モデルに おける 大小の シフトに 対応しょう とする 試みと みな 

した。 この ことが、 意味論 的 地図の 観念 (親切に もォス グッドら が 提唱して いる。 一九 五 七 年)、 変化す る 興味の 中心の 観念 (情報の 相互 作 

用の 結節 点で 集合. 離散す る 形態)、 無限の 周辺の 観念 (拡大す る 新しい 情報が 人間に 開かれて いると いう こと) などに 導く ことにな つた。 最終的 

に 何年 かした 後、 私が リア リ I の 社会心理学と 自分の LSD 体験に よって 生み出された 新しい デ —タの 洪水に 直接 帰して 

い る 新し い セラ ピ— (世界観) が 育まれた。 

ニー 度 目の ティムとの 出会い は、 フ アル コ ン. プレスと 最初に 契約した 著者 イスラ エル. リガ ルディ を 通して 実現した。 リ 

ガル ディと 私 は 『黄金の 夜明け 団の 完璧な 魔術 システム 』 に 取り組んで いたが、 ある 理由で、 リガ ルディが リア リ— と 接触 


まえがき 

ティモシ —• リァリ ー 博士との 出会い 

クリストフ？  S. ヒャッ 卜 博士 

ティモ シ —• リァリ —との 最初の 出会い は 一 九 六 四 年の ことだった。 当時、 大学生だった 私 は 社会心理学と パ— ソナリ 

ティ 理論 を 勉強して いた。 リア リ— とコフ H ィニ九 五 0 年頃) は、 「パ I ソナリ ティ」 は 仮説 的な 構築物で あり、 対人 間の 相 

互 的な パ タ I ン によ つての み 理解で きる という 考え を 引 つ さげて 臨床 的な 精神 医学界に 攻めい つ てきた アイルランド 系ァ 

メリ 力 人、 ヘン リ！ スタック. サリ バン 医師の 先駆 的な 仕事 を 計量. 量子化し、 明確に する ことに 貢献した。 

リア リ— とコ フ ヱ ィが 最初に 行った の は、 パ— ソナリ ティの 理解 を 助ける 「研究 モデル」 を 作る ことだった。 そのこと に 

よって リア リ— やその 仲間 は 重要な 新しい パ I ソナリ ティの 検査 モデルの 発達と、 多くの 現代の セ ラビ I や 家庭 療法に 代 

表される ような 心理療法への ダイナ、、、 ック かつ ホリス テ イツ クなァ プロ  I チの 開発に 貢献す る ことにな つた。 

不幸に も リア リ I はこの ような 画期的な 研究に よ つ て 思いだ される こと はめ つたに ない (気違い じみた 雑誌の 見出し を 見せつ けら 

れ てきた 一般大衆 にして みれば、 それ も 当然の ことか もしれ ない)。 だが、 彼の 初期の 研究 を 素晴らしい とほめ そやす 心理学者 たちです 

ら、 リア リ— を 「LSD の 罠に 落ちた」 人物と して 葬り去る の だ。 けれども、 現代の 心理療法への ァ プロ —チに 浸透して い 

る 相対的で ダイ ナミ ッ クな 相互作用 や 互恵 的な 関係 性の 概念 を 生み出す きっかけ になった の はま ぎれ もな く 彼のそう した 

初期の 研究な ので ある。 リア リ— による サリ バンの 諸 観念の 拡大 は、 観察 可能な さまざまな 行動に 見られる 個人の 相互 作 
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献辞 


本書 はこの 惑星 上 や 惑星 以外に 住む すべての 進化の 使者と サイ バ ！パ ンク たち を 祝福す る。 

われらに 笑う こと を 思いだ させて くれた  

英語への 翻訳 をして くれた  


ファルコン. プレス を 高く 飛び つづけさせて くれた- 

われわれに アメリカ 版 を 与えて くれた  


われらの 種の 中で はじめて 情報 宇宙 を 周航した 


—ジ ョ —ジ -I  - グルジ ェ フ 

. アレイ スタ！ ク ロウ リ— 

——ィ ス ラエル • リガ ルディ 

 ト— マス. ビンチ ヨン 

 ウィリアム. ギブ ソ ン 


の 


中で， ギブ ソン は 近未来の サイ バ I 情報 社会の 概略 を 描き出した。 


ある 世代の 内部で 傑出した 個人の 人生 は 世代 そのものから 切り離されて は 存立し えない。 もし かれら 

が 魚 だと すれば、 遺伝子 プ I ル はかれら が 泳ぐ 液体で ある。 かれらが 共有す る 世代の 感性 はかれら を 

切り離す 物事より はるかに 重要な の だ。 

ランドン. Y. ジョ I ンズ 

大 いなる 希 《- 

アメリカ とべ ビ！ ブ ー ム 世代 

これ は 私自身の 人生の 回想録 を 意図す る もので はない。 だから、 きわめて 特殊な 私自身の 逮捕 劇の 興 

味 深い 詳細 を 語る つもり はない。 その 晚、 士官た ち はわれ われが 地図 上の どこに いるか を 解明で きる 

ので はない かとい う 最後の 希望 を棄 てた。 いずれにせよ、 かれら は 地図 を 読む ことができなかった の 

だ。 そこで かれら は 丁重に 地図 を 私に 手渡し、 車 司令部の 中央 情報 局に 行く 道 を 運転手に 教える よう 

私に 告げた の だ。 私 はかれら を その 牢獄に 連れていった。 感謝した かれら はすぐ に、 私 を 通常の 独房 

ではなく、 折檬 室に 押し込め たので ある。 

ァレキ サン ダ！  L. ソル ジ ェニヅ イン 

われわれ は 世界 最高の シ ス テム を瘦 得した。 うまく やる 方法 を 見出した の だ。 

ネルソン. 口 ック フェラ ー 

(情報 社会の 出現) は 核心 的な 出来事で あり、 近未来 を 理解す る 鍵で ある。 それ は、 農業の 発明に よつ 

て 一 万年 前に 解き放 たれた 第 一 の 変化の 波 や、 産業革命 によって 触発され た 驚く ベ I 化の 第二の 波 

と 同じぐ らいに 深遠な 出来事な ので ある。 われわれ は 次なる 変容、 第三の 波の 子供な の だ。 

アル ビン. トフ ラ， 

サイ バ， 量子 文明に ついて 
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